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二
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１
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条
）

大
学
二　

経
下

１
条器

遠
問
。
致
知
者
、
推
致
事
物
之
理
。
還
當
就
甚
麼
樣
事
推
致
其
理
。
曰
。
眼

前
凡
所
應
接
底
都
是
物
。
事
事
都
有
箇
極
至
之
理
、
便
要
知
得
到
。
若
知
不
到
、

便
都
沒
分
明
。
若
知
得
到
、
便
著
定
恁
地
做
、
更
無
第
二
著
、
第
三
著
。
止
縁
人

見
道
理
不
破
、
便
恁
地
苟
簡
、
且
恁
地
做
也
得
、
都
不
做
得
第
一
義
。
曹
問
。
如

何
是
第
一
義
。
曰
。
如
為
人
君
、
止
於
仁
。
為
人
臣
、
止
於
敬
。
為
人
子
、
止
於

孝
之
類
、
決
定
著
恁
地
、
不
恁
地
便
不
得
。
又
如
在
朝
、
須
著
進
君
子
、
退
小
人
。

這
是
第
一
義
。
有
功
決
定
著
賞
、
有
罪
決
定
著
誅
。
更
無
小
人
可
用
之
理
、
更
無

包
含
小
人
之
理
。
惟
見
得
不
破
、
便
道
小
人
不
可
去
、
也
有
可
用
之
理
、
這
都
是

第
二
義
、
第
三
義
、
如
何
會
好
。
若
事
事
窮
得
盡
道
理
、
事
事
占
得
第
一
義
、
做

甚
麼
剛
方
正
大
。
且
如
為
學
、
決
定
是
要
做
聖
賢
。
這
是
第
一
義
、
便
漸
漸
有
進

步
處
。
若
便
道
自
家
做
不
得
、
且
隨
分
依
稀
做
些
子
、
這
是
見
不
破
。
所
以
説
道
、

不
以
舜
之
所
以
事
堯
事
君
、
賊
其
君
者
也
。
不
以
堯
之
所
以
治
民
治
民
、
賊
其
民

者
也
。
謂
吾
身
不
能
者
、
自
賊
者
也
。　

賀
孫

　

卓
録
云
。
曹
兄
問
格
物
窮
理
、
須
是
事
事
物
物
上
理
會
。
曰
。
也
須
是
如
此
、

但
窮
理
上
須
是
見
得
十
分
徹
底
、
窮
到
極
處
、
須
是
見
得
第
一
著
、
方
是
、
不
可

只
到
第
三
第
四
著
便
休
了
。
若
窮
不
得
、
只
道
我
未
窮
得
到
底
、
只
得
如
此
、
這

是
自
恕
之
言
、
亦
非
善
窮
理
也
。
且
如
事
君
、
便
須
是
進
思
盡
忠
、
退
思
補
過
、

道
合
則
從
、
不
合
則
去
。
也
有
義
不
可
得
而
去
者
、
不
可
不
知
。
又
云
、
如
不
以

舜
之
所
以
事
堯
事
君
、
賊
其
君
者
也
。
不
以
堯
之
所
以
治
民
治
民
、
賊
其
民
者
也
、

這
皆
是
極
處
。　

以
下
致
知

〔
校
勘
〕

○
「
有
箇
極
至
之
理
」　
「
箇
」
を
朝
鮮
古
写
本
は
「
个
」
に
作
る
。

○
「
便
要
知
得
到
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
這
便
是
要
知
得
到
」
に
作
る
。

○
「
得
」　

万
暦
本
・
和
刻
本
は
す
べ
て
「

」
に
作
る
。

○
「
若
知
不
到
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
若
知
不
得
到
」
に
作
る
。

○ 

「
便
著
定
恁
地
做
」　

成
化
本
は
「
便
决
定
着
恁
地
做
」
に
、朝
鮮
古
写
本
は
「
便

決
定
着
恁
地
做
」
に
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
便
決
定
着
」
に
作
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

宇
佐
美
文
理
・
小
笠
智
章
・
古
勝
亮
・
焦

・
孫
路
易
・
中
純
夫
・
福
谷
彬

brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

https://core.ac.uk/display/235429441?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1


一
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

よ
う
に
い
い
加
減
に
な
る
。
し
ば
ら
く
は
そ
の
よ
う
に
し
て
や
っ
て
い
け
て
も
、

（
そ
れ
で
は
）全
く
第
一
義
の
こ
と
を
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。」曹
が
問
う
た
。「
ど

の
よ
う
な
の
が
第
一
義
で
し
ょ
う
か
。」（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「（『
大
学
』
に

い
う
）『
人
君
た
れ
ば
、
仁
に
止
ま
る
。
人
臣
た
れ
ば
、
敬
に
止
ま
る
。
人
子
た

れ
ば
、
孝
に
止
ま
る
』
の
類
は
、
必
然
的
に
そ
う
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
ダ

メ
な
の
だ
。
ま
た
、
も
し
朝
廷
に
あ
れ
ば
、
君
子
を
推
挙
し
小
人
を
退
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
第
一
義
だ
。
功
績
が
あ
れ
ば
必
ず
賞
し
、
罪
過
が
あ
れ
ば

必
ず
誅
す
る
。
小
人
が
用
い
ら
れ
る
理
は
全
く
無
く
、
小
人
を
許
容
す
る
理
は
全

く
無
い
。
た
だ
（
こ
の
道
理
を
）
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
小
人
を
遠

ざ
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
か
、
彼
を
用
い
る
べ
き
理
も
あ
る
、
な
ど
と
言
う
わ
け

だ
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
第
二
義
第
三
義
の
こ
と
で
、
良
い
は
ず
は
な
い
。
も
し
事

事
に
道
理
を
窮
め
尽
く
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
事
事
に
第
一
義
を
も
の
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
か
ら
、
何
を
し
よ
う
と
剛
方
正
大
だ
。
た
と
え
ば
学
問
を
す
る

場
合
、
必
ず
聖
賢
に
な
ろ
う
と
す
る
、
こ
れ
が
第
一
義
で
、
そ
れ
で
こ
そ
次
第
に

進
歩
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
。
も
し
安
易
に
、
自
分
は
聖
人
に
は
な
れ
な
い
か

ら
、自
分
な
り
に
少
し
だ
け
や
っ
て
み
る
、と
言
う
の
な
ら
、そ
れ
は
（
第
一
義
を
）

見
抜
け
な
い
か
ら
だ
。
だ
か
ら
（
孟
子
は
）『
舜
の
堯
に
事
ふ
る
所
以
を
以
て
君

に
事
へ
ざ
る
は
、
其
の
君
を
賊
ふ
者
な
り
。
堯
の
民
を
治
む
る
所
以
を
以
て
民
を

治
め
ざ
る
は
、
其
の
民
を
賊
ふ
者
な
り
。』
と
言
っ
た
の
だ
。
自
分
を
で
き
な
い

と
言
う
者
は
、
自
分
を
損
な
う
者
で
あ
る
。」　

葉
賀
孫
録

　

黄
卓
の
記
録
に
云
う
。
曹
さ
ん
が
質
問
し
た
。「
格
物
窮
理
は
事
事
物
物
に
即

し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
や
は
り
そ

う
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
、
窮
理
の
上
で
十
分
に
底
の
と
こ
ろ
ま
で
見
、

○
「
著
」　

す
べ
て
成
化
本
・
万
暦
本
・
朝
鮮
古
写
本
・
和
刻
本
は
「
着
」
に
作
る
。

○
「
決
」　

す
べ
て
成
化
本
は
「
决
」
に
作
る
。

○
「
這
是
第
一
義
」
の
後　

朝
鮮
古
写
本
は
「
合
如
此
」
の
三
字
有
り
。

○
「
做
甚
麼
」　

成
化
本
・
朝
鮮
古
写
本
・
朝
鮮
整
版
本
は
「
做
甚
麼
樣
」
に
作
る
。

○
「
這
是
見
不
破
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
這
都
是
見
不
破
」
に
作
る
。

○
「
卓
録
云
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
按
卓
録
略
云
」
に
作
る
。

○
「
須
是
事
事
物
物
上
理
會
」　
「
事
事
」
を
万
暦
本
、和
刻
本
は
「
事
匕
」
に
作
る
。

○
「
曰
也
須
是
如
此
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
先
生
云
也
須
是
如
此
」
に
作
る
。

○
「
窮
到
極
處
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
處
」
を
「
処
」
に
作
る
。

○
「
第
三
第
四
著
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
第
二
第
四
着
」
に
作
る
。

○
「
過
」　

成
化
本
は
「

」
に
作
る
。

○
「
事
堯
事
君
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
事
堯
者
事
君
」
に
作
る
。

○
「
治
民
治
民
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
治
民
者
治
民
」
に
作
る
。

○
「
以
下
致
知
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
四
字
を
欠
く
。

〔
訳
〕

　

曹
器
遠
が
問
う
た
。「
知
を
致
す
と
は
、事
物
の
理
を
推
し
極
め
る
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
事
に
つ
い
て
そ
の
理
を
推
し
極
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。」

（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
眼
前
に
接
す
る
も
の
は
す
べ
て
物
で
あ
る
。
事
事
す
べ

て
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
窮
極
の
理
が
あ
り
、
そ
れ
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
し
認
識
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
で
も
う
す
べ
て
明
瞭
で
な
く
な
る
。
も
し
認
識

で
き
さ
え
す
れ
ば
、
必
ず
そ
の
よ
う
に
や
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
他
に

二
番
手
三
番
手
は
な
い
。
た
だ
人
は
道
理
を
見
極
め
ら
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
あ
の
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九
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』
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訳
注
（
三
）

只
是
志
不
果
。
復
説
第
一
義
云
、
如
這
箇
、
只
有
箇
進
步

將
去
底
道
理
、
這

只
是
有
這
一
義
。
若
於
此
不
見
得
、
便
又
説
今
日
做
不
得
、
且
待
來
日
。
這
事

做
不
得
、
且
備
員
做
些
子
、
都
是
第
二
、
第
三
義
。」

（
２
）「
便
著
」　

既
出
。「
便
」
に
同
じ
。
巻
一
四
、八
五
条
、
注
（
11
）
を
参
照
。

（
３
）「
第
二
著
、
第
三
著
」　

最
上
策
に
対
す
る
第
二
策
、
第
三
策
。
ま
た
第
一

義
に
対
す
る
第
二
義
、
第
三
義
。「
著
」
は
「
着
」
に
通
じ
、
元
来
は
将
棋
な

ど
に
お
け
る
指
し
手
を
意
味
す
る
が
、
転
じ
て
策
、
方
法
の
意
に
も
な
る
。『
語

類
』
巻
一
七
、三
三
条
、
廖
徳
明
録
（
Ⅱ379

）「
陸
子
靜
從
初
亦
學
佛
、
嘗
言
、

儒
佛
差
處
是
義
利
之
間
。
某
應
曰
。
此
猶
是
第
二
著
、
只
它
根
本
處
便
不
是
。」

（
４
）「
苟
簡
」　

い
い
加
減
だ
。『
語
類
』
巻
一
〇
、六
七
条
に
「
今
人
所
以
読
書

苟
簡
者
、
縁
書
皆
有
印
本
多
了
。」
と
あ
る
。
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』

一
一
七
頁
参
照
。

（
５
）「
見
道
理
不
破
」　
「
見
不
破
」
は
、見
極
め
ら
れ
な
い
の
意
。「
見
得
破
」（
見

極
め
ら
れ
る
）
の
例
は
巻
一
四
、四
四
条
、余
大
雅
録
「
聖
人
不
令
人
懸
空
窮
理
、

須
要
格
物
者
、
是
要
人
就
那
上
見
得
道
理
破
、
便
實
。」
に
既
出
。

（
６
）「
決
定
著
」　

き
っ
と
…
だ
、決
ま
っ
て
…
だ
。
巻
一
四
、一
四
四
条
、注
（
９
）

を
参
照
。

（
７
）「
第
一
義
」　

仏
教
語
で
、
言
葉
に
よ
っ
て
は
捉
え
ら
れ
な
い
窮
極
の
真
理

を
意
味
す
る
。「
第
一
義
諦
」「
真
諦
」「
勝
義
諦
」
に
同
じ
。
下
の
「
如
何
是

第
一
義
」
は
、『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
九
、福
州
南
禅
契
璠
禅
師
に
、「
時
寺
僧
問
。

如
何
是
第
一
義
。師
曰
。何
不
問
第
一
義
。曰
。見
問
。師
曰
。已
落
第
二
義
也
。」

と
あ
る
。

（
８
）「
為
人
君
、
止
於
仁
。
為
人
臣
、
止
於
敬
。
為
人
子
、
止
於
孝
」　
『
大
学
』

窮
極
の
と
こ
ろ
ま
で
窮
め
、
一
番
手
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
よ
し
だ
。
三

番
手
四
番
手
に
至
っ
た
だ
け
で
お
し
ま
い
に
し
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。
も
し

（
一
番
手
を
）
窮
め
ら
れ
ず
に
、
た
だ
、
私
は
ま
だ
底
の
と
こ
ろ
ま
で
は
窮
め
ら

れ
ま
せ
ん
、
こ
の
よ
う
に
す
る
他
は
あ
り
ま
せ
ん
、
と
言
う
の
な
ら
、
そ
れ
は
自

分
を
ゆ
る
す
言
い
訳
で
あ
り
、
や
は
り
上
手
い
窮
理
の
や
り
方
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
君
主
に
仕
え
る
の
な
ら
ば
、
必
ず
『
進
み
て
は
忠
を
尽
く
さ
ん
こ
と
を
思
ひ
、

退
き
て
は
過
ち
を
補
は
ん
こ
と
を
思
ふ
』
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、『
道
が
合
え

ば
従
い
、
合
わ
な
け
れ
ば
去
る
』
の
だ
。
し
か
し
、
義
と
し
て
去
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
は
、
わ
き
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
ま
た
（
黄
卓
の

記
録
に
）
云
う
。（
先
生
が
言
わ
れ
た
）「『
舜
の
堯
に
事
ふ
る
所
以
を
以
て
君
に

事
へ
ざ
る
は
、
其
の
君
を
賊
ふ
者
な
り
。
堯
の
民
を
治
む
る
所
以
を
以
て
民
を
治

め
ざ
る
は
、
其
の
民
を
賊
ふ
者
な
り
』
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
も
窮
極
の

処
で
あ
る
。」　

以
下
、
致
知
に
つ
い
て

〔
注
〕

（
１
）「
器
遠
」　

曹
叔
遠
、器
遠
は
字
。
瑞
安
の
人
。
少
く
し
て
陳
傅
良
に
学
ん
だ
。

『
語
類
』
に
は
二
十
三
条
に
登
場
す
る
。
李

祖
録
一
条
、
記
録
者
無
記
の
も

の
一
条
、
黄
卓
録
の
本
条
に
追
記
さ
れ
た
も
の
以
外
に
も
三
条
に
、「
曹
兄
」

と
し
て
登
場
す
る
。
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
葉
賀
孫
の
記
録
で
あ
る
。『
宋
史
』

巻
四
一
六
に
伝
が
あ
る
。
他
『
宋
元
學
案
』
巻
五
三
、
陳
栄
捷
『
朱
子
門
人
』

一
九
四
頁
。
な
お
、
葉
賀
孫
録
か
ら
、
本
条
に
近
い
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。『
語

類
』
巻
五
九
、七
二
条
（
Ⅳ1394

）「
器
遠
問
。
平
旦
之
氣
、
緣
氣
弱
、
易
為
事

物
所
勝
、
如
何
。
曰
。
這
也
別
無
道
理
、
只
是
漸
漸

將
去
、
自
有
力
。
這
麼
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（
17
）「
進
思
盡
忠
、
退
思
補
過
」　
『
春
秋
左
氏
伝
』
宣
公
一
二
年
「
士
貞
子
諫
曰
。

…
林
父
之
事
君
也
、
進
思
盡
忠
、
退
思
補
過
。
社
稷
之
衛
也
。
若
之
何
殺
之
。」

ま
た
、『
孝
経
』「
事
君
章
」
第
一
七
「
子
曰
、
君
子
之
事
上
也
、
進
思
盡
忠
、

退
思
補
過
、
將
順
其
美
、
匡
救
其
惡
。
故
上
下
能
相
親
也
」

（
18
）「
道
合
則
從
、
不
合
則
去
」　
『
礼
記
』
内
則
「
四
十
始
仕
、
方
物
出
謀
發
慮
、

道
合
則
服
從
、
不
可
則
去
。」

（
19
）「
有
義
不
可
得
而
去
者
」　

箕
子
や
王
子
比
干
の
こ
と
を
指
す
か
。
箕
子
は

殷
の
紂
王
の
一
族
で
、
紂
王
を
諫
め
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
人
か
ら
去
る
こ

と
を
勧
め
ら
れ
て
「
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
諫
言
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
か
ら
と

い
っ
て
国
を
去
る
の
は
、
主
君
の
悪
を
さ
ら
し
、
自
分
の
人
気
を
得
よ
う
と
す

る
こ
と
で
、私
は
去
る
に
忍
び
な
い
」と
言
っ
た
。
王
子
比
干
も
紂
の
一
族
。「
死

を
賭
し
て
諫
め
な
け
れ
ば
人
民
を
苦
し
め
る
だ
け
だ
」
と
言
っ
て
紂
王
を
諫
め
、

怒
り
を
買
っ
て
殺
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
『
史
記
』
巻
三
八
「
宋
微
子
世
家
」
に

あ
る
。

（
20
）「
以
下
致
知
」　

本
条
以
下
六
条
ま
で
、「
致
知
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
問
答
で

あ
る
。
便
宜
の
た
め
に
、『
大
学
』
及
び
朱
熹
章
句
の
当
該
部
分
を
挙
げ
て
お
く
。

『
大
学
』
経
「
古
之
欲
明
明
德
於
天
下
者
、
先
治
其
國
。
欲
治
其
國
者
、
先
齊

其
家
。
欲
齊
其
家
者
、
先
脩
其
身
。
欲
脩
其
身
者
、
先
正
其
心
。
欲
正
其
心
者
、

先
誠
其
意
。
欲
誠
其
意
者
、
先
致
其
知
。
致
知
在
格
物
。」
朱
熹
章
句
「
致
、

推
極
也
。
知
、
猶
識
也
。
推
極
吾
之
知
識
、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
。」

伝
三
章
。『
語
類
』
巻
一
四
、二
四
条
に
既
出
。

（
９
）「
進
君
子
退
小
人
」　
『
貞
観
政
要
』
巻
五
「
貞
觀
十
一
年
…
魏
徵
因
上
疏
曰
。

臣
聞
為
人
君
者
、在
乎
善
善
而
惡
惡
、近
君
子
而
遠
小
人
。
善
善
明
則
君
子
進
矣
、

惡
惡
著
則
小
人
退
矣
。
…
為
國
家
者
急
於
進
君
子
而
退
小
人
、
乃
使
君
子
道
消
、

小
人
道
長
、
則
君
臣
失
序
、
上
下
否
隔
、
亂
亡
不

、
將
何
以
理
乎
。」

（
10
）「
有
功
決
定
著
賞
、
有
罪
決
定
著
誅
」　
『
管
子
』「
七
法
」「
有
功
必
賞
、
有

罪
必
誅
。」

（
11
）「
依
稀
」　

か
す
か
に
。
似
る
。『
老
子
』
一
四
章
「
視
之
不
見
、
名
曰
夷
。

聽
之
不
聞
、
名
曰
希
。」

（
12
）「
些
子
」　

い
さ
さ
か
。
わ
ず
か
。
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』
三
四
六
頁
。

（
13
）「
不
以
舜
之
所
以
事
堯
事
君
、
賊
其
君
者
也
。
不
以
堯
之
所
以
治
民
治
民
、

賊
其
民
者
也
。」　
『
孟
子
』「
離
婁
」
上
。
た
だ
し
、「
賊
其
君
者
也
」
は
原
文

で
は
「
不
敬
其
君
者
也
」
に
作
る
。

（
14
）「
自
賊
者
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
人
之
有
是
四
端
也
、猶
其
有
四
體
也
。

有
是
四
端
而
自
謂
不
能
者
、
自
賊
者
也
。」

（
15
）「
便
休
」　

お
し
ま
い
。
終
わ
り
。
巻
一
四
、一
一
三
条
、
葉
賀
孫
録
「
新
民
、

不
是
只
略
略
地
新
得
便
休
。」
ま
た
、
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』
三
九
頁
。

（
16
）「
自
恕
」　
『
二
程
遺
書
』
巻
五
（『
游

山
集
』
巻
三
「
師
語
二
」、『
近
思
録
』

巻
五
「
改
過
遷
善
克
己
復
礼
篇
」）「
責
上
責
下
而
中
自
恕
己
、
豈
可
任
職
分
。」

湯
浅
幸
孫
氏
は
、「
恕
己
」
を
「
が
ん
ら
い
己
の
心
で
推
測
し
て
他
人
を
お
し

は
か
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
己
を
ゆ
る
す
の
意
味
」
と
指
摘
さ

れ
る
（『
近
思
録
』
下
、
三
四
頁
、
朝
日
出
版
社
、
中
国
文
明
選
第
五
巻
、

一
九
七
四
年
）。
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訳
注
（
三
）

見
透
始
得
。」
な
お
、
朱
熹
が
「
徹
」
字
を
好
ん
だ
こ
と
な
ど
、
三
浦
國
雄
『
朱

子
語
類
抄
』
一
九
六
頁
に
解
説
が
あ
る
。

３
条

　

問
。
致
知
莫
只
是
致
察
否
。
曰
。
如
讀
書
而
求
其
義
、
處
事
而
求
其
當
、
接
物

存
心
察
其
是
非
邪
正
、
皆
是
也
。　

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

問
う
。「
致
知
と
は
た
だ
察
を
致
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
。」（
先
生
は
）

言
わ
れ
た
。「
た
と
え
ば
、
読
書
し
て
書
に
表
さ
れ
た
義
を
求
め
、
事
に
対
処
し

て
当
を
得
る
よ
う
に
求
め
、
外
物
に
接
し
た
り
自
己
の
心
を
存
養
し
た
り
す
る
に

際
し
て
心
の
是
非
正
邪
を
察
す
る
、
ど
れ
も
こ
の
こ
と
で
あ
る
。」　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）「
致
知
」
と
「
読
書
」「
応
事
」「
接
物
」　
『
二
程
遺
書
』
巻
一
八
に
「
或
問
。。

進
修
之
術
何
先
。
曰
。
莫
先
於
正
心
誠
意
。
誠
意
在
致
知
、
致
知
在
格
物
。
格
、

至
也
、如
祖
考
來
格
之
格
。
凡
一
物
上
有
一
理
、須
是
窮
致
其
理
。
窮
理
亦
多
端
、

或
讀
書
、
講
明
義
理
、
或
論
古
今
人
物
、
別
其
是
非
、
或
應
接
事
物
而
處
其
當
、

皆
窮
理
也
。
或
問
。
格
物
須
物
物
格
之
、
還
只
格
一
物
而
萬
理
皆
知
。
曰
。
怎

２
条

　

致
知
所
以
求
為
真
知
。
真
知
、
是
要
徹
骨
都
見
得
透
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
無
し
。

〔
訳
〕

　

致
知
は
知
が
真
知
と
な
る
こ
と
を
求
め
る
手
だ
て
だ
。
真
知
は
、
と
こ
と
ん
す

べ
て
を
見
透
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
こ
と
だ
。 
楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
真
知
」　
『
荘
子
』
大
宗
師
「
有
真
人
、而
後
有
真
知
。」
ま
た
、『
二
程
遺
書
』

巻
二
上
「
真
知
與
常
知
異
。
常
見
一
田
夫
、
曽
被
虎
傷
、
有
人
説
虎
傷
人
、
衆

莫
不
驚
、
獨
田
夫
色
動
異
於
衆
。
若
虎
能
傷
人
、
雖
三
尺
童
子
莫
不
知
之
、
然

未
嘗
真
知
。真
知
須
如
田
夫
乃
是
。故
人
知
不
善
而
猶
爲
不
善
、是
亦
未
嘗
真
知
。

若
真
知
、
決
不
爲
矣
。」、
同
、
巻
一
八
「
知
有
多
少
般
數
、

有
深
淺
。
向
親

見
一
人
、
曾
爲
虎
所
傷
、
因
言
及
虎
、
神
色
便
變
。
傍
有
數
人
、
見
佗
説
虎
、

非
不
知
虎
之
猛
可
畏
、
然
不
如
佗
説
了
有
畏
懼
之
色
、
蓋
真
知
虎
者
也
。
學
者

深
知
亦
如
此
。
且
如
膾
炙
。
貴
公
子
與
野
人
莫
不
皆
知
其
美
、
然
貴
人
聞
著
便

有
欲
嗜
膾
炙
之
色
、
野
人
則
不
然
。
學
者
須
是
真
知
、
纔
知
得
是
、
便
泰
然
行

將
去
也
。」

（
２
）「
要
徹
骨
都
見
得
透
」　
『
碧
巌
録
』
一
九
、
本
則
評
唱
「
也
須
是
徹
骨
徹
髄
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〔
校
勘
〕

○
「
全
體
通
明
」　
「
體
」
を
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
体
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

鄭
仲
履
の
質
問
に
ち
な
ん
で
言
わ
れ
た
。「
知
を
致
せ
ば
そ
れ
は
本
来
の
心
の

知
な
の
だ
。
一
面
の
鏡
の
よ
う
に
、
本
来
、
そ
の
全
き
本
体
は
す
べ
て
に
通
じ
る

明
瞭
さ
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
昏
ま
さ
れ
蔽
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
今
、
逐
一
手
だ
て
を
講
じ
て
磨
い
て
ゆ
き
、
ま
わ
り
の
も
の

す
べ
て
を
映
し
て
照
ら
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
や
れ
ば
、
そ
の
明
ら
か
さ
は
至

ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
。」　

襲
蓋
卿
録

〔
注
〕

（
１
）「
鄭
仲
履
」　

詳
細
は
不
明
。『
語
類
』
に
は
六
条
に
登
場
。
陳
栄
捷
『
朱
子

門
人
』
三
四
一
頁
。

（
２
）「
本
心
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
鄉
為
身
死
而
不
受
、今
為
宮
室
之
美
為
之
。

鄉
為
身
死
而
不
受
、
今
為
妻
妾
之
奉
為
之
。
鄉
為
身
死
而
不
受
、
今
為
所
識
窮

乏
者
得
我
而
為
之
、是
亦
不
可
以
已
乎
。
此
之
謂
失
其
本
心
。」
ま
た
、朱
熹
『
中

庸
章
句
』
序
「
精
則
察
夫
二
者
之
間
而
不
雜
也
、
一
則
守
其
本
心
之
正
而
不
離

也
。」

（
３
）「
如
一
面
鏡
子
」
以
下　

心
の
あ
り
方
や
働
き
を
鏡
を
用
い
て
喩
え
る
こ
と
、

及
び
「
全
体
」
に
つ
い
て
は
、
巻
一
四
、七
四
条
を
参
照
。

（
４
）「
逐
旋
」  
順
を
追
っ
て
。
逐
一
。『
語
類
』
に
用
例
は
多
い
。
一
つ
挙
げ
て

お
く
。
巻
一
〇
、四
八
条
、
余
大
雅
録
（
Ⅰ167

）「
讀
書
是
格
物
一
事
。
今
且

生
便
會
該
通
。
若
只
格
一
物
便
通
衆
理
、
雖
顏
子
亦
不
敢
如
此
道
。
須
是
今
日

格
一
件
、
明
日
又
格
一
件
、
積
習
既
多
、
然
後
脫
然
自
有
貫
通
處
。」
と
あ
る
。

（
２
）「
致
察
」　
『
伊
洛
淵
源
録
』
巻
一
三
「
胡
文
定
公
」「
行
状
略
」「
公
諱
安
國
、

…
嘗
答
贑
川
曾
幾
書
曰
。
窮
理
盡
性
、
乃
聖
門
事
業
。
物
物
而
察
、
知
之
始
也
。

一
以
貫
之
、
知
之
至
也
。」『
語
類
』
巻
一
八
、一
一
〇
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅱ

418

）「
問
。
物
物
致
察
、
與
物
物
而
格
、
何
別
。
曰
。
文
定
所
謂
物
物
致
察
、

只
求
之
於
外
。
如
所
謂
察
天
行
以
自
強
、
察
地
勢
以
厚
德
、
只
因
其
物
之
如
是

而
求
之
耳
。
初
不
知
天
如
何
而
健
、
地
如
何
而
順
也
。」

（
３
）「
存
心
」　
『
孟
子
』「
尽
心
」
上
「
孟
子
曰
。
盡
其
心
者
、
知
其
性
也
。
知

其
性
、
則
知
天
矣
。
存
其
心
、
養
其
性
、
所
以
事
天
也
。」、
同
じ
く
「
離
婁
」

下
「
孟
子
曰
。
君
子
所
以
異
於
人
者
、
以
其
存
心
也
。
君
子
以
仁
存
心
。
以
禮

存
心
。」

〔
参
考
〕

　
『
黄
氏
日
抄
』
巻
三
七
、
読
本
朝
諸
儒
理
学
書
、
晦
庵
語
類
、
大
学
「
物
莫
不

有
理
、
人
莫
不
有
知
。
不
說
窮
理
却
言
格
物
、
理
無
捉
摸
、
言
物
則
理
自
在
。
如

讀
書
而
求
其
義
、
處
事
而
求
其
當
、
接
物
存
心
察
其
是
非
邪
正
、
皆
是
也
。」

４
条

　

因
鄭
仲
履
之
問
而
言
曰
。
致
知
乃
本
心
之
知
。
如
一
面
鏡
子
、
本
全
體
通
明
、

只
被
昏
翳
了
。
而
今
逐
旋
磨
去
、
使
四
邊
皆
照
見
、
其
明
無
所
不
到
。　

蓋
卿
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訳
注
（
三
）

必
要
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
「
い
つ
ま
で
も
続
け
な
さ
い
」
の
意
に
解
し
た
。

６
条

　

致
知
工
夫
、
亦
只
是
且
據
所
已
知
者
、
玩
索
推
廣
將
去
。
具
於
心
者
、
本
無
不

足
也
。

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
、
こ
の
条
を
欠
く
。

〔
訳
〕

　

致
知
の
工
夫
は
、
や
は
り
た
だ
自
分
の
既
に
知
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
熟
読
玩
味

し
推
し
拡
げ
て
行
く
の
み
。
心
に
具
わ
っ
て
い
る
も
の
に
、
も
と
も
と
足
ら
な
い

も
の
は
無
い
の
だ
。

〔
注
〕

（
１
）
本
条
は
、『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
〇
「
答
周
舜
弼
」
六
に
ほ
ぼ
同
じ
文
言
が

あ
る
。「
致
知
工
夫
、
亦
只
是
且
據
所
已
知
者
、
玩
索
推
廣
將
去
。
具
於
心
者
、

本
自
無
不
足
也
。」
周
舜
弼
、
名
は
謨
は
、「
朱
子
語
錄
姓
氏
」
所
収
。
南
康
軍

建
昌
の
人
。『
宋
元
学
案
』（
及
び
同
補
遺
）
巻
六
九
。
ま
た
、『
孝
亭
淵
源
録
』

巻
一
六
に
黄
榦
撰
墓
誌
銘
を
引
く
。

（
２
）「
據
所
已
知
者
」　
『
大
学
章
句
』
伝
五
章
「
莫
不
因
其
已
知
之
理
而
益
窮
之
、

以
求
至
乎
其
極
。」

須
逐
段
子
細
玩
味
、
反
來
覆
去
、
或
一
日
、
或
兩
日
、
只
看
一
段
、
則
這
一
段

便
是
我
底
。
脚
踏
這
一
段
了
、
又
看
第
二
段
。
如
此
逐
旋

去
、

得
多
後
、

却
見
頭
頭
道
理
都
到
。」
既
出
の
巻
一
四
、二
九
条
、三
三
条
の
「
逐
段
」
に
同
じ
。

５
条

　

致
知
有
甚
了
期
。　

方

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
、
こ
の
条
を
欠
く
。

〔
訳
〕

　

致
知
に
は
い
っ
た
い
、
い
つ
終
わ
る
時
が
有
ろ
う
か
。 
楊
方
録

〔
注
〕

（
１
）「
有
甚
了
期
」　

終
わ
り
は
な
い
。
き
り
が
な
い
。
文
脈
に
よ
っ
て
肯
定
的

に
も
否
定
的
に
も
解
釈
で
き
る
。
た
と
え
ば
、『
語
類
』
巻
一
八
、七
一
条
、
萬

人
傑
録
（
Ⅱ406

）「
今
若
於
一
草
一
木
上
理
會
、
有
甚
了
期
。
但
其
間
有
積
習

多
後
自
當
脫
然
有
貫
通
處
者
為
切
當
耳
。」
で
は
、「
脱
然
貫
通
」
を
見
据
え
て
、

一
々
つ
か
ま
え
て
い
た
の
で
は
「
き
り
が
な
い
」
の
意
。
同
、巻
三
三
、六
三
条
、

潘
時
挙
録
（
Ⅲ843

）「
博
施
濟
衆
、是
無
了
期
底
事
。
故
曰
。
堯
舜
其
猶
病
諸
。

然
若
得
果
無
私
意
、
已
有
此
心
。
仁
則
自
心
中
流
出
來
、
隨
其
所
施
之
大
小
自

可
見
矣
。」
で
は
、「
終
わ
り
な
く
続
け
る
」
の
意
。
本
条
で
は
、「
致
知
」
の



二
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

〔
注
〕

（
１
）「
格
物
者
、格
、盡
也
」　
「
格
、盡
也
」
は
珍
し
い
。『
大
学
章
句
』
で
は
「
格
、

至
也
。
物
、
猶
事
也
。
窮
至
事
物
之
理
、
欲
其
極
處
無
不
到
也
。」、『
大
学
或
問
』

で
は
「
格
者
、
極
致
之
謂
、
如
格
于
文
祖
之
格
、
言
窮
之
而
至
其
極
也
。」
と

あ
る
。

（
２
）「
三
両
分
」「
十
分
」　

窮
理
の
深
さ
を
示
す
同
様
の
言
葉
に
、
巻

一
四
、一
〇
六
条
、
董
銖
録
「
又
問
。
既
曰
明
德
、
又
曰
至
善
、
何
也
。
曰
。

明
得
一
分
、
便
有
一
分
。
明
得
十
分
、
便
有
十
分
。
明
得
二
十
分
、
乃
是
極
至

處
也
。」
同
、
一
〇
〇
条
、
鍾
震
録
「
至
善
是
个
最
好
處
。
若
十
件
事
做
得
九

件
是
、
一
件
不
盡
、
亦
不
是
至
善
。」
巻
一
八
、七
一
条
、
萬
人
傑
録
（
Ⅱ407

）

「
又
云
。
所
謂
格
物
者
、
常
人
於
此
理
、
或
能
知
一
二
分
、
即
其
一
二
分
之
所

知
者
推
之
、
直
要
推
到
十
分
、
窮
得
來
無
去
處
、
方
是
格
物
。」
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）「
以
下
格
物
、
兼
論
窮
理
」　

以
下
、
四
〇
条
ま
で
「
格
物
」
と
「
窮
理
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
。『
大
学
』
経
の
当
該
箇
所
は
一
条
の
注
（
20
）
を
参
照
。

８
条

　

居
甫
問
。
格
物
工
夫
、
覺
見
不
周
給
。
曰
。
須
是
四
方
八
面
去
格
。　

可
學

〔
校
勘
〕

○
「
四
方
八
面
去
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
四
面
八
達
」
に
作
る
。

（
３
）「
玩
索
」　

熟
読
玩
味
し
て
考
究
す
る
。『
中
庸
章
句
』
題
下
子
程
子
曰
「
善

讀
者
玩
索
而
有
得
焉
、
則
終
身
用
之
、
有
不
能
盡
者
矣
。」

（
４
）「
推
廣
將
去
」　
「
推
廣
」は
巻
一
四
、七
二
条
の
注（
４
）を
参
照
。「
…
將
去
」

は
「
…
し
て
ゆ
く
」。
巻
一
四
、六
条
、金
去
偽
録
「
逐
段
子
耕
將
去
」
等
に
既
出
。

（
５
）「
具
於
心
者
、
本
無
不
足
也
」　
『
中
庸
章
句
』
第
一
章
「
道
也
者
不
可
須
臾

離
也
。
可
離
非
道
也
」
の
朱
注
に
「
道
者
、
日
用
事
物
当
行
之
理
、
皆
性
之
徳

而
具
於
心
、
無
物
不
有
、
無
時
不
然
、
所
以
不
可
須
臾
離
也
。」
と
あ
る
。

７
条

　

格
物
者
、格
、盡
也
、須
是
窮
盡
事
物
之
理
。
若
是
窮
得
三
兩
分
、便
未
是
格
物
。

須
是
窮
盡
得
到
十
分
、
方
是
格
物
。　

賀
孫　

以
下
格
物
、
兼
論
窮
理

〔
校
勘
〕

○
「
以
下
格
物
兼
論
窮
理
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
八
字
を
欠
く
。

〔
訳
〕

　

格
物
と
は
、
格
は
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
。
か
な
ら
ず
事
物
の
理
を
窮
め
尽
く
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
、三
割
窮
め
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、ま
だ
格
物
で
は
な
い
。

十
割
ま
で
窮
め
尽
く
す
こ
と
が
で
き
て
、
初
め
て
格
物
で
あ
る
。 

葉
賀
孫
録　

以

下
、
格
物
に
つ
い
て
、
兼
ね
て
窮
理
を
論
じ
る
。



二
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
、
こ
の
条
を
欠
く
。

〔
訳
〕

　

格
物
に
つ
い
て
。「
格
」は
ち
ょ
う
ど「
至
る
」の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。『
書
経
』

舜
典
の
「
舜
、
文
祖
に
格
る
」
の
「
格
」
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
は
（
堯
の
喪

が
明
け
る
と
、
舜
は
本
式
に
天
子
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
た
め
に
）
堯
の
文

祖
の
廟
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。　

陳
芝
録

〔
注
〕

（
１
）「
格
、
猶
至
也
」　
『
爾
雅
』「
釈
詁
」
に
「
格
、
至
也
。」
と
あ
る
。
ま
た
、

本
条
に
も
触
れ
る
『
書
経
』
虞
書
「
舜
典
」
の
「
舜
格
于
文
祖
」
の
孔
安
国
伝

に
「
故
復
至
文
祖
廟
告
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
史
記
』
巻
一
「
五
帝
本
紀
」
に
「
於

是
舜
乃
至
於
文
祖
」
と
あ
る
。

（
２
）「
如
舜
格
于
文
祖
之
格
」　
『
書
経
』
虞
書
「
舜
典
」「
月
正
元
日
、
舜
格
于

文
祖
。」
孔
伝
「
月
正
、
正
月
元
日
上
日
也
。
舜
服
堯
喪
三
年
畢
、
將
即
政
。

故
復
至
文
祖
廟
告
。」『
大
学
或
問
』
に
「
故
致
知
之
道
、
在
乎
即
事
観
理
、
以

格
夫
物
。
格
者
極
至
之
謂
、
如
格
于
文
祖
之
格
。
言
窮
之
而
至
其
極
也
。」
と

あ
る
。

10
条

　

問
。
格
物
、
還
是
事
未
至
時
格
、
事
既
至
然
後
格
。
曰
。
格
、
是
到
那
般
所
在
。

〔
訳
〕

　

居
甫
が
質
問
し
た
。「
私
の
格
物
の
工
夫
は
、
行
き
渡
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。」（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
必
ず
四
方
八
方
、
あ
ま
ね
く
至
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」　

 
鄭
可
學
録

〔
注
〕

（
１
）「
居
甫
」　

徐

。
居
甫
（
父
）
は
字
。
永
嘉
の
人
。『
語
類
』
の
記
録
者
の

う
ち
の
一
人
。
巻
一
五
、三
九
条
、
鄭
可
学
録
（
Ⅰ290

）
に
「
居
甫
問
。
格
物

窮
理
、
但
理
自
有
可
以
彼
此
者
。
…
」
と
あ
る
が
、
朝
鮮
古
写
本
で
は
「
徐
居

甫
問
、
…
」
と
す
る
。

（
２
）「
覺
見
」　

思
わ
れ
る
。
感
じ
ら
れ
る
。『
語
類
』
巻
一
三
、一
三
二
条
、
楊

方
録
（
Ⅰ242

）「
以
小
惠
相
濡
沫
、
覺
見
氣
象
不
好
。」
巻
一
二
〇
、二
六
条
、

葉
賀
孫
録
（
Ⅶ2892

）「
覺
見
持
敬
不
甚
安
。」
ま
た
、「
覺
得
」
も
ほ
ぼ
同
じ
。

巻
九
一
、一
三
条
、
林

孫
録
（
Ⅵ2329

）「
後
人
覺
得
不
安
。」

（
３
）「
周
給
」　

あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
る
。

（
４
）「
四
方
八
面
」　

四
方
八
方
あ
ま
ね
く
。『
語
類
』
で
の
用
例
は
非
常
に
多
い
。

巻
五
、三
二
条
、
輔
廣
録
（
Ⅰ85

）「
四
方
八
面
皆
如
此
光
明
粲
爛
、
但
今
人
亦

少
能
看
得
如
此
。」
な
ど
。

９
条

　

格
物
。
格
、
猶
至
也
、
如
舜
格
于
文
祖
之
格
、
是
至
于
文
祖
處
。　

芝



二
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

〔
訳
〕

　

物
に
格
る
と
は
、
も
し
性
を
論
ず
る
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
性
と
い
う
の

か
を
推
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
心
を
論
ず
る
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
も
の

を
心
と
い
う
の
か
を
推
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
と
り
も
な
お
さ

ず
物
に
格
る
こ
と
で
あ
る
。 

劉
砥
録

〔
注
〕

（
１
）「
如
言
性
」
以
下　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
巻
一
四
、一
〇
八
条
、
楊
道

夫
録
で
、『
論
語
』
の
「
学
而
時
習
之
」
や
「
有
朋
自
遠
方
来
友
」
を
挙
げ
て
、「
学
」

や
「
時
習
」
を
一
つ
一
つ
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
と
同
じ
で
あ

る
。

12
条

　

窮
理
格
物
、
如
讀
經
看
史
、
應
接
事
物
、
理
會
箇
是
處
、
皆
是
格
物
。
只
是
常

教
此
心
存
。
莫
教
他
閑
沒
勾
當
處
。
公
且
道
如
今
不
去
學
問
時
、
此
心
頓
放
那
處
。

　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
箇
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
す
べ
て
「
个
」
に
作
る
。

○
「
閑
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
閒
」
に
作
る
。

○
「
閑
沒
勾
當
處
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
閑
沒
个
勾
當
處
」
に
作
る
。

也
有
事
至
時
格
底
、
也
有
事
未
至
時
格
底
。
芝
。

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
十
五
は
、
こ
の
条
を
欠
く
。

〔
訳
〕

　

問
う
。「
物
に
格い

た

る
と
は
、
や
は
り
事
が
未
だ
至
ら
な
い
時
に
格
る
の
で
し
ょ

う
か
、（
そ
れ
と
も
）
事
が
既
に
至
っ
て
か
ら
格
る
の
で
し
ょ
う
か
。」（
先
生
は
）

言
わ
れ
た
。「
格
る
は
、
そ
れ
（
事
物
）
が
あ
る
と
こ
ろ
に
到
る
。
事
が
至
る
時

に
格
る
と
い
う
の
も
あ
り
、
事
が
未
だ
至
っ
て
な
い
時
に
格
る
と
い
う
の
も
あ

る
。」　

陳
芝
録

〔
注
〕

（
１
）「
到
那
般
所
在
」　
「
到
那
般
事
所
在
」「
到
那
般
物
所
在
」
の
意
。「
般
」
は

量
詞
。

11
条

　

格
物
者
、如
言
性
、則
當
推
其
如
何
謂
之
性
。
如
言
心
、則
當
推
其
如
何
謂
之
心
、

只
此
便
是
格
物
。　

砥

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
、
こ
の
条
を
欠
く
。



二
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

13
条

　

格
物
、
須
是
從
切
己
處
理
會
去
。
待
自
家
者
已
定
疊
、
然
後
漸
漸
推
去
、
這
便

是
能
格
物
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

格
物
は
、
己
に
切
な
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
分
の
心
が
安
定
す
る
の
を
待
っ
て
、
そ
れ
か
ら
次
第
に
推
し
拡
げ
て
行
く
。
こ

れ
で
こ
そ
格
物
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
切
己
」　

工
夫
を
論
じ
る
の
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
。『
語
類
』
巻

一
八
、三
八
条
、
廖
徳
明
録
（
Ⅱ400

）「
且
窮
實
理
、
令
有
切
己
工
夫
。
若
只

泛
窮
天
下
萬
物
之
理
、不
務
切
己
、即
是
遺
書
所
謂
遊
騎
無
所
歸
矣
。」
な
お
、「
遊

騎
無
所
歸
」
は
『
二
程
遺
書
』
巻
七
の
、
致
知
に
つ
い
て
の
条
の
語
。

（
２
）「
定
疊
」　

安
定
す
る
。
巻
一
四
、一
四
三
条
注
（
10
）
参
照
。

（
３
）「
能
格
物
」　

用
例
を
挙
げ
る
。
巻
一
四
、一
〇
七
条
、
廖
徳
明
録
「
大
學
須

自
格
物
入
、
格
物
從
敬
入
最
好
。
只
敬
、
便
能
格
物
。」

〔
訳
〕

　

窮
理
格
物
は
、
経
典
を
読
み
史
書
を
読
み
、
事
物
に
接
し
応
じ
て
、（
一
つ
一

つ
の
こ
と
が
ら
の
）
こ
れ
で
正
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
を
理
解
し
会
得
す
る
、
こ
れ

ら
は
す
べ
て
格
物
で
あ
る
。
た
だ
常
に
こ
の
心
を
保
つ
よ
う
に
し
な
さ
い
。
そ
い

つ
を
暇
で
無
為
に
さ
せ
て
お
く
な
。
君
、
た
め
し
に
言
っ
て
み
な
さ
い
、
学
問
に

向
か
わ
な
い
そ
の
時
に
は
、
こ
の
心
は
ど
こ
に
置
く
の
か
。 

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
只
是
常
教
此
心
存
」　

朱
子
学
で
は
涵
養
・
居
敬
・
存
心
と
進
学
・
致
知
・

窮
理
と
が
工
夫
論
に
お
い
て
車
の
両
輪
の
如
く
重
視
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
格

物
窮
理
が
存
心
の
工
夫
に
も
な
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』
巻
一
一
、三
条
、周
蓋
卿
録
（
Ⅰ176

）「
人
常
讀
書
、

庶
幾
可
以
管
攝
此
心
、使
之
常
存
。
橫
渠
有
言
。
書
所
以
維
持
此
心
。
一
時
放
下
、

則
一
時
德
性
有
懈
。
其
何
可
廢
。」
な
お
『
語
類
』
巻
一
一
四
、三
二
条
、
潘
時

挙
録
（
Ⅶ1762

）、
巻
一
一
九
、八
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅶ2870

）
参
照
。
張
載

の
語
は
『
経
学
理
窟
』「
義
理
」（『
張
載
集
』
所
収
）

（
２
）「
勾
當
」　

仕
事
、
役
目
。
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』
二
三
九
頁
。

（
３
）「
公
」　

二
人
称
。
君
。

（
４
）「
頓
放
」　

置
く
。「
安
頓
」
に
同
じ
。
巻
一
四
、九
一
条
注
（
12
）、
一
四
七

条
注
（
３
）
参
照
。
ま
た
、
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』
一
〇
四
頁
。

（
5
）「
那
處
」　

ど
こ
。「
那
」
は
「
ど
の
」「
ど
ん
な
」。



二
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
一
四
、九
〇
条
、
葉
賀
孫
録
に
「
將
心
體
驗
」

と
あ
る
。
同
条
の
注
（
４
）
も
参
照
。

（
２
）「
地
步
」　

地
歩
、
足
場
。
学
問
の
階
梯
や
進
歩
を
こ
の
よ
う
な
語
を
も
っ

て
喩
え
た
例
に
、
巻
一
四
、六
条
、
金
去
偽
録
の
「
大
學
譬
如
買
田
契
、
論
語

如
田
畝
闊
狹
去
處
、
逐
段
子
耕
將
去
。」
同
、
一
〇
条
、
潘
時
挙
録
の
「
如
人

起
屋
相
似
、須
先
打
箇
地
盤
。
地
盤
既
成
、則
可
舉
而
行
之
矣
。」
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）「
曾
子
三
省
」　

孔
子
の
弟
子
曽
参
が
一
日
に
三
度
我
が
身
を
反
省
し
た
こ

と
。『
論
語
』
学
而
「
曾
子
曰
。
吾
日
三
省
吾
身
。
為
人
謀
而
不
忠
乎
。
與
朋

友
交
而
不
信
乎
。
傳
不
習
乎
。」

15
条

　

文
振
問
。
物
者
、
理
之
所
在
、
人
所
必
有
而
不
能
無
者
、
何
者
爲
切
。
曰
。
君

臣
父
子
兄
弟
夫
婦
朋
友
、
皆
人
所
不
能
無
者
。
但
學
者
須
要
窮
格
得
盡
。
事
父
母
、

則
當
盡
其
孝
、
處
兄
弟
、
則
當
盡
其
友
。
如
此
之
類
、
須
是
要
見
得
盡
。
若
有
一

毫
不
盡
、
便
是
窮
格
不
至
也
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○
「
文
振
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
鄭
文
振
問
」
に
作
る
。

○
「
夫
婦
朋
友
」　
「
友
」
を
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
交
」
に
作
る
。

○
「
學
者
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
學
着
」
に
作
る
。

○
「
窮
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
前
後
そ
れ
ぞ
れ
「

」
と
「
竆
」
に
作
る
。

○
「
盡
其
友
」　
「
友
」
を
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
交
」
に
作
る
。

14
条

　

格
物
二
字
最
好
。
物
、
謂
事
物
也
。
須
窮
極
事
物
之
理
到
盡
處
、
便
有
一
箇
是
、

一
箇
非
、
是
底
便
行
、
非
底
便
不
行
。
凡
自
家
身
心
上
、
皆
須
體
驗
得
一
箇
是
非
。

若
講
論
文
字
、
應
接
事
物
、
各
各
體
驗
、
漸
漸
推
廣
、
地
步
自
然

闊
。
如
曾
子

三
省
、
只
管
如
此
體
驗
去
。　

德
明

〔
校
勘
〕

○
「
箇
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
す
べ
て
「
个
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
格
物
」
の
二
字
は
最
も
よ
い
。
物
は
、
事
物
を
言
う
。
事
物
の
理
を
極
ま
り

尽
き
る
と
こ
ろ
ま
で
窮
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
一
つ
の
是
、
一
つ

の
非
が
あ
り
、
是
な
る
も
の
は
行
い
、
非
な
る
も
の
は
行
わ
な
い
。
お
よ
そ
自
分

の
心
身
に
お
い
て
は
、
み
な
必
ず
一
つ
の
是
非
を
身
を
も
っ
て
検
証
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
書
物
を
考
究
し
た
り
、事
物
に
接
し
応
じ
た
り
、そ
れ
ぞ
れ
身
を
も
っ

て
確
か
め
、
次
第
に
推
し
拡
げ
れ
ば
、
自
分
の
地
歩
は
自
然
に
広
々
と
し
て
く
る
。

曽
子
の
三
省
の
よ
う
に
、
ひ
た
す
ら
身
を
も
っ
て
検
証
せ
よ
。　

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
體
驗
」　

繰
り
返
し
身
を
も
っ
て
確
か
め
る
。『
朱
子
語
類
』
訳
注
（
巻
十

　

学
四　

読
書
法
上　

巻
十
一　

学
四　

読
書
法
下　

興
膳
宏
・
木
津
祐
子
・

齋
藤
希
史
訳
注
、
四
三
頁
）
の
巻
一
〇
、三
五
条
、
林

孫
録
（
Ⅰ165

）
の
注



二
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

使
契
為
司
徒
、
教
以
人
倫
。
父
子
有
親
、
君
臣
有
義
、
夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、

朋
友
有
信
。」

（
４
）「
處
兄
弟
則
當
盡
其
友
」　
『
尚
書
』「
周
書
」「
君
陳
」「
王
若
曰
、
君
陳
、

惟
爾
令
德
孝
恭
、惟
孝
友
于
兄
弟
、克
施
有
政
。」『
書
集
伝
』「
言
君
陳
有
令
德
、

事
親
孝
、事
上
恭
、惟
其
孝
友
於
家
、是
以
能
施
政
於
邦
。」『
論
語
』「
為
政
」「
或

謂
孔
子
曰
、
子
奚
不
為
政
。
子
曰
、
書
云
、
孝
乎
惟
孝
、
友
于
兄
弟
、
施
於
有
政
、

是
亦
為
政
、
奚
其
為
為
政
。」
朱
注
「
書
、
周
書
君
陳
篇
。
書
云
孝
乎
者
、
言

書
之
言
孝
如
此
也
。
善
兄
弟
曰
友
。
書
言
君
陳
能
孝
於
親
、
友
於
兄
弟
、
又
能

推
廣
此
心
、
以
為
一
家
之
政
。
孔
子
引
之
、
言
如
此
則
是
亦
為
政
矣
、
何
必
居

位
乃
為
為
政
乎
。」

16
条

　

格
物
、
莫
先
於
五
品
。　

方
子

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

格
物
に
も
っ
と
も
大
切
な
の
は
五
品
（
家
庭
内
の
五
つ
の
人
間
関
係
）
で
あ
る
。

　

李
方
子
録

○
「
毫
」　

成
化
本
は
「
豪
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

鄭
文
振
が
問
う
た
。「
物
と
い
う
の
は
理
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、（
そ
の
理
と

は
）
人
が
必
ず
具
え
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
で
も
何

が
最
も
切
実
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。」（
先
生
は
）
言
わ
れ
た
。「
君
臣
、
父
子
、

兄
弟
、
夫
婦
、
朋
友
な
ど
の
理
は
、
す
べ
て
人
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
が
、
た
だ
学
ぶ
者
は
こ
れ
ら
の
理
を
窮
め
、
そ
れ
に
格
り
き
ら
な
い
と

い
け
な
い
。
父
母
に
仕
え
る
時
は
孝
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
兄
弟
と
交
わ

る
際
に
は
友
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
す
べ
て
認

識
し
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
少
し
で
も
認
識
し
尽
く
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
つ
ま
り
理
を
窮
め
て
そ
れ
に
至
る
こ
と
が
ま
だ
徹
底
し

て
い
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。」　

万
人
傑
録

〔
注
〕

（
１
）「
文
振
」　

鄭
南
升
、
文
振
は
字
。
陳
栄
捷
『
朱
子
門
人
』
三
四
三
頁
。
底

本
及
び
成
化
本
、万
暦
本
、和
刻
本
の
『
朱
子
語
録
姓
氏
』
は
字
を
文
相
に
作
る
。

朝
鮮
整
版
本
は
「
字
文
振
」
に
作
り
、
考
異
に
「
振
一
作
桓
」
と
す
る
。『
考

亭
淵
源
録
』
巻
一
四
、『
朱
子
実
紀
』
巻
八
は
字
文
振
に
作
っ
て
い
る
。

（
２
）「
人
所
必
有
而
不
能
無
者
」　
『
論
語
或
問
』「
述
而
第
七
」「
蓋
志
、
據
、
依
、

游
、
人
心
之
所
必
有
而
不
能
無
者
。」『
大
学
或
問
』「
則
夫
外
物
之
誘
人
、
莫

甚
於
飲
食
男
女
之
欲
、然
推
其
本
、則
固
亦
莫
非
人
之
所
當
有
而
不
能
無
者
也
。」

（
３
）「
君
臣
父
子
兄
弟
夫
婦
朋
友
」　
『
孟
子
』「
滕
文
公
」
上
「
聖
人
有
憂
之
、



三
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

に
し
て
仁
に
止
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
臣
下
で
あ
る
場
合
は
い
か
に
し

て
敬
に
止
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
を
窮
め
て
こ
そ
、

初
め
て
正
し
い
や
り
方
だ
と
言
え
る
の
だ
。　

董
銖
録

〔
注
〕

（
１
）「
爲
人
君
、
便
當
止
於
仁
、
爲
人
臣
、
便
當
止
於
敬
」　
『
大
学
』
伝
三
章
「
詩

云
、
穆
穆
文
王
、
於
緝
熙
敬
止
。
為
人
君
、
止
於
仁
。
為
人
臣
、
止
於
敬
。
為

人
子
、
止
於
孝
。
為
人
父
、
止
於
慈
。
與
國
人
交
、
止
於
信
。」

（
２
）「
上
一
著
」　
「
一
著
」
は
一
手
。「
上
一
著
」
は
一
手
を
進
め
る
、
一
歩
を

進
め
る
。
前
出
の
本
巻
一
条
に
「
第
二
著
」「
第
三
著
」「
第
一
著
」「
第
三
第

四
著
」
な
ど
の
用
例
が
あ
る
の
を
参
照
。

（
３
）「
如
何
要
」　

い
か
に
し
て
…
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
巻
一
四
、

一
六
六
条
、
徐

録
に
既
出
。

18
条

　

格
物
者
、
格
其
孝
、
當
考
論
語
中
許
多
論
孝
、
格
其
忠
、
必
將
順
其
美
、
匡
救

其
惡
、
不
幸
而
仗
節
死
義
。
古
人
愛
物
、
而
伐
木
亦
有
時
、
無
一
些
子
不
到
處
、

無
一
物
不
被
其
澤
、
蓋
緣
是
格
物
得
盡
、
所
以
如
此
。　

節

〔
校
勘
〕

○
「
仗
節
死
義
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
伏
節

死
義
」
に
作
る
。

〔
注
〕

（
１
）「
五
品
」　
『
尚
書
』「
虞
書
」「
舜
典
」「
帝
曰
、
契
、
百
姓
不
親
、
五
品
不
遜
、

汝
作
司
徒
、敬
敷
五
教
、在

。」
孔
安
国
伝
「
五
品
謂
五
常
。」
孔
穎
達
正
義
「
品

謂
品
秩
。
一
家
之
內
、
尊
卑
之
差
、
即
父
母
兄
弟
子
是
也
。
教
之
義
慈
友
恭
孝
、

此
事
可
常
行
、
乃
為
五
常
耳
。」

17
条

　

格
物
、
是
窮
得
這
事
當
如
此
、
那
事
當
如
彼
。
如
爲
人
君
、
便
當
止
於
仁
、
爲

人
臣
、
便
當
止
於
敬
。
又
更
上
一
著
、
便
要
窮
究
得
爲
人
君
如
何
要
止
於
仁
、
爲

人
臣
如
何
要
止
於
敬
、
乃
是
。　

銖

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
十
五
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
窮
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。

○
「
著
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
着
」
に
作
る
。

○
「
爲
人
君
如
何
要
止
於
仁
」　
「
爲
」
を
和
刻
本
の
該
当
個
所
は
識
別
で
き
な
い
。

〔
訳
〕

　

格
物
と
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
す
べ
き
で
あ
り
、
あ
の
よ

う
な
場
合
は
あ
の
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
窮
め
る
こ
と
な
の
だ
。

た
と
え
ば
主
君
で
あ
る
場
合
は
、
仁
に
止
ま
る
べ
き
で
あ
り
、
臣
下
で
あ
る
場
合

は
、
敬
に
止
ま
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
一
歩
進
ん
で
、
主
君
で
あ
る
場
合
は
い
か



三
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

於
民
也
、
仁
之
而
弗
親
、
親
親
而
仁
民
、
仁
民
而
愛
物
。」
朱
注
「
物
、
謂
禽

獸
草
木
。
愛
、
謂
取
之
有
時
、
愛
之
有
節
。」

（
４
）「
伐
木
亦
有
時
」　
『
周
礼
』
地
官
「
山
虞
」「
山
虞
掌
山
林
之
政
令
、
物
為

之
厲
、
而
為
之
守
禁
。
仲
冬
斬
陽
木
、
仲
夏
斬
陰
木
、
凡
服
耜
斬
季
材
、
以
時

入
之
、
令
萬
民
時
斬
材
有
期
日
。」『
礼
記
』「
月
令
」「
孟
春
」「
禁
止
伐
木
。

毋
覆
巢
，
毋
殺
孩
蟲
。」『
礼
記
』「
月
令
」「
仲
冬
」「
日
短
至
，
則
伐
木
，
取

竹
箭
。」

（
５
）「
被
其
澤
」　
『
孟
子
』「
離
婁
」
上
「
今
有
仁
心
仁
聞
而
民
不
被
其
澤
、
不

可
法
於
後
世
者
、
不
行
先
王
之
道
也
。」

19
条

　

格
物
、
須
真
見
得
決
定
是
如
此
。
爲
子
豈
不
知
是
要
孝
、
爲
臣
豈
不
知
是
要
忠
。

人
皆
知
得
是
如
此
。
然
須
當
真
見
得
子
決
定
是
合
當
孝
、
臣
決
定
是
合
當
忠
、
決

定
如
此
做
、
始
得
。　

〔
校
勘
〕

○
「

」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
淳
○
按

錄
同
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

物
に
至
ろ
う
と
す
る
時
は
、
是
が
非
で
も
そ
の
よ
う
に
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
切
実
に
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
子
供
は
（
親
に
）
孝
で
あ
る
べ
き
だ
と
知
ら

な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
臣
下
は
（
主
君
に
）
忠
で
あ
る
べ
き
だ
と
知
ら
な
い
こ

〔
訳
〕

　

格
物
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
孝
に
至
ろ
う
と
す
る
時
は
、『
論
語
』
に
あ
る

孝
に
つ
い
て
の
た
く
さ
ん
の
論
説
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
忠
に
至
ろ
う
と

す
る
時
は
、
必
ず
「
主
君
の
良
い
所
は
助
成
し
、
主
君
の
悪
い
と
こ
ろ
は
矯
正
し

て
制
止
し
」
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
最
悪
の
場
合
に
は
節
操
を
守
っ
て
正
義
の
た
め

に
死
ぬ
の
も
辞
さ
な
い
の
だ
。
古
人
は
物
を
愛
し
、
定
め
ら
れ
た
時
期
に
し
か
林

木
を
伐
採
し
な
い
。
そ
の
愛
は
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
く
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
な

い
物
は
一
つ
と
し
て
な
か
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
格
物
を
徹
底
的
に
成
し
遂
げ
た
か

ら
、
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
將
順
其
美
、
匡
救
其
惡
」　
『
孝
経
』「
事
君
章
」
第
一
七
「
子
曰
、
君
子

之
事
上
也
、
進
思
盡
忠
、
退
思
補
過
、
將
順
其
美
、
匡
救
其
惡
。」「
将
顺
其
美
」

玄
宗
注
「
將
、行
也
。
君
有
美
善
、則
順
而
行
之
。」「
匡
救
其
惡
」
玄
宗
注
「
匡
、

正
也
。
救
、
止
也
。
君
有
過
惡
、
則
正
而
止
之
。」

（
２
）「
仗
節
死
義
」　
『
後
漢
書
』
巻
一
八
「
呉
漢
伝
」「
賊
衆
雖
多
、皆
劫
掠
羣
盜
、

勝
不
相
讓
、敗
不
相
救
、非
有
仗
節
死
義
者
也
。」
な
お
「
仗
節
死
義
」
に
先
だ
っ

て
「
守
節
死
義
」、「
伏
節
死
難
」
お
よ
び
「
伏
節
死
義
」
な
ど
の
用
例
も
存
在

す
る
。『
史
記
』
巻
一
二
〇
「
汲
黯
伝
」「
淮
南
王
謀
反
、
憚
黯
、
曰
、
好
直
諫
、

守
節
死
義
、
難
惑
以
非
。」『
春
秋
繁
露
』「
天
地
之
行
」
第
七
八
「
伏
節
死
難
。

不
惜
其
命
、
所
以
救
窮
也
。」『
漢
書
』
巻
八
六
「
王
嘉
伝
」「
吏
士
臨
難
、
莫

肯
伏
節
死
義
。」

（
３
）「
愛
物
」　
『
孟
子
』「
尽
心
」
上
「
孟
子
曰
、君
子
之
於
物
也
、愛
之
而
弗
仁
、
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沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
不
用
外
尋
」　
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
〇
「
銘
記
箴
歌
」「
慕
道
真
士
、
自

觀
自
心
、
知
佛
在
內
、
不
向
外
尋
、
即
心
即
佛
、
即
佛
即
心
。」

（
２
）「
仁
義
禮
智
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
惻
隱
之
心
、
仁
之
端
也
。
羞
惡

之
心
、義
之
端
也
。
辭
讓
之
心
、禮
之
端
也
。
是
非
之
心
、智
之
端
也
。」「
告
子
」

上
「
惻
隱
之
心
、人
皆
有
之
。
羞
惡
之
心
、人
皆
有
之
。
恭
敬
之
心
、人
皆
有
之
。

是
非
之
心
、
人
皆
有
之
。
惻
隱
之
心
、
仁
也
。
羞
惡
之
心
、
義
也
。
恭
敬
之
心
、

禮
也
。
是
非
之
心
、
智
也
。
仁
義
禮
智
、
非
由
外
鑠
我
也
、
我
固
有
之
也
、
弗

思
耳
矣
。」

（
３
）「
才
方
」　
「
才
」
と
同
じ
で
、
…
し
た
ば
か
り
。

21
条

　

子
淵
說
。
格
物
先
從
身
上
格
去
、
如
仁
義
禮
智
發
而
爲
惻
隱
、
羞
惡
、
辭
遜
、

是
非
、
須
從
身
上
體
察
、
常
常
守
得
在
這
裏
、
始
得
。
曰
。
人
之
所
以
爲
人
、
只

是
這
四
件
、
須
自
認
取
意
思
是
如
何
。
所
謂
惻
隱
者
、
是
什

意
思
。
且
如
赤
子

入
井
、
一
井
如
彼
深
峻
、
入
者
必
死
、
而
赤
子
將
入
焉
。
自
家
見
之
、
此
心
還
是

如
何
。
有
一
事
不
善
、
在
自
家
身
上
做
出
、
這
裏
定
是
可
羞
、
在
別
人
做
出
、
這

裏
定
是
惡
他
。
利
之
所
不
當
得
、
或
雖
當
得
而
吾
心
有
所
未
安
、
便
要
謙
遜
辭
避
、

不
敢
當
之
。
以
至
等
閑
禮
數
、
人
之
施
於
己
者
、
或
過
其
分
、
便
要
辭
將
去
、
遜

於
別
人
、定
是
如
此
。
事
事
物
物
上
各
有
箇
是
、有
箇
非
、是
底
自
家
心
裏
定
道
是
、

と
が
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
子
供
は
是
が
非
で
も
孝
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
臣
下

は
是
が
非
で
も
忠
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
是
が
非
で
も
そ
の
よ
う
に
実
践
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
切
実
に
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）「
真
見
得
」　

確
実
に
（
切
実
に
）
…
…
を
認
識
す
る
。

（
２
）「
決
定
是
」　

き
っ
と
、
必
ず
、
是
が
非
で
も
。

20
条

　

如
今
說
格
物
、
只
晨
起
開
目
時
、
便
有
四
件
在
這
裏
、
不
用
外
尋
、
仁
義
禮
智

是
也
。
如
才
方
開
門
時
、
便
有
四
人
在
門
裏
。　

僩

〔
校
勘
〕

○
「
僩
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮

整
版
本
、
和
刻
本
は
「
僴
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

今
、
格
物
に
つ
い
て
語
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
朝
起
き
て
目
を
覚
ま
す
時
に
、

す
で
に
四
つ
の
理
が
自
分
自
身
に
有
り
、
他
の
所
に
探
し
求
め
る
必
要
が
な
い
。

そ
れ
は
つ
ま
り
仁
、
義
、
礼
、
智
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
た
か
も
、
門
を
開
け
た
と

た
ん
、
四
人
の
人
間
が
も
う
既
に
門
の
中
に
い
た
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。



三
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

○
「
同
得
於
天
者
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
同
得
於
天
」

に
作
る
。
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
同
得
於
天
下
」
に
作
る
。

○
「
著
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
着
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

林
子
淵
が
述
べ
た
。「
物
に
至
ろ
う
と
す
る
時
は
、
ま
ず
は
我
が
身
に
即
し
て

至
る
べ
き
で
す
。
た
と
え
ば
仁
、
義
、
礼
、
智
が
そ
れ
ぞ
れ
惻
隠
、
羞
悪
、
辞
遜
、

是
非
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
も
、
是
非
と
も
我
が
身
に

即
し
て
そ
れ
を
体
得
し
、
常
に
（
仁
、
義
、
礼
、
智
を
）
し
っ
か
り
と
保
持
し
て

こ
そ
、
そ
れ
で
は
じ
め
て
よ
い
の
で
す
ね
。」（
先
生
は
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
人

間
の
人
間
で
あ
る
所
以
も
、
た
だ
こ
の
四
つ
（
仁
、
義
、
礼
、
智
）
に
あ
る
。
そ

の
意
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
、
是
非
と
も
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
わ
ゆ
る
惻
隠
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
た
と
え
ば
赤
ん
坊
が
井

戸
に
落
ち
そ
う
だ
と
し
よ
う
。
井
戸
は
か
く
も
深
く
て
険
し
く
、
落
ち
た
者
は
必

ず
命
を
落
と
す
。
そ
の
よ
う
な
井
戸
に
、
赤
ん
坊
が
今
に
も
落
ち
よ
う
と
し
て
い

る
の
だ
。
そ
れ
を
見
た
ら
、
自
分
自
身
の
気
持
ち
は
ど
う
な
る
の
か
。
何
か
の
悪

事
が
有
る
と
し
て
、
そ
れ
を
自
分
自
身
が
行
っ
た
場
合
、
こ
の
心
の
中
で
必
ず
そ

れ
を
恥
ず
か
し
く
思
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
他
の
人
が
行
っ
た
場
合
、
こ
の
心
の
中

で
必
ず
そ
の
人
を
悪
む
だ
ろ
う
。
受
け
取
る
べ
き
で
は
な
い
利
得
、或
は
受
け
取
っ

て
も
い
い
け
れ
ど
（
も
し
受
け
取
れ
ば
）
自
分
の
心
が
落
ち
着
か
な
い
よ
う
な
利

得
は
、
謙
譲
し
辞
退
し
て
受
け
取
ら
な
い
。
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
些
細
な
礼
節

で
も
、
人
が
自
分
に
対
し
て
行
っ
た
場
合
に
、
そ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
分
不
相
応

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
辞
退
し
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
人
に
譲
る
な
ど
、
き
っ
と

非
底
自
家
心
裏
定
道
非
。
就
事
物
上
看
、
是
底
定
是
是
、
非
底
定
是
非
。
到
得
所

以
是
之
、
所
以
非
之
、
却
只
在
自
家
。
此
四
者
、
人
人
有
之
、
同
得
於
天
者
、
不

待
問
別
人
假
借
。堯
舜
之
所
以
爲
堯
舜
、也
只
是
這
四
箇
。桀
紂
本
來
亦
有
這
四
箇
。

如
今
若
認
得
這
四
箇
分
曉
、
方
可
以
理
會
別
道
理
。
只
是
孝
有
多
少
樣
、
有
如
此

爲
孝
、
如
此
而
爲
不
孝
。
忠
固
是
忠
、
有
如
此
爲
忠
、
又
有
如
此
而
不
喚
作
忠
、

一
一
都
著
斟
酌
理
會
過
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
禮
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
礼
」
に
作
る
。

○「
發
而
爲
惻
隱
羞
惡
辭
遜
是
非
」　
「
辭
」を
成
化
本
は「

」に
作
る
。
万
暦
本
、

和
刻
本
は
「
辞
」
に
作
る
。
朝
鮮
整
版
本
は
「

」
に
作
る
。

○
「
常
常
守
得
在
這
裏
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
常
當
守
得
在
這
裏
」
に
作
る
。

○
「
深
峻
」　
「
深
」
を
呂
留
良
本
は
「

」
に
作
る
。「

」
は
「
深
」
の
古
字
。

○
「
便
要
謙
遜
辭
避
」　
「
便
要
」
を
成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
便

自
」
に
作
り
、
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
便
是
」
に
作
る
。
劉
氏
伝
経
堂
叢
書
本

巻
末
附
載
「
朱
子
語
類
正
譌
」
に
「
便
要
謙　

原
作
是
、據
周
本
改
。」
と
あ
る
。

○
「
便
要
謙
遜
辭
避
」　
「
辭
」
を
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
辞
」
に
作
る
。
朝
鮮
整

版
本
は
「

」
に
作
る
。

○
「
等
閑
禮
數
」
の
「
閑
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
閒
」
に
作
る
。

○
「
便
要
辭
將
去
」
の
「
辭
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
辞
」
に
作
る
。
朝
鮮
整

版
本
は
「

」
に
作
る
。

○
「
箇
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
个
」
に
作
る
。

○
「
却
」　

伝
経
堂
本
は
「
卻
」
に
作
る
。



三
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

（
３
）「
人
之
所
以
爲
人
」　
『
礼
記
』「
冠
義
」「
凡
人
之
所
以
為
人
者
，
禮
義
也
。」

（
４
）「
須
自
認
取
意
思
是
如
何
」　
「
須
自
」
は
「
須
」
に
同
じ
。
巻
一
二
、一
四
三

条
、
劉
砥
録
（
Ⅰ218

）「
且
如
涵
養
致
知
、
亦
何
所
始
。
但
學
者
須
自
截
從
一

處
做
去
。」

（
５
）「
認
取
」　

認
識
す
る
。
巻
三
〇
、三
五
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅲ771

）「
如
看
這

一
章
、只
認
取
不
遷
怒
、不
貳
過
意
思
是
如
何
、自
家
合
如
何
、便
是
會
做
工
夫
。」

（
６
）「
赤
子
入
井
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
所
以
謂
人
皆
有
不
忍
人
之
心
者
、

今
人
乍
見
孺
子
將
入
於
井
、
皆
有

惕
惻
隱
之
心
。」

（
７
）「
有
如
此
爲
孝
、
如
此
而
爲
不
孝
」　

巻
一
四
、八
一
条
、
葉
賀
孫
録
に
「
如

博

好
飲
酒
、
不
顧
父
母
之
養
、
是
不
孝
。
到
能
昏
定
晨
省
、
冬
溫
夏

、
可

以
為
孝
。
然
而
從
父
之
令
、
今
看
孔
子
說
、
却
是
不
孝
。
須
是
知
父
之
命
當
從
、

也
有
不
可
從
處
。蓋
與
其
得
罪
於
鄉
黨
州
閭
、寧
熟
諫
。諭
父
母
於
道
、方
是
孝
。」

と
あ
る
。

（
８
）「
一
一
都
著
斟
酌
理
會
過
」　
「
著
」
は 

着
手
す
る
、
つ
け
る
、
行
う
。
巻

一
四
、三
〇
条
、
葉
賀
孫
録
に
既
出
。

22
条

　

問
。
格
物
最
難
。
日
用
間
應
事
處
、
平
直
者
却
易
見
。
如
交
錯
疑
似
處
、
要
如

此
則
彼
礙
、
要
如
彼
則
此
礙
、
不
審
何
以
窮
之
。
曰
。
如
何
一
頓
便
要
格
得
恁
地
。

且
要
見
得
大
綱
。
且
看
箇
大
胚
模
是
恁
地
、
方
就
裏
面
旋
旋
做
細
。
如
樹
、
初
間

且
先
斫
倒
在
這
裏
、逐
旋
去
皮
、方
始
出
細
。
若
難
曉
易
曉
底
、一
齊
都
要
理
會
得
、

也
不
解
恁
地
。
但
不
失
了
大
綱
、
理
會
一
重
了
、
裏
面
又
見
一
重
、
一
重
了
又
見

そ
の
よ
う
に
す
べ
き
な
の
だ
。
事
事
物
物
に
は
必
ず
是
が
あ
り
非
が
あ
る
。
是
に

対
し
て
は
自
分
の
心
の
中
で
も
必
ず
是
だ
と
叫
び
、
非
に
対
し
て
は
自
分
の
心
の

中
で
も
必
ず
非
だ
と
叫
ぶ
。
事
物
に
即
し
て
見
る
な
ら
ば
、
是
は
必
ず
是
な
の
で

あ
り
、
非
は
必
ず
非
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
ぜ
そ
れ
を
是
と
す
る
の
か
、
な
ぜ

そ
れ
を
非
と
す
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
の
判
断
の
根
拠
は
た
だ
自
分
自
身
に
あ
る

の
だ
。
仁
、
義
、
礼
、
智
の
四
つ
は
人
々
が
備
え
て
お
り
、
皆
が
同
じ
く
天
か
ら

与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
誰
か
か
ら
借
り
て
く
る
必
要
が
な
い
。
尭
、
舜

の
尭
、
舜
で
あ
る
所
以
も
、
た
だ
こ
の
四
つ
で
あ
り
、
桀
、
紂
も
も
と
も
と
こ
の

四
つ
を
備
え
て
い
た
。
今
も
し
こ
の
四
つ
に
つ
い
て
明
瞭
に
認
識
し
た
な
ら
ば
、

そ
の
上
で
こ
そ
は
じ
め
て
他
の
道
理
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
た
と

え
ば
孝
に
し
て
も
、
そ
の
あ
り
方
は
様
々
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
孝
に

な
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
し
て
も
不
孝
に
な
る
場
合
も
あ
る
の
だ
。
忠

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
て
も
、
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
忠
に
な
る
場
合
も
あ

れ
ば
、
同
じ
事
を
し
て
も
忠
と
は
言
え
な
い
場
合
も
あ
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
考
え
を
加
え
、
一
つ
一
つ
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
子
淵
」　

林
子
淵
。
陳
栄
捷
『
朱
子
門
人
』
一
四
四
頁
。

（
２
）「
仁
義
禮
智
發
而
爲
惻
隱
、
羞
惡
、
辭
遜
、
是
非
」　

本
巻
二
〇
条
注
（
２
）

を
参
照
。
諸
本
が
「
辭
譲
」
を
「
辭
遜
」
に
作
る
の
は
、
英
宗
の
実
父
趙
允
譲

の
諱
を
避
け
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
巻
一
四
、八
二
条
、
黄
卓
録
の
校

勘
を
参
照
。



三
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

て
一
枚
一
枚
皮
を
剥
い
で
こ
そ
、
は
じ
め
て
細
く
整
っ
た
材
木
が
で
き
あ
が
る
の

だ
。
も
し
難
し
い
道
理
も
、
簡
単
な
道
理
も
、
一
遍
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
と
て
も
無
理
だ
。
た
だ
大
筋
を
失
わ
ず
に
、
一
重
の
道
理
を
把
握

し
た
ら
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
あ
る
一
重
の
道
理
が
見
え
て
き
て
、
一
重
を
把
握
し

た
ら
さ
ら
に
一
重
が
見
え
て
く
る
。
事
柄
の
詳
略
で
言
え
ば
、
略
か
ら
詳
へ
一
件

一
件
対
処
し
て
行
く
。
道
理
の
深
浅
で
言
え
ば
、
浅
い
道
理
か
ら
深
い
道
理
へ
一

重
一
重
把
握
し
て
い
く
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
ひ
た
す
ら
把
握
し
て
い
け
ば
、
必
ず

す
べ
て
の
道
理
を
把
握
し
尽
し
た
時
が
や
っ
て
来
る
。
広
く
学
び
、
詳
し
く
尋
ね
、

入
念
に
考
え
、
は
っ
き
り
と
弁
別
す
る
と
い
う
の
も
、
四
段
階
の
手
順
を
成
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
（
手
順
を
踏
ん
で
段
階
的
に
）
や
っ
て
い
っ
て

こ
そ
よ
い
の
だ
。」　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）「
一
頓
」　

も
と
は
一
回
の
食
事
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
一
頓
便
…
」

で
「
一
回
き
り
で
も
う
…
を
や
り
き
る
」
と
い
う
意
味
合
い
で
使
わ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
例
を
挙
げ
れ
ば
、巻
一
二
四
、一
三
条
、万
人
傑
録
（
Ⅷ2970

）
に
「
陸

子
靜
說
良
知
良
能
、
四
端
等
處
、
且
成
片
舉
似
經
語
、
不
可
謂
不
是
。
但
說
人

便
能
如
此
、不
假
修
為
存
養
、此
却
不
得
。
…
又
如
脾
胃
傷
弱
、不
能
飲
食
之
人
、

却
硬
要
將
飯
將
肉
塞
入
他
口
、
不
問
他
喫
得
與
喫
不
得
。
若
是
一
頓
便
理
會
得
、

亦
豈
不
好
。
然
非
生
知
安
行
者
、
豈
有
此
理
。
便
是
生
知
安
行
、
也
須
用
學
。」

と
あ
る
。

（
２
）「
大
胚
模
」　

巻
一
四
、六
条
、
金
去
偽
録
に
既
出
の
「
大

模
」
と
同
義
の

語
で
あ
ろ
う
。「
鋳
型
」、「
大
枠
」、「
荒
削
り
の
骨
格
」。

一
重
。
以
事
之
詳
略
言
、理
會
一
件
又
一
件
、以
理
之
深
淺
言
、理
會
一
重
又
一
重
。

只
管
理
會
、
須
有
極
盡
時
。
博
學
之
、
審
問
之
、
慎
思
之
、
明
辨
之
、
成
四
節
次
第
、

恁
地
方
是
。　

〔
校
勘
〕

○
「
却
」　

伝
経
堂
本
は
「
卻
」
に
作
る
。

○
「
窮
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
竆
」
に
作
る
。

○
「
箇
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
个
」
に
作
る
。

○
「
慎
思
之
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
謹
思
之
」
に
作
る
。「
慎

思
」
を
「
謹
思
」
に
作
る
の
は
南
宋
孝
宗
の
諱
「
昚
」
を
忌
避
し
て
の
こ
と
で

あ
る
。
巻
一
四
、一
六
九
条
参
照
。

〔
訳
〕

　
（
あ
る
人
が
）
問
う
た
。「
格
物
は
最
も
難
し
い
で
す
。
日
常
に
お
い
て
事
に
応

じ
る
と
き
、
通
常
の
事
柄
で
あ
れ
ば
、
い
か
に
応
じ
る
べ
き
か
は
分
か
り
や
す
い

で
す
が
、
入
り
組
ん
で
い
て
紛
ら
わ
し
い
事
柄
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
応
じ
よ
う

と
す
れ
ば
、
あ
の
よ
う
な
妨
げ
が
生
じ
、
あ
の
よ
う
に
応
じ
よ
う
と
す
れ
ば
、
ま

た
こ
の
よ
う
な
妨
げ
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
い
か
に
理
を
窮
め
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。」（
先
生
は
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
ど
う
し
て
一
回
き
り
で

も
う
そ
ん
な
ふ
う
に
至
ろ
う
と
す
る
の
か
。
ま
ず
は
（
格
物
の
）
大
筋
を
把
握
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
体
の
大
き
な
枠
組
み
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
捉

え
て
こ
そ
、
そ
の
上
で
そ
の
枠
に
即
し
て
少
し
ず
つ
細
か
い
と
こ
ろ
に
対
処
し
て

い
く
の
だ
。
た
と
え
ば
木
の
場
合
は
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
切
り
倒
し
て
、
そ
し



三
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

他
欲
人
說
、
他
人
理
會
不
得
者
、
我
理
會
得
、
他
人
不
能
者
、
我
能
之
、
却
不
切

己
也
。
又
曰
。
文
武
之
道
未
墜
於
地
、在
人
。
賢
者
識
其
大
者
、不
賢
者
識
其
小
者
、

莫
不
有
文
武
之
道
焉
。
聖
人
何
事
不
理
會
、
但
是
與
人
自
不
同
。　

祖
道

〔
校
勘
〕

○
「
著
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
着
」
に
作
る
。

○
「
精
底
去
理
會
」　
「
會
」
を
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
会
」
に
作
る
。

○
「
大
底
去
理
會
」　
「
會
」
を
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
会
」
に
作
る
。

○
「
欠
闕
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
欠

」
に
作
る
。

○
「
窮
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。

○
「
仔
細
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
子
細
」
に

作
る
。

○
「
却
」　

伝
経
堂
本
は
「
卻
」
に
作
る
。

○
「
無
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
无
」
に
作
る
。

○
「
他
理
會
底
」　
「
會
」
を
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
会
」
に
作
る
。

○
「
聖
人
亦
理
會
」　
「
會
」
を
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
会
」
に
作
る
。

○
「
他
欲
人
說
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本

は
「
但
欲
人
說
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が
問
う
た
。「
格
物
は
学
ぶ
者
が
道
に
入
ろ
う
と
す
る
時
の
第
一
の
手

順
で
す
が
、こ
こ
で
は
い
か
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。」（
先
生
は
）
お
っ

し
ゃ
っ
た
。「
事
物
と
出
会
っ
て
そ
れ
に
応
じ
る
際
に
は
、
是
非
と
も
そ
れ
ぞ
れ

（
３
）「
旋
旋
」　

少
し
ず
つ
。

（
４
）「
逐
旋
」　

逐
一
。
本
巻
第
四
条
に
既
出
。

（
５
）「
不
解
」　

で
き
な
い
、
無
理
で
あ
る
。「
解
」
は
「
会
」
と
同
じ
く
「
〜
で

き
る
」。
巻
一
四
、二
〇
条
、
黄
義
剛
録
に
既
出
。

（
６
）「
理
會
一
重
了
、
裏
面
又
見
一
重
」　

巻
一
〇
、一
一
条
、
竇
從
周
録
（
Ⅰ

162

）「
聖
人
言
語
、
一
重
又
一
重
、
須
入
深
去
看
。
若
只
要
皮
膚
、
便
有
差
錯
、

須
深

方
有
得
。」
同
、
一
二
条
、
沈
僩
録
（
Ⅰ162

）「
人
看
文
字
、
只
看
得

一
重
、更
不
去
討
他
第
二
重
。」
同
、八
〇
条
、輔
廣
録
（
Ⅰ172

）「
為
學
讀
書
、

須
是
耐
煩
細
意
去
理
會
、
切
不
可
粗
心
。
若
曰
何
必
讀
書
、
自
有
箇
捷
徑
法
、

便
是
悞
人
底
深
坑
也
。
未
見
道
理
時
、
恰
如
數
重
物
色
包
裹
在
裏
許
、
無
縁
可

以
便
見
得
。
須
是
今
日
去
了
一
重
、
又
見
得
一
重
。
明
日
又
去
了
一
重
、
又
見

得
一
重
。
去
盡
皮
、
方
見
肉
。
去
盡
肉
、
方
見
骨
。
去
盡
骨
、
方
見
髓
。
使
粗

心
大
氣
不
得
。」

（
７
）「
博
學
之
、審
問
之
、慎
思
之
、明
辨
之
」　
『
中
庸
章
句
』
二
〇
章
「
博
學
之
、

審
問
之
、
慎
思
之
、
明
辨
之
、
篤
行
之
。」

23
条

　

或
問
。
格
物
是
學
者
始
入
道
處
、
當
如
何
著
力
。
曰
。
遇
事
接
物
之
間
、
各
須

一
一
去
理
會
、
始
得
。
不
成
是
精
底
去
理
會
、
粗
底
又
放
過
了
。
大
底
去
理
會
、

小
底
又
不
問
了
。
如
此
終
是
有
欠
闕
。
但
隨
事
遇
物
、皆
一
一
去
窮
極
、自
然
分
明
。

又
問
。
世
間
有
一
種
小
有
才
底
人
、
於
事
物
上
亦
能
考
究
得
仔
細
、
如
何
却
無
益

於
己
。
曰
。
他
理
會
底
、
聖
人
亦
理
會
、
但
他
理
會
底
意
思
不
是
。
彼
所
爲
者
、



三
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

尼
焉
學
。
子
貢
曰
、
文
武
之
道
未
墜
於
地
、
在
人
。
賢
者
識
其
大
者
、
不
賢
者

識
其
小
者
、
莫
不
有
文
武
之
道
焉
、
夫
子
焉
不
學
、
而
亦
何
常
師
之
有
。」

24
条

　

傅
問
。
而
今
格
物
、
不
知
可
以
就
吾
心
之
發
見
理
會
得
否
。
曰
。
公
依
舊
是
要

安
排
。
而
今
只
且
就
事
物
上
格
去
。
如
讀
書
、
便
就
文
字
上
格
。
聽
人
説
話
、
便

就
説
話
上
格
。
接
物
、
便
就
接
物
上
格
。
精
粗
大
小
、
都
要
格
它
。
久
後
會
通
、

粗
底
便
是
精
、
小
底
便
是
大
、
這
便
是
理
之
一
本
處
。

　

而
今
只
管
要
從
發
見
處
理
會
。
且
如
見
赤
子
入
井
、
便
有

惕
惻
隱
之
心
、
這

箇
便
是
發
了
、
更
如
何
理
會
。
若
須
待
它
自
然
發
了
、
方
理
會
它
、
一
年
都
能
理

會
得
多
少
。
聖
賢
不
是
教
人
去
黑
淬
淬
裏
守
著
。
而
今
且
大
著
心
胸
、
大
開
著
門
、

端
身
正
坐
以
觀
事
物
之
來
、
便
格
它
。　

孫

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
黑
淬
淬
裏
守
著
」　

以
下
、
本
条
に
三
出
す
る
「
著
」
を
成
化
本
、
万
暦
本
、

和
刻
本
は
全
て
「
着
」
に
作
る
。

○
「
心
胸
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
胸
」
を
「

」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

傅
が
お
尋
ね
し
た
。「
今
、
格
物
を
行
う
に
は
、
自
己
の
心
の
発
現
し
た
と
こ

中
の
道
理
を
一
つ
一
つ
探
究
し
て
こ
そ
よ
い
の
だ
。
ま
さ
か
、
精
微
な
道
理
は
探

究
す
る
が
疎
略
な
道
理
は
放
置
す
る
、
重
要
な
道
理
は
探
究
す
る
が
些
細
な
道
理

は
不
問
に
付
す
、
等
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
よ
い
は
ず
が
有
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ

と
で
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
遺
漏
を
生
ず
る
の
だ
。
た
だ
事
物
と
遭
遇
す
る
際
に
、

そ
の
全
て
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
と
道
理
を
窮
め
て
い
け
ば
、
自
ず
と
は
っ
き
り
と

な
っ
て
く
る
時
が
あ
る
の
だ
。」
ま
た
問
う
た
。「
世
の
中
に
は
一
種
の
少
し
く
才

能
の
あ
る
人
間
が
い
て
、
彼
ら
も
ま
た
事
物
に
お
い
て
対
処
法
を
詳
し
く
探
究
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
が
自
分
自
身
に
無
益
で
あ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。」（
先
生
は
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
彼
ら
が
探
究
す
る
も
の
を
、
聖
人
も
ま
た

探
究
す
る
が
、
た
だ
し
彼
ら
は
探
究
す
る
そ
の
動
機
が
間
違
っ
て
い
る
。
彼
ら
が

や
っ
て
い
る
こ
と
は
と
言
え
ば
、
た
だ
、
他
の
人
に
は
取
り
組
め
な
い
こ
と
を
自

分
た
ち
は
取
り
組
め
る
の
だ
、
他
の
人
に
で
き
な
い
こ
と
を
自
分
た
ち
は
で
き
る

の
だ
、
と
他
人
に
言
わ
れ
た
い
だ
け
な
の
で
あ
り
、
そ
の
取
り
組
み
は
自
分
自
身

に
と
っ
て
何
ら
切
実
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。」
ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
文
王
、

武
王
の
道
は
、
な
お
地
を
払
っ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
人
々
に
覚
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

賢
し
い
者
は
そ
の
重
要
な
部
分
を
覚
え
て
い
る
し
、
賢
し
く
な
い
者
も
そ
の
さ
ほ

ど
重
要
で
は
な
い
部
分
を
覚
え
て
い
る
か
ら
、
文
武
の
道
は
確
乎
と
し
て
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
聖
人
に
は
探
究
し
な
い
事
柄
が
な
い
と
い
う
が
、
な
ぜ
探
究
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
か
の
人
々
と
お
の
ず
か
ら
違
う
の
だ
。」　

曾
祖
道
録

〔
注
〕

（
１
）「
不
成
」　

ま
さ
か
…
で
は
あ
る
ま
い
。
巻
一
四
、二
四
条
、
黄

録
に
既
出
。

（
２
）「
文
武
之
道
未
墜
於
地
」　
『
論
語
』「
子
張
」「
衛
公
孫
朝
問
於
子
貢
曰
、
仲



三
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

で
始
ま
る
条
が
あ
り
（
巻
一
四
、九
一
条
）、
傅
定
、
字
敬
子
で
あ
る
可
能
性
の

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

（
２
）「
就
吾
心
之
發
見
理
會
」　
「
發
見
」
と
は
、
内
な
る
理
が
目
に
見
え
る
形
で

顕
現
発
現
す
る
こ
と
。
例
え
ば
仁
が
惻
隠
の
心
と
し
て
発
現
す
る
、
等
。
巻

一
四
、三
八
条
、
注
（
７
）
参
照
。
な
お
自
己
の
心
の
発
現
に
即
し
て
格
物
を

行
う
と
い
う
実
践
方
法
に
対
し
て
本
条
で
は
否
定
的
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
逆
に
肯
定
的
に
言
及
さ
れ
る
例
も
あ
る
。『
語
類
』
巻
一
八
、五
三
条
、
廖

徳
明
録
（
Ⅱ402

〜403

）「
若
今
日
學
者
所
謂
格
物
、
却
無
一
箇
端
緒
、
只
似

尋
物
去
格
。
如
齊
宣
王
因
見
牛
而
發
不
忍
之
心
、
此
蓋
端
緒
也
、
便
就
此
擴
充
、

直
到
無
一
物
不
被
其
澤
、
方
是
。
致
與
格
、
只
是
推
致
窮
格
到
盡
處
。
…
須
是

因
此
端
緒
、
從
而
窮
格
之
。
未
見
端
倪
發
見
之
時
、
且
得
恭
敬
涵
養
。
有
箇
端

倪
發
見
、
直
是
窮
格
去
。
亦
不
是
鑿
空
尋
事
物
去
格
也
。
又
曰
。
涵
養
於
未
發

見
之
先
、
窮
格
於
已
發
見
之
後
。」
格
物
の
対
象
を
心
の
発
現
処
に
限
定
す
る

と
工
夫
に
遺
漏
が
生
じ
（「
一
年
都
能
理
會
得
多
少
」）、
か
と
い
っ
て
自
己
の

心
を
離
れ
て
外
界
の
事
物
の
み
を
格
物
の
対
象
と
す
れ
ば
切
己
の
工
夫
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
し
ま
う
（「
鑿
空
尋
事
物
去
格
」）、
と
い
う
の
が
朱
熹
の
意
図
で
あ

ろ
う
。

（
３
）「
依
舊
」　
「
依
然
と
し
て
、
や
っ
ぱ
り
。」（
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』
頁

四
五
九
）。
巻
一
四
、一
五
八
条
に
既
出
。

（
４
）「
安
排
」　
「
人
為
の
賢
し
ら
に
よ
っ
て
あ
れ
こ
れ
処
置
す
る
こ
と
を
い
う
。」

（
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』
頁
三
九
八
）。
巻
一
四
、一
六
条
、
三
八
条
、

一
四
五
条
に
既
出
。

（
５
）「
精
粗
大
小
」　

格
物
の
対
象
と
し
て
の
「
精
粗
大
小
」
に
関
す
る
議
論
は

ろ
に
即
し
て
取
り
組
む
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
。「
君
は
相
変
わ
ら
ず
余

計
な
計
ら
い
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
は
た
だ
、
ま
ず
は
事
物
に
即
し
て
格い

た

っ

て
い
く
こ
と
だ
。
例
え
ば
読
書
す
る
時
は
、
そ
の
文
字
に
即
し
て
格
る
。
人
の
話

を
聴
く
時
に
は
、
そ
の
話
に
即
し
て
格
る
。
事
物
に
応
対
す
る
時
に
は
、
そ
の
事

物
に
応
対
す
る
と
い
う
場
に
即
し
て
格
る
。（
理
の
）
精
粗
大
小
、
そ
の
全
て
に

格
ら
な
い
と
い
け
な
い
。（
そ
の
よ
う
に
し
て
格
物
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
）
や

が
て
は
全
て
に
貫
通
す
る
こ
と
が
で
き
、（
理
の
）
粗
な
る
も
の
も
精
な
る
も
の

と
一
つ
に
な
り
、
小
な
る
も
の
も
大
な
る
も
の
と
一
つ
に
な
る
、
こ
れ
が
と
り
も

な
お
さ
ず
理
の
一
本
た
る
所
以
だ
。

　

今
、（
君
は
）
専
ら
心
の
発
現
し
た
場
に
即
し
て
（
格
物
に
）
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
。
し
か
し
例
え
ば
赤
ん
坊
が
井
戸
に
落
ち
そ
う
な
の
を
見
れ
ば
、
す
ぐ

に

惕
惻
隱
の
心
を
生
ず
る
、
こ
れ
が
発
現
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
以
上
い
っ
た
い
何
に
取
り
組
も
う
と
い
う
の
か
。
も
し
も
必
ず
心
が
自
然
と

発
現
す
る
の
を
待
っ
て
、
そ
れ
で
は
じ
め
て
そ
の
格
物
に
取
り
組
む
の
だ
、
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
ま
る
一
年
の
間
に
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
（
格
物
に
）
取
り
組
め

る
と
い
う
の
か
。
聖
賢
は
決
し
て
人
に
対
し
て
そ
ん
な
頑
迷
な
態
度
を
固
守
す
る

よ
う
に
と
は
教
え
て
い
な
い
。
今
は
と
り
あ
え
ず
心
胸
を
大
き
く
広
げ
、
大
い
に

門
を
開
き
、
身
を
整
え
正
坐
し
て
事
物
の
や
っ
て
く
る
の
を
観
察
し
、
そ
う
し
て

（
そ
の
事
物
に
即
し
て
）
格
物
し
て
い
く
の
だ
。　

林

孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
傅
問
」　

傅
姓
の
門
人
は
複
数
存
在
す
る
の
で
（『
朱
子
門
人
』
頁
二
二
八

以
下
）、特
定
し
難
い
。
た
だ
本
条
と
同
じ
く
林

孫
録
に
「
傅
敬
子
説
明
明
徳
」



三
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

（
７
）「
理
之
一
本
處
」　
「
理
一
分
殊
」
の
理
一
に
相
当
す
る
。『
論
語
』「
里
仁
」

第
四
「
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
」
に
対
す
る
朱
注
に
「
蓋
至
誠
無
息
者
、
道

之
體
也
、
萬
殊
之
所
以
一
本
也
。
萬
物
各
得
其
所
者
、
道
之
用
也
、
一
本
之
所

以
萬
殊
也
。
以
此
觀
之
、
一
以
貫
之
之
實
、
可
見
矣
。」
理
一
分
殊
と
は
、
万

物
が
そ
れ
ぞ
れ
に
種
々
の
理
を
備
え
な
が
ら
（
万
殊
）、
し
か
も
全
体
を
通
し

て
一
理
で
あ
る
（
理
一
）
と
い
う
こ
と
。『
語
類
』
巻
一
、八
条
、林

孫
録
（
Ⅰ

2
）「
問
理
與
氣
。
曰
。
伊
川
説
得
好
。
曰
。
理
一
分
殊
。
合
天
地
萬
物
而
言
、

只
是
一
箇
理
。
及
在
人
、
則
又
各
自
有
一
箇
理
。」

（
８
）「
赤
子
入
井
、便
有

惕
惻
隱
之
心
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
。「

惕
惻
隠
」

は
、
は
っ
と
驚
き
傷
み
哀
れ
む
こ
と
。
巻
一
四
、三
八
条
、
七
八
条
等
に
既
出
。

（
９
）「
若
須
待
它
自
然
發
了
、
方
理
會
它
」　
「
須
…
方
」
は
「
必
ず
…
し
て
、
そ

れ
で
は
じ
め
て
」
な
お
「
須
（
是
）
…
始
得
」
の
用
例
は
巻
一
四
、一
二
条
に

既
出
。

（
10
）「
黑
淬
淬
」  

「
黑
淬
淬
地
」
に
同
じ
。
真
っ
黒
、
真
っ
暗
、
暗
黒
、
暗
愚
、

頑
迷
等
の
意
を
表
す
。『
語
類
』
巻
一
、三
一
条
、
沈
僩
録
（
Ⅰ
6
）「
天
明
、

則
日
月
不
明
。
天
無
明
。
夜
半
黑
淬
淬
地
、
天
之
正
色
。」『
語
類
』
巻
四
、

九
六
条
、
沈
僩
録
（
Ⅰ80

〜81

）「
只
是
當
時
吾
道
黑
淬
淬
地
、
只
有
些
章
句

詞
章
之
學
。」『
語
類
』
巻
四
二
、二
一
条
、葉
賀
孫
録
「
此
前
面
説
敬
而
不
見
得
。

此
便
是
見
得
底
意
思
、
便
是
見
得
敬
之
氣
象
功
效
恁
地
。
若
不
見
得
、
即
黑
淬

淬
地
守
一
箇
敬
、
也
不
濟
事
。」

（
11
）「
大
著
心
胸
、
大
開
著
門
」  

「
著
」
は
動
作
の
持
続
を
著
す
助
字
。『
語
類
』

巻
一
一
、三
四
条
、
李
儒
用
録
（
Ⅰ181

）「
觀
書
、
須
靜
著
心
、

著
意
思
、

沈
潛
反
覆
、
將
久
自
會
曉
得
去
。」
興
膳
宏
・
木
津
祐
子
・
齋
藤
希
史
『
朱
子

前
条
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
用
例
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
大
学

章
句
』「
伝
五
章
」「
是
以
大
學
始
教
、
必
使
學
者
即
凡
天
下
之
物
、
莫
不
因
其

已
知
之
理
而
益
窮
之
、以
求
至
乎
其
極
。
至
於
用
力
之
久
、而
一
旦
豁
然
貫
通
焉
、

則
衆
物
之
表
裏
精
粗
、
無
不
到
。」
こ
の
場
合
の
「
表
・
粗
」
と
は
具
体
的
個

別
的
な
道
理
、「
所
当
然
之
則
」
を
、「
裏
・
精
」
と
は
よ
り
統
括
的
・
大
綱
的

な
道
理
、「
所
以
然
之
故
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。『
語
類
』
巻
一
六
、五
四
条
、

葉
賀
孫
録
（
Ⅱ324

）「
理
固
自
有
表
裏
精
粗
、
人
見
得
亦
自
有
高
低
淺
深
。
有

人
只
理
會
得
下
面
許
多
、
都
不
見
得
上
面
一
截
、
這
喚
做
知
得
表
、
知
得
粗
。

又
有
人
合
下
便
看
得
大
體
、
都
不
就
中
間
細
下
工
夫
、
這
喚
做
知
得
裏
、
知
得

精
。」
同
、
五
五
条
、
董
銖
録
（
Ⅱ325
）「
須
是
表
裏
精
粗
無
不
到
。
有
一
種

人
只
就
皮
殼
上
做
工
夫
、
却
於
理
之
所
以
然
者
全
無
是
處
。
又
有
一
種
人
思
慮

向
裏
去
、
又
嫌
眼
前
道
理
粗
、
於
事
物
上
都
不
理
會
。」
同
、
五
一
条
、
黄
義

剛
録
（
Ⅱ323

）「
問
。
表
裏
精
粗
無
不
到
。
曰
。
表
便
是
外
面
理
會
得
底
。
裏

便
是
就
自
家
身
上
至
親
至
切
、
至
隱
至
密
、
貼
骨
貼
肉
處
。」
巻
一
八
、九
四
条
、

輔
廣
録
（
Ⅱ414

）「
凡
事
固
有
所
當
然
而
不
容
已
者
、
然
又
當
求
其
所
以
然
者

何
故
。
…
今
之
學
者
、
但
止
見
一
邊
。
…
且
如
為
忠
為
孝
為
仁
為
義
、
但
只
據

眼
前
理
會
得
箇
皮
膚
便
休
、
都
不
曾
理
會
得
那
徹
心
徹
髓
處
。」

（
６
）「
會
通
」　

個
々
の
理
が
有
機
的
結
び
つ
き
を
持
っ
て
全
体
が
一
理
で
貫
か

れ
る
こ
と
。「
貫
通
」
に
同
じ
。『
語
類
』
巻
一
八
、九
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅱ

392

）「
曰
。
格
物
最
是
難
事
。
如
何
盡
格
得
。
曰
。
程
子
謂
。
今
日
格
一
件
、

明
日
又
格
一
件
、
積
習
既
多
、
然
後
豁
然
有
貫
通
處
。
某
嘗
謂
、
他
此
語
便
是

真
實
做
工
夫
來
。
他
也
不
説
格
一
件
後
便
會
通
、
也
不
説
盡
格
得
天
下
物
理
後

方
始
通
。
只
云
。
積
習
既
多
、
然
後
豁
然
有
箇
貫
通
處
。」



四
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

は
「
数
」
に
作
る
。

○
「
只
靠
先
聖
遺
經
」「
聖
經
所
説
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
經
」
を
「
経
」
に

作
る
。

〔
訳
〕

　

世
間
の
物
で
、
理
を
備
え
な
い
も
の
は
な
い
か
ら
、
そ
の
全
て
に
格い

た

っ
て
お
く

べ
き
だ
。
古
人
は
幼
い
時
か
ら
そ
れ
ら
を
つ
ぶ
さ
に
知
っ
て
い
た
。
例
え
ば
君
に

事
え
親
に
事
え
る
際
の
礼
、
鐘
や
太
鼓
を
高
ら
か
に
奏
で
る
際
の
リ
ズ
ム
、
進
ん

だ
り
退
い
た
り
会
釈
し
た
り
譲
っ
た
り
の
威
儀
な
ど
、
全
て
そ
の
事
柄
を
見
慣
れ

て
い
た
し
、
そ
の
礼
を
自
ら
行
っ
て
も
い
た
。
長
ず
る
に
及
ん
で
も
、
た
だ
そ
れ

ら
の
理
を
窮
め
、
そ
こ
か
ら
更
に
天
地
鬼
神
・
日
月
陰
陽
・
草
木
鳥
獣
の
理
へ
と

少
し
ず
つ
（
窮
理
の
対
象
を
）
広
げ
て
い
く
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
だ
か
ら
そ

の
実
践
も
容
易
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

今
の
人
は
皆
、
こ
れ
ら
の
礼
節
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
習
っ
た
り
す
る
機
会
も
な

く
、
た
だ
先
聖
の
遺
さ
れ
た
経
書
を
頼
り
に
自
ら
推
測
講
究
す
る
他
は
な
い
。
だ

か
ら
格
物
と
主
敬
の
（
両
方
の
）
工
夫
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら

の
実
践
を
通
し
て
古
人
の
道
理
を
体
得
理
解
し
、
そ
の
道
理
に
従
っ
て
こ
れ
を
実

地
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
例
え
ば
親
に
事
え
る
に
は
孝
と
い
う
場
合
、
孝

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
既
に
知
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
孝
の
心
を
、
古
礼
に
基
づ

き
実
地
に
実
践
す
る
の
だ
。
君
に
事
え
る
に
敬
と
い
う
場
合
、
そ
の
敬
の
心
を
、

聖
人
の
経
書
の
教
え
に
基
づ
い
て
実
地
に
実
践
す
る
の
だ
。
そ
の
よ
う
に
し
て
必

ず
そ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
窮
め
て
い
く
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
す
れ
ば
自

ず
と
（
窮
め
た
理
が
）
自
分
の
（
心
身
の
）
隅
々
に
ま
で
し
み
渡
り
行
き
渡
る
よ

語
類
訳
注　

巻
十
〜
十
一
』
頁
一
七
〇
参
照
。

25
条

　

世
間
之
物
、
無
不
有
理
、
皆
須
格
過
。
古
人
自
幼
便
識
其
具
。
且
如
事
君
事
親

之
禮
、鐘
鼓
鏗
鏘
之
節
、進
退
揖
遜
之
儀
、皆
目
熟
其
事
、躬
親
其
禮
。
及
其
長
也
、

不
過
只
是
窮
此
理
、
因
而
漸
及
於
天
地
鬼
神
日
月
陰
陽
草
木
鳥
獸
之
理
、
所
以
用

工
也
易
。

　

今
人
皆
無
此
等
禮
數
可
以
講
習
、
只
靠
先
聖
遺
經
自
去
推
究
。
所
以
要
人
格
物

主
敬
、
便
將
此
去
體
會
古
人
道
理
、
循
而
行
之
。
如
事
親
孝
、
自
家
既
知
所
以
孝
、

便
將
此
孝
心
依
古
禮
而
行
之
。
事
君
敬
、
便
將
此
敬
心
依
聖
經
所
説
之
禮
而
行
之
。

一
一
須
要
窮
過
、
自
然
浹
洽
貫
通
。

　

如
論
語
一
書
、
當
時
門
人
弟
子
記
聖
人
言
行
、
動
容
周
旋
、
揖
遜
進
退
、
至
為

纖
悉
。
如
郷
黨
一
篇
、
可
見
當
時
此
等
禮
數
皆
在
。
至
孟
子
時
、
則
漸
已
放
棄
。

如
孟
子
一
書
、
其
説
已
寛
、
亦
有
但
論
其
大
理
而
已
。　

僩

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
且
如
事
君
事
親
之
禮
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
事

君
事
親
」
を
「
事
親
事
君
」
に
作
る
。

○
「
鐘
鼓
鏗
鏘
之
節
」　
「
鐘
鼓
」
を
成
化
本
、
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
鍾
皷
」
に
、

朝
鮮
整
版
本
は
「
鍾
鼓
」
に
作
る
。

○
「
禮
數
」　

本
文
中
に
二
出
す
る
「
禮
數
」
の
「
數
」
を　

万
暦
本
、
和
刻
本



四
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

無
所
加
、進
退
揖
讓
無
所
制
。」
濮
王
趙
允
讓
（
英
宗
父
）
の
諱
を
避
け
て
「
讓
」

を
「
遜
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
巻
一
四
、八
二
条
の
「
如
惻
隱
羞
惡
辭
讓

是
非
」
に
対
す
る
校
勘
記
を
参
照
。

（
４
）「
皆
目
熟
其
事
、
躬
親
其
禮
」　

古
人
は
小
学
の
実
践
を
通
し
て
こ
れ
ら
の

事
柄
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
、
と
い
う
趣
旨
。

（
５
）「
講
習
」 

講
議
研
習
。『
易
経
』「
兌
」「
象
曰
、
麗
澤
、
兌
。
君
子
以
朋
友
講

習
。」 

（
６
）「
今
人
皆
無
此
等
禮
數
可
以
講
習
、
…
所
以
要
人
格
物
主
敬
」　

今
は
小
学

と
い
う
学
習
課
程
が
存
在
し
な
い
か
ら
、
敬
に
よ
っ
て
そ
の
欠
を
補
う
必
要
が

あ
る
、
と
い
う
趣
旨
。
巻
一
四
、一
九
条
の
「
今
人
不
曾
做
得
小
學
工
夫
、
一

旦
學
大
學
、
是
以
無
下
手
處
。
今
且
當
自
持
敬
始
、
使
端

純
一
静
專
、
然
後

能
致
知
格
物
。」
及
び
そ
の
注
を
参
照
。

（
７
）「
體
會
」　

単
に
知
識
と
し
て
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
身
を
以
て
体
験
的

に
理
解
す
る
こ
と
。
一
四
条
の
「
體
驗
」、
二
一
条
の
「
體
察
」
と
共
通
の
語

気
を
含
む
。『
語
類
』
巻
五
、六
一
条
、
余
大
雅
録
（
Ⅰ90

）「
却
是
漢
儒
解
天

命
之
謂
性
、
云
木
神
仁
、
金
神
義
等
語
、
却
有
意
思
、
非
苟
言
者
。
學
者
要
體

會
親
切
。」（
こ
こ
で
の
「
漢
儒
」
は
『
礼
記
』「
中
庸
」
の
鄭
玄
注
）

（
８
）「
一
一
須
要
窮
過
」　

こ
の
「
過
」
も
「
一
一
」
と
呼
応
し
、
動
作
が
対
象

の
全
て
に
及
ぶ
語
気
を
示
す
。

（
９
）「
浹
洽
貫
通
」 「
浹
洽
」
は
道
理
な
ど
が
身
心
に
す
っ
か
り
し
み
こ
む
こ
と
。

巻
一
四
、五
条
に
既
出
。「
貫
通
」
は
こ
こ
で
は
、
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
る
こ
と
。

（
10
）「
動
容
周
旋
」　
『
孟
子
』「
尽
心
」
下
「
動
容
周
旋
中
禮
者
、
盛
德
之
至
也
。」 

（
11
）「
如
郷
黨
一
篇
」  
「
郷
党
」
が
孔
子
の
挙
措
を
門
人
が
詳
細
に
描
写
し
た
も

う
に
な
る
。

　

例
え
ば
『
論
語
』
と
い
う
書
物
は
、
当
時
の
門
人
弟
子
が
聖
人
（
＝
孔
子
）
の

言
行
を
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、そ
の
動
作
・
容
儀
・
応
対
、会
釈
し
た
り
譲
っ

た
り
進
ん
だ
り
退
い
た
り
の
様
子
に
つ
い
て
、
実
に
繊
細
詳
細
に
描
写
し
て
い
る
。

「
郷
党
」
の
一
篇
な
ど
、
当
時
そ
れ
ら
の
礼
節
が
全
て
現
に
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
の
だ
。
孟
子
の
時
代
に
な
る
と
、（
そ
れ
ら
の
礼
節
は
）
次
第
に
う
ち

捨
て
ら
れ
て
い
っ
た
。（
だ
か
ら
）『
孟
子
』
と
い
う
書
物
は
、（
礼
節
に
関
す
る

記
述
が
厳
密
で
は
な
く
）
緩
や
か
で
あ
り
、
専
ら
大
枠
の
道
理
を
説
い
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
と
い
う
面
が
あ
る
。　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
皆
須
格
過
」　

こ
こ
の
「
過
」
は
「
皆
」
と
呼
応
し
、
動
作
が
そ
の
対
象

の
全
て
に
及
ぶ
語
気
を
示
す
。
次
の
例
に
お
け
る
「
過
」
は
逐
一
と
呼
応
し
て

い
る
。『
語
類
』
巻
一
〇
、八
三
条
、
李
方
子
録
（
Ⅰ173

）「
又
曰
。
讀
書
者
譬

如
觀
此
屋
。
若
在
外
面
見
有
此
屋
、便
謂
見
了
、即
無
緣
識
得
。
須
是
入
去
裏
面
、

逐
一
看
過
、是
幾
多
間
架
、幾
多
窗
櫺
。
看
了
一
遍
、又
重
重
看
過
、一
齊
記
得
、

方
是
。」

（
２
）「
鐘
鼓
鏗
鏘
」  

『
礼
記
』「
楽
記
」「
鐘
聲
鏗
」
孔
穎
達
疏
「
鐘
聲
鏗
者
、
言

金
鐘
之
聲
、
鏗
鏗
然
矣
。」『
後
漢
書
』
巻
四
〇
下
「
班
固
」「
太
師
秦
樂
、
陳

金
石
、
布
絲
竹
、
鐘
鼓
鏗
鎗
、
管
絃
曄
煜
。」
注
「
鏗
音
苦
耕
反
、
鎗
音
楚
庚
反
。

曄
煜
、盛
貌
也
、煜
音
育
。」『
文
選
』
巻
一
、班
固
「
東
都
賦
」
は
「
鐘
鼓
鏗

」

に
作
る
。

（
３
）「
進
退
揖
遜
」　
『
礼
記
』「
仲
尼
燕
居
」「
若
無
禮
、
則
手
足
無
所
錯
、
耳
目



四
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

〔
校
勘
〕

○
「
問
竇
從
周
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
」
の
上
に
「
先
生
」
の
二
字
有
り
。

○
「
無
不
各
有
箇
天
理
人
欲
」「
亦
須
驗
箇
敬
肆
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。

○
「
如
居
處
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
以
下
「
便
須
驗
得
恭
與
不
恭
執
事
」
の
十
文

字
を
欠
く
。

○
「
能
義
以
方
外
、
便
是
敬
以
直
内
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
能
」
字
を
欠
く
。　

〔
訳
〕

　
（
先
生
が
）
竇
從
周
に
お
尋
ね
に
な
っ
た
。「
格
物
の
一
段
は
読
ん
だ
こ
と
が
あ

る
か
。」
そ
の
つ
い
で
に
言
わ
れ
た
。「
聖
人
は
た
だ
格
物
の
二
文
字
を
説
い
た
に

過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
事
物
に
即
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
我
々
に
求
め

て
お
ら
れ
る
の
だ
。
例
え
ば
、
一
念
の
萌
し
と
い
う
微
細
な
も
の
か
ら
事
事
物
物

に
至
る
ま
で
、
静
で
あ
れ
動
で
あ
れ
、
家
に
い
た
り
飲
食
し
た
り
話
を
し
た
り
、

そ
の
全
て
が
そ
の
事
（
＝
格
物
の
対
象
と
し
て
の
事
物
）
で
な
い
も
の
は
な
く
、

そ
の
各
々
に
天
理
と
人
欲
（
の
岐
路
）
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
ら
は
是
非

と
も
逐
一
、
実
地
に
点
検
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
静
か
な
所
に
坐
っ
て
い
る

場
合
で
さ
え
、
そ
の
敬
か
放
恣
か
を
点
検
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
敬
な
ら
ば
そ
れ
は

天
理
で
あ
り
、
放
恣
な
ら
ば
そ
れ
は
人
欲
で
あ
る
。
家
に
い
る
場
合
で
も
、
そ
の

恭
か
不
恭
か
を
点
検
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
柄
を
執
り
行
う
場
合
で
も
、
そ
の
敬

か
不
敬
か
を
点
検
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

あ
る
種
の
人
は
専
ら
寂
然
不
動
の
と
こ
ろ
で
（
格
物
に
）
取
り
組
も
う
と
し
、

い
ざ
何
か
の
事
態
に
対
処
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
い
う
段
に
な
る
と
右
往
左
往
す
る
ば
か

の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、以
下
に
も
言
及
が
あ
る
。『
語
類
』巻
三
七
、一
条
、

湯
泳
録
（
Ⅲ997

）「
鄉
黨
記
聖
人
動
容
周
旋
、
無
不
中
禮
。」
同
、
三
条
、
記

録
者
名
欠
（
Ⅲ997

）「
鄉
黨
一
篇
、
自
天
命
之
謂
性
至
道
不
可
須
臾
離
也
、
皆

在
裏
面
。
許
多
道
理
、
皆
自
聖
人
身
上
迸
出
來
。
惟
聖
人
做
得
甚
分
曉
、
故
門

人
見
之
熟
、
是
以
紀
之
詳
也
。」

（
12
）「
亦
有
但
論
其
大
理
而
已
」　
『
論
語
』
の
教
え
が
個
別
的
具
体
的
で
あ
る
の

に
対
し
て
『
孟
子
』
の
教
え
は
大
綱
的
で
あ
る
と
い
う
対
比
に
関
し
て
は
、
以

下
を
参
照
。『
語
類
』
巻
一
九
、一
二
条
、
程
端
蒙
録
（
Ⅱ429

）「
孟
子
教
人
、

多
言
理
義
大
體
。
孔
子
則
就
切
實
做
工
夫
處
教
人
。」

26
条

　

問
竇
從
周
。
曾
看
格
物
一
段
否
。
因
言
、
聖
人
只
説
格
物
二
字
、
便
是
要
人
就

事
物
上
理
會
。
且
自
一
念
之
微
、以
至
事
事
物
物
、若
靜
若
動
、凡
居
處
飲
食
言
語
、

無
不
是
事
、
無
不
各
有
箇
天
理
人
欲
。
須
是
逐
一
驗
過
。
雖
在
靜
處
坐
、
亦
須
驗

箇
敬
肆
。
敬
便
是
天
理
、
肆
便
是
人
欲
。
如
居
處
、
便
須
驗
得
恭
與
不
恭
。
執
事
、

便
須
驗
得
敬
與
不
敬
。

　

有
一
般
人
專
要
就
寂
然
不
動
上
理
會
、
及
其
應
事
、
却
七
顛
八
倒
、
到
了
又
牽

動
他
寂
然
底
。
又
有
人
專
要
理
會
事
、
却
於
根
本
上
全
無
工
夫
。
須
是
徹
上
徹
下
、

表
裏
洞
徹
。
如
居
仁
、
便
自
能
由
義
。
由
義
、
便
是
居
仁
。
敬
以
直
内
、
便
能
義

以
方
外
、
能
義
以
方
外
、
便
是
敬
以
直
内
。　

徳
明



四
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

（
5
）「
有
一
般
人
」　
「
一
般
」
は
「
あ
る
種
の
」「
一
種
の
」。
巻
一
四
、二
五
条

に
既
出
。

（
6
）「
寂
然
不
動
」　
『
易
経
』「
繫
辞
上
伝
」「
易
、無
思
也
、無
為
也
。
寂
然
不
動
、

感
而
遂
通
天
下
之
故
。」
朱
熹
『
周
易
本
義
』
に
「
寂
然
者
、感
之
體
。
感
通
者
、

寂
之
用
。」
と
あ
る
よ
う
に
、「
寂
然
―
―
体
、
感
通
―
―
用
」
と
い
う
対
概
念

を
構
成
す
る
。
寂
然
不
動
は
外
物
と
接
触
し
な
い
時
の
、
心
の
静
謐
な
状
態
。

下
文
の
「
應
事
」
と
対
を
為
す
。

（
7
）「
七
顛
八
倒
」　

混
乱
を
極
め
る
こ
と
。
巻
一
四
、一
六
五
条
に
既
出
。

（
8
）「
到
了
」 

結
局
の
と
こ
ろ
、
畢
竟
す
る
に
、
と
ど
の
つ
ま
り
。『
詩
詞
曲
語
辞

匯
釈
』
巻
三
「
到
了
、
猶
云
到
底
也
、
畢
竟
也
。」 

（
9
）「
牽
動
」　

引
き
動
か
す
、
呼
び
覚
ま
す
、
触
発
す
る
。『
語
類
』
巻

一
五
、一
一
六
条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅰ305

）「
或
問
。
意
者
心
之
所
發
、
如
何

先
誠
其
意
。
曰
。
小
底
却
會
牽
動
了
大
底
。
心
之
所
以
不
正
、
只
是
私
意
牽
去
。

意
才
實
、
心
便
自
正
。」
な
お
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
は
こ
の
箇
所
に
対
し

て
「
應
事
失
當
、
則
所
謂
寂
然
者
、
亦
随
而
散
亂
。
是
動
不
能
救
其
静
也
。」

と
の
解
釈
を
施
し
て
い
る
。

（
10
）「
徹
上
徹
下
」　

最
上
端
か
ら
最
下
端
ま
で
。
一
辺
に
偏
る
こ
と
な
く
、
全

て
を
包
括
網
羅
し
て
遺
漏
が
な
い
こ
と
。『
語
類
』巻
七
、一
一
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅰ

126
）「
器
遠
前
夜
說
、
敬
當
不
得
小
學
。
某
看
來
、
小
學
却
未
當
得
敬
。
敬
已

是
包
得
小
學
。
敬
是
徹
上
徹
下
工
夫
。」

（
11
）「
居
仁
」「
由
義
」　
『
孟
子
』「
離
婁
」
上
「
孟
子
曰
。
自
暴
者
、
不
可
與
有

言
也
。
自
棄
者
、
不
可
與
有
為
也
。
言
非
禮
義
、
謂
之
自
暴
也
。
吾
身
不
能
居

仁
由
義
、
謂
之
自
棄
也
。
仁
、
人
之
安
宅
也
。
義
、
人
之
正
路
也
。
曠
安
宅
而

り
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
か
の
寂
然
た
る
も
の
を
も
か
き
乱
し
て
し
ま
う
。
ま
た

あ
る
人
は
専
ら
事
物
に
即
し
て
（
格
物
に
）
取
り
組
も
う
と
し
、
根
本
の
と
こ
ろ

に
は
全
く
工
夫
を
欠
い
て
い
る
。（
こ
の
両
者
は
ど
ち
ら
も
だ
め
な
の
で
あ
っ
て
）

是
非
と
も
上
下
双
方
に
通
徹
し
、
表
裏
あ
わ
せ
て
洞
徹
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。（
そ

の
徹
上
徹
下
、
表
裏
洞
徹
の
あ
り
方
と
は
）
例
え
ば
仁
に
身
を
置
け
ば
自
ず
と
義

に
拠
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
義
に
拠
っ
て
行
動
し
て
い
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
仁
に
身
を
置
く
こ
と
で
も
あ
る
。
敬
に
よ
っ
て
内
面
を
直た

だ

せ
ば
、
自
ず
と
義
に
よ
っ
て
外
面
を
方
正
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
義
に
よ
っ

て
外
面
を
方
正
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
敬
に
よ
っ
て

内
面
を
直
す
こ
と
で
も
あ
る
。　

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
竇
從
周
」 

竇
從
周
、
字
文
卿
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。

（
２
）「
須
是
逐
一
驗
過
」　
「
過
」
は
「
逐
一
」
と
呼
応
し
、
動
作
が
対
象
の
全
て

に
及
ぶ
語
気
を
表
す
。
前
条
参
照
。

（
３
）「
敬
肆
」　
「
敬
」
は
当
面
し
て
い
る
事
柄
に
対
し
て
一
意
専
心
に
取
り
組
む

こ
と
。
巻
一
四
、一
九
条
、注
（
３
）
参
照
。「
肆
」
は
放
恣
、放
縦
。『
胡
宏
集
』

「
知
言
」「
復
義
」「
天
理
存
亡
、
在
敬
肆
之
間
爾
。」
周
敦
頤
『
太
極
図
説
』「
君

子
修
之
吉
、
小
人
悖
之
凶
」
に
対
す
る
朱
熹
『
太
極
図
説
解
』「
修
之
悖
之
、

亦
在
乎
敬
肆
之
間
而
已
矣
。」
な
お
巻
一
四
、一
〇
七
条
に
も
「
提
撕
便
敬
、
昏

倦
便
是
肆
、
肆
便
不
敬
。」
と
あ
る
。

（
４
）「
居
處
」「
執
事
」　
『
論
語
』「
子
路
」「
樊
遲
問
仁
。
子
曰
。
居
處
恭
、
執

事
敬
、
與
人
忠
、
雖
之
夷
狄
、
不
可
棄
也
。」



四
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

に
即
し
て
）
極
限
ま
で
推
し
致き
わ

め
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

先
生
「
人
に
だ
っ
て
（
小
学
に
頼
ら
ず
と
も
自
力
で
何
事
か
を
）
明
ら
か
に
す
る

と
い
う
こ
と
が
、
必
ず
有
っ
て
然
る
べ
き
だ
。
そ
う
し
て
少
し
で
も
理
解
で
き
る

と
こ
ろ
が
有
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
推
し
及
ぼ
し
て
い
き
、
次
第
に
通
暁
し
て
い
く
。

例
え
ば
何
か
一
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
、
自
ら
一
念
発
起
し
て
「
私
は
こ
の
事
柄
を

成
し
遂
げ
よ
う
。」
と
言
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
取
り
も
直
さ
ず
理
解
し
て
通

暁
し
た
と
こ
ろ
な
の
で
あ
っ
て
、
あ
と
は
そ
こ
を
起
点
と
し
て
や
っ
て
い
く
の
だ
。

　

五
代
の
時
、
一
人
の
将
官
が
い
た
。
彼
は
既
に
年
齢
が
高
か
っ
た
の
に
字
を
識

ら
な
か
っ
た
。
尊
貴
の
身
と
な
っ
て
か
ら
、
人
に
命
じ
て
物
の
上
に
一
々
そ
の
名

称
を
記
し
た
も
の
を
貼
り
付
け
さ
せ
た
。
彼
は
丹
念
に
そ
れ
に
見
て
、
久
し
い
後

に
は
、
少
し
ず
つ
い
つ
く
か
の
文
字
を
覚
え
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
推
し

拡
げ
て
い
く
こ
と
で
、
結
局
は
文
字
を
識
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。　

滕
璘
録

〔
注
〕

（
１
）「
才
仲
」　

魏
丙
、
字
才
仲
（
材
仲
）。
巻
一
四
、二
一
条
に
既
出
。

（
２
）「
小
學
已
有
開
明
處
了
」　

古
人
は
（
小
学
の
段
階
で
）
種
々
の
礼
節
に
習

熟
す
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
二
五
条
の
記
述
を
参
照
。

（
３
）「
開
明
」　

明
ら
か
に
な
る
、明
ら
か
に
す
る
、わ
か
る
。
以
下
に
見
え
る
「
發

明
」「
發
見
」
も
ほ
ぼ
同
方
向
の
語
彙
。

（
４
）「
從
大
學
做
將
去
」　
「
從
…
去
」
は
動
作
の
目
指
す
方
向
を
表
す
場
合
と
動

作
の
起
点
を
表
す
場
合
が
有
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
の
意
に
解
釈
し
て
お
く
。

三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』
頁
三
〇
八
、四
〇
七
参
照
。

（
５
）「
推
致
其
極
」　
『
大
学
章
句
』
経
の
「
致
知
」
に
対
す
る
朱
注
に
「
致
、
推

弗
居
、
舍
正
路
而
不
由
、
哀
哉
。」『
孟
子
』「
尽
心
」
上
「
居
惡
在
、
仁
是
也
。

路
惡
在
、
義
是
也
。
居
仁
由
義
、
大
人
之
事
備
矣
。」

（
12
）「
敬
以
直
内
」「
義
以
方
外
」　
『
易
経
』「
坤
卦
」
文
言
「
君
子
敬
以
直
内
、

義
以
方
外
。」

27
条

　

才
仲
問
。
格
物
、是
小
學
已
有
開
明
處
了
、便
從
大
學
做
將
去
、推
致
其
極
。
曰
。

人
也
不
解
無
箇
發
明
處
。
才
有
些
發
見
處
、
便
從
此
挨
將
去
、
漸
漸
開
明
。
只
如

一
箇
事
、
我
才
發
心
道
、
我
要
做
此
事
、
只
此
便
是
發
見
開
明
處
了
、
便
從
此
做

將
去
。

　

五
代
時
、
有
一
將
官
、
年
大
而
不
識
字
。
既
貴
、
遂
令
人
於
毎
件
物
事
上
書
一

名
字
帖
之
、
渠
子
細
看
、
久
之
、
漸
漸
認
得
幾
箇
字
。
從
此
推
將
去
、
遂
識
字
。

　

璘
〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
也
不
解
無
箇
發
明
處
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
解
」
を
「
觧
」
に
作
る
。

○
「
年
大
而
不
識
字
」　

成
化
本
は
「
字
」
を
「
家
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

才
仲
が
お
尋
ね
す
る
。「
格
物
と
は
、
小
学
の
段
階
に
お
い
て
既
に
通
暁
す
る

と
こ
ろ
が
有
っ
た
上
で
、
大
学
の
段
階
か
ら
そ
の
実
践
を
始
め
、（
格
物
の
対
象



四
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

吾
將
軍
、
出
為
潼
關
防
禦
使
兼
華
州
刺
史
。
…
建
比
不
知
書
、
治
郡
之
暇
、
日

課
學
習
、
遣
人
於
器
皿
・
牀
榻
之
上
各
題
其
名
、
建
視
之
既
熟
、
乃
漸
通
文
字
。

俄
遷
華
商
節
度
・
潼
關
守
捉
等
使
、
累
加
檢
校
太
尉
・
平
章
事
。」『
冊
府
元
亀
』

（
宋
版
）
巻
八
一
一
、
総
録
部
「
晩
学
」
の
「
梁
韓
建
」
の
項
も
ほ
ぼ
同
様
の

記
事
を
収
録
す
る
。
な
お
『
群
書
考
索
』
別
集
、
巻
一
八
「
樞
密
使
」「
五
代

以
武
官
為
樞
密
使
。
武
臣
或
不
識
字
、
故
置
樞
密
直
學
士
、
令
文
臣
為
以
輔
之
。

故
奏
子
皆
得
武
臣
。
宋
朝
因
而
不
廢
。
文
公
語
録
」
と
あ
る
。

28
条

　

問
。
格
物
則
恐
有
外
馳
之
病
。
曰
。
若
合
做
、
則
雖
治
國
平
天
下
之
事
、
亦
是

己
事
。
周
公
思
兼
三
王
、
以
施
四
事
。
其
有
不
合
者
、
仰
而
思
之
、
夜
以
繼
日
、

幸
而
得
之
、
坐
以
待
旦
。
不
成
也
説
道
外
馳
。

　

又
問
。
若
如
此
、
則
恐
有
身
在
此
而
心
不
在
此
、
視
而
不
見
、
聽
而
不
聞
、
食

而
不
知
其
味
、
有
此
等
患
。
曰
。
合
用
他
處
、
也
著
用
。

　

又
問
。
如
此
、
則
不
當
論
内
外
、
但
當
論
合
為
與
不
合
為
。
先
生
頷
之
。　

節

〔
校
勘
〕

○
「
夜
以
繼
日
」　

万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
繼
」
を
「
継
」
に
作
る
。

○
「
聽
而
不
聞
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
聽
」
を
「
聴
」
に
作
る
。

○
「
合
用
他
處
、
也
著
用
」　
「
著
」
を
成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
着
」
に
、
万

暦
本
は
「
看
」
に
作
る
。

極
也
。
知
、
猶
識
也
。
推
極
吾
之
知
識
、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
。」
と
あ
る
。

（
６
）「
發
明
」　

明
ら
か
に
す
る
。
巻
一
四
、八
条
、
八
三
条
に
既
出
。

（
７
）「
不
解
無
」　
「
不
可
無
」
に
同
じ
。
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
有
っ
て
然

る
べ
き
で
あ
る
。「
解
」
は
「
会
」
と
同
じ
く
「
〜
で
き
る
」。
巻
一
四
、二
〇
条
、

一
一
七
条
に
既
出
。

（
８
）「
挨
將
去
」  

推
し
及
ぼ
し
て
い
く
。
順
次
に
突
き
詰
め
て
い
く
。「
挨
」は「

」

（
巻
一
四
、二
九
条
に
既
出
）に
通
じ
る
。『
語
類
』巻
三
一
、二
七
条
、陳
淳
録（
Ⅳ

1203

）「
楊
問
。
程
子
曰
。
近
思
、以
類
而
推
。
何
謂
類
推
。
曰
。
此
語
道
得
好
。

不
要
跳
越
望
遠
、
亦
不
是
縱
橫

頓
、
只
是
就
這
裏
近
傍
那
曉
得
處
挨
將
去
。

如
這
一
件
事
理
會
得
透
了
、
又
因
這
件
事
推
去
做
那
一
件
事
、
知
得
亦
是
恁
地
。

如
識
得
這
燈
有
許
多
光
、
便
因
這
燈
推
將
去
、
識
得
那
燭
亦
恁
地
光
。
如
升
階
、

升
第
一
級
了
、
便
因
這
一
級
進
到
第
二
級
、
又
因
第
三
級
進
到
四
級
。
只
管
恁

地
挨
將
去
、
只
管
見
易
、
不
見
其
難
、
前
面
遠
處
只
管
會
近
。
若
第
一
級
便
要

跳
到
第
三
級
、
舉
步
闊
了
便
費
力
、
只
管
見
難
、
只
管
見
遠
。
…
如
讀
書
、
讀

第
一
段
了
、
便
到
第
二
段
、
第
二
段
了
、
便
到
第
三
段
。
只
管
挨
將
去
、
次
第

都
能
理
會
得
。
若
開
卷
便
要
獵
一
過
、
如
何
得
。」

（
９
）「
只
如
」　

例
え
ば
。
巻
一
四
、四
四
条
に
既
出
。

（
10
）「
發
心
」　

一
念
発
起
す
る
。『
語
類
』
巻
二
三
、九
九
条
、
林
子
蒙
録
（
Ⅱ

556

）「
吾
十
有
五
而
志
于
學
。
古
人
於
十
五
以
前
、
皆
少
習
父
兄
之
教
、
已
從

事
小
學
之
中
、
以
習
幼
儀
、
舞
象
舞
勺
、
無
所
不
習
。
到
此
時
節
、
他
便
自
會

發
心
去
做
、
自
去
尋
這
道
理
。」

（
11
）「
五
代
時
、
有
一
將
官
」　
『
舊
五
代
史
』
巻
一
五
、
梁
書
「
韓
建
」「
韓
建
、

字
佐
時
、
許
州
長
社
人
。
…
唐
軍
容
使
田
令
孜
…
補
（
建
）
為
神
策
都
校
・
金



四
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

類
』
巻
六
一
、七
三
条
、
余
大
雅
録
（
Ⅳ1477

）「
孔
子
以
他
心
一
向
外
馳
、
更

不
反
己
、
故
以
為
德
之
賊
。」（
文
中
の
「
他
」
は
「
郷
原
」
を
指
す
。）

（
２
）「
雖
治
國
平
天
下
之
事
、
亦
是
己
事
」　

為
政
者
の
よ
う
に
直
接
治
国
平
天

下
に
携
わ
る
こ
と
の
な
い
一
士
人
に
と
っ
て
も
、
や
は
り
自
己
分
内
の
事
柄
に

な
る
と
い
う
こ
と
。
巻
一
四
、七
〇
条
の
「
明
明
德
乃
是
爲
己
工
夫
。
那
个
事

不
是
分
内
事
。」
及
び
そ
の
注
を
参
照
。

（
３
）「
周
公
思
兼
三
王
」　
『
孟
子
』「
離
婁
」
下
「
孟
子
曰
。
禹
惡
旨
酒
而
好
善
言
。

湯
執
中
、
立
賢
無
方
。
文
王
視
民
如
傷
、
望
道
而
未
之
見
。
武
王
不
泄
邇
、
不

忘
遠
。
周
公
思
兼
三
王
、
以
施
四
事
。
其
有
不
合
者
、
仰
而
思
之
、
夜
以
繼
日
。

幸
而
得
之
、
坐
以
待
旦
。」
朱
注
「
三
王
、
禹
也
、
湯
也
、
文
武
也
。
四
事
、

上
四
條
之
事
也
。
時
異
勢
殊
、
故
其
事
或
有
所
不
合
、
思
而
得
之
、
則
其
理
初

不
異
矣
。
坐
以
待
旦
、
急
於
行
也
。」

（
４
）「
不
成
」　

ま
さ
か
…
で
は
あ
る
ま
い
。
巻
一
四
、二
四
条
等
に
既
出
。

（
５
）「
也
著
用
」　
「
著
」
は
「
須
著
」
の
二
文
字
で
「
必
ず
…
す
べ
き
で
あ
る
」

の
意
を
表
す
が
（
巻
一
四
、三
二
条
、六
九
条
）、単
独
で
も
「
…
す
べ
き
で
あ
る
」

の
意
を
表
す
。『
詩
詞
曲
語
辞
匯
釈
』
巻
三
「
着
（
著
）」「
着
猶
得
也
、
要
也
。」

（
６
）「
視
而
不
見
」　
『
大
学
章
句
』「
伝
七
章
」「
心
不
在
焉
、
視
而
不
見
、
聽
而

不
聞
、
食
而
不
知
其
味
。」

29
条

　

若
格
物
、
則
雖
不
能
盡
知
、
而
事
至
物
來
、
大
者
増
些
子
、
小
者
減
些
子
、
雖

不
中
、
不
遠
矣
。　

節

〔
訳
〕

　

質
問
。「
格
物
に
は
、
心
が
外
に
馳
せ
る
と
い
う
弊
害
が
有
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。」
先
生
「
そ
れ
が
為
す
べ
き
事
で
あ
る
な
ら
、
た
と
え
治
国
平
天
下

で
あ
っ
て
も
、や
は
り
己
が
分
内
の
事
柄
に
な
る
の
だ
。〝
周
公
は
三
王
（
禹
、湯
、

文
王
・
武
王
）
の
治
績
を
兼
ね
、（
三
王
そ
れ
ぞ
れ
の
行
っ
た
）
四
つ
の
事
柄
を

実
践
し
よ
う
と
し
た
。（
三
王
の
行
っ
た
ま
ま
の
や
り
方
で
は
）
時
勢
に
合
わ
な

い
点
が
有
る
と
、
天
を
仰
い
で
思
索
し
、
夜
を
日
に
継
い
で
考
え
続
け
た
。
幸
に

し
て
妙
案
を
得
る
と
、（
早
く
実
践
し
た
く
て
）
坐
っ
た
ま
ま
夜
が
明
け
る
の
を

待
っ
た
。〞
と
あ
る
が
、（
君
は
）
ま
さ
か
こ
の
周
公
（
の
心
）
が
外
に
馳
せ
向
か
っ

て
い
た
等
と
主
張
す
る
つ
も
り
で
は
あ
る
ま
い
な
。」

　

ま
た
お
尋
ね
し
た
。「
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
我
が
身
は
こ
こ
に
在
っ
て
心

は
こ
こ
に
在
ら
ず
、
目
を
こ
ら
そ
う
と
し
て
も
目
に
入
ら
ず
、
耳
を
傾
け
よ
う
と

し
て
も
耳
に
入
ら
ず
、
も
の
を
食
べ
て
も
そ
の
味
が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
こ

と
に
な
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」
先
生
「
そ
れ
が
心
を
注
ぐ
べ
き
場
合
で
あ

る
な
ら
ば
、
や
は
り
注
ぐ
べ
き
だ
。」

　

ま
た
お
尋
ね
し
た
。「
そ
れ
な
ら
ば
、（
心
の
）
内
外
を
問
題
に
す
べ
き
な
の
で

は
な
く
、
そ
れ
が
為
す
べ
き
事
柄
か
否
か
を
こ
そ
問
題
に
す
べ
き
な
の
で
す
ね
。」

先
生
は
う
な
ず
か
れ
た
。　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
外
馳
」　

心
が
（
自
己
の
内
面
を
な
お
ざ
り
に
し
て
）
外
に
馳
せ
向
か
う

こ
と
。『
語
類
』
巻
九
、八
八
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅰ160

）「
務
反
求
者
、
以
博
觀

為
外
馳
。
務
博
觀
者
、以
内
省
為
狹
隘
。
墮
於
一
偏
、此
皆
學
者
之
大
病
也
。」『
語



四
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

「
稱
得
不
可
増
加
些
子
、
是
經
。
到
得
物
重
衡
昂
移
退
、
是
權
。
依
舊
得
平
、

便
是
合
道
。
故
反
經
亦
須
合
道
也
。」
因
み
に
中
国
国
家
計
量
総
局
主
編
、
山

田
慶
児
・
浅
原
達
郎
訳
『
中
国
古
代
度
量
衡
図
集
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
五

年
）
に
は
春
秋
時
代
か
ら
清
朝
に
至
る
ま
で
の
秤
の
実
物
写
真
（
竿
、
分
銅
な

ど
一
部
分
の
み
も
含
む
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
頁
二
一
〇
〜
三
四
九
）。

（
２
）「
雖
不
中
不
遠
矣
」　
『
大
学
章
句
』
伝
九
章
「
康
誥
曰
。
如
保
赤
子
。
心
誠

求
之
、
雖
不
中
不
遠
矣
。
未
有
學
養
子
而
后
嫁
者
也
。」

30
条

　

問
。
格
物
工
夫
未
到
得
貫
通
、
亦
未
害
否
。
曰
。
這
是
甚
説
話
。
而
今
学
者
所

以
学
、
便
須
是
到
聖
賢
地
位
、
不
到
不
肯
休
、
方
是
。
但
用
工
做
向
前
去
、
但
見

前
路
茫
茫
地
白
、
莫
問
程
途
、
少
間
自
能
到
。
如
何
先
立
一
箇
不
解
做
得
便
休
底

規
模
放
這
裏
了
、
如
何
做
事
。
且
下
手
要
做
十
分
、
到
了
只
做
得
五
六
分
。
下
手

做
五
六
分
、
到
了
只
做
得
三
四
分
。
下
手
做
三
四
分
、
便
無
了
。
且
諸
公
自
家
裏

来
到
建
陽
、
直
到
建
陽
方
休
。
未
到
建
陽
、
半
路
帰
去
、
便
是
不
到
建
陽
。
聖
賢

所
為
、
必
不
如
此
。
如
所
謂
君
子
郷
道
而
行
、
半
途
而
廃
。
忘
身
之
老
也
、
不
知

年
数
之
不
足
也
、
俛
焉
日
有
孳
孳
、
斃
而
後
已
。
又
曰
。
舜
為
法
於
天
下
、
可
伝

於
後
世
、
我
由
未
免
為
郷
人
也
、
是
則
可
憂
也
。
憂
之
如
何
。
如
舜
而
已
矣
。　

卓〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
不
載
本
条
。

〔
校
勘
〕

○
「
若
格
物
、
則
雖
不
能
盡
知
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
則
」

を
「
而
」
に
作
る
。
呂
晩
村
句
読
本
、
劉
氏
伝
経
堂
叢
書
本
、
朝
鮮
整
版
本
、

和
刻
本
は
底
本
と
同
じ
く
「
則
」
に
作
る
。
な
お
朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考
異
」

に
「
物
則　

則
一
作
而
」
と
あ
る
。

○
「
事
至
物
來
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
來
」
を
「
来
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

格
物
を
実
践
す
る
場
合
、
た
と
え
（
あ
る
対
象
に
関
し
て
）
そ
の
全
て
を
知
り

尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
く
と
も
、
そ
の
事
物
が
出
現
し
た
際
、
大
き
め
も
の
に
対

し
て
は
量
り
方
を
少
し
重
め
に
し
て
や
り
、
小
さ
め
の
も
の
に
対
し
て
は
量
り
方

を
少
し
軽
め
に
し
て
や
る
、と
い
う
よ
う
に
す
れ
ば
、「
中
ら
ず
と
雖
も
遠
か
ら
ず
」

な
の
で
あ
る
。　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）
大
者
増
些
子
、
小
者
減
些
子
」　

秤は
か
りで
も
の
の
軽
重
を
量
る
場
合
、
大
き
く

重
い
物
に
対
し
て
は
分
銅
の
重
さ
を
増
し
て
や
り
、
小
さ
く
軽
い
物
に
対
し
て

は
分
銅
の
重
さ
を
減
じ
て
や
れ
ば
、
た
と
え
秤
竿
の
完
全
な
平
衡
は
得
ら
れ
ず

と
も
、
お
よ
そ
の
重
さ
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ
と
同
様
に
、
格
物
に
お

い
て
対
象
に
関
す
る
全
て
を
知
り
尽
く
す
こ
と
は
不
可
能
で
も
、
そ
の
大
体
を

知
る
こ
と
は
で
き
る
、
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
た
。
な
お
重
さ
を
計
量
す
る
文

脈
で
の
「
増
些
子
」
云
々
に
類
す
る
表
現
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。
元
、
劉
因

撰
『
四
書
集
義
精
要
』
巻
一
八
、
論
語
子
罕
二
九
章
（「
可
與
立
。
未
可
與
權
」）



四
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

し
て
日
び
孳
孳
た
る
有
り
、
斃
れ
て
而
る
後
に
已
む
。」
で
あ
り
、
ま
た
「
舜
は

法
を
天
下
に
為
り
、
後
世
に
伝
ふ
べ
し
。
我
れ
由な

ほ
未
だ
郷
人
為
る
を
免
れ
ざ
る

な
り
。
是
れ
則
ち
憂
ふ
べ
き
な
り
。
之
を
憂
ひ
て
如
何
せ
ん
。
舜
の
如
く
す
る
の

み
。」
と
い
う
の
が
そ
れ
だ
。　

黄
卓
録

〔
注
〕

（
１
）「
害
」　
『
論
語
』「
為
政
」「
子
曰
、
攻
乎
異
端
、
斯
害
也
已
。」

（
２
）「
這
是
甚
説
話
」　

そ
ん
な
話
が
あ
る
か
。『
語
類
』
巻
二
四
、葉
賀
孫
録
（
Ⅱ

589

）「
殆
到
他
説
此
一
章
、却
云
子
張
平
日
專
務
多
聞
多
見
、故
夫
子
告
以
闕
疑
、

是
不
欲
其
多
聞
多
見
、
此
是
甚
説
話
。」

（
３
）「
做
向
前
去
」　

〜
し
つ
づ
け
る
。『
語
類
』
卷
二
八
、
鄭
南
升
録
（
Ⅱ723

）

「
學
者
只
有
箇
恕
字
、
要
充
擴
此
心
、
漸
漸
勉
力
做
向
前
去
。」

（
４
）「
前
路
茫
茫
地
白
」　
「
茫
茫
」
は
、ぼ
ん
や
り
と
し
た
さ
ま
。『
法
言
』「
重
黎
」

「
神
怪
茫
茫
、若
存
若
亡
、聖
人
曼
云
。」『
文
苑
英
華
』
巻
一
〇
三
、釋
靈
一
「
哭

魏
尚
書
」「
前
路
茫
茫
向
誰
問
、
感
恩
空
有
涙
沾
襟
。」『
河
南
二
程
遺
書
』
巻

一
五
「
率
性
之
謂
道
、
率
循
也
。
若
言
道
不
消
先
立
下
名
義
、
則
茫
茫
地
何
處

下
手
、
何
處
著
心
。」
茫
茫
白
、
と
は
、
ぼ
ん
や
り
と
か
す
ん
で
い
る
さ
ま
。『
白

氏
長
慶
集
』
巻
一
三
「
宿
樟
亭
驛
」「
月
明
何
所
見
、
潮
水
白
茫
茫
。」

（
５
）「
如
何
先
立
一
箇
不
解
做
得
便
休
底
規
模
放
這
裏
了
、
如
何
做
事
」　
『
西
山

読
書
記
』
巻
二
二
は
、
こ
の
部
分
を
引
用
し
て
、「
如
何
先
立
一
个
不
解
到
得

便
休
底
規
模
在
此
」
に
作
る
。

（
６
）「
立
〜
規
模
」　

計
画
を
立
て
る
。『
韓
昌
黎
文
集
』巻
四
〇「
黄
家
賊
事
宜
状
」

「
今
所
用
嚴
公
素
者
、
亦
非
撫
御
之
才
、
不
能
別
立
規
模
、
依
前
還
請
攻
討
。」

○
「
半
途
」　
「
半
」
朝
鮮
整
版
本
作
「
中
」、「
途
」
成
化
本
、
万
暦
本
、
和
刻
本

作
「
塗
」、
朝
鮮
整
版
本
作
「
道
」。

○
「
舜
為
法
於
天
下
」　

万
暦
本
「
爲
」
下
有
空
一
格
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
格
物
の
工
夫
は
、
貫
通
ま
で
到
達
し
て
い
な
く
て
も
、
害
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
そ
ん
な
話
が
あ
る
か
（
な
ん
て
こ

と
を
言
う
の
だ
）。
今
の
学
ぶ
者
が
学
ぶ
理
由
は
、
聖
賢
の
境
地
に
到
達
す
る
こ

と
が
も
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
到
達
で
き
な
け
れ
ば
決
し
て
や
め
る
こ

と
は
な
い
、
そ
う
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
よ
い
の
だ
。
た
だ
工
夫
を
お
し
す
す
め
て

い
け
ば
、
前
方
の
道
が
白
く
か
す
ん
で
ぼ
ん
や
り
し
て
い
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め

ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
く
と
も
、
し
ば
ら
く
す
れ
ば
お
の
ず
と
到
達
す
る
こ
と
が

出
来
る
の
だ
。
ど
う
し
て
あ
ら
か
じ
め
出
来
な
け
れ
ば
や
め
て
し
ま
お
う
と
い
う

よ
う
な
計
画
を
こ
こ
に
た
て
て
し
ま
う
の
か
。
そ
れ
で
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
か
。

た
と
え
ば
十
分
の
十
を
な
し
と
げ
よ
う
と
思
っ
て
も
、
結
局
た
だ
五
六
分
を
な
し

得
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
り
、
五
六
分
を
な
そ
う
と
思
っ
た
ら
、
な
し
得
る
の
は

三
四
分
の
み
。
三
四
分
し
か
し
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
、
何
も
な
し
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
。
た
と
え
ば
き
み
た
ち
が
自
分
の
と
こ
ろ
か
ら
建
陽
に
や
っ
て
く
る
と
し
て
、

ま
っ
す
ぐ
建
陽
に
た
ど
り
つ
い
て
は
じ
め
て
歩
み
を
と
め
る
だ
ろ
う
。
建
陽
に
到

達
し
て
い
な
い
の
に
、
道
半
ば
で
帰
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
で
は
建
陽
に
到
達

し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
聖
賢
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
や
り
か
た
は
絶
対
し

な
い
の
だ
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
「
君
子
道
に
郷
ひ
て
行
き
、
半
途
に
し
て
廃
す
。

身
の
老
い
た
る
を
忘
る
る
な
り
。
年
数
の
足
ら
ざ
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
俛
焉
と



四
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
大
学
が
窮
理
を
説
く
の
で
は
な
く
、
た
だ
格
物
を
説
い
て

い
る
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
人
に
事
物
に
即
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
要
請
す
る

た
め
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、
真
に
体
認
す
る
と
い
う
こ
と
の
何
た
る

か
が
わ
か
る
の
だ
。
真
に
体
認
す
る
と
い
っ
て
も
、
具
体
的
な
事
物
に
即
す
る
の

で
な
け
れ
ば
わ
か
り
は
し
な
い
の
だ
。
た
と
え
ば
舟
を
作
っ
て
川
を
行
き
、
車
を

作
っ
て
陸
を
行
く
と
す
る
。
さ
て
そ
こ
で
試
み
に
多
く
の
人
の
力
を
あ
わ
せ
て
舟

を
陸
で
お
し
進
め
て
み
て
も
、
当
然
舟
は
進
め
な
い
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
舟
と
い

う
も
の
が
確
か
に
陸
を
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
。
こ

れ
が
真
に
体
認
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。　

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
懸
空
」　

事
物
を
離
れ
て
存
在
す
る
こ
と
。
卷
一
四
、四
四
条
に
既
出
。

（
２
）「
不
説
窮
理
、
只
説
箇
格
物
」　

本
巻
三
四
条
、
ま
た
巻
六
二
、七
二
条
、
沈

艶
録
（
Ⅳ1498

）「
大
學
所
以
説
格
物
、
却
不
説
窮
理
、
蓋
説
窮
理
則
似
懸
空

無
捉
摸
處
。」
参
照
。

（
３
）「
要
〜
方
〜
」　

〜
し
て
は
じ
め
て
〜
だ
。
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』

三
七
頁
参
照
。

（
４
）「
實
體
」　

名
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
と
き
に
は
、
内
実
を
持
つ
本
体
。『
中
庸

章
句
』
第
一
章
題
解
「
右
第
一
章
、
子
思
述
所
傳
之
意
以
立
言
。
首
明
道
之
本

原
出
於
天
而
不
可
易
、
其
實
體
備
於
己
而
不
可
離
。」
外
典
に
も
『
初
學
記
』

巻
一
引
陸
機
浮
雲
賦
「
有
輕
虚
之
艶
象
、
無
實
體
之
眞
形
」
な
ど
に
見
え
る
が
、

仏
教
の
語
彙
と
し
て
よ
り
一
般
的
で
あ
る
。『
大
智
度
論
』
卷
七
四
（
大
正

二
五
、五
八
一
下
）「
是
空
相
、
是
一
切
諸
法
實
體
、
不
因
内
外
有
。」『
出
三
藏

（
７
）「
諸
公
」　

諸
君
。
弟
子
に
対
す
る
二
人
称
の
呼
び
か
け
。
巻
一
四
、二
八
条

に
既
出
。

（
８
）「
君
子
郷
道
而
行
云
々
」　
『
礼
記
』「
表
記
」「
子
曰
、
詩
之
好
仁
如
此
、
郷

道
而
行
、
中
道
而
廢
、
忘
身
之
老
也
。
不
知
年
數
之
不
足
也
。
俛
焉
日
有
孳
孳
、

斃
而
后
已
。」
陳
氏
集
説
「
中
道
而
廢
、
言
力
竭
而
止
。
若
非
力
竭
則
不
止
也
。

不
足
、
少
也
。
人
老
則
未
來
之
歳
月
少
矣
。
俛
焉
、
無
他
顧
之
意
。
孳
孳
、
勤

勉
之
貌
。
斃
、
死
也
。」

（
９
）「
到
了
」　

結
局
。
本
巻
二
六
条
参
照
。

（
10
）「
舜
為
法
於
天
下
」　
『
孟
子
』「
離
婁
」
下
の
文
。
朱
注
「
郷
人
、
郷
里
之

常
人
也
。
君
子
存
心
不
苟
、
故
無
後
憂
。」

31
条

　

人
多
把
這
道
理
作
一
箇
懸
空
底
物
。
大
學
不
説
窮
理
、
只
説
箇
格
物
、
便
是
要

人
就
事
物
上
理
會
、
如
此
方
見
得
實
體
。
所
謂
實
體
、
非
就
事
物
上
見
不
得
。
且

如
作
舟
以
行
水
、
作
車
以
行
陸
。
今
試
以
衆
人
之
力
共
推
一
舟
於
陸
、
必
不
能
行
。

方
見
得
舟
果
不
能
以
行
陸
也
。
此
之
謂
實
體
。　

德
明

〔
校
勘
〕

○
「
如
此
方
見
得
實
體
」　
「
體
」
朝
鮮
古
写
本
作
「
躰
」。
下
同
。

〔
訳
〕

　

人
は
よ
く
こ
の
道
理
と
い
う
も
の
を
な
に
か
事
物
を
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
で



五
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

○
「
曰
」　　

朝
鮮
古
写
本
作
「
先
生
曰
」。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「「
道
が
明
ら
か
で
な
い
」
の
は
、
思
う
に
後
の
人
が
実
際
の
事
柄

を
す
て
て
道
を
求
め
よ
う
と
す
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
だ
か
ら
古
人
は
た
だ
格
物
を
言
う
の
だ
。
物
が
あ
れ
ば
理
が
あ
る
。
も
し
親
に

事
え
君
に
事
え
る
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
こ
で
忠
孝
の
理
を
得
ら
れ
る

の
か
。」　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
道
之
不
明
」　
『
中
庸
章
句
』
第
四
章
「
子
曰
、
道
之
不
行
也
、
我
知
之
矣
、

知
者
過
之
、
愚
者
不
及
也
。
道
之
不
明
也
、
我
知
之
矣
、
賢
者
過
之
、
不
肖
者

不
及
也
。」

（
２
）「
後
人
」　
『
尚
書
』
君
奭
「
告
君
、
乃
猷
裕
、
我
不
以
後
人
迷
。」

（
３
）「
有
物
便
有
理
」　

な
に
か
物
事
が
あ
れ
ば
そ
こ
に
必
ず
理
が
あ
る
、
は
、

朱
子
の
基
本
的
な
考
え
方
の
ひ
と
つ
。『
語
類
』巻
六
二
、三
九
条
、鄭
可
学
録（
Ⅳ 

1487

）「
故
曰
。
天
生
烝
民
、
有
物
有
則
。
物
乃
形
氣
、
則
乃
理
也
。」『
語
類
』

巻
一
二
〇
、三
五
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅶ 2892

）「
天
生
烝
民
、
有
物
有
則
。
有
一

箇
物
、
便
有
一
箇
道
理
。
所
以
大
學
之
道
、
教
人
去
事
物
上
逐
一
理
會
得
箇
道

理
。」『
語
類
』
巻
四
、二
八
条
、
甘
節
録
（
Ⅰ61

）「
問
枯
槁
有
理
否
、
曰
、
才

有
物
便
有
理
。」「
有
物
有
則
」
に
つ
い
て
は
巻
一
四
、一
〇
五
条
、
注
（
３
）

参
照
。

（
４
）「
事
親
事
君
」　
『
語
類
』
巻
一
四
、八
〇
条
注
（
４
）、
一
四
七
条
注
（
４
）

記
集
』
卷
八
、
僧
叡
（
大
正
五
五
、五
七
中
）「
法
華
經
後
序
」「
法
華
經
者
、

諸
佛
之
祕
藏
、
衆
經
之
實
體
也
。」
た
だ
し
、
朱
子
は
「
実
体
」
を
上
記
『
中

庸
章
句
』
の
よ
う
に
名
詞
的
に
使
う
と
同
時
に
、『
語
類
』
の
中
で
は
「
実
ニ

体
ス
ル
」
と
い
う
「
体
認
」
に
近
い
言
葉
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
本
条

も
そ
の
意
味
で
解
す
る
。『
語
類
』
巻
二
六
、二
九
条
、潘
時
擧
録
（
Ⅱ647

）「
聖

人
言
語
、
豈
可
以
言
語
解
過
一
遍
便
休
了
。
須
是
實
體
於
身
、
灼
然
行
得
、
方

是
讀
書
。」

（
５
）「
作
舟
以
行
水
、
作
車
以
行
陸
」　
『
周
礼
』「
考
工
記
」「
爍
金
以
爲
刃
、
凝

土
以
爲
器
、
作
車
以
行
陸
、
作
舟
以
行
水
、
此
皆
聖
人
之
所
作
也
。」
同
じ
た

と
え
は
『
語
類
』
巻
四
、二
九
条
、
曽
祖
道
録
（
Ⅰ61

）
に
も
見
え
る
。

（
６
）「
衆
人
之
力
」　
『
淮
南
子
』「
主
術
訓
」「
夫
乗
衆
人
之
智
、
則
無
不
任
也
、

用
衆
人
之
力
、
則
無
不
勝
也
。」

（
７
）「
推
一
舟
於
陸
」　
『
荘
子
』「
天
運
」「
是
猶
推
舟
於
陸
也
、勞
而
無
功
。」『
尚

書
』「
益
稷
」「
罔
水
行
舟
、
朋
淫
于
家
。」
孔
伝
「
丹
朱
習
於
無
水
陸
地
行
舟
。」

32
条

　

問
、
道
之
不
明
、
蓋
是
後
人
舎
事
跡
以
求
道
。
曰
、
所
以
古
人
只
道
格
物
。
有

物
便
有
理
。
若
無
事
親
事
君
底
事
、
何
処
得
忠
孝
。　

節

〔
校
勘
〕

○
「
事
跡
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
「
跡
」

　

作
「
迹
」。



五
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

を
言
っ
て
い
る
の
だ
。
た
と
え
ば
南
剣
の
人
が
建
寧
に
行
こ
う
と
す
る
と
き
に
は
、

建
寧
の
役
所
に
た
ど
り
つ
い
て
、
は
じ
め
て
つ
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
も

し
た
だ
建
陽
の
郡
境
ま
で
来
た
だ
け
で
は
、
こ
れ
で
は
「
至
」
っ
た
と
は
い
え
な

い
の
だ
。　
　

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
秦
之
所
以
失
」　
『
史
記
』
巻
九
七
、
陸
賈
伝
「
高
帝
不
懌
而
有
慙
色
。
廼

謂
陸
生
曰
、
試
爲
我
著
秦
所
以
失
天
下
、
吾
所
以
得
之
者
何
、
及
古
成
敗
之
國
。」

ま
た
賈
誼
「
過
秦
論
」（『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
伝
賛
、『
文
選
』
巻
五
一
、『
新
書
』

過
秦
）
参
照
。

（
２
）「
易
見
」　
「
難
知
」
と
対
と
な
る
語
。『
論
語
或
問
』
為
政
「
人
之
易
見
者

莫
如
行
事
、
難
知
者
莫
如
用
心
。」

（
３
）「
餘
得
、餘
失
」　

餘
得
、餘
失
の
「
餘
」
に
つ
い
て
の
発
想
は
、以
下
の
『
周

易
』
に
も
と
づ
く
。『
周
易
』
坤
、
文
言
伝
「
積
善
之
家
、
必
有
餘
慶
。」

（
４
）「
南
劍
、
建
寧
、
建
陽
」　

南
剣
州
は
建
寧
府
の
南
側
に
隣
接
す
る
州
。
丁

水
沿
い
に
さ
か
の
ぼ
る
行
程
を
取
る
と
し
て
、
南
剣
州
と
建
寧
府
と
の
州
境
を

越
え
て
建
寧
府
の
郡
庁
ま
で
は
直
線
距
離
で
さ
ら
に
三
〇
キ
ロ
ほ
ど
あ
る
。
な

お
、「
建
陽
境
上
」
の
「
建
陽
」
は
、「
建
寧
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
建
寧
府
の
北
に
建
陽
県
が
あ
る
が
、
朱
子
の
存
命
中
に
は
嘉
禾
県
と
呼
ば
れ

て
い
る
。『
宋
史
』
巻
八
九
、
地
理
志
五
、
福
建
路
「
建
寧
府
」
参
照
。）

（
５
）「
地
頭
」　

地
点
、
場
所
、
立
場
、
場
面
。『
語
類
』
巻
三
七
、三
八
条
、
黄

義
剛
録
（
Ⅲ 988
）「
問
經
、
權
。
曰
。
權
者
、
乃
是
到
這
地
頭
、
道
理
合
當
恁

地
做
、
故
雖
異
於
經
、
而
實
亦
經
也
。
且
如
冬
月
便
合
著
綿
向
火
、
此
是
經
。

を
参
照
。

33
条

　

窮
理
二
字
不
若
格
物
之
爲
切
、
便
就
事
物
上
窮
格
。
如
漢
人
多
推
秦
之
所
以
失
、

漢
之
所
以
得
、
故
得
失
易
見
。
然
彼
亦
無
那
格
底
意
思
。
若
格
之
而
極
其
至
、
則

秦
猶
有
餘
失
、
漢
亦
當
有
餘
得
也
。
又
云
、
格
、
謂
至
也
。
所
謂
實
行
到
那
地
頭
。

如
南
劍
人
往
建
寧
、
須
到
得
郡
廳
上
、
方
是
至
。
若
只
到
建
陽
境
上
、
即
不
謂
之

至
也
。　

德
明

〔
校
勘
〕

○
「
二
字
」　　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
作
「
一
字
」。

○
「
南
劍
人
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
「
劍
」
作
「
劔
」。

〔
訳
〕

　

窮
理
の
二
文
字
は
、
格
物
が
切
実
で
あ
る
の
に
お
よ
ば
な
い
の
で
あ
っ
て
、
格

物
と
は
事
物
に
即
し
て
窮
め
至
る
こ
と
だ
。
た
と
え
ば
漢
の
人
が
さ
ま
ざ
ま
に
秦

が
失
敗
し
た
理
由
と
、
漢
が
成
功
し
た
理
由
を
考
え
た
の
で
、
そ
の
得
失
は
見
や

す
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
や
は
り
あ
の
「
格
」
を
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
も
し
こ
れ
を
「
格
」
し
て
そ
の
極
地
ま
で
た
ど
り

着
い
た
ら
、
秦
に
つ
い
て
は
な
お
そ
れ
以
上
に
失
敗
点
を
見
つ
け
ら
れ
、
漢
も
ま

た
そ
れ
以
上
の
成
功
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
は
ず
だ
。
ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
格
」
と
は
「
い
た
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
実
際
に
そ
の
場
所
に
到
達
す
る
こ
と



五
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

る
よ
う
に
、禅
の
文
脈
で
常
見
の
概
念
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
、菩
提
達
磨
「
王

怒
而
問
曰
、
何
者
是
佛
。
答
曰
、
見
性
是
佛
。
王
曰
、
師
見
性
否
。
答
曰
、
我

見
佛
性
。
王
曰
、
性
在
何
處
。
答
曰
、
性
在
作
用
。」
朱
子
の
「
見
性
」
に
対

す
る
見
解
は
、『
語
類
』
巻
一
二
六
「
釈
氏
」
を
参
照
。
と
り
わ
け
朱
子
は
こ

の
「
作
用
」
が
そ
の
ま
ま
性
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
異
を
唱
え
る
。『
語
類
』

巻
一
二
六
、五
九
条
、
万
人
傑
録
（
Ⅷ3022

）「
作
用
是
性
、
在
目
曰
見
、
在
耳

曰
聞
、
在
鼻
齅
香
、
在
口
談
論
、
在
手
執
捉
、
在
足
運
奔
、
即
告
子
生
之
謂
性

之
説
也
。
且
如
手
執
捉
、
若
執
刀
胡
亂
殺
人
、
亦
可
爲
性
乎
。
龜
山
舉
龐
居
士

云
神
道
妙
用
、
運
水
般
柴
、
以
比
徐
行
後
長
、
亦
坐
此
病
。
不
知
、
徐
行
後
長

乃
謂
之
弟
、
疾
行
先
長
則
爲
不
弟
。
如
曰
運
水
般
柴
即
是
妙
用
、
則
徐
行
疾
行
、

皆
可
謂
之
弟
耶
。」

（
３
）「
下
梢
」　

結
局
。『
語
類
』
巻
九
、四
二
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅰ154

）「
今
既

要
理
會
、
也
須
理
會
取
透
、
莫
要
半
青
半
黄
、
下
梢
都
不
濟
事
。」

（
４
）「
空
洞
」　

か
ら
っ
ぽ
な
こ
と
。『
語
類
』
巻
五
九
、一
五
二
条
、廖
徳
明
録
（
Ⅳ

1410

）「
湛
然
清
明
時
、
此
固
是
仁
義
禮
智
統
會
處
。
今
人
説
仁
、
多
是
把
做

空
洞
底
物
看
、
却
不
得
。」

（
５
）「
無
稽
」　
『
尚
書
』「
大
禹
謨
」「
無
稽
之
言
勿
聽
、弗
詢
之
謀
勿
庸
。」『
荀
子
』

正
名
「
無
稽
之
言
、
不
見
之
行
、
不
聞
之
謀
、
君
子
慎
之
。」
楊
注
「
無
稽
之
言
、

言
無
考
驗
者
也
。」

（
６
）「
動
不
得
」　

身
動
き
が
と
れ
な
い
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
九
「
學
佛
者
、

多
要
忘
是
非
。
…
世
人
只
為
一
齊
在
那
昏
惑
迷
暗
海
中
、
拘
滯
執
泥
坑
裏
、
便

事
事
轉
動
不
得
、
沒
著
身
處
。」

忽
然
一
日
煖
、
則
亦
須
使
扇
、
當
風
坐
、
此
便
是
權
。」

34
条

　

格
物
、
不
説
窮
理
、
却
言
格
物
。
蓋
言
理
則
無
可
捉
摸
、
物
有
時
而
離
。
言
物

則
理
自
在
、
自
是
離
不
得
。
釋
氏
只
説
見
性
、
下
梢
尋
得
一
箇
空
洞
無
稽
底
、
性

亦
由
他
説
、
於
事
上
更
動
不
得
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
空
洞
」　　

万
暦
本
、
和
刻
本
「
空
」
作
「
實
」。

〔
訳
〕

　
（
大
学
の
）
格
物
と
は
、
窮
理
を
言
わ
ず
に
、
あ
く
ま
で
格
物
と
言
っ
て
い
る

の
だ
。
思
う
に
、
理
と
言
え
ば
、
模
糊
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
な
く
、
事
物
か
ら
離

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
物
と
言
え
ば
、
理
は
お
の
ず
か
ら
そ
こ
に
あ
り
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
。
仏
教
の
人
達
は
た
だ
「
見
性
」

を
言
う
ば
か
り
で
、
結
局
は
空
っ
ぽ
で
荒
唐
無
稽
な
も
の
を
探
求
し
て
い
る
だ
け

で
あ
っ
て
、
性
を
彼
ら
の
説
に
も
と
づ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
実
際
の
事
物
を
前

に
し
て
は
、
身
動
き
が
全
く
取
れ
な
い
の
だ
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
捉
摸
」　

捉
え
る
。
把
握
す
る
、
把
捉
す
る
。
巻
一
四
、九
一
条
に
既
出
。

（
２
）「
見
性
」　

本
性
を
見
つ
め
と
ら
え
る
こ
と
。「
見
性
成
仏
」
と
よ
く
言
わ
れ



五
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

い
て
も
、
こ
の
明
ら
か
な
道
理
は
埋
没
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
は
な
く
、
明
ら
か

な
と
こ
ろ
か
ら
次
第
に
推
し
進
め
て
い
っ
て
、
是
な
る
と
こ
ろ
に
窮
め
至
れ
ば
、

自
ら
の
心
に
は
お
の
ず
と
基
準
と
な
る
法
則
が
具
わ
る
の
だ
。
窮
理
の
最
初
は
、

堅
い
物
に
細
工
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
必
ず
鑿
が
入
り
込
め
る
す
き
間
を
み
つ
け

た
後
、
そ
こ
か
ら
た
た
い
て
い
け
ば
、
用
い
る
力
も
少
な
く
て
す
む
。
孟
子
は
四

端
を
論
じ
た
が
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
お
の
ず
と
と
っ
か
か
り
の
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
あ
っ
て
、
仁
義
礼
智
に
は
み
な
尋
ね
求
め
る
べ
き
端
緒
が
あ
り
、
そ
の
発
端

に
即
し
て
、
見
極
め
る
べ
き
本
体
を
求
め
て
い
け
ば
、
ど
れ
も
み
な
窮
め
る
べ
き

理
な
の
だ
。　

周
謨
録

〔
注
〕

（
１
）「
欵
曲
」　

詳
し
く
。『
柳
河
東
集
』
巻
四
三
、
首
春
逢
耕
者
「
聊
從
田
父
言
、

款
曲
陳
此
情
。」『
語
類
』
巻
二
〇
、一
一
〇
条
、
周
謨
録
（
Ⅱ470

）「
且
款
曲

研
究
、
識
盡
全
體
。」

（
２
）「
明
處
」　

人
間
の
心
に
本
来
具
わ
っ
た
明
晰
な
箇
所
。『
語
類
』
巻

一
四
、二
一
条
、
鄭
可
學
録
「
人
心
有
明
處
、
於
其
間
得
一
二
分
、
即
節
節
推

上
去
。」
同
所
の
注
釈
を
参
照
。

（
３
）「
合
下
」　

最
初
か
ら
。
巻
一
四
、三
八
条
に
既
出
。 

（
４
）「
泯
絶
」　
『
文
選
』
巻
一
「
東
都
賦
」「
生
人
幾
亡
、
鬼
神
泯
絶
。」 

（
５
）「
如
攻
堅
物
必
尋
其
罅
隙
可
入
之
處
」　

堅
い
も
の
に
切
り
込
み
を
入
れ
る

と
い
う
発
想
は
、
以
下
の
『
論
語
』
に
も
と
づ
く
。『
論
語
』
子
罕
「
顔
淵
喟

然
歎
曰
、
仰
之
彌
高
、
鑽
之
彌
堅
。」
皇
侃
義
疏
「
物
雖
堅
者
、
若
鑽
錐
則
可

入
也
。」『
論
語
』
為
政
「
子
曰
、攻
乎
異
端
斯
害
也
已
。」
集
注
「
范
氏
曰
、攻
、

35
条

　

所
謂
窮
理
者
、
事
事
物
物
、
各
自
有
箇
事
物
底
道
理
、
窮
之
須
要
周
尽
。
若
見

得
一
辺
、
不
見
一
辺
、
便
不
該
通
。
窮
之
未
得
、
更
須
欵
曲
推
明
。
蓋
天
理
在
人
、

終
有
明
處
。
大
学
之
道
、
在
明
明
徳
、
謂
人
合
下
便
有
此
明
徳
、
雖
為
物
欲
掩
蔽
、

然
這
些
明
底
道
理
未
嘗
泯
絶
、
須
従
明
處
漸
漸
推
将
去
、
窮
到
是
処
、
吾
心
亦
自

有
準
則
。
窮
理
之
初
、
如
攻
堅
物
、
必
尋
其
罅
隙
可
入
之
處
、
乃
従
而
撃
之
、
則

用
力
為
不
難
矣
。
孟
子
論
四
端
、
便
各
自
有
箇
柄

、
仁
義
禮
智
皆
有
頭
緒
可
尋
。

即
其
所
発
之
端
、
而
求
其
可
見
之
体
、
莫
非
可
窮
之
理
也
。　

謨

〔
校
勘
〕

○
「
欵
」　

朝
鮮
古
写
本
作
「

」、
朝
鮮
整
版
本
作
「
款
」。

○
「
罅
隙
」　　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
「
罅
」
作
「
鏬
」。

○
「
即
其
所
發
之
端
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
「
發
」
作
「
発
」。

〔
訳
〕

　

い
わ
ゆ
る
窮
理
と
は
、
事
事
物
物
、
お
の
お
の
に
そ
の
事
物
の
道
理
が
あ
り
、

そ
れ
を
窮
め
て
あ
ま
ね
く
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
あ

る
部
分
だ
け
を
見
極
め
て
、
あ
る
部
分
は
見
極
め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
、

そ
れ
で
は
該
通
し
て
い
な
い
。
窮
め
尽
く
し
得
て
い
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
詳
し
く

明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
思
う
に
天
理
は
人
に
具
わ
っ
て
お
り
、
つ
ま

る
と
こ
ろ
明
晰
な
部
分
が
あ
る
の
だ
。「
大
学
の
道
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に

在
り
」
と
は
、
人
は
最
初
か
ら
こ
の
明
徳
を
持
っ
て
お
り
、
物
や
欲
に
蔽
わ
れ
て



五
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

然
去
其
舊
習
。
其
始
且
見
得
箇
道
理
如
此
、
那
事
不
是
、
亦
不
敢
爲
。
其
次
、
見

得
分
曉
、
則
不
肯
爲
。
又
其
次
、
見
得
親
切
、
則
不
爲
之
、
而
舊
習
都
忘
之
矣
。

　

子
蒙

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
不
載
本
条
。

○
「
參
前
倚
衡
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
「
參
」
作
「
参
」。

○
「
内
實
為
惡
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
「
惡
」
作
「

」。

○
「
是
兩
箇
人
做
事
了
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
「
兩
」
作
「
両
」。

○
「
説
道
我
不
好
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
整
版
本
「
道
」
作
「
是
」、
和
刻

本
作
「
走
」。

○
「
見
得
分
曉
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
「
曉
」
作
「
暁
」。

〔
訳
〕

　

格
物
窮
理
と
は
、
物
が
一
つ
あ
れ
ば
一
つ
理
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
理
を
極

め
得
た
後
は
、
事
物
に
接
触
す
る
ご
と
に
い
つ
も
こ
の
道
理
に
い
き
あ
た
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
君
に
仕
え
る
と
き
に
は
忠
に
出
会
い
、
親
に
仕
え
る
と
き
に
は

孝
に
出
会
い
、
ひ
と
り
で
じ
っ
と
し
て
い
る
と
き
に
は
恭
に
出
会
い
、
な
に
か
す

る
と
き
に
は
敬
に
出
会
い
、
人
と
関
わ
る
と
き
に
は
忠
に
出
会
い
、
立
て
ば
目
の

前
に
あ
る
よ
う
に
、
車
で
は
手
す
り
に
よ
り
か
か
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
い
た
る
ま

で
、
ど
こ
に
い
っ
て
も
こ
の
道
理
を
見
な
い
こ
と
は
な
い
。
も
し
窮
め
尽
く
せ
て

い
な
い
と
、
見
て
い
る
も
の
は
真
実
の
も
の
で
は
な
く
、
外
面
こ
そ
善
で
あ
っ
て

も
、
内
実
は
悪
で
あ
り
、
そ
れ
で
は
二
人
の
人
間
が
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

專
治
也
。
故
治
木
石
金
玉
之
工
曰
攻
。」『
語
類
』
巻
二
〇
、五
五
条
、
余
大
雅

録
（
Ⅱ456

）「
如
庖
丁
解
牛
、
他
只
尋
罅
隙
處
、
游
刃
以
往
、
而
衆
理
自
解
、

芒
刃
亦
不
鈍
。」

（
６
）「
用
力
」　
『
礼
記
』「
祭
義
」「
小
孝
用
力
、
中
孝
用
勞
。」

（
７
）「
柄

」　

と
っ
か
か
り
の
と
こ
ろ
。『
五
灯
会
元
』
巻
一
八
、智
策
禅
師
「
往

豫
章
謁
典
牛
。
道
由
雲
居
。
風
雪
塞
路
。
坐
閲
四
十
二
日
。
午
初
。
版
聲
鏗
然
。

豁
爾
大
悟
。
及
造
門
。
典
牛
獨
指
師
曰
。
甚
處
見
神
見
鬼
來
。
師
曰
。
雲
居
聞

版
聲
來
。
牛
曰
。
是
甚
麼
。
師
曰
。
打
破

空
。
全
無
柄

。」

（
８
）「
頭
緒
」　

端
緒
。『
蔡
中
郎
集
』
巻
二
「
上
漢
書
十
志
疏
」「
參
思
圖
牒
、

尋
繹
度
數
、
適
有
頭
緒
。」

（
９
）「
可
見
之
體
」　

惻
隠
な
ど
の
四
端
は
あ
く
ま
で
も
端
緒
で
あ
っ
て
、
窮
め

ね
ば
な
ら
な
い
の
は
そ
の
本
体
で
あ
る
仁
義
禮
智
に
あ
る
。『
語
類
』
巻

二
〇
、九
〇
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ464

）「
有
仁
義
禮
智
、
則
是
性
。
發
為
惻
隠

羞
惡
辭
遜
是
非
、
則
是
情
。
惻
隠
、
愛
也
、
仁
之
端
也
。
仁
是
體
、
愛
是
用
。」

36
条

　

格
物
窮
理
、
有
一
物
便
有
一
理
、
窮
得
到
後
、
遇
事
觸
物
皆
撞
著
這
道
理
。
事

君
便
遇
忠
、
事
親
便
遇
孝
、
居
處
便
恭
、
執
事
便
敬
、
與
人
便
忠
、
以
至
參
前
倚
衡
、

無
往
而
不
見
這
箇
道
理
。
若
窮
不
至
、則
所
見
不
眞
、外
面
雖
爲
善
、而
内
實
爲
惡
、

是
兩
箇
人
做
事
了
。
外
面
爲
善
是
一
箇
人
、
裏
面
又
有
一
箇
人
説
道
我
不
好
。
如

今
須
勝
得
那
一
箇
不
好
底
人
去
方
是
。
豈
有
學
聖
人
之
書
、
爲
市
井
之
行
。
這
箇

窮
得
箇
甚
道
理
。
而
今
説
格
物
窮
理
、
須
是
見
得
箇
道
理
親
切
了
。
未
解
便
能
脱



五
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

緒
に
手
す
り
に
よ
り
か
か
る
よ
う
に
、
た
え
ず
気
に
か
け
て
自
分
の
す
ぐ
そ
ば

に
あ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。『
論
語
』「
衛
霊
公
」「
立
則
見
其
參
於
前
也
、
在

輿
則
見
其
倚
於
衡
也
、
夫
然
後
行
。」
集
注
「
言
其
於
忠
信
篤
敬
念
念
不
忘
、

隨
其
所
在
、
常
若
有
見
、
雖
欲
頃
刻
離
之
而
不
可
得
。」

（
５
）「
不
好
底
人
」　

文
言
に
い
う「
不
善
人
」。『
春
秋
左
氏
伝
』宣
公
一
六
年「
吾

聞
之
、
禹
稱
善
人
、
不
善
人
遠
。」
な
お
、
こ
の
部
分
は
「
内
面
に
は
も
う
一

人
の
人
が
い
て
、
わ
た
し
は
そ
れ
を
し
た
く
な
い
と
言
う
。
そ
の
も
う
一
人
の

し
た
く
な
い
人
に
打
ち
勝
っ
て
こ
そ
よ
い
の
だ
」
と
い
う
解
釈
の
可
能
性
も
あ

る
。

（
６
）「
両
箇
人
做
事
」　

二
人
の
人
が
や
っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

の
喩
え
は
以
下
に
も
見
え
る
。『
語
類
』
巻
一
四
、八
二
条
、
黄
卓
録
「
其
為
文

字
與
所
見
處
甚
好
、
到
他
自
做
處
全
相
反
。
不
知
是
如
何
。
却
似
是
兩
人
做
事

一
般
。」

（
７
）「
市
井
」　
「
市
井
」
は
、
経
書
に
は
た
と
え
ば
「
市
井
之
臣
」
と
し
て
、
退

官
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
ま
だ
官
に
つ
い
て
い
な
い
も
の
が
民
間
に
い
る
こ
と

を
表
す
が
（『
儀
礼
』『
孟
子
』）、
こ
こ
で
は
単
に
民
間
の
人
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
小
人
よ
り
も
さ
ら
に
一
段
低
い
レ
ベ
ル
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。

『
論
語
』「
子
路
」「
曰
、
敢
問
其
次
。
曰
、
言
必
信
、
行
必
果
、

然
小
人
哉
。

抑
亦
可
以
為
次
矣
。」集
注「
小
人
言
其
識
量
之
淺
狹
也
。
此
其
本
末
皆
無
足
觀
。

然
亦
不
害
其
為
自
守
也
。
故
聖
人
猶
有
取
焉
。
下
此
則
市
井
之
人
、
不
復
可
為

士
矣
。」
ち
な
み
に
『
四
書
大
全
』
は
、
こ
の
集
注
の
「
市
井
之
人
」
に
「
言

誕
行
縱
」
と
割
り
注
を
つ
け
て
い
る
。

（
８
）「
未
解
便
云
々
」　
「
解
」
は
「
で
き
る
」、「
便
」
は
「
た
だ
ち
に
」。
ま
だ

外
面
で
は
善
を
な
す
の
が
一
人
、
内
面
に
も
ま
た
一
人
の
人
間
が
い
て
、
わ
た
し

は
悪
い
、
と
言
う
。
い
ま
そ
の
一
人
の
悪
い
人
間
に
打
ち
勝
ち
得
て
は
じ
め
て
よ

い
の
だ
。
聖
人
の
書
を
学
び
な
が
ら
、
市
井
の
小
人
の
よ
う
な
行
い
を
す
る
な
ど

と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
こ
と
で
ど
ん
な
道
理
を
窮
め
た
と
い
う
の
か
。

い
ま
格
物
窮
理
と
言
う
と
き
に
は
、
こ
の
道
理
を
切
実
に
見
極
め
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
っ
て
、
す
ぐ
に
す
っ
き
り
そ
の
古
く
か
ら
の
習
慣
を
と
り
の
ぞ
け
た
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
こ
の
道
理
は
こ
の
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
が
正
し
く
な

い
と
見
て
取
っ
た
な
ら
、
そ
れ
は
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
そ
の
次
の
段
階
は
、
道

理
を
は
っ
き
り
と
見
て
取
っ
た
な
ら
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
を
ひ
か
え
る
。
ま
た
そ

の
次
の
段
階
は
、
そ
の
こ
と
を
切
実
に
見
て
取
っ
た
な
ら
、
そ
れ
を
し
な
い
。
そ

の
よ
う
に
し
て
旧
習
は
す
べ
て
忘
れ
て
し
ま
う
の
だ
。　

林
子
蒙
録

〔
注
〕

（
１
）「
撞
著
」　

い
き
あ
た
る
、
で
く
わ
す
。
こ
の
「
撞
」
は
、
朱
子
は
『
孟
子
』

離
婁
下
の
「
資
之
深
、
則
取
之
左
右
逢
其
原
」
の
「
逢
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
考
え

て
い
る
。
本
条
次
句
に
現
れ
る
「
遇
」
も
同
様
で
あ
る
。『
語
類
』
巻

五
七
、二
二
条
、
呂
燾
録
（
Ⅳ1344

）「
取
之
左
右
逢
其
原
、
蓋
這
件
事
也
撞
着

這
本
来
底
道
理
、
那
件
事
也
撞
着
這
本
来
底
道
理
、
事
事
物
物
、
頭
頭
件
件
、

皆
撞
着
這
道
理
。」『
語
類
』
巻
一
四
、一
六
一
条
注
（
10
）
参
照
。

（
２
）「
事
君
事
親
」　
『
語
類
』
巻
一
四
、八
〇
条
、
魏
椿
録
、
注
（
４
）
参
照
。

（
３
）「
居
處
便
恭
、
執
事
便
敬
、
與
人
便
忠
」　
『
論
語
』「
子
路
」「
樊
遲
問
仁
。

子
曰
、
居
處
恭
、
執
事
敬
、
與
人
忠
、
雖
之
夷
狄
、
不
可
棄
也
。」

（
４
）「
參
前
倚
衡
」　

立
て
ば
目
の
前
に
あ
る
よ
う
に
、
車
に
乗
れ
ば
自
分
と
一
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と
り
か
か
る
も
の
で
は
な
く
、
と
り
か
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
な
の
だ
。

〔
注
〕

（
１
）「
長
我
聡
明
見
識
」　
『
周
易
』「
鼎
」「
巽
而
耳
目
聡
明
。」「
見
識
」
に
つ
い

て
は
『
張
子
語
録
』
後
録
上
「
自
孟
子
後
、
儒
者
無
他
見
識
。」
宋
戴
溪
『
石

鼓
論
語
或
問
』「
古
人
學
詩
增
長
人
見
識
甚
多
。」

（
２
）「
不
是
〜
自
是
〜
」　

〜
で
は
な
く
〜
。『
語
類
』
に
は
頻
出
。

38
条

　

大
學
説
一
格
物
在
裏
、
却
不
言
其
所
格
者
如
何
。
學
者
欲
見
下
工
夫
處
、
但
看

孟
子
便
得
。
如
説
仁
義
禮
智
、
便
窮
到
惻
隱
、
羞
惡
、
辭
遜
、
是
非
之
心
。
説
好

貨
好
色
好
勇
、
便
窮
到
太
王
公
劉
文
武
。
説
古
今
之
樂
、
便
窮
到
與
民
同
樂
處
。

説
性
、
便
格
到
纖
毫
未
動
處
。
這
便
見
得
他
孟
子
胸
中
無
一
毫
私
意
蔽
窒
得
也
、

故
其
知
識
包
宇
宙
、
大
無
不
該
、
細
無
不
燭
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
毫
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
作
「
豪
」、
下
同
。

○
「
蔽
窒
得
也
」　

成
化
本
、万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
「
也
」
作
「
他
」。

〔
訳
〕

　

大
学
は
、
そ
の
中
で
格
物
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
も
の
の
、
格
す
る
対
象

が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
語
っ
て
い
な
い
。
学
ぶ
者
は
、
何
に

そ
れ
で
は
す
ぐ
に
〜
の
段
階
に
到
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。『
語
類
』

巻
一
二
〇
、一
一
三
条
、
呉
必
大
録
（
Ⅶ2913

）「
且
将
一
件
書
讀
聖
人
之
言
、

即
聖
人
之
心
。
聖
人
之
心
即
天
下
之
理
。
且
逐
段
看
令
分
曉
、
一
段
分
曉
、
又

看
一
段
。
如
此
至
一
二
十
段
、
亦
未
解
便
見
箇
道
理
。
但
如
此
心
平
氣
定
、
不

東
馳
西
騖
、
則
道
理
自
逐
旋
分
明
。」

（
９
）「
去
其
舊
習
」　

同
じ
発
想
が
他
所
に
も
見
え
る
。『
語
類
』巻
一
四
、九
五
条
、

楊
驤
録
（
Ⅰ267

）「
去
舊
汙
」、
同
巻
一
七
〇
条
、
潘
時
舉
録
（
Ⅰ281

）「
濯

去
舊
聞
」
を
参
照
。

（
10
）「
見
得
箇
道
理
如
此
、
那
事
不
是
、
亦
不
敢
為
」　

な
す
べ
き
で
な
い
と
知

る
こ
と
と
、
そ
れ
を
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
条

を
参
照
。『
語
類
』
巻
一
三
、五
〇
条
、
輔
廣
録
（
Ⅰ228

）「
且
如
人
須
知
此
事

不
是
、不
可
為
、忽
然
無
事
又
自
起
此
念
。
又
如
臨
事
時
須
知
其
不
義
、不
要
做
、

又
却
不
知
不
覺
自
去
做
了
。
是
如
何
。」

37
条

　

不
是
要
格
那
物
來
長
我
聡
明
見
識
了
、
方
去
理
會
、
自
是
不
得
不
理
會
。

〔
校
勘
〕

○
成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
有
録
者
名
云
「
僴
」

〔
訳
〕

　

何
か
あ
る
物
に
格い

た

っ
て
自
分
の
聡
明
な
見
識
を
の
ば
そ
う
と
思
っ
て
は
じ
め
て



五
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

（
３
）「
繊
毫
未
動
」　

心
の
未
発
（
＝
未
動
）
が
性
で
あ
り
、
こ
の
未
動
の
心
を
、

孟
子
が
「
不
動
心
」（「
公
孫
丑
」
上
）
あ
る
い
は
「
至
誠
而
不
動
」（「
離
婁
」
上
）

と
し
て
語
っ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。『
語
類
』
巻
五
、七
〇
条
、
董
銖
録
（
Ⅰ

93

）「
性
是
未
動
、
情
是
已
動
、
心
包
得
已
動
未
動
。
蓋
心
之
未
動
則
為
性
、

已
動
則
為
情
、
所
謂
心
統
性
情
也
。」

（
４
）「
包
宇
宙
」　
『
淮
南
子
』「
繆
稱
訓
」「
道
至
高
無
上
、
至
深
無
下
…
包
裹
宇

宙
而
無
表
裏
、
洞
同
覆
載
而
無
所
礙
。」『
温
国
文
正
公
文
集
』
巻
六
八
「
説
玄
」

「
大
則
包
宇
宙
、
小
則
入
毛
髮
。」

（
５
）「
細
無
不
燭
」　

以
下
の
沈
約
の
文
章
に
、前
注
の
「
包
宇
宙
」
と
、こ
の
「
ど

こ
ま
で
も
て
ら
す
」
と
を
セ
ッ
ト
に
し
た
発
想
が
見
ら
れ
る
。『
藝
文
類
聚
』

巻
一
四
、沈
約
齊
明
帝
謚
議
「
崢
嶸
之
下
、澤
靡
不
懐
、寥
廓
之
上
、明
無
不
燭
、

包
以
宇
宙
、
潤
以
風
雨
。」

39
条

　

居
甫
問
。
格
物
窮
理
、
但
理
自
有
可
以
彼
此
者
。
曰
。
不
必
如
此
看
。
理
有
正

有
權
、今
學
者
且
須
理
會
正
。
如
娶
妻
必
告
父
母
、學
者
所
當
守
。
至
於
不
告
而
娶
、

自
是
不
是
、
到
此
處
別
理
會
。
如
事
君
匡
救
其
惡
、
是
正
理
。
伊
川
說
納
約
自
牖
、

又
是
一
等
。
今
於
此
一
段
未
分
明
、
却
先
為
彼
引
走
。
如
孔
子
說
危
行
言
孫
、
當

春
秋
時
亦
自
如
此
。
今
不
理
會
正
當
處
、纔
見
聖
人
書
中
有
此
語
、便
要
守
定
不
移
、

駸
駸
必
至
於
行
孫
矣
。
此
等
風
俗
、
浙
江
甚
盛
、
殊
可
慮
。　

可
學

つ
い
て
工
夫
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
、『
孟
子
』

を
読
め
ば
よ
い
。『
孟
子
』
は
仁
義
礼
智
を
説
い
て
は
、
惻
隠
、
羞
悪
、
辞
遜
、

是
非
の
心
に
窮
め
至
っ
た
。
貨
を
好
み
色
を
好
み
勇
を
好
む
こ
と
を
説
い
て
は
、

大
王
・
公
劉
・
文
王
・
武
王
に
窮
め
至
っ
た
。
古
今
の
音
楽
を
説
い
て
は
、
民
と

同
じ
よ
う
に
楽
し
む
の
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
窮
め
至
っ
た
。
性
を
説
い
て
は
、
心

が
ほ
ん
の
わ
ず
か
も
動
い
て
い
な
い
こ
と
に
格い

た

っ
た
。
こ
れ
ら
の
部
分
か
ら
、
か

の
孟
子
の
胸
中
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
私
意
に
よ
っ
て
も
蔽
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。
だ
か
ら
彼
の
知
識
は
宇
宙
を
包
み
、
そ
の
大
い
さ
は
す
べ
て
を
か
ね
そ

な
え
、
微
細
な
す
み
ず
み
ま
で
も
照
ら
す
の
だ
。　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
好
貨
好
色
好
勇
」　

そ
れ
を
好
む
こ
と
は
基
本
的
に
避
け
る
べ
き
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
た
「
貨
」「
色
」「
勇
」
に
つ
い
て
、
大
王
、
公
劉
、
文
王
、
武
王

が
そ
れ
ぞ
れ
を
好
ん
だ
よ
う
に
好
め
ば
よ
い
の
だ
と
孟
子
は
説
い
て
い
る
。『
孟

子
』「
梁
恵
王
」
下
「
寡
人
有
疾
、
寡
人
好
勇
。
對
曰
…
此
文
王
之
勇
也
。
…

此
武
王
之
勇
也
。
而
武
王
亦
一
怒
而
安
天
下
之
民
。
今
王
亦
一
怒
而
安
天
下
之

民
、
民
惟
恐
王
之
不
好
勇
。
…
王
曰
、
寡
人
有
疾
、
寡
人
好
貨
。
對
曰
、
昔
者

公
劉
好
貨
。
王
如
好
貨
、
與
百
姓
同
之
、
於
王
何
有
。
王
曰
、
寡
人
有
疾
、
寡

人
好
色
。
對
曰
、
昔
者
大
王
好
色
、
愛
厥
妃
。
…
王
如
好
色
、
與
百
姓
同
之
、

於
王
何
有
。」

（
２
）「
與
民
同
樂
」　
『
孟
子
』「
梁
恵
王
」
下
「
曰
、
好
樂
何
如
。
…
與
少
樂
樂
、

與
衆
樂
樂
、
孰
樂
。
曰
、
不
若
與
衆
、
…
此
無
他
、
與
民
同
樂
也
。
今
王
與
百

姓
同
樂
、
則
王
矣
。」
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う
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
風
習
は
、
浙
江
辺
り
が
甚
だ
盛
ん
で
あ
り
、
特
に
憂
え
る

べ
き
だ
。　

鄭
可
学
録

〔
注
〕

（
１
）「
居
甫
」　
「
朱
子
語
錄
姓
氏
」「
徐

、字
居
父
、永
嘉
人
。」『
朱
子
門
人
』（
前

掲
）
に
「
徐

、字
居
父
（
甫
）、號
盤
州
叟
。
温
州
永
嘉
縣
（
浙
江
）
人
」（
一
八

○
頁
）
と
あ
る
。

（
２
）「
理
有
正
有
權
」　

権
は
、
物
の
軽
重
を
量
る
為
の
は
か
り
、
ま
た
は
軽
重

を
量
る
こ
と
。
転
じ
て
そ
の
時
々
の
情
況
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
時
宜
を
は
か

る
こ
と
、ま
た
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
妥
当
な
対
処
方
法
。
し
ば
し
ば「
経
」や「
礼
」

の
対
概
念
と
な
る
。
そ
の
場
合
、「
経
」
や
「
礼
」
は
規
範
、
常
規
、「
権
」
は
、

「
経
」「
礼
」に
は
は
ず
れ
る
が
妥
当
な
対
処
法
。
こ
こ
で
の「
正
」は「
経
」「
礼
」

に
相
当
す
る
。『
論
語
』「
子
罕
」「
子
曰
、
可
與
共
學
、
未
可
與
適
道
、
可
與

適
道
、
未
可
與
立
、
可
與
立
、
未
可
與
權
。」
集
注
「
權
、
稱
錘
也
、
所
以
稱

物
而
知
輕
重
者
也
。」『
孟
子
』「
離
婁
」
上
「
男
女
授
受
不
親
、
禮
也
。
嫂
溺

援
之
以
手
者
、
權
也
。」
集
注
「
權
、
稱
錘
也
、
稱
物
輕
重
而
往
来
以
取
中
者
也
。

權
而
得
中
、
是
乃
禮
也
。」『
春
秋
公
羊
伝
』
桓
公
十
一
年
「
權
者
何
。
權
者
、

反
於
經
、
然
後
有
善
者
也
。」

（
３
）「
至
於
不
告
而
娶
」　
『
孟
子
』「
萬
章
」
上
「
萬
章
問
曰
、詩
云
娶
妻
如
之
何
、

必
告
父
母
。
信
斯
言
也
、
宜
莫
如
舜
。
舜
之
不
告
而
娶
、
何
也
。
孟
子
曰
、
告

則
不
得
娶
。
男
女
居
室
、
人
之
大
倫
也
。
如
告
、
則
廢
人
之
大
倫
、
以
懟
父
母
、

是
以
不
告
也
。」
集
注
「
詩
齊
國
風
南
山
之
篇
也
。
信
、
誠
也
、
誠
如
此
詩
之

言
也
。
懟
、
讎
怨
也
。
舜
父
頑
母
嚚
、
常
欲
害
舜
。
告
則
不
聽
其
娶
、
是
廢
人

〔
校
勘
〕

〇
「
居
甫
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
徐
居
甫
問
」
に
作
る
。

〇
「
但
」　

和
刻
本
は
「
伹
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

徐
居
甫
が
お
尋
ね
し
た
。「『
格
物
窮
理
』
と
言
い
ま
す
が
、
し
か
し
理
に
は
も

と
も
と
あ
の
よ
う
に
し
て
も
い
い
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
も
い
い
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
ね
。」
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
必
ず
し
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
見
る
こ

と
も
な
か
ろ
う
。
理
に
は
『
正
』
が
あ
り
『
権
』
が
あ
り
、
さ
し
あ
た
り
学
ぶ
者

は
ま
ず
『
正
』
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
嫁
を
娶
る
時
は
必
ず

自
分
の
父
母
に
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
こ
と
は
、
学
ぶ
者
が
ま
さ
に
遵
守

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
告
げ
ず
に
娶
る
と
な
る
と
、
本
来
よ
く
な

い
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
立
ち
至
れ
ば
、（『
正
』
と
は
）
別
の
取
り
組
み
方
に

な
る
の
だ
。
例
え
ば
君
主
に
仕
え
る
な
ら
ば
そ
の
非
道
を
（
改
め
さ
せ
て
君
主
を
）

正
し
い
道
へ
救
い
入
れ
る
の
が
、『
正
』
の
理
で
あ
る
。
程
伊
川
の
（『
易
』
に
い
う
）

『
約
を
納
る
る
に
牖
自よ

り
す
』
に
つ
い
て
の
解
説
は
、（『
正
』
の
理
と
は
）
ま
た

違
う
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
い
ま
は
、
こ
の
部
分
（
つ
ま
り
「
事
君
匡
救
其
惡
」）

を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
い
な
い
の
に
、
先
に
そ
れ
（
つ
ま
り
伊
川
說
『
納
約
自

牖
』）
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
の
だ
。
孔
子
が
『
行
ひ
を
危
く
し
言
は
孫ゆ

ず

る
』
と
言
っ

て
い
た
よ
う
に
、春
秋
時
代
で
も
そ
う
だ
っ
た（
つ
ま
り「
事
君
匡
救
其
惡
」が『
正
』

の
理
で
あ
っ
た
）
に
違
い
な
い
。
い
ま
は
正
当
（
つ
ま
り
『
正
』）
の
ほ
う
に
取

り
組
ま
ず
、
聖
人
の
書
に
こ
の
言
葉
（『
権
』）
が
あ
る
の
を
見
る
と
、
そ
こ
で
固

く
遵
守
し
て
譲
ろ
う
と
せ
ず
、
や
が
て
は
必
ず
行
為
ま
で
も
卑
屈
に
な
っ
て
し
ま



五
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

西
之
學
只
是
禪
、
浙
學
却
專
是
功
利
。」
以
下
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
条
を

引
く
。『
語
類
』
巻
二
七
、一
一
○
条
、
金
去
偽
録
（
Ⅱ701

）「
因
有
援
引
比
類

節
忠
恕
者
、
曰
。
今
日
浙
中
之
學
、
正
坐
此
弊
、
多
強
將
名
義
比
類
牽
合
而
説
。

要
之
、
學
者
須
是
將
許
多
名
義
如
忠
恕
・
仁
義
・
孝
弟
之
類
、
各
分
析
區
處
。

如
經
緯
相
似
、
使
一
一
有
箇
著
落
。
將
來
這
箇
道
理
熟
、
自
有
合
處
。
譬
如
大

概
舉
南
康
而
言
、皆
是
南
康
人
、也
却
須
去
其
間
識
得
某
人
為
誰
、某
人
在
甚
處
、

然
後
謂
之
識
南
康
人
也
。」『
語
類
』
巻
二
七
、四
条
、金
去
偽
録
（
Ⅳ1602

）「
陰

陽
之
理
、
有
會
處
、
有
分
處
、
事
皆
如
此
。
今
浙
中
學
者
只
説
合
處
混
一
處
、

都
不
理
會
分
處
。」

40
条

　

問
。
格
物
之
義
、
固
要
就
一
事
一
物
上
窮
格
、
然
如
呂
氏
楊
氏
所
發
明
大
本
處
、

學
者
亦
須
兼
考
。
曰
。
識
得
即
事
事
物
物
上
、
便
有
大
本
。
不
知
大
本
、
是
不
曾

窮
得
也
。
若
只
說
大
本
、
便
是
釋
老
之
學
。　

徳
明

〔
校
勘
〕

〇
「
得
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。

〇
「
事
事
物
物
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
事
〻
物
物
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
格
物
の
意
味
は
、確
か
に
一
事
一
物
に
お
い
て
（
そ
れ
ぞ
れ
を
）

窮
め
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
呂
氏
や
楊
氏
に
よ
っ
て

之
大
倫
、以
讎
怨
於
父
母
也
。」『
詩
経
』
国
風
、斉
風
「
南
山
」「

麻
如
之
何
。

衡
從
其
畝
。
取
妻
如
之
何
。
必
告
父
母
。
既
曰
告
止
、
曷
又
鞠
止
。」

（
４
）「
事
君
匡
救
其
惡
」　
『
孝
経
』「
事
君
」「
將
順
其
美
、
匡
救
其
惡
。」

（
５
）「
納
約
自
牖
」　
『
周
易
』「
坎
」「
六
四
、
樽
酒
簋
貳
、
用
缶
。
納
約
自
牖
、

終
无
咎
。」『
語
類
』
巻
七
一
、一
一
七
条
、
踊
淵
録
（
Ⅴ1807

）「
納
約
自
牖
、

雖
有
向
明
之
意
、
然
非
是
路
之
正
。」
伊
川
『
易
伝
』「
人
臣
以
忠
信
善
道
結
於

君
心
、
必
自
其
所
明
處
、
乃
能
入
也
。
人
心
有
所
蔽
、
有
所
通
。
所
蔽
者
、
暗

處
也
。
所
通
者
、
明
處
也
。
當
就
其
明
處
而
告
之
求
信
、
則
易
也
。
故
云
、
納

約
自
牖
。
能
如
是
、
則
雖
艱
險
之
時
、
終
得
无
咎
也
。」

（
６
）「
一
等
」　
『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
十　

学
四　

読
書
法
上　

巻
十
一　

学
五　

読
書
法
下
』（
前
掲
）「「
一
等
」
は
、「
一
種
」
と
同
じ
。」（
一
○
一
頁
）

（
７
）「
引
走
」　
「
引
去
」
と
同
じ
。「
誘
い
去
る
」「
引
っ
張
っ
て
ゆ
く
」
の
意
。

（
８
）「
危
行
言
孫
」　
『
論
語
』
憲
問
「
子
曰
、
邦
有
道
、
危
言
危
行
、
邦
無
道
、

危
行
言
孫
。」
集
注
「
孫
、
卑
順
也
。」

（
９
）「
駸
駸
」　
「
次
第
に
」「
漸
次
に
」
の
意
。『
語
類
』
巻
二
四
、一
四
三
条
、

林
子
蒙
録
（
Ⅱ596

）「
及
其
漸
久
、
用
度
日
侈
、
駸
駸
然
日
趨
於
文
而
不
容
自

已
、
其
勢
然
也
。」

（
10
）「
浙
江
甚
盛
」　

浙
江
の
「
永
康
学
派
」
と
「
永
嘉
学
派
」
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

浙
江
地
方
は
葉
適
（
号
水
心
、
永
嘉
人
）、
薛
季
宣
（
字
士
龍
、
永
嘉
人
）、
陳

亮
（
字
同
甫
、
永
康
人
）、
陳
傅
良
（
字
君
舉
、
温
州
瑞
安
人
）
等
、
事
項
派

と
呼
ば
れ
る
人
々
多
数
を
輩
出
し
、
そ
の
学
風
は
「
功
利
」
的
と
評
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。『
語
類
』
巻
九
四
、二
○
四
条
、
甘
節
録
（
Ⅵ2410

）「
浙
間
只
是

權
譎
功
利
之
淵
藪
。」『
語
類
』
巻
一
二
三
、二
七
条
、録
者
不
明
（
Ⅷ2967

）「
江
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中
和
、
則
天
地
可
位
、
萬
物
可
育
、
其
於
平
天
下
何
有
。」（
巻
一
二
、
語
録
三
、

余
杭
所
聞
）
と
あ
り
、
更
に
『
中
庸
或
問
』
に
「
呂
氏
此
章
之
説
、
尤
多
可
疑
。

…
其
不
陥
而
入
浮
屠
者
、
幾
希
矣
。
盖
其
病
根
、
正
在
欲
於
未
發
之
前
、
求
見

夫
所
謂
中
者
而
執
之
。
…
程
子
譏
之
以
為
不
識
大
本
、
豈
不
信
哉
。
楊
氏
所
謂

未
發
之
時
、
以
心
驗
之
、
則
中
之
義
自
見
、
執
而
勿
失
、
無
人
欲
之
私
焉
、
則

發
必
中
節
矣
。
又
曰
。
須
於
未
發
之
際
、
能
體
所
謂
中
。
其
曰
驗
之
體
之
執
之
、

則
亦
呂
氏
之
失
也
。
…
大
抵
楊
氏
之
言
、
多
雜
於
佛
老
、
故
其
失
類
如
此
。」

と
あ
る
。

41
条

　

致
知
格
物
、
只
是
一
箇
。　

道
夫　

以
下
致
知
格
物

〔
校
勘
〕

〇
「
箇
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
个
」
に
作
る
。

〇
「
道
夫
。
以
下
致
知
、
格
物
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
、
こ
の
注
記
は
な
い
。

〔
訳
〕

　

致
知
と
格
物
は
、
一
つ
（
の
事
柄
）
に
過
ぎ
な
い
。　

楊
道
夫
録　

以
下
は
致

知
格
物
に
つ
い
て

明
ら
か
と
な
っ
た
大
本
の
と
こ
ろ
の
よ
う
な
も
の
も
、
学
ぶ
者
が
ま
た
兼
ね
て
考

察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。」
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
事
事
物
物
に

即
し
て
（
理
を
窮
め
る
）
と
い
う
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
そ
れ
が
大
本
を
捉
え
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
大
本
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
こ
れ
は
窮
め
得
る
こ
と
が
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
大
本
だ
け
を
説
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
釈
迦
や
老
子
の

学
説
で
あ
る
。　

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
呂
氏
楊
氏
」　
「
呂
氏
」
は
呂
大
臨
（
字
は
與
叔
。
生
没
年
不
詳
）
で
あ
り
、

「
楊
氏
」
は
楊
時
（
字
は
中
立
、
号
は
龜
山
。
一
○
五
三
―
一
一
三
五
）
で
あ

ろ
う
。

（
２
）「
如
呂
氏
楊
氏
所
發
明
大
本
處
」　

呂
大
臨
と
楊
時
が
「
喜
怒
哀
楽
未
発
の

際
に
中
を
求
め
る
」
と
い
う
工
夫
論
を
提
起
し
た
こ
と
を
指
す
で
あ
ろ
う
。『
中

庸
』
に
所
謂
「
未
発
の
中
」
が
大
本
と
さ
れ
る
。『
中
庸
章
句
』
第
一
章
「
喜

怒
哀
樂
之
未
發
、謂
之
中
。
發
而
皆
中
節
、謂
之
和
。
中
也
者
、天
下
之
大
本
也
。

和
也
者
、
天
下
之
達
道
也
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
、八
二
条
「
或
曰
。

喜
怒
哀
樂
未
發
之
前
求
中
、
可
否
。
曰
。
不
可
。
既
思
於
喜
怒
哀
樂
未
發
之
前

求
之
、
又
却
是
思
也
。
既
思
、
即
是
已
發
。
思
與
喜
怒
哀
樂
一
般
。
纔
發
、
便

謂
之
和
、
不
可
謂
之
中
也
。
又
問
。
呂
學
士
言
當
求
於
喜
怒
哀
樂
未
發
之
前
、

信
斯
言
也
、
恐
無
著
模
。
如
之
何
而
可
。
曰
。
看
此
語
如
何
地
下
。
若
言
存
養

於
喜
怒
哀
樂
未
發
之
時
、則
可
。
若
言
求
中
於
喜
怒
哀
樂
未
發
之
前
、則
不
可
。」

ま
た
『
亀
山
集
』
に
「
且
如
吾
輩
、
還
敢
便
道
自
己
心
得
其
正
否
。
此
須
是
於

喜
怒
哀
樂
未
發
之
際
、
能
體
所
謂
中
、
於
喜
怒
哀
樂
之
後
、
能
得
所
謂
和
、
致



六
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

〔
訳
〕

　

格
物
は
、
物
を
一
つ
一
つ
次
々
と
当
た
っ
て
（
窮
め
）
尽
く
し
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
致
知
は
、
つ
ま
り
徐
々
に
推
し
広
げ
る
こ
と
で
あ
る
。　

林
賜
録

〔
注
〕

（
１
）「
格
物
」　
「
格
」
は
「（
窮
め
）
尽
く
す
」「
至
る
」
の
意
。『
語
類
』
本
巻
、

七
条
「
格
物
者
、
格
、
盡
也
。
須
是
窮
盡
事
物
之
理
、
若
是
窮
得
三
兩
分
、
便

未
是
格
物
。
須
是
窮
盡
得
到
十
分
、
方
是
格
物
。」『
大
学
章
句
』
経
「
致
知
在

格
物
」
集
注
「
格
、
至
也
。」

（
２
）「
逐
物
」　
「
逐
物
」
は
、「
外
物
を
追
い
求
め
る
」
の
意
が
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
「
逐
事
逐
物
」
と
同
義
。

44
条

　

剡
伯
問
格
物
致
知
。
曰
。
格
物
是
物
物
上
窮
其
至
理
、
致
知
是
吾
心
無
所
不
知
。

格
物
是
零
細
說
、
致
知
是
全
體
說
。　

時
舉

〔
校
勘
〕

○
「
剡
伯
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
剡
」
を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

龔
剡
伯
は
格
物
と
致
知
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
格

物
は
一
物
一
物
に
お
い
て
そ
の
究
極
の
理
を
窮
め
る
こ
と
で
あ
り
、
致
知
は
我
が

42
条

　

致
知
格
物
、
一
胯
底
事
。
先
生
舉
左
右
指
來
比
並
。　

泳

〔
訳
〕

　

致
知
と
格
物
は
、
一
つ
の
事
あ
る
。
先
生
は
右
と
左
の
指
を
挙
げ
て
並
べ
た
。

　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
１
）「
胯
」　

量
詞
。「
個
」と
同
じ
。『
宋
元
語
言
詞
典
』「

」「
亦
作
為
量
詞
。
…
。

亦
作
『
夸
』『
胯
』。」

（
２
）「
比
並
」　

並
べ
る
。『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
十　

学
四　

読
書
法
上　

巻
十
一　

学
五　

読
書
法
下
』（
前
掲
）
に
「「
比
竝
」
は
、
比
べ
見
る
こ
と
。」

（
二
四
四
頁
）
と
あ
る
が
、「
比
並
」
は
同
義
語
の
連
語
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

43
条

　

格
物
是
逐
物
格
將
去
、
致
知
則
是
推
得
漸
廣
。　

賜

〔
校
勘
〕

〇
「
得
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。
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万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
略
」
を
「
畧
」
に
作
る
。

〇
「
凡
經
傳
中
云
致
者
」　

和
刻
本
は
「
凡
」
を
「
几
」
に
作
り
、
朝
鮮
古
写
本

は
「
兄
」
に
誤
る
。

〔
訳
〕

　

張
仁
叟
は
格
物
と
致
知
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
物

と
し
て
理
が
な
い
こ
と
は
な
く
、
人
と
し
て
知
が
な
い
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
二
、

三
歳
の
幼
児
は
そ
の
親
を
愛
す
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
が
大
き
く
な
れ
ば
そ
の
兄

を
敬
う
こ
と
を
知
り
、（
更
に
）
お
腹
が
す
く
と
食
べ
物
を
求
め
る
こ
と
を
知
り
、

喉
が
渇
く
と
飲
み
物
を
求
め
る
こ
と
を
知
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、こ
れ
は
（
人

と
し
て
）
知
が
な
い
こ
と
は
な
い
と
い
う
も
の
だ
。
た
だ
、
知
る
と
こ
ろ
が
大
略

に
止
ま
っ
て
、
そ
の
知
を
推
し
尽
く
し
て
究
極
ま
で
に
至
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
だ
け
で
あ
る
。『
致
』
と
い
う
語
の
意
味
は
、
手
で
推
し
出
し
て
行
く
よ
う
な

意
味
で
あ
る
。
凡
そ
経
や
伝
に
言
う
『
致
』
は
、
そ
の
意
味
は
皆
こ
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。　

潘
時
挙
録

〔
注
〕

（
１
）「
張
仁
叟
」　
『
朱
子
門
人
』（
前
掲
）「
張
仁
叟
、
淵
源
録
二
三5

與
宗
派

十22

均
無
字
里
。補
遺
六
九211

注
謂
不
知
為
名
為
字
、又
不
知
為
何
許
人
。…
。

語
類
用
字
、
故
仁
叟
乃
字
。」（
一
八
八
〜
九
頁
）

（
２
）「
物
莫
不
有
理
云
々
」　
『
大
学
章
句
』
伝
第
五
章
「
蓋
人
心
之
靈
莫
不
有
知
、

而
天
下
之
物
莫
不
有
理
。
惟
於
理
有
未
窮
、
故
其
知
有
不
盡
也
。」

（
３
）「
知
愛
其
親
云
々
」　

前
出
。
巻
一
四
、九
二
条
注
（
１
）
を
参
照
。

心
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
格
物
は
細
部

に
つ
い
て
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
致
知
は
全
体
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。」

　

潘
時
挙
録

〔
注
〕

（
１
）「
剡
伯
」　
「
剡
伯
」
は
こ
の
条
に
し
か
見
え
な
い
。
恐
ら
く
龔

伯
で
あ
ろ

う
か
。『
語
類
』
中
に
二
出
す
る
。
巻
四
一
、七
条
、潘
時
挙
録
（
Ⅲ1042

）「
龔

剡
伯
説
克
去
己
私
後
、却
方
復
禮
。」及
び
巻
一
二
〇
、一
二
○
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅶ

2915

）「
如
龔

伯
理
會
也
快
。」『
朱
子
門
人
』（
前
掲
）
に
「
龔

、宗
派
（『
儒

林
宗
派
』）
十10

作
剡
。
字
曇
伯
、
語
類
四
一1661

第
七
條
作
龔

伯
、
源

委
（『
道
南
源
委
』）
三44

誤
作
墨
伯
。
自
號
南
峯
居
士
。
福
州
寧
徳
縣
（
福
建
）

人
」（
三
六
五
頁
）
と
あ
る
。『
考
亭
淵
源
録
』
巻
一
八
、『
朱
子
実
紀
』
巻
八

は
「
龔

、
字
曇
伯
」
と
す
る
。

45
条

　

張
仁
叟
問
致
知
格
物
。
曰
。
物
莫
不
有
理
、
人
莫
不
有
知
。
如
孩
提
之
童
知
愛

其
親
、
及
其
長
也
知
敬
其
兄
、
以
至
於
飢
則
知
求
食
、
渴
則
知
求
飲
、
是
莫
不
有

知
也
。
但
所
知
者
止
於
大
略
、
而
不
能
推
致
其
知
以
至
於
極
耳
。
致
之
為
義
、
如

以
手
推
送
去
之
義
。
凡
經
傳
中
云
致
者
、
其
義
皆
如
此
。　

時
舉

〔
校
勘
〕

〇
「
但
所
知
者
止
於
大
略
」　

和
刻
本
は
「
但
」
を
「
伹
」
に
作
る
。
成
化
本
、



六
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

と
を
知
ら
な
い
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
が
大
き
く
な
れ
ば
そ
の
兄
を
敬
う
こ
と
を
知

ら
な
い
こ
と
は
な
い
。
人
に
は
皆
こ
の
知
が
あ
る
が
、
そ
の
知
を
極
め
尽
く
す
こ

と
が
で
き
な
い
の
は
、
人
欲
が
そ
れ
を
損
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
学
ぶ

者
は
先
ず
人
欲
を
克
服
し
て
そ
の
知
を
致
す
べ
き
で
あ
り
、（
そ
う
す
れ
ば
）
明

ら
か
で
な
い
こ
と
は
な
い
。『
致
』
の
語
は
、
推
し
広
げ
て
い
く
よ
う
な
意
味
で

あ
る
。
例
え
ば
暗
室
の
中
に
（
居
て
）
僅
か
な
明
る
い
と
こ
ろ
が
見
え
て
、
そ
こ

で
そ
の
明
る
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
行
く
と
、
忽
然
と
（
暗
室
の
）
外
に
出
て
、

こ
ん
な
大
き
な
明
り
を
見
る
こ
と
と
な
る
。
人
が
知
を
致
す
こ
と
も
、
こ
れ
と
同

じ
で
あ
る
。
格
物
は
『
人
の
君
為
り
て
は
仁
に
止
ま
り
、
人
の
臣
為
り
て
は
敬
に

止
ま
る
』
と
い
う
類
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
一
事
一
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
究
極
の

と
こ
ろ
が
あ
り
、
所
謂
『
止
ま
る
』
と
は
、
即
ち
究
極
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ

そ
の
理
を
極
め
尽
く
し
て
は
じ
め
て
（
そ
れ
が
）
止
ま
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ

と
な
る
の
で
あ
る
。
も
し
八
割
を
得
て
、
二
割
ほ
ど
（
極
め
）
尽
く
し
て
い
な
い

部
分
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
駄
目
だ
。
極
め
尽
く
し
て
こ
そ
よ
い
の
だ
。」
ま
た
お
っ

し
ゃ
っ
た
。「
知
は
私
（
つ
ま
り
人
間
側
）
に
あ
り
、
理
は
物
に
あ
る
。」　

曾
祖

道
録

〔
注
〕

（
１
）「
孩
提
之
童
云
々
」　

前
条
注
（
２
）
を
参
照
。

（
２
）「
從
此
明
處
去
」　

そ
の
明
る
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
く
。『
朱
子
語
類
抄
』

（
前
掲
）「「
從
…
去
」
は
動
作
の
起
点
で
は
な
く
動
作
の
目
指
す
方
向
を
表
す
。」

（
三
〇
八
頁
）

（
３
）「
大
小
大
」　
「
大
小
」
は
「
こ
ん
な
に
」「
あ
ん
な
に
」
の
意
。「
大
小
大
」

（
４
）「
飢
則
知
求
食
云
々
」　
『
孔
子
家
語
』「
王
言
解
」
第
三
「
如
飢
而
食
、
如

渴
而
飲
。」
ま
た
、
巻
一
四
、一
五
七
条
注
（
３
）
を
参
照
。

46
条

　

問
。
知
如
何
致
。
物
如
何
格
。
曰
。
孩
提
之
童
莫
不
知
愛
其
親
、
及
其
長
也
莫

不
知
敬
其
兄
。
人
皆
有
是
知
、
而
不
能
極
盡
其
知
者
、
人
欲
害
之
也
。
故
學
者
必

須
先
克
人
欲
以
致
其
知
、
則
無
不
明
矣
。
致
字
、
如
推
開
去
。
譬
如
暗
室
中
見
些

子
明
處
、
便
尋
從
此
明
處
去
、
忽
然
出
到
外
面
、
見
得
大
小
大
明
。
人
之
致
知
、

亦
如
此
也
。
格
物
是
為
人
君
止
於
仁
、
為
人
臣
止
於
敬
之
類
、
事
事
物
物
各
有
箇

至
極
之
處
、
所
謂
止
者
、
即
至
極
之
處
也
。
然
須
是
極
盡
其
理
、
方
是
可
止
之
地
。

若
得
八
分
、
猶
有
二
分
未
盡
、
也
不
是
。
須
是
極
盡
、
方
得
。
又
曰
。
知
在
我
、

理
在
物
。　

祖
道

〔
校
勘
〕

〇
「
得
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。

〇
「
問
。
知
如
何
致
。
物
如
何
格
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
こ
の
後
に
「
嘗
見
南
軒    

　

説
李
伯
謙
云
物
格
則
純
乎
我
此
將
格
作
扞
格
之
格
如
先
生
説
只
做
至
字
看
然
而

　

下 

手
着
工
夫
須
有
个
親
切
處
更
乞
指
教
」
と
あ
る
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
知
は
ど
う
や
っ
て
致
し
、
物
は
ど
う
や
っ
て
（
窮
め
）
格
り

ま
す
か
。」
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
二
、三
歳
の
幼
児
は
そ
の
親
を
愛
す
る
こ



六
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

萬
人
傑
録
に
相
当
す
る
（
文
字
の
異
同
に
関
し
て
は
、
巻
一
四
、一
七
一
条
を

参
照
）。

○
「
黄
去
私
問
致
知
格
物
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
黄
去
私
」
の
三
字
が
な
い
。

○
「
為
子
知
孝
為
父
知
慈
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
下
に
「
之
類
」
の
二
字
が
あ
る
。

〇
「
得
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。

○
「
如
當
慈
孝
之
類
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
當
慈
孝
」
を
「
當
慈
當
孝
」
に
作
る
。

〇
「
但
物
格
於
彼
」　

和
刻
本
は
「
但
」
を
「
伹
」
に
作
る
。

○
「
此
箇
意
便
實
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

〇
「
若
有
知
未
透
處
」　

和
刻
本
は
「
有
」
を
「
只
」
に
作
る
。

○
「
這
裏
面
便
黒
了
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
便
」
字
が
な
い
。

〔
訳
〕

　

黃
去
私
は
致
知
と
格
物
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「『
致
』
の
字
に
は
、
推
し
出
す
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
先
学
は
だ
い
た
い
こ
の
よ

う
な
意
味
で
『
致
』
の
字
を
使
っ
て
い
た
。
人
な
ら
ば
誰
が
知
を
も
っ
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
子
供
な
ら
ば
孝
行
を
知
り
、
父
親
な
ら
ば
慈
愛
を
知
る
が
、
た
だ
こ

の
知
は
尽
く
さ
れ
て
い
な
く
て
、
必
ず
知
を
透
徹
し
た
も
の
に
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
。
例
え
ば
一
つ
の
（
小
さ
い
）
穴
か
ら
出
た
光
は
、
そ
れ
も
光
と
呼

ば
れ
る
が
、
し
か
し
少
し
ず
つ
削
り
開
げ
て
（
穴
を
）
大
き
く
す
れ
ば
、
そ
の
光

が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
の
で
あ
る
。
物
と
し
て
ど
れ
に
も
理
が
あ
り
、
人
も
ま

た
そ
の
理
を
知
っ
て
い
る
。
例
え
ば
慈
愛
や
孝
行
を
す
べ
き
だ
と
い
う
よ
う
な
類

の
も
の
（
は
知
っ
て
は
い
る
が
）、
た
だ
尽
く
し
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
。
し
か

し
物
（
の
理
）
は
あ
ち
ら
（
つ
ま
り
物
）
に
お
い
て
尽
く
す
の
で
あ
れ
ば
、
知
は

は
「
こ
ん
な
に
多
く
の
」「
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
」「
非
常
に
大
き
な
」
の
意
。『
詩

詞
曲
語
辞
匯
釈
』「
大
小
、
估
量
大
小
多
少
之
辭
。
其
用
法
與

字
及
這
樣
那

樣
字
同
。
…
又
有
習
用
之
大
小
大
一
語
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
、八
条
「
又

曰
。
道
無
真
無
假
。
曰
。
既
無
真
、
又
無
假
、
却
是
都
無
物
也
。
到
底
須
是
是

者
為
真
、
不
是
者
為
假
、
便
是
道
、
大
小
大
分
明
。」『
語
類
』
巻
一
一
二
、五
六

条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅶ2736
）「
夫
『
天
討
有
罪
』、是
大
小
大
事
。
豈
可
以
私
廢
。」

な
ど
。

（
４
）「
為
人
君
止
於
仁
云
々
」　

既
出
（『
語
類
』
巻
一
四
、一
〇
四
条
注
（
１
）

を
参
照
）。

（
５
）「
方
得
」　

こ
こ
で
は
「
方
行
」
と
同
じ
。
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
。

47
条

　

黃
去
私
問
致
知
格
物
。
曰
。
致
字
有
推
出
之
意
、
前
輩
用
致
字
多
如
此
。
人
誰

無
知
、
為
子
知
孝
、
為
父
知
慈
、
只
是
知
不
盡
、
須
是
要
知
得
透
底
。
且
如
一
穴

之
光
、也
喚
做
光
、然
逐
旋
開

得
大
、則
其
光
愈
大
。
物
皆
有
理
、人
亦
知
其
理
。

如
當
慈
孝
之
類
、
只
是
格
不
盡
。
但
物
格
於
彼
、
則
知
盡
於
此
矣
。
又
云
。
知
得

此
理
盡
、
則
此
箇
意
便
實
。
若
有
知
未
透
處
、
這
裏
面
便
黑
了
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
は
、
本
条
を
巻
一
四
に
収
録
し
、
か
つ
冒
頭
に
以
下
の
文
が
あ
る
。

「
黄
去
私
問
。
大
學
知
止
而
後
有
定
至
慮
而
後
能
得
。
先
生
曰
。
工
夫
全
在
知
止
。

若
能
知
止
、
則
自
能
如
此
。」
こ
の
部
分
は
黎
靖
徳
本
の
巻
一
四
、一
七
一
条
、



六
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

（
８
）「
這
裏
面
便
黑
了
」　
「
黑
」
は
「
黑
暗
」
と
同
じ
で
、「
よ
く
知
ら
な
い
」

の
意
。『
語
類
』
巻
三
三
、三
九
条
、
沈
僩
録
（
Ⅲ836

）「『
博
學
於
文
』、
只
是

要
『
習
坎
心
亨
』、
不
特
有
文
義
。
且
如
學
這
一
件
物
事
、
未
學
時
、
心
裏
不
曉
、

既
學
得
了
、
心
下
便
通
曉
得
這
一
事
。
若
這
一
事
曉
不
得
、
於
這
一
事
上
心
便

黑
暗
。」

48
条

　

劉
圻
父
說
格
物
致
知
。
曰
。
他
所
以
下
格
字
致
字
者
、
皆
是
為
自
家
元
有
是
物
、

但
為
他
物
所
蔽
耳
。
而
今
便
要
從
那
知
處
推
開
去
、
是
因
其
所
已
知
、
而
推
之
以

至
於
無
所
不
知
也
。　

義
剛

〔
校
勘
〕

〇
「
劉
圻
父
說
格
物
致
知
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
格
物
致
知
」
に
作
る
。

〇
「
劉
圻
父
」　

呂
留
良
句
読
本
は
「
劉
」
を
「

」
に
作
り
、
朝
鮮
整
版
本
は

「

」
に
作
る
。

〇
「
但
為
他
物
所
蔽
耳
」　

和
刻
本
は
「
但
」
を
「
伹
」
に
作
る
。

〇
「
義
剛
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「

孫
。
按
義
剛
同
。
以
下
致
知
在
格
物
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

劉
圻
父
は
格
物
と
致
知
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
と
、
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
そ
れ
（『
大
学
』）
は
な
ぜ
『
格
』
の
字
と
『
致
』
の
字
を
使
っ
た
か
と
言
う
と
、

ど
れ
も
自
分
自
身
に
も
と
も
と
こ
の
物
が
あ
る
が
、
た
だ
他
の
物
に
蔽
わ
れ
た
だ

こ
ち
ら
に
お
い
て
尽
く
す
の
だ
。」
ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
こ
の
（
一
つ
の
）
理

を
知
り
尽
く
せ
ば
、
こ
の
一
つ
の
意
も
確
実
に
な
る
の
だ
。
も
し
知
の
透
徹
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
ま
だ
あ
れ
ば
、
そ
の
中
は
暗
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。」　

萬

人
傑
録

〔
注
〕

（
１
）「
黄
去
私
」　

黄
義
勇
。
黄
義
剛
の
兄
。『
宋
元
学
案
補
遺
』
巻
六
九
。
巻

一
四
、一
七
一
条
に
既
出
。

（
２
）「
為
子
知
孝
云
々
」　
『
大
学
章
句
』
伝
「
詩
云
、
穆
穆
文
王
、
於
緝
熙
敬
止
。

為
人
君
止
於
仁
、
為
人
臣
止
於
敬
、
為
人
子
止
於
孝
、
為
人
父
止
於
慈
、
與
國

人
交
止
於
信
。」『
墨
子
』「
兼
愛
」
下
「
為
人
父
必
慈
、
為
人
子
必
孝
。」

（
３
）「
透
底
」　

極
点
ま
で
到
達
す
る
こ
と
。『
語
類
』
巻
四
、六
九
条
、胡
泳
録
（
Ⅰ

73

）「
理
在
氣
中
、
如
一
箇
明
珠
在
水
裏
。
理
在
清
底
氣
中
、
如
珠
在
那
清
底

水
裏
面
、
透
底
都
明
。
理
在
濁
底
氣
中
、
如
珠
在
那
濁
底
水
裏
面
、
外
面
更
不

見
光
明
處
。」

（
４
）「
且
如
」　
『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
十　

学
四　

読
書
法
上　

巻
十
一　

学
五　

読
書
法
下
』（
前
掲
）「「
且
如
」は
、「
例
如
」「
假
如
」の
意
。「
か
り
に
」。」

（
八
頁
）

（
５
）「
喚
做
〜
」　
「
〜
と
呼
ぶ
、
言
う
、
称
す
る
」
の
意
。
巻
一
四
、二
四
条
に

既
出
。

（
６
）「
逐
旋
」　

徐
々
に
。
前
出
。
本
巻
四
条
注
を
参
照
。

（
７
）「
知
得
此
理
盡
、
則
此
箇
意
便
實
」　
『
大
学
章
句
』
経
「
知
至
而
后
意
誠
」

集
注
「
知
至
者
、
吾
心
之
所
知
無
不
盡
也
。
知
既
盡
、
則
意
可
得
而
實
矣
。」
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徹
底
處
。
又
云
。
致
知
格
物
、
只
是
一
事
、
非
是
今
日
格
物
、
明
日
又
致
知
。
格

物
以
理
言
也
、
致
知
以
心
言
也
。　

恪

〔
校
勘
〕

〇
朝
鮮
古
写
本
は
、
巻
十
五
に
は
こ
の
条
が
見
え
な
い
。

〇
「
第
恐
氣
稟
昏
愚
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
昏
」
を
「
昬
」
作
る
。

〇
「
但
不
能
推
而
致
之
耳
」　

和
刻
本
は
「
但
」
を
「
伹
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

郭
叔
雲
が
お
尋
ね
し
た
。「
学
問
の
初
歩
は
、
格
物
に
あ
り
ま
す
。
ど
の
物
に

も
理
が
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
恐
ら
く
生
ま
れ
つ
き
の
素
質
が
暗
く
て
愚
か
で
、
そ

の
理
を
極
め
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。」先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
人

は
一
人
一
人
に
知
が
あ
り
、
ま
さ
か
す
べ
て
知
が
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
る

ま
い
が
、
た
だ
推
し
て
そ
れ
を
（
究
極
ま
で
に
）
致
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で

あ
る
。
格
物
と
は
物
の
理
を
究
極
の
と
こ
ろ
ま
で
窮
め
尽
く
す
こ
と
だ
。」
ま
た

お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
致
知
と
格
物
は
、
一
つ
の
事
柄
に
過
ぎ
ず
、
今
日
は
格
物
、

明
日
は
ま
た
致
知
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
格
物
は
理
に
つ
い
て
言
う
も
の
で
、

致
知
は
心
に
つ
い
て
言
う
も
の
で
あ
る
。」　

林
恪
録

〔
注
〕

（
１
）「
郭
叔
雲
」　
『
朱
子
門
人
』（
前
掲
）「
郭
叔
雲
、
字
子
従
。
実
紀
八17

與

淵
源
録
二
十14
以
為
潮
州
陽
縣
（
廣
東
）
人
、
宗
派
十13

則
以
為
隣
邑
掲
陽

縣
人
、
而
補
遺
六
九165

従
之
。
淵
源
録
在
先
、
恐
宗
派
誤
。」（
二
○
四
頁
）

け
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
は
そ
こ
で
そ
の
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
し
広
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
つ
ま
り
そ
の
既
に
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
基
づ
い
て
、

そ
れ
を
推
し
て
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
ま
で
に
至
る
の
だ
。」　

黄
義
剛
録

〔
注
〕

（
１
）「
劉
圻
父
」　

劉
子
寰
、
字
圻
父
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。
た
だ
し
『
朱

子
語
録
姓
氏
』
諸
本
の
う
ち
、
成
化
本
、
万
暦
本
、
劉
氏
伝
経
堂
叢
書
本
、
和

刻
本
は
全
て
「
字
所
父
」
に
作
り
、
朝
鮮
整
版
本
の
み
「
字
圻
父
」
に
作
る
。

な
お
『
考
亭
淵
源
録
』
巻
二
三
及
び
『
朱
子
実
紀
』
巻
八
は
と
も
に
「
字
圻
父
」

に
作
る
。『
朱
子
門
人
』（
前
掲
）「
殿
学
士
劉
子
寰
、
字
圻
父
。
宗
派
十8

作

圻
夫
。
自
號
篁
塛
翁
。
建
寧
府
建
陽
縣
（
福
建
）
人
。」（
三
○
四
頁
）

（
２
）「
但
為
他
物
所
蔽
耳
」　
『
大
学
章
句
』
経
、朱
注
「
明
德
者
、人
之
所
得
乎
天
、

而
虚
靈
不
昧
、
以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
。
但
為
氣
稟
所
拘
、
人
欲
所
蔽
、
則

有
時
而
昏
。」

（
３
）「
推
開
去
」　
『
語
類
』
巻
一
五
、四
六
条
、
曽
祖
道
録
「
致
字
、
如
推
開
去
。」

（
４
）「
是
因
其
所
已
知
、而
推
之
以
至
於
無
所
不
知
也
」　
『
大
学
章
句
』伝
五
章「
是

以
大
學
始
教
、
必
使
學
者
即
凡
天
下
之
物
、
莫
不
因
其
已
知
之
理
而
益
窮
之
、

以
求
至
乎
其
極
。」

49
条

　

郭
叔
雲
問
。
為
學
之
初
、
在
乎
格
物
。
物
物
有
理
、
第
恐
氣
稟
昏
愚
、
不
能
格

至
其
理
。
曰
。
人
箇
箇
有
知
、
不
成
都
無
知
、
但
不
能
推
而
致
之
耳
。
格
物
理
至



六
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

あ
る
。
こ
の
言
い
方
は
正
し
い
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
そ
の

よ
う
に
言
う
必
要
は
な
い
。
た
だ
自
分
の
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
究
極
ま
で
推
す

の
に
は
、
そ
の
事
物
に
即
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
致
知

は
（
人
間
の
）
自
分
自
身
に
お
い
て
言
う
も
の
で
あ
り
、
格
物
は
物
に
つ
い
て
言

う
も
の
で
あ
り
、
も
し
物
（
の
理
）
を
（
窮
め
）
尽
く
さ
な
け
れ
ば
、
何
に
よ
っ

て
知
を
得
る
の
か
。
い
ま
は
人
々
に
そ
の
知
を
推
し
極
め
る
者
も
い
る
が
、
し
か

し
た
だ
漫
然
と
そ
の
心
の
思
慮
を
尽
く
し
、
誰
も
事
物
に
即
し
て
極
め
尽
く
す
こ

と
を
し
な
い
。
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
『
止
ま
る
』
と
こ
ろ
が
な

い
の
だ
。」わ
た
く
し
が
お
尋
ね
し
た
。「
た
だ
だ
か
ら『
致
知
は
必
ず
格
物
に
あ
る
』

と
言
う
の
で
す
ね
。」
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
そ
の
通
り
だ
。
も
し
そ
の
知
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
極
め
て
（
そ
れ
を
）
推
し
て
そ
の
事
物
を
究
め
て
行
け
ば
、
自

身
に
は
じ
め
て
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。」　

黄
義
剛
録

〔
注
〕

（
１
）「
所
以
然
之
故
」　

な
ぜ
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
そ
の
原
因
や
理

由
。『
語
類
』
巻
一
八
、九
三
条
、
周
謨
録
（
Ⅱ414

）「
問
、
或
問
物
有
當
然
之

則
、
亦
必
有
所
以
然
之
故
、
如
何
。
曰
、
如
事
親
當
孝
、
事
兄
當
弟
之
類
、
便

是
當
然
之
則
。
然
事
親
如
何
却
須
要
孝
、
從
兄
如
何
却
須
要
弟
、
此
即
所
以
然

之
故
。」『
大
学
或
問
』「
至
於
天
下
之
物
、
則
必
各
有
所
以
然
之
故
與
其
所
當

然
之
則
、
所
謂
理
也
。」『
朱
子
語
類
抄
』（
前
掲
）「「
所
以
然
の
故
」
は
「
所

当
然
の
則
」
の
根
拠
と
な
る
も
の
。
…
。
い
わ
ば
「
理
の
理
」
と
い
っ
て
よ
い
。」

（
一
九
五
頁
）

（
２
）「
泛
泛
然
」　
「
漫
然
」
の
意
。『
語
類
』
巻
一
〇
、三
九
条
、
滕
璘
録
（
Ⅰ

（
２
）「
不
成
」  

ま
さ
か
〜
で
は
あ
る
ま
い
。
巻
一
四
の
二
四
条
、
六
〇
条
、

一
二
四
条
等
に
既
出
。

（
３
）「
格
物
理
至
徹
底
處
」　
『
考
亭
淵
源
録
』（
下
巻
二
十
）
は
「
格
物
是
格
物

理
至
徹
底
處
」
に
作
る
。
今
こ
れ
に
従
い
、「
格
物
是
」
の
三
字
を
補
っ
て
本

文
を
解
釈
す
る
。

50
条

　

問
。
致
知
是
欲
於
事
理
無
所
不
知
、格
物
是
格
其
所
以
然
之
故
。
此
意
通
否
。
曰
。

不
須
如
此
說
。
只
是
推
極
我
所
知
、
須
要
就
那
事
物
上
理
會
。
致
知
是
自
我
而
言
、

格
物
是
就
物
而
言
、
若
不
格
物
、
何
緣
得
知
。
而
今
人
也
有
推
極
其
知
者
、
却
只

泛
泛
然
竭
其
心
思
、
都
不
就
事
物
上
窮
究
。
如
此
、
則
終
無
所
止
。
義
剛
曰
。
只

是
說
所
以
致
知
必
在
格
物
。
曰
。
正
是
如
此
。
若
是
極
其
所
知
去
推
究
那
事
物
、

則
我
方
能
有
所
知
。　

義
剛

〔
校
勘
〕

〇
「
問
。
致
知
、
是
欲
於
事
理
無
所
不
知
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
一
説
致
知
是

欲
於
事
理
無
所
不
知
」
に
作
る
。

〇
「
得
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
致
知
は
事
の
理
に
お
い
て
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
で
あ
り
、
格
物
は
そ
の
そ
う
で
あ
る
原
因
を
（
窮
め
）
尽
く
す
こ
と
で
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〔
訳
〕

　

致
知
と
格
物
は
も
と
よ
り
本
来
的
な
工
夫
で
あ
り
、
後
（
の
工
夫
）
に
到
っ
て

も
こ
の
趣
旨
（
致
知
格
物
）
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
学
ぶ
者
に
と
っ
て
重

要
な
点
は
（『
孟
子
』
が
言
う
）
自
ら
の
「
放
心
」
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

も
し
学
ぶ
者
が
こ
の
心
を
収
斂
し
て
常
に
持
続
さ
せ
れ
ば
、
既
に
七
、八
分
の
こ

と
は
分
か
っ
た
も
同
然
だ
。
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
根
本
と
す
る
と
こ
ろ
の
是
非

善
悪
が
す
で
に
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
あ
の
変
処
（
＝
常
法

が
通
用
し
な
い
変
則
的
な
場
面
）
に
至
る
と
、
そ
れ
こ
そ
が
難
所
な
の
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
至
っ
て
こ
そ
、
子
細
に
研
究
す
る
の
で
あ
る
。
か
の
は
っ
き
り
と
わ
か
る

道
理
と
い
う
の
は
、
却
っ
て
理
解
し
や
す
い
。
た
だ
学
ぶ
者
の
理
解
が
切
実
で
な

い
か
ら
、
信
じ
切
れ
な
い
の
だ
。（『
論
語
』
で
）
漆
雕
開
が
「
吾
斯こ

れ

を
之こ

れ

未
だ
信

ず
る
能
わ
ず
」
と
言
っ
た
が
、
も
し
理
解
が
切
実
で
あ
れ
ば
、
自
然
と
信
じ
切
れ

る
の
で
あ
る
。『
大
学
』
を
読
み
終
わ
っ
て
か
ら
、
暇
な
時
に
史
書
を
読
む
と
、

古
人
の
変
処
に
対
処
す
る
方
法
に
お
い
て
大
い
に
優
劣
が
有
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
合
下
」　
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
は
冒
頭
か
ら
こ
の
句
に
至
る
ま
で
の
部

分
に
対
し
て
以
下
の
注
を
付
し
て
い
る
。「
合
下
、
猶
言
本
来
。
此
言
致
知
工

夫
無
頓
断
之
時
、
雖
用
工
至
到
之
後
、
猶
有
未
了
之
意
思
。
若
其
本
領
、
則
只

在
求
放
心
為
要
也
。」
ま
た
『
語
類
』
卷
一
八
、一
○
二
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ

417

）
に
は
「
窮
理
是
尋
箇
是
處
、
然
必
以
恕
為
本
。
但
恕
乃
求
仁
之
方
。
試

看
窮
理
如
何
著
得
恕
字
。
窮
理
蓋
是
合
下
工
夫
、
恕
則
在
窮
理
之
後
。
胡
文
定

165
）「
若
泛
泛
然
念
多
、
只
是
皆
無
益
耳
。」

（
３
）「
竭
其
心
思
」　
『
孟
子
』「
離
婁
」
上
「
聖
人
既
竭
目
力
焉
、
繼
之
以
規
矩

準
繩
、
以
為
方
員
平
直
、
不
可
勝
用
也
。
既
竭
耳
力
焉
、
繼
之
以
六
律
正
五
音
、

不
可
勝
用
也
。
既
竭
心
思
焉
、
繼
之
以
不
忍
人
之
政
、
而
仁
覆
天
下
矣
。」

（
４
）「
只
是
說
所
以
致
知
必
在
格
物
」　
『
語
類
』
巻
一
五
、一
四
○
条
、黄
榦
録
（
Ⅰ

309

〜10

）「
大
學
明
明
德
於
天
下
以
上
、
皆
有
等
級
。
到
致
知
格
物
處
、
便

較
親
切
了
、
故
文
勢
不
同
、
不
曰
致
知
者
先
格
其
物
、
只
曰
致
知
在
格
物
也
。

意
誠
而
后
心
正
、
不
說
是
意
誠
了
便
心
正
、
但
無
詐
偽
便
是
誠
。
心
不
在
焉
、

便
不
正
。」

51
条

　

致
知
、
格
物
、
固
是
合
下
工
夫
、
到
後
亦
離
這
意
思
不
得
。
學
者
要
緊
在
求
其

放
心
。
若
收
拾
得
此
心
存
在
、已
自
看
得
七
八
分
了
。
如
此
、則
本
領
處
是
非
善
惡
、

已
自
分
曉
。
惟
是
到
那
變
處
方
難
處
、
到
那
裏
便
用
子
細
研
究
。
若
那
分
曉
底
道

理
却
不
難
見
、只
是
學
者
見
不
親
切
、故
信
不
及
。
如
漆
雕
開
所
謂
吾
斯
之
未
能
信
、

若
見
得
親
切
、
自
然
信
得
及
。
看
得
大
學
了
、
閒
時
把
史
傳
來
看
、
見
得
古
人
所

以
處
事
變
處
、
儘
有
短
長
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
閒
時
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
閒
」
を
「
閑
」

に
作
る
。



六
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

此
乃
孟
子
開
示
切
要
之
言
、
程
子
又
發
明
之
、
曲
盡
其
指
、
學
者
宜
服
膺
而
勿

失
也
。」
ま
た
『
孟
子
』
の
「
放
心
」
と
『
大
学
』
の
「
格
物
致
知
」
を
関
連

付
け
て
説
い
た
も
の
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』
卷
一
〇
四
、二
八
条
、

葉
賀
孫
録
（
Ⅶ2617

）、「
孟
子
所
以
云
收
放
心
、
亦
不
是
說
只
收
放
心
便
了
。

收
放
心
、
且
收
斂
得
箇
根
基
、
方
可
以
做
工
夫
。
若
但
知
收
放
心
、
不
做
工
夫
、

則
如
近
日
江
西
所
說
、
則
是
守
箇
死
物
事
。
故
大
學
之
書
須
教
人
格
物
致
知
以

至
於
誠
意
正
心
修
身
齊
家
治
國
平
天
下
、
節
節
有
工
夫
。」

（
４
）「
收
拾
」　
「
収
斂
」
を
意
味
す
る
。
こ
の
一
節
は
心
を
し
っ
か
り
収
斂
す
れ

ば
格
物
致
知
に
よ
っ
て
理
を
洞
察
す
る
条
件
が
十
分
に
整
う
と
い
う
こ
と
を
比

喩
的
に
言
っ
た
も
の
。『
語
類
』
巻
一
二
、三
一
条
、
游
敬
仲
録
（
Ⅰ202

）「
人

若
要
洗
刷
舊
習
都
淨
了
、
却
去
理
會
此
道
理
者
、
無
是
理
。
只
是
收
放
心
、
把

持
在
這
裏
、
便
須
有
箇
真
心
發
見
、
從
此
便
去
窮
理
。」

（
５
）「
本
領
」　
「
根
本
」
の
意
。
卷
一
四
、三
七
条
に
既
出
。

（
６
）「
已
自
」　

二
字
で
「
す
で
に
」。「
自
」
は
単
に
二
音
節
に
す
る
た
め
に
添

え
ら
れ
た
も
の
。
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』
七
一
頁
、
九
六
頁
。
巻

一
四
、一
五
八
条
、
一
六
二
条
に
既
出
。

（
７
）「
惟
是
到
那
變
處
」　
「
變
」「
變
處
」
は
「
常
」「
常
處
」
と
対
を
為
す
概
念
で
、

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
態
・
場
面
。『
語
類
』
卷
三
七
、二
七
条
、
鄭
可
學
録
（
Ⅲ

986
）「
讒
可
與
共
學
、
有
志
於
此
、
可
與
適
道
、
已
看
見
路
脈
、
可
與
立
、
能

有
所
立
可
與
權
、遭
變
事
而
知
其
宜
、此
只
是
大
綱
如
此
說
。」
と
あ
る
よ
う
に
、

朱
子
は
こ
の
「
變
」
を
『
春
秋
公
羊
伝
』
に
由
来
す
る
「
經
」「
權
」
の
思
想

と
関
連
さ
せ
て
考
え
る
。「
常
」
は
「
經
」
に
よ
っ
て
、「
變
」
は
「
權
」
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
解
決
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
朱
子
は
「
權
」
は
決
し
て
「
經
」

載
顯
道
語
云
、
恕
則
窮
理
之
要
。
某
理
會
、
安
頓
此
語
不
得
。」
と
あ
り
、「
恕
」

を
「
窮
理
」
よ
り
根
源
的
な
も
の
と
す
る
謝
上
蔡
の
説
を
批
判
し
て
、「
窮
理
」

は
「
恕
」
よ
り
根
源
的
で
あ
る
と
説
く
も
の
で
あ
る
。「
合
下
」
に
は
「
眼
前

に
お
い
て
」
や
「
本
来
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
考
え

る
に
、
こ
こ
で
は
「
本
来
」
の
意
味
と
す
る
の
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）「
要
緊
」　
「
要
緊
」
は
急
所
、
ポ
イ
ン
ト
の
意
。
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』

一
七
二
頁
参
照
。
卷
一
四
、三
七
条
に
既
出
。

（
３
）「
求
其
放
心
」　

散
逸
し
た
心
を
収
斂
し
把
捉
把
持
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

『
孟
子
』
に
出
典
を
持
つ
。『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
孟
子
曰
、仁
、人
心
也
。
義
、

人
路
也
。
舍
其
路
而
弗
由
、
放
其
心
而
不
知
求
、
哀
哉
。
人
有
雞
犬
放
、
則
知

求
之
、有
放
心
、而
不
知
求
。
學
問
之
道
無
他
、求
其
放
心
而
已
矣
。」
ま
た
「
敬
」

に
通
じ
る
。
朱
子
学
で
は
涵
養
（
敬
）
と
進
学
（
致
知
）
の
両
面
の
工
夫
を
重

視
す
る
が
、持
敬
居
敬
を
致
知
の
前
提
条
件
と
す
る
。
こ
こ
で
は
「
求
放
心
（
＝

居
敬
）」
の
工
夫
が
格
物
致
知
に
先
だ
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。『
語
類
』

巻
一
二
、八
〇
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅰ209

）「
敬
字
、
前
輩
都
輕
説
過
了
、
唯
程

子
看
得
重
。
人
只
是
要
求
放
心
。
何
者
為
心
。
只
是
箇
敬
。
今
纔
敬
時
、
這
心

便
在
身
上
了
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
三
、九
八
条
「
入
道
莫
如
敬
、
未
有
能

致
知
而
不
在
敬
者
。」
同
、巻
一
八
、二
八
条
「
涵
養
須
用
敬
、進
學
則
在
致
知
。」

（
と
も
に
程
頤
の
語
）。『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
學
問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而

已
矣
。」
朱
注
「
學
問
之
事
、
固
非
一
端
、
然
其
道
則
在
於
求
其
放
心
而
已
。

蓋
能
如
是
則
志
氣
清
明
、
義
理
昭
著
、
而
可
以
上
達
。
不
然
則
昏
昧
放
逸
、
雖

曰
從
事
於
學
、
而
終
不
能
有
所
發
明
矣
。
故
程
子
曰
。
聖
賢
千
言
萬
語
、
只
是

欲
人
將
已
放
之
心
約
之
、
使
反
復
入
身
來
、
自
能
尋
向
上
去
、
下
學
而
上
達
也
。



七
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

一
箇
大
綱
、
權
是
那
精
微
曲
折
處
。
且
如
君
仁
臣
忠
、
父
慈
子
孝
、
此
是
經
常

之
道
、
如
何
動
得
。
其
間
有
該
不
盡
處
、
須
是
用
權
。
權
即
細
密
、
非
見
理
大

段
精
審
、
不
能
識
此
。
可
與
立
、
便
是
可
與
經
、
却
未
可
與
權
、
此
見
經
權
毫

釐
之
間
分
別
處
。」

（
８
）「
方
難
處
」　
「
方
」「
方
是
」
は
「
才
」「
才
是
」
と
同
じ
で
、「
そ
れ
で
こ
そ
」

「
そ
れ
こ
そ
が
」
の
意
。
巻
一
四
、八
五
条
、
九
八
条
、
一
四
三
条
参
照
。

（
９
）「
信
不
及
」「
信
得
及
」　
「
信
得
及
」
は
「
信
じ
切
る
」。
そ
の
反
対
が
「
信

不
及
」。
入
矢
義
高
・
古
賀
英
彦
『
禅
語
辞
典
』
頁
二
二
八
参
照
。
巻
一
四
、五

条
に
既
出
。

（
10
）「
吾
斯
之
未
能
信
」　
『
論
語
』「
公
冶
長
」「
子
使
漆
雕
開
仕
。
對
曰
、
吾
斯

之
未
能
信
。
子
説
。」
朱
注
「
漆
雕
開
、
孔
子
弟
子
、
字
子
若
。
斯
、
指
此
理

而
言
。
信
、
謂
真
知
其
如
此
、
而
無
毫
髮
之
疑
也
。
開
自
言
未
能
如
此
、
未
可

以
治
人
、
故
夫
子
説
其
篤
志
。」

（
11
）「
親
切
」　
「
切
実
」
の
意
。
卷
一
五
、三
六
条
既
出
。

（
12
）「
處
事
」　
「
対
処
す
る
」
の
意
。『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
十
八
年
「
先
君
周

公
制
周
礼
曰
、
則
以
観
德
、
德
以
處
事
」
疏
「
既
有
善
德
、
乃
能
制
斷
事
宜
、

故
曰
德
以
處
事
也
。」

（
13
）「
儘
有
短
長
」　
「
儘
」
は
甚
だ
、
大
い
に
。「
短
長
」
は
優
劣
。
史
書
を
読

む
際
に
「
事
變
」
に
注
意
し
て
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
い
た
も
の
と
し

て
は
以
下
の
条
が
あ
る
。『
語
類
』
卷
一
一
九
、五
条
、楊
方
録
（
Ⅶ2866

）「
臨

行
請
教
。
曰
。
累
日
所
講
無
非
此
道
、
但
當
勉
之
。
又
曰
。
持
守
可
以
自
勉
、

惟
窮
理
須
講
論
、
此
尤
當
勉
。
又
曰
。
經
書
、
正
須
要
讀
。
如
史
書
、
要
見
事

變
之
血
脈
、
不
可
不
熟
。」

と
対
立
・
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
究
極
的
に
は
「
經
」
と
合
致
す
る
も
の

で
あ
る
、
と
考
え
る
。
故
に
「
子
細
研
究
」
に
よ
っ
て
「
經
」
と
合
致
す
る
よ

う
な「
權
」が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
變
」「
常
」に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

『
語
類
』
巻
一
五
、一
三
三
条
、陳
淳
録
（
Ⅰ307

）「
毅
然
問
。
家
齊
而
后
國
治
、

天
下
平
。
如
堯
有
丹
朱
、
舜
有
瞽

、
周
公
有
管
蔡
、
却
能
平
治
、
何
也
。
曰
。

堯
不
以
天
下
與
丹
朱
而
與
舜
、
舜
能
使
瞽

不
格
姦
、
周
公
能
致
辟
於
管
蔡
、

使
不
為
亂
、
便
是
措
置
得
好
了
。
然
此
皆
聖
人
之
變
處
。
想
今
人
家
不
解
有
那

瞽

之
父
、
丹
朱
之
子
、
管
蔡
之
兄
、
都
不
須
如
此
思
量
、
且
去
理
會
那
常
處
。」

『
語
類
』
巻
一
六
、二
〇
九
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ359

）「
問
。
齊
家
治
國
之
道
、

斷
然
是
父
子
兄
弟
足
法
、
而
後
人
法
之
。
然
堯
舜
不
能
化
其
子
、
而
周
公
則
上

見
疑
於
君
、
下
不
能
和
其
兄
弟
、
是
如
何
。
曰
。
聖
人
是
論
其
常
、
堯
舜
是
處

其
變
。
看
他
烝
烝
乂
、不
格
姦
、至
於
瞽

底
豫
、便
是
他
有
以
處
那
變
處
。」『
語

類
』
巻
三
七
、五
〇
条
、
陳
文
蔚
録
（
Ⅲ991

〜992

）「
因
論
經
權
二
字
、
曰
。

…
文
蔚
曰
。
經
是
常
行
之
理
、權
是
適
變
處
。
曰
。
大
綱
説
、固
是
如
此
。」「
經
」

「
權
」
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』
卷
三
七
、四
八
条
、
潘
時
舉
録
（
Ⅲ

991

）「
因
論
經
、
權
二
字
曰
、
漢
儒
謂
權
者
、
反
經
合
道
。
却
是
權
與
經
全
然

相
反
、伊
川
非
之
。
是
矣
。
然
却
又
曰
、其
實
未
嘗
反
經
、權
與
經
又
却
是
一
箇
、

略
無
分
別
。
恐
如
此
又
不
得
。
權
固
不
離
於
經
、
看
可
與
立
、
未
可
與
權
、
及

孟
子
嫂
溺
援
之
以
手
事
、
毫
釐
之
間
、
亦
當
有
辨
。
文
蔚
曰
、
經
是
常
行
之
理
、

權
是
適
變
處
。
曰
、
大
綱
說
、
固
是
如
此
。
要
就
程
子
説
中
分
別
一
箇
異
同
、

須
更
精
微
。
文
蔚
曰
、
權
只
是
經
之
用
。
且
如
稱
衡
有
許
多
星
兩
、
一
定
而
不

可
易
。
權
往
來
稱
物
、
使
輕
重
恰
好
、
此
便
是
經
之
用
。
曰
、
亦
不
相
似
。
大

綱
都
是
、
只
爭
些
子
。
伊
川
又
云
、
權
是
經
所
不
及
者
。
此
說
方
盡
。
經
只
是



七
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

書
本
を
含
め
て
諸
本
は
「

」
に
作
る
。
今
、
諸
本
に
従
う
。

○
「
如
何
會
被
別
人
引
去
草
中
」　

成
化
本
、万
暦
本
、和
刻
本
は
「
被
別
」
を
「
別

被
」
に
作
る
。
朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考
異
」「
被
別
一
作
別
被
」

○
「
只
是
我
自
昏
睡
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
昏
」　

を
「
昬
」
に
作
る
。

○
「
若
難
理
會
底
便
理
會
不
得
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
若
」
字
と
「
便
」
字
が
な
い
。

○
「
是
此
心
尚
昏
未
明
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
昏
」
を
「
昬
」
に
作
る
。

○
「
驤
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
道
夫
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

人
の
心
と
い
う
も
の
は
本
来
光
り
輝
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
常
に
そ
れ
を
呼
び

覚
ま
し
、
物
欲
に
よ
っ
て
覆
い
隠
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
、
こ
れ

を
根
本
と
し
た
上
で
、
然
る
後
に
格
物
・
致
知
を
す
る
の
だ
。『
大
学
』
中
の
条

目
と
い
う
の
は
（
そ
の
内
容
を
実
践
す
る
こ
と
で
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
）

材
料
で
あ
る
。
聖
人
は
人
に
教
え
る
の
に
、
多
く
の
材
料
に
よ
っ
て
己
の
心
を
修

め
さ
せ
、
い
つ
も
光
り
輝
く
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
の
だ
。（
原
注
「
思
う
に
、
修

治
の
字
句
に
は
疑
義
が
あ
る
」）
伊
川
は
「
私
は
そ
れ
（
＝
心
）
に
、
思
慮
す
べ

き
時
に
思
慮
す
る
よ
う
に
さ
せ
お
り
、
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
こ
そ
よ
い
の
だ
。」

と
言
っ
て
い
る
。
も
し
、
事
柄
に
対
処
す
る
に
際
し
て
心
が
覚
醒
し
て
い
な
い
な

ら
ば
、
一
刻
を
争
う
時
に
直
ぐ
に
（
心
が
）
そ
の
事
柄
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
っ
て

し
ま
う
。
た
と
え
ば
私
が
両
目
の
眼
光
を
爛
々
と
さ
せ
て
し
か
も
白
昼
大
通
り
を

歩
い
て
い
た
と
し
て
、
ど
う
し
て
他
人
に
よ
っ
て
草
む
ら
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
得
よ
う
か
。
た
だ
自
分
が
眠
り
込
ん
で
し
ま
っ
た

52
条

　

人
之
一
心
、
本
自
光
明
。
常
提
撕
他
起
、
莫
為
物
欲
所
蔽
、
便
將
這
箇
做
本
領
、

然
後
去
格
物
致
知
。
如
大
學
中
條
目
、
便
是
材
料
。
聖
人
教
人
、
將
許
多
材
料
來

修
治
平
此
心
、
令
常
常
光
明
耳
（
原
注
、
按
修
治
字
疑
）。
伊
川
云
、
我
使
他
思

時
便
思
、
如
此
方
好
。

臨
事
不
醒
、
只
爭
一
晌
時
、
便
為
他
引
去
。
且
如
我
兩

眼
光

、又
白
日
裏
在
大
路
上
行
、如
何
會
被
別
人
引
去
草
中
。
只
是
我
自
昏
睡
、

或
暗
地
裏
行
、
便
被
別
人
胡
亂
引
去
耳
。
但
只
要
自
家
常
醒
得
他
做
主
宰
、
出
乎

萬
物
之
上
、
物
來
便
應
。
易
理
會
底
、
便
理
會
得
、
難
理
會
底
、
思
量
久
之
也
理

會
得
。
若
難
理
會
底
便
理
會
不
得
、
是
此
心
尚
昏
未
明
、
便
用
提
醒
他
。　

驤

〔
校
勘
〕

○
「
修
治
平
此
心
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
修
治
平
」
を
「
修
持
」
に
作
る
。
朝
鮮

整
版
本
は
「
平
」
を
小
字
に
作
る
。

○「
按
修
治
字
疑
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
こ
の
校
語
は
な
い
。
朝
鮮
整
版
本
巻
末「
考

異
」
に
「
修
治
謂
修
治
此
心
也
。
非
指
修
身
治
國
、
恐
無
可
疑
。
治
字
、
或
借

爲
去
聲
。
註
以
平
、
其
義
尤
明
。」

○
「
枇
臨
事
不
醍
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻

本
は
「
枇
」
を
「
儻
」
に
作
る
。

○
「
只
爭
一
晌
時
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
呂
晩
村
句
読
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝

鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
晌
」
を
「
餉
」
に
作
る
。
劉
氏
伝
経
堂
叢
書
本
「
朱

子
語
類
正
譌
」「
晌
時
、
原
作
餉
、
非
。」

○
「

」　

底
本
は
「

」
に
作
る
が
、
呂
晩
村
句
読
本
、
劉
氏
伝
経
堂
叢
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（
４
）「
本
領
」　

本
源
、
根
本
の
意
。

（
５
）「
然
後
去
格
物
致
知
。」　
「
敬
」
に
よ
っ
て
収
斂
し
た
心
を
本
根
に
据
え
た

上
で
格
物
致
知
に
取
り
組
め
と
い
う
こ
と
。『
語
類
』
卷
一
四
、一
〇
七
条
参
照
。

（
６
）「
如
大
學
中
條
目
、便
是
材
料
。」　
「
格
物
」乃
至「
平
天
下
」の
八
条
目
。『
大

学
章
句
』
経
「
古
之
欲
明
明
德
於
天
下
者
、
先
治
其
國
。
欲
治
其
國
者
、
先
齊

其
家
。
欲
齊
其
家
者
、
先
脩
其
身
。
欲
脩
其
身
者
、
先
正
其
心
。
欲
正
其
心
者
、

先
誠
其
意
。
欲
誠
其
意
者
、
先
致
其
知
。
致
知
在
格
物
。」
朱
注
「
此
八
者
、

大
學
之
條
目
也
。」『
大
学
』
は
あ
く
ま
で
学
問
の
指
針
を
示
し
た
も
の
で
、
そ

れ
だ
け
で
は
空
虚
で
あ
り
、
実
践
が
伴
っ
て
始
め
て
意
味
を
持
つ
こ
と
を
言
う
、

と
考
え
ら
れ
る
。『
語
類
』
卷
一
四
、一
二
条
、
卷
一
四
、二
六
条
条
参
照
。

（
７
）「
按
、
修
治
字
疑
」　

黎
靖
徳
の
校
語
。
黎
靖
徳
は
「
修
治
」
を
衍
文
と
見

な
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
〔
校
勘
〕
に
引
い
た
よ
う
に
朝
鮮
整
版
本
の

編
者
は
、「
平
」
を
「
治
」
に
対
す
る
音
注
（
平
声
）
と
見
な
し
、
本
文
を
「
將

許
多
材
料
來
修
治
此
心
」と
読
ん
で
い
る
。
今
、こ
れ
に
従
っ
て
解
釈
し
て
お
く
。

「
修
治
」の
用
例
と
し
て
は
た
と
え
ば
以
下
を
参
照
。『
語
類
』巻
三
四
、一
二
条
、

葉
賀
孫
録
（
Ⅲ857

論
語
、
述
而
、「
德
之
不
修
章
」）「
德
者
、
道
理
得
於
吾

心
之
謂
。
修
者
、
言
好
修
治
之
之
謂
。」

（
８
）「
伊
川
云
我
使
他
思
時
便
思
如
此
方
好
。」　

以
下
を
指
す
。『
二
程
遺
書
』

巻
一
八
、八
五
条
「
或
曰
、
孔
子
嘗
夢
見
周
公
、
當
如
何
。
曰
、
此
聖
人
存
誠

處
也
。
聖
人
欲
行
周
公
之
道
、
故
雖
一
夢
寐
、
不
忘
周
公
。
及
既
衰
、
知
道
之

不
可
行
、
故
不
復
夢
也
。
然
所
謂
夢
見
周
公
、
豈
是
夜
夜
與
周
公
語
也
。
人
心

雖
要
定
、
使
佗
思
時
方
思
乃
是
。
今
人
都
由
心
。
曰
、
心
誰
使
之
。
曰
、
以
心

使
心
則
可
、
人
心
自
由
、
便
放
去
也
。」
ま
た
、
こ
の
議
論
は
『
孟
子
』「
告
子
」

り
、
暗
闇
の
中
を
歩
い
た
り
す
る
と
、
た
や
す
く
他
人
に
よ
っ
て
出
鱈
目
に
引
っ

張
ら
れ
て
し
ま
う
。
と
に
か
く
自
ら
が
常
に
心
を
覚
醒
さ
せ
て
そ
れ
を
（
一
身
の
）

主
宰
と
し
て
、
万
物
の
上
位
に
出
だ
せ
ば
、
外
物
が
来
て
も
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
応

ず
る
の
で
あ
る
。
取
り
組
み
や
す
い
事
柄
は
、
す
ぐ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

取
り
組
み
難
い
事
柄
も
、
長
ら
く
思
索
を
重
ね
れ
ば
、
や
は
り
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。
も
し
取
り
組
み
難
い
事
柄
に
取
り
組
み
得
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
こ
の
心
が
な
お
昏
迷
し
て
明
晰
で
な
い
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
そ
れ
を
呼

び
覚
ま
さ
せ
て
や
る
こ
と
だ
。　

楊
驤
録

〔
注
〕

（
１
）「
人
之
一
心
、
本
自
光
明
。
常
提
撕
他
起
、
莫
為
物
欲
所
蔽
」　
「
本
自
」
は

元
来
、
本
よ
り
。「
自
」
は
単
に
二
音
節
に
す
る
た
め
に
添
え
ら
れ
た
も
の
。

三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』
七
一
頁
、
巻
一
四
、九
二
条
、
一
一
五
条
に
既
出
。

ま
た
『
大
学
章
句
』
経
「
明
明
徳
」、
朱
注
「
明
德
者
、
人
之
所
得
乎
天
、
而

虚
靈
不
昧
、
以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
。
但
為
氣
稟
所
拘
人
欲
所
蔽
、
則
有
時

而
昏
、
然
其
本
體
之
明
、
則
有
未
嘗
息
者
。
故
學
者
當
因
其
所
發
而
遂
明
之
。」

（
２
）「
提
撕
」　
「
提
醒
」
と
同
義
で
覺
醒
さ
せ
る
こ
と
、
呼
び
覚
ま
し
目
覚
め
さ

せ
る
こ
と
。
巻
一
四
、六
八
条
、
七
二
条
、
一
〇
七
条
に
既
出
。
興
膳
宏
他
『
朱

子
語
類
訳
注　

巻
十
〜
十
一
』
巻
一
一
、一
九
条
、
参
照
。『
上
蔡
語
録
』
巻
中
、

三
七
条
「
敬
是
常
惺
惺
法
。」
と
あ
る
よ
う
に
、「
提
撕
」「
提
醒
」
は
「
敬
」

の
工
夫
で
も
あ
る
。

（
３
）「
將
」　
「
將
」
は
文
言
の
「
以
」、現
代
中
国
語
の
「
把
」
と
同
じ
く
、「
〜
で
」

の
意
。
巻
一
四
、八
条
、
二
〇
条
等
に
既
出
。
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『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

（
10
）「
且
如
」
た
と
え
ば
、
仮
に
、
の
意
。
興
膳
宏
他
『
朱
子
語
類
訳
注　

巻
十

〜
十
一
』
七
条
注
参
照
。

（
11
）「
便
被
別
人
胡
亂
引
去
耳
」　
「
胡
亂
」
は
で
た
ら
め
に
。
巻
一
四
、一
七
条

に
既
出
。

（
12
）「
只
要
自
家
常
醒
得
他
做
主
宰
」　
『
大
学
章
句
』「
欲
誠
其
意
者
先
正
其
心
」

朱
注
「
心
者
身
之
所
主
。」

（
13
）「
驤
」　

楊
驤
、
字
は
子
昴
、
浦
城
の
人
。
楊
道
夫
の
族
兄
。
な
お
本
条
の

よ
う
に
、
諸
本
に
お
け
る
「
楊
驤
録
」
を
朝
鮮
古
写
本
が
「
道
夫
録
」
に
作
る

例
は
、
巻
一
四
、八
九
条
、
九
五
条
に
も
見
ら
れ
る
。

53
条

　

問
。
致
知
在
格
物
。
曰
。
知
者
、
吾
自
有
此
知
。
此
心
虚
明
廣
大
、
無
所
不
知
、

要
當
極
其
至
耳
。
今
學
者
豈
無
一
斑
半
點
。
只
是
為
利
欲
所
昏
、
不
曾
致
其
知
。

孟
子
所
謂
四
端
、
此
四
者
在
人
心
、
發
見
於
外
。
吾
友
還
曾
平
日
的
見
其
有
此
心
、

須
是
見
得
分
明
、則
知
可
致
。
今
有
此
心
而
不
能
致
、臨
事
則
昏
惑
、有
事
則
膠
擾
、

百
種
病
根
皆
自
此
生
。

　

又
問
。
凡
日
用
之
間
作
事
接
人
、
皆
是
格
物
窮
理
。
曰
。
亦
須
知
得
要
本
。
若

不
知
得
、
只
是
作
事
、
只
是
接
人
、
何
處
為
窮
理
。

〔
校
勘
〕

○
「
只
是
為
利
欲
所
昏
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
昏
」

を
「
昬
」
に
作
る
。

上
を
踏
ま
え
る
。「
曰
、
耳
目
之
官
不
思
、
而
蔽
於
物
、
物
交
物
、
則
引
之
而

已
矣
。
心
之
官
則
思
、
思
則
得
之
、
不
思
則
不
得
也
。
此
天
之
所
與
我
者
、
先

立
乎
其
大
者
、則
其
小
者
弗
能
奪
也
。
此
為
大
人
而
已
矣
。」
朱
注
「
官
之
為
言
、

司
也
。
耳
司
聽
、
目
司
視
、
各
有
所
職
而
不
能
思
。
是
以
蔽
於
外
物
。
既
不
能

思
而
蔽
於
外
物
、
則
亦
一
物
而
已
。
又
以
外
物
交
於
此
物
、
其
引
之
而
去
、
不

難
矣
。
心
則
能
思
而
以
思
為
職
。
凡
事
物
之
來
、
心
得
其
職
、
則
得
其
理
而
物

不
能
蔽
。
失
其
職
、則
不
得
其
理
而
物
來
蔽
之
。
此
三
者
、皆
天
之
所
以
與
我
者
、

而
心
為
大
。
若
能
有
以
立
之
、
則
事
無
不
思
而
耳
目
之
欲
不
能
奪
之
矣
。
此
所

以
為
大
人
也
。」
ま
た
「
方
好
」
の
「
方
」
は
「
才
」「
才
是
」
と
同
じ
で
、「
そ

れ
で
こ
そ
」「
そ
れ
こ
そ
が
」
の
意
。
巻
一
四
、八
五
条
、
九
八
条
、
一
四
三
条
、

卷
一
五
、五
一
条
参
照
。

（
９
）「
只
爭
一
晌
時
」　
「
晌
」『
漢
語
大
詞
典
』「
片
刻
、
一
會
兒
。
泛
指
不
多
久

的
時
間
。」
諸
本
は
「
餉
」
に
作
る
が
、
劉
氏
伝
経
堂
叢
書
本
が
「
晌
」
に
改

め
た
。
た
だ
し
「
餉
」
も
「
晌
」
と
同
義
で
あ
る
。『
漢
語
大
詞
典
』
餉
、
用

同
「
晌
」。
一
會
兒
。「
晌
」「
餉
」
の
用
例
は
以
下
の
通
り
。『
語
類
』
巻
八
、

二
九
条
、
周
謨
録
（
Ⅰ133

）「
世
俗
之
學
、
所
以
與
聖
賢
不
同
者
、
亦
不
難
見
。

聖
賢
直
是
真
箇
去
做
、説
正
心
、直
要
心
正
。
説
誠
意
、直
要
意
誠
。
修
身
齊
家
、

皆
非
空
言
。
今
之
學
者
説
正
心
、
但
將
正
心
吟
詠
一
晌
。
説
誠
意
、
又
將
誠
意

吟
一
晌
。
説
修
身
、
又
將
聖
賢
許
多
説
修
身
處
諷
誦
而
已
。
或
攝
拾
言
語
、
綴

緝
時
文
。
如
此
為
學
、
却
於
自
家
身
上
有
何
交
渉
。」『
語
類
』
巻
八
、六
六
条
、

林
恪
録
（
Ⅰ137

）「
學
者
為
學
、
譬
如
煉
丹
、
須
是
將
百
十
斤
炭
火
煆
一
餉
、

方
好
用
微
微
火
養
教
成
就
。
今
人
未
曾
將
百
十
斤
炭
火
去
煆
、
便
要
將
微
火
養

將
去
、
如
何
得
會
成
。」
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〔
注
〕

（
１
）「
此
心
虚
明
廣
大
」　
『
大
学
章
句
』
経
「
明
明
德
」、
朱
注
「
明
德
者
、
人

之
所
得
乎
天
、
而
虚
靈
不
昧
、
以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
。」

（
２
）「
一
斑
半
點
」　
「
一
斑
」
も
「
半
點
」
も
「
ほ
ん
の
わ
ず
か
」
の
意
。
以
下

の
用
例
が
あ
る
。『
語
類
』
卷
六
七
、一
五
九
条
、
潘
時
舉
録
（
Ⅴ1678

）「
…

今
學
者
、
須
貴
於
格
物
。
格
、
至
也
。
須
要
見
得
到
底
。
今
人
只
是
知
得
一
斑

半
點
、
見
得
些
子
、
所
以
不
到
極
處
也
。」

（
３
）「
四
端
」　
「
惻
隱
、
羞
惡
、
辭
讓
、
是
非
」
を
言
う
。『
孟
子
』「
公
孫
丑
」

上
の
四
端
説
に
基
づ
く
。「
惻
隱
之
心
、
仁
之
端
也
。
羞
惡
之
心
、
義
之
端
也
。

辭
讓
之
心
、
禮
之
端
也
。
是
非
之
心
、
智
之
端
也
。
人
之
有
是
四
端
也
、
猶
其

有
四
體
也
。」
朱
注
「
惻
隱
、
羞
惡
、
辭
讓
、
是
非
、
情
也
。
仁
、
義
、
禮
、
智
、

性
也
。
心
、統
性
情
者
也
。
端
、緒
也
。
因
其
情
之
發
、而
性
之
本
然
可
得
而
見
、

猶
有
物
在
中
而
緒
見
於
外
也
。」
整
理
す
る
と
「
仁
義
礼
智
」
は
人
の
心
の
本

性
で
あ
り
、こ
れ
が
外
に
発
現
し
た
も
の
が
「
四
端
」
で
あ
る
か
ら
本
条
の
「
此

四
者
」
は
「
仁
義
礼
智
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

（
４
）「
吾
友
」　

朱
子
が
し
ば
し
ば
弟
子
に
対
し
て
用
い
る
二
人
称
。
三
浦
國
雄『
朱

子
語
類
抄
』
七
一
頁
「
吾
友
」
注
参
照
。

（
５
）「
有
事
則
膠
擾
」　
「
膠
擾
」は「
膠
膠
擾
擾
」と
同
じ
。
乱
れ
て
さ
わ
が
し
い
。

『
語
類
』
巻
八
、一
三
三
条
、
廖
徳
明
録
（
Ⅰ144

）「
常
使
截
斷
嚴
整
之
時
多
、

膠
膠
擾
擾
之
時
少
、
方
好
。」『
語
類
』
巻
五
九
、一
六
八
条
、
廖
徳
明
録
（
Ⅳ

1416
）「
先
立
乎
大
者
、
則
小
者
不
能
奪
。
今
忘
前
失
後
、
心
不
主
宰
、
被
物

引
將
去
、
致
得
膠
擾
、
所
以
窮
他
理
不
得
。」

（
６
）「
若
不
知
得
、
只
是
作
事
、
只
是
接
人
、
何
處
為
窮
理
。」　

形
而
下
の
日
常

○
「
須
是
見
得
分
明
、則
知
可
致
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
知
可
致
」
を
「
致
知
可
至
」

に
作
る
。

○
「
臨
事
則
昏
惑
」　

成
化
本
、万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
昏
」
を
「
昬
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
致
知
は
格
物
に
在
り
」
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
「
知
と
い
う
の
は
、

自
分
は
本
来
こ
の
知
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
心
は
（
本
来
）
澄
み
切
っ
て
広
大
で

あ
り
、
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
も
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
極
限
を
極
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
の
学
ぶ
者
に
も
、
ど
う
し
て
ほ
ん
の
少
し
の
「
知
」
も
な
い
等

と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
た
だ
利
欲
に
蔽
わ
れ
て
い
る
た
め
、
知
を
致
し
た
こ

と
が
全
く
な
い
の
だ
。
孟
子
が
言
う
四
端
は
、
こ
の
（
仁
義
礼
智
の
）
四
者
が
心

に
在
っ
て
外
に
発
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
諸
君
は
平
素
、
こ
の
心
（
＝
四
端
の
心
）

が
確
か
に
存
在
す
る
こ
と
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
実
感
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

是
非
と
も
そ
の
こ
と
を
明
瞭
に
認
識
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
う
す
れ
ば
知
を
致
す

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
今
こ
の
心
は
有
っ
て
も
致
知
が
で
き
な
い
と
、
事
に
臨
ん

で
は
困
惑
し
、
非
常
時
に
は
混
乱
し
て
し
ま
う
。
あ
ら
ゆ
る
弊
害
の
原
因
は
全
て

こ
こ
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
る
。」

　

ま
た
お
尋
ね
し
た
。「
日
常
生
活
に
お
い
て
、
事
を
為
し
た
り
、
人
に
接
し
た

り
す
る
こ
と
も
、
皆
格
物
窮
理
な
の
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
こ
れ
ら
に
つ
い
て

も
ま
た
根
本
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
知
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

事
を
為
す
だ
け
、
人
に
接
す
る
だ
け
で
あ
り
、
一
体
ど
う
し
て
窮
理
と
言
え
よ
う

か
。」



七
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

の
諱
「
眘
」
の
忌
避
。
巻
一
四
、一
六
九
条
、
巻
一
五
、二
二
条
参
照
。

〔
訳
〕

　

致
知
は
（
工
夫
全
体
に
占
め
る
）
割
合
が
多
い
。（
中
庸
の
）
博
學
・
審
問
・

慎
思
・
明
辨
の
四
者
は
す
べ
て
致
知
で
あ
り
、
力
行
の
一
つ
だ
け
は
行
い
で
あ
る
。

（『
大
学
』
に
）「
致
」
と
言
い
「
格
」
と
言
う
の
は
至
り
尽
く
す
と
こ
ろ
を
理
解

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
理
に
窮
め
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、「
こ

れ
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
の
本
質
に
お
い
て
ま
だ
窮
め
尽
く
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
あ
る
。
格
物
と
い
う
の
は
た
だ
（『
大
学
』
の
伝
の
）
仁
孝
慈
敬
信

の
五
者
だ
け
な
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
は
た
だ
そ
の
大
要
を
言
う
だ
け
だ
。
も
し

父
子
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
更
に
母
も
あ
り
、
更
に
夫
婦
も
あ
る
に
違
い
な
い
。

凡
そ
万
物
万
事
の
理
は
全
て
窮
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
徹
底
的
に
窮
め
て

余
す
と
こ
ろ
が
無
く
な
っ
て
、
そ
こ
で
始
め
て
格
物
な
の
で
あ
る
。　

余
大
雅
録

〔
注
〕

（
１
）「
分
數
」　
「
割
合
」
の
意
。『
二
程
遺
書
』
卷
一
、一
七
条
「
義
理
與
客
氣
常

相
勝
、
又
看
消
長
分
數
多
少
、
為
君
子
小
人
之

。」

（
２
）「
博
學
、
審
問
、
慎
思
、
明
辨
…
力
行
」『
中
庸
章
句
』
二
〇
章
「
博
學
之
、

審
問
之
、慎
思
之
、明
辨
之
、篤
行
之
。
…
子
曰
。
好
學
近
乎
知
、力
行
近
乎
仁
、

知
恥
近
乎
勇
。」

（
３
）「
仁
孝
慈
敬
信
」　
『
大
學
章
句
』
伝
三
章
「
為
人
君
、
止
於
仁
。
為
人
臣
、

止
於
敬
。
為
人
子
、
止
於
孝
。
為
人
父
、
止
於
慈
。
與
國
人
交
、
止
於
信
。」

（
４
）「
且
如
」　
「
た
と
え
ば
、
か
り
に
」『
語
類
』
卷
一
四
、二
一
条
に
既
出
。

生
活
に
お
け
る
工
夫
が
形
而
上
的
な
道
理
の
体
得
へ
と
繋
が
る
が
、
た
だ
そ
の

工
夫
を
な
す
の
み
で
は
道
理
の
体
得
に
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
主
張
は
以
下
に

お
い
て
顕
著
に
現
れ
る
。『
論
語
』「
憲
問
」「
子
貢
曰
、
何
為
其
莫
知
子
也
。

子
曰
、
不
怨
天
、
不
尤
人
。
下
學
而
上
達
。
知
我
者
其
天
乎
。」
朱
注
「
不
得

於
天
而
不
怨
天
、
不
合
於
人
而
不
尤
人
。
但
知
下
學
而
自
然
上
達
。
此
但
自
言

其
反
己
自
脩
、
循
序
漸
進
耳
。
無
以
甚
異
於
人
而
致
其
知
也
。
然
深
味
其
語
意
、

則
見
其
中
自
有
人
不
及
知
而
天
獨
知
之
之
妙
。
葢
在
孔
門
、
惟
子
貢
之
智
、
幾

足
以
及
此
。
故
特
語
以
發
之
。
惜
乎
其
猶
有
所
未
達
也
。
故
特
語
以
發
之
惜
乎

其
猶
有
所
未
達
也
。
○
程
子
曰
、
不
怨
天
不
尤
人
、
在
理
當
如
此
。
又
曰
、
下

學
上
達
、
意
在
言
表
。
又
曰
、
學
者
須
守
下
學
上
達
之
語
、
乃
學
之
要
。
葢
凡

下
學
人
事
便
是
上
達
天
理
。
然
習
而
不
察
、
則
亦
不
能
以
上
達
矣
。」

54
条

　

致
知
分
數
多
。
如
博
學
、
審
問
、
慎
思
、
明
辨
、
四
者
皆
致
知
、
只
力
行
一
件

是
行
。
言
致
、
言
格
、
是
要
見
得
到
盡
處
。
若
理
有
未
格
處
、
是
於
知
之
之
體
尚

有
未
盡
。
格
物
不
獨
是
仁
孝
慈
敬
信
五
者
、
此
只
是
大
約
説
耳
。
且
如
説
父
子
、

須
更
有
母
在
、
更
有
夫
婦
在
。
凡
萬
物
萬
事
之
理
皆
要
窮
。
但
窮
到
底
無
復
餘
蘊
、

方
是
格
物
。　

大
雅

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
慎
思
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
慎
」
を
「
謹
」
に
作
る
。
南
宋
孝
宗



七
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

類
』
卷
三
四
、五
○
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅲ865

）「
正
卿
問
、志
道
據
德
依
仁
。
曰
。

德
、
是
自
家
心
下
得
這
箇
道
理
、
如
欲
為
忠
而
得
其
所
以
忠
、
如
欲
為
孝
而
得

其
所
以
孝
。
到
得
依
於
仁
則
又
不
同
。
依
仁
則
是
此
理
常
存
於
心
、
日
用
之
間

常
常
存
在
。
據
德
依
仁
雖
有
等
級
不
比
、
志
道
與
據
德
依
仁
全
是
兩
截
。
志
只

是
心
之
所
之
、
與
有
所
據
有
所
依
不
同
也
。」

（
２
）「
〜
便
是
〜
却
是
〜
」　
「
〜
は
〜
で
、一
方
〜
は
〜
だ
」『
語
類
』
中
に
散
見
。

（
３
）「
討
得
」　
「
求
め
得
る
」
の
意
。『
語
類
』
中
に
散
見
。

（
４
）「
匡
格
子
」　

こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。『
語
類
』
卷
七
四
、

一
〇
一
条
、
林
學
履
録
（
Ⅴ1894

）「
問
。
範
圍
天
地
之
化
而
不
過
。
曰
。
天

地
之
化
、
滔
滔
無
窮
、
如
一
爐
金
汁
、
鎔
化
不
息
。
聖
人
則
為
之
鑄
瀉
成
器
、

使
人
模
範
匡
郭
、
不
使
過
於
中
道
也
。
…
」
と
あ
り
、「
匡
格
」
は
「
匡
郭
」

と
音
が
近
く
、「
匡
郭
」
は
一
般
に
版
本
に
お
け
る
印
面
の
外
枠
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
「
輪
郭
」
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
こ
の
条
の
「
匡
格
」
は
「
匡
郭
」
の
意
と
考
え
た
。
古
い
用
例
と
し
て

は
『
周
易
參
同
契
』
に
は
「
乾
坤
者
易
之
門
戶
、
衆
卦
之
父
母
。
坎
離
匡
郭
、

運
轂
正
輻
。」
と
あ
る
。

56
条

　

格
物
、
致
知
、
是
極
粗
底
事
、
天
命
之
謂
性
、
是
極
精
底
事
。
但
致
知
格
物
、

便
是
那
天
命
之
謂
性
底
事
。
下
等
事
、
便
是
上
等
工
夫
。　

義
剛

（
５
）「
但
〜
方
是
〜
」　
「
〜
し
て
始
め
て
〜
な
の
だ
」『
語
類
』
に
は
「
須
是
〜

方
是
」
の
形
で
頻
出
。

55
条

　

致
知
格
物
、
便
是
志
於
道
。
據
於
德
、
却
是
討
得
箇
匡
格
子
。
據
於
德
、
却
是

討
得
箇
匡
格
子
。　

義
剛

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

致
知
格
物
と
い
う
の
は
（『
論
語
』
の
）「
道
を
志
す
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、「
德

に
據
る
」
の
方
は
（
模
範
と
す
べ
き
）
輪
郭
を
求
め
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

黄
義
剛
録

〔
注
〕

（
１
）「
志
於
道
」「
據
於
德
」　
『
論
語
集
註
』「
述
而
」「
志
於
道
、
據
於
德
、
依

於
仁
、
遊
於
藝
。」「
志
於
道
」
朱
注
「
志
者
、
心
之
所
之
之
謂
。
道
、
則
人
倫

日
用
之
閒
所
當
行
者
、
是
也
。
知
此
而
心
必
之
焉
、
則
所
適
者
正
、
而
無
他
岐

之
惑
矣
。」「
據
於
德
」
朱
注
「
據
者
、
執
守
之
意
。
德
者
、
得
也
。
得
其
道
於

心
而
不
失
之
謂
也
。
得
之
於
心
而
守
之
不
失
、
則
終
始
惟
一
、
而
有
日
新
之
功

矣
。」「
志
於
道
」「
據
於
德
」の
区
別
を
説
い
た
も
の
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
語



七
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

57
条

　

曹
又
問
致
知
格
物
。
曰
。
此
心
愛
物
、
是
我
之
仁
、
此
心
要
愛
物
、
是
我
之
義
、

若
能
分
別
此
事
之
是
、
此
事
之
非
、
是
我
之
智
、
若
能
別
尊
卑
上
下
之
分
、
是
我

之
禮
。
以
至
於
萬
物
萬
事
、
皆
不
出
此
四
箇
道
理
。
其
實
只
是
一
箇
心
、
一
箇
根

柢
出
來
抽
枝
長
葉
。　

卓

〔
校
勘
〕

○
「
以
至
於
萬
物
萬
事
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
萬
事
」
の
二
字
な
し
。

○
「
其
實
只
是
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
只
」
を
「
則
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

曹
が
ま
た
致
知
格
物
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
「
こ
の
心
が
物
を
愛
す
る

と
い
う
の
は
、『
自
分
の
仁
』
で
あ
り
、
こ
の
心
が
物
を
愛
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
の
は
『
自
分
の
義
』
で
あ
り
、も
し
あ
る
事
の
是
非
を
分
別
で
き
れ
ば
、『
自

分
の
智
』
で
あ
り
、も
し
尊
卑
上
下
の
分
別
が
で
き
れ
ば
、『
自
分
の
礼
』
で
あ
る
。

そ
し
て
万
事
萬
物
に
至
る
ま
で
皆
こ
の
四
つ
の
道
理
を
離
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
の

実
、
こ
れ
ら
は
た
だ
一
つ
の
心
な
の
で
あ
り
、
一
つ
の
根
っ
こ
が
発
し
て
伸
び
た

枝
、
成
長
し
た
葉
っ
ぱ
な
の
だ
。」　

黄
卓
録

〔
注
〕

（
１
）「
曹
又
問
」　

曹
叔
遠
、
字
器
遠
か
。
本
巻
一
条
（
葉
賀
孫
録
、
黄
卓
録
）

に
「
器
遠
問
」「
曹
問
」「
曹
兄
問
」
と
の
記
述
が
有
る
。

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
無
し

〔
訳
〕

　
「
格
物
致
知
」
と
い
う
の
は
（
そ
の
対
象
は
）
極
め
て
粗
な
る
事
柄
（
＝
形
而

下
の
事
柄
）
で
あ
り
、「
天
命
を
こ
れ
性
と
謂
う
」
と
い
う
の
は
極
め
て
精
な
る

事
柄
（
＝
形
而
上
の
事
柄
）
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
「
致
知
格
物
」（
に
よ
っ
て
窮

め
ら
れ
る
理
）
は
、
あ
の
「
天
命
を
こ
れ
性
と
謂
う
」
と
同
じ
な
の
だ
。
つ
ま
り

下
等
な
事
柄
（
＝
形
而
下
の
営
み
）
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
上
等
（
＝
形
而
上
）

に
至
る
た
め
の
工
夫
な
の
で
あ
る
。　

黄
義
剛
録

〔
注
〕

（
１
）「
格
物
致
知
、
是
極
粗
底
事
。
天
命
之
謂
性
、
是
極
精
底
事
。」　

天
命
の
性

は
形
而
上
の
理
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
格
物
致
知
は
形
而
下
の
器
に
即
し
て
形

而
上
の
理
を
窮
め
る
営
み
で
あ
る
の
で
、
こ
の
違
い
を
対
比
し
て
精
粗
と
述
べ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
語
類
』
巻
六
二
、七
二
条
、沈
僴
録
（
Ⅳ1498
）「
又

曰
。
大
學
所
以
説
格
物
、
却
不
説
窮
理
。
蓋
説
窮
理
、
則
似
懸
空
無
捉
摸
處
。

只
説
格
物
、
則
只
就
那
形
而
下
之
器
上
、
便
尋
那
形
而
上
之
道
。」
形
而
下
の

日
常
生
活
に
お
け
る
工
夫
が
形
而
上
的
な
道
理
の
体
得
へ
と
繋
が
る
、
と
す
る

主
張
は
巻
十
五
、五
三
条
、
及
び
注
参
照
。



七
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

雖
是
偏
言
、
那
許
多
道
理
也
都
在
裏
面
。
雖
是
專
言
、
那
許
多
道
理
也
都
在
裏

面
。」

58
条

　

蔣
端
夫
問
。
致
知
在
格
物
。
胸
中
有
見
、
然
後
於
理
無
不
見
。
曰
。
胸
中
如
何

便
有
所
見
。
譬
如
嬰
兒
學
行
、
今
日
學
歩
、
明
日
又
歩
、
積
習
既
久
、
方
能
行
。

天
地
萬
物
莫
不
有
理
。
手
有
手
之
理
、
足
有
足
之
理
、
手
足
若
不
舉
行
、
安
能
盡

其
理
。
格
物
者
、
欲
究
極
其
物
之
理
、
使
無
不
盡
、
然
後
我
之
知
無
所
不
至
。
物

理
即
道
理
、
天
下
初
無
二
理
。　

震

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
胸
中
有
見
」「
胸
中
如
何
便
有
所
見
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
整
版
本
、

和
刻
本
は
「
胸
」
を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

蔣
端
夫
が
お
尋
ね
し
た
。「『
致
知
は
格
物
に
在
り
』
と
い
う
の
は
、胸
中
に
（
道

理
を
）
体
得
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
理
に
お
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「（
事
物
に
接
す
る
こ
と
も
し
な

い
で
）
胸
中
に
ど
う
し
て
（
道
理
を
）
体
得
す
る
こ
と
が
有
ろ
う
か
。
例
え
ば
赤

ん
坊
が
歩
く
こ
と
を
学
ぶ
の
に
、
今
日
も
歩
く
こ
と
を
学
び
、
明
日
も
ま
た
歩
き
、

ひ
た
す
ら
長
い
間
積
み
重
ね
る
こ
と
で
や
っ
と
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

（
２
）「
此
心
愛
物
、
是
我
之
仁
」　
『
論
語
集
注
』「
学
而
」「
有
子
曰
、
其
為
人
也

孝
弟
而
好
犯
上
者
鮮
矣
。
不
好
犯
上
而
好
作
亂
者
、
未
之
有
也
。」
朱
注
「
仁

者
愛
之
理
、
心
之
德
也
。」

（
３
）「
我
之
仁
…
我
之
義
、
我
之
禮
…
我
之
智
」　
『
中
庸
或
問
』「
蓋
天
命
之
性
、

仁
義
禮
智
而
已
。
循
其
仁
之
性
、則
自
父
子
之
親
、以
至
於
仁
民
愛
物
、皆
道
也
。

循
其
義
之
性
、
則
自
君
臣
之
分
、
以
至
於
敬
長
尊
賢
、
亦
道
也
。
循
其
禮
之
性
、

則
恭
敬
辭
讓
之
節
文
、皆
道
也
。
循
其
智
之
性
、則
是
非
邪
正
之
分

亦
道
也
。」

（
４
）「
以
至
於
萬
物
萬
事
、
皆
不
出
此
四
箇
道
理
。
其
實
只
是
一
箇
心
、
一
箇
根

柢
出
來
抽
枝
長
葉
。」　
「
抽
枝
長
葉
」
は
「
枝
や
葉
が
伸
び
て
い
る
様
」『
語
類
』

に
数
度
用
例
が
見
え
る
。『
語
類
』
卷
六
八
、八
八
条
、黄
卓
録
（
Ⅴ1701

）「
問
。

保
合
大
和
乃
利
貞
。
曰
。
天
之
生
物
、
莫
不
各
有
軀
殼
。
如
人
之
有
體
、
果
實

之
有
皮
核
、
有
箇
軀
殼
保
合
以
全
之
。
能
保
合
、
則
真
性
常
存
、
生
生
不
窮
。

如
一
粒
之
穀
、
外
面
有
箇
殼
以
裹
之
。
方
其
發
一
萌
芽
之
始
、
是
物
之
元
也
。

及
其
抽
枝
長
葉
、
只
是
物
之
亨
、
到
得
生
實
欲
熟
未
熟
之
際
、
此
便
是
利
。
…
」

万
事
万
物
が
仁
義
礼
智
を
出
な
い
と
す
る
の
は
、
朱
子
は
天
徳
の
元
亨
利
貞
は

人
性
に
お
け
る
仁
義
礼
智
と
相
即
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
り
、
仁
義
礼
智
は

そ
の
実
は
一
体
で
あ
る
、
と
す
る
の
は
、「
偏
言
の
仁
」
を
含
む
仁
義
礼
智
を

合
わ
せ
て
言
え
ば
「
専
言
の
仁
」
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
思

想
は
以
下
の
問
答
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。『
語
類
』
巻
六
、六
七
条
、
葉
賀
孫

録
（
Ⅰ111

〜112

）「
且
如
程
先
生
云
、
偏
言
則
一
事
、
專
言
則
包
四
者
。
上

云
、
四
德
之
元
、
猶
五
常
之
仁
。
恰
似
有
一
箇
小
小
底
仁
、
有
一
箇
大
大
底
仁
。

偏
言
則
一
事
、
是
小
小
底
仁
、
只
做
得
仁
之
一
事
。
專
言
則
包
四
者
、
是
大
大

底
仁
、
又
是
包
得
禮
義
智
底
。
若
如
此
說
、
是
有
兩
樣
仁
。
不
知
仁
只
是
一
箇
、



七
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

究
極
其
當
處
、
便
是
。
亦
安
用
存
神
索
至
。
只
如
吾
胸
中
所
見
一
物
有
十
分
道
理
、

若
只
見
三
二
分
、
便
是
見
不
盡
。
須
是
推
來
推
去
、
要
見
盡
十
分
、
方
是
格
物
。

既
見
盡
十
分
、
便
是
知
止
。　

震

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
便
是
知
止
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
是
知
至
」
に
作
る
。

○
「
只
如
吾
胸
中
所
見
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
胸
」

を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
知
至
意
誠
と
い
う
の
は
、知
を
求
め
る
道
で
あ
り
、必
ず
（『
法

言
』
の
言
う
よ
う
に
）
自
ら
の
精
神
を
保
持
し
て
究
極
の
と
こ
ろ
を
求
め
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（「
孟
子
」
の
「
思
は
ざ
れ
ば
則
ち
之
を
得
ず
」
の
よ

う
に
）
内
省
し
な
け
れ
ば
意
を
誠
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。」先
生「
致
知
、格
物
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
言
う
必
要
が
あ
ろ
う
か
。『
大

学
』
の
格
物
と
い
う
の
は
眼
前
に
お
い
て
事
物
に
対
処
し
、
そ
の
軽
重
を
察
し
、

至
当
の
所
を
窮
め
尽
く
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
し
て
（
内
面
的
な
修
養
の
）

「
存
神
索
至
」
を
用
い
よ
う
か
。
た
と
え
ば
自
分
の
胸
中
に
お
い
て
理
解
し
て
い

る
と
こ
ろ
の
一
物
が
十
割
の
道
理
を
持
っ
て
い
て
、
も
し
そ
の
う
ち
の
た
っ
た
二
、

三
割
し
か
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
な
ら
、
理
解
し
尽
く
し
て
は
い
な
い
。
必
ず

ひ
た
す
ら
推
し
極
め
て
十
分
理
解
し
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
で
こ
そ
格
物
な

の
で
あ
る
。
既
に
十
分
に
理
解
し
尽
く
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
が
つ
ま
り
『
止
ま

の
だ
。
天
地
万
物
に
理
の
な
い
物
は
な
い
。
手
に
は
手
の
理
が
あ
り
、
足
に
は
足

の
理
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
手
足
は
も
し
挙
げ
た
り
歩
い
た
り
し
な
い
な
ら
、
ど
う

し
て
そ
の
理
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
格
物
と
い
う
の
は
、
そ
の
物
の
理

を
窮
め
尽
く
そ
う
と
し
て
、
窮
め
な
い
も
の
は
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

そ
う
す
れ
ば
自
己
の
知
も
至
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
の
だ
。
物
の
理
と
い
う
の
は

取
り
も
直
さ
ず
道
理
で
あ
り
、
天
下
に
は
最
初
か
ら
二
つ
の
理
は
な
い
の
だ
。」　

鍾
震
録

〔
注
〕

（
１
）「
蔣
端
夫
」　
『
語
類
姓
氏
』
に
記
載
が
な
く
『
朱
子
門
人
』
も
姓
氏
不
詳
と

す
る
。
た
だ
以
下
の
条
に
お
い
て
質
問
者
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。『
語
類
』

卷
六
一
、八
一
条
、
鍾
震
録
（
Ⅳ1478

）「
蔣
端
夫
問
。
聞
知
、
見
知
、
所
知
者

何
事
。
曰
。
只
是
這
道
理
、
物
物
各
具
一
理
。
又
問
。
此
道
理
如
何
求
。
謂
見

之
於
心
、
或
求
之
於
事
物
。
曰
。
不
知
所
求
者
何
物
。
若
不
以
心
、
於
何
求
之
。

求
之
於
事
物
、
亦
是
以
心
。」
こ
の
条
で
も
蔣
端
夫
は
道
理
は
内
省
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
と
考
え
、
朱
子
に
注
意
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）「
積
習
」　
「
長
い
こ
と
積
み
重
ね
る
こ
と
」
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』

三
八
頁
注
参
照
。

59
条

　

問
。
知
至
意
誠
、
求
知
之
道
、
必
須
存
神
索
至
。
不
思
則
不
得
誠
。
是
否
。
曰
。

致
知
格
物
、
亦
何
消
如
此
説
。
所
謂
格
物
、
只
是
眼
前
處
置
事
物
、
酌
其
輕
重
、



八
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
無
此
条
。

○
「
致
知
上
本
無
誠
字
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
「
致
」
上
有
「
曰
」
字
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が
問
う
た
。「
知
を
致
す
に
は
、（
前
提
と
し
て
）
誠
で
あ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
既
に
誠
で
あ
る
の
に
、（
八
条
目
で
は
）
ど
う
し
て
そ
の
上
ま
た
「
誠
意
」

と
い
う
の
で
す
か
。」（
先
生
が
い
う
）「
致
知
に
は
、
本
も
と
「
誠
」
と
い
う
字

が
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
、
そ
こ
に
「
誠
」
を
く
っ
つ
け
て
説
こ
う
と

す
る
の
か
。
学
問
の
基
本
は
、
必
ず
致
知
に
あ
る
。
知
を
致
さ
な
け
れ
ば
、
ど
う

し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
知
を
致
そ
う
と
す
れ
ば
、
格
物
す
る
必
要

が
あ
る
。
格
物
と
は
、
九
分
九
厘
以
上
を
窮
め
つ
く
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
「
格
」

な
の
で
あ
る
。」　

廖
謙
録

〔
注
〕

（
１
）「
致
知
須
要
誠
」　
「
致
知
に
は
（
前
提
と
し
て
）
誠
で
あ
る
必
要
が
あ
る
」

と
す
る
議
論
に
は
、
次
の
条
が
参
考
に
な
る
。『
語
類
』
巻
一
八
、七
二
条
、
葉

賀
孫
録
（
Ⅱ407

）「
問
。
伊
川
説
格
物
致
知
許
多
項
、
當
如
何
看
。
…
又
云
。

用
誠
敬
涵
養
爲
格
物
致
知
之
本
。」

（
２
）「
致
知
上
本
無
誠
字
…
」　

中
華
書
局
標
点
本
で
は
、「
爲
學
之
始
」
か
ら
を

朱
子
の
言
葉
と
す
る
が
、
成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
に
は
、
こ
の
前
に
「
曰
」
字

が
あ
る
こ
と
、
及
び
文
意
か
ら
、
こ
こ
か
ら
を
朱
子
の
答
え
と
し
た
。

（
３
）「
安
排
」　

あ
れ
こ
れ
は
か
ら
う
、
処
置
す
る
な
ど
の
意
。
こ
こ
で
は
、「
言

る
を
知
る
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」　

鍾
震
録

〔
注
〕

（
１
）「
存
神
索
至
」　

揚
雄
『
法
言
』「
問
神
」「
聖
人
存
神
索
至
、成
天
下
之
大
順
、

致
天
下
之
大
利
。」
李
軌
注
「
存
其
精
神
、
探
幽
索
至
。」

（
２
）「
不
思
則
不
得
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
心
之
官
則
思
。
思
則
得
之
、
不

思
則
不
得
也
。」

（
３
）「
亦
何
消
如
此
説
」　
「
消
」
は
要
す
る
、必
要
と
す
る
。「
何
消
」
は
「
不
消
」

と
同
じ
く
、
必
要
と
し
な
い
、
不
要
で
あ
る
の
意
。

（
４
）「
推
來
推
去
」　

ひ
た
す
ら
推
し
極
め
る
。「
〜
來
〜
去
」は
ひ
た
す
ら
〜
す
る
、

存
分
に
〜
す
る
。

（
５
）「
知
止
」　
『
大
学
章
句
』経「
知
止
而
后
有
定
。
定
而
后
能
静
。
静
而
后
能
安
。

安
而
后
能
慮
。
慮
而
后
能
得
。」
朱
注
「
后
與
後
同
。
後
放
此
。
○
止
者
所
當

止
之
地
、
即
至
善
之
所
在
也
。
知
之
則
志
有
定
向
。
静
謂
心
不
妄
動
。
安
謂
所

處
而
安
。
慮
得
謂
處
事
精
詳
、
得
謂
得
其
所
止
。」

60
条

　

或
問
。
致
知
須
要
誠
。
既
是
誠
了
、
如
何
又
説
誠
意
。
致
知
上
本
無
誠
字
、
如

何
強
安
排
誠
字
在
上
面
説
。
爲
學
之
始
、
須
在
致
知
。
不
致
其
知
、
如
何
知
得
。

欲
致
其
知
、
須
是
格
物
。
格
物
云
者
、
要
窮
到
九
分
九
釐
以
上
、
方
是
格
。　

謙



八
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

〔
訳
〕

　

も
し
格
物
致
知
し
な
け
れ
ば
、
あ
の
誠
意
正
心
に
つ
い
て
は
、
き
つ
く
お
さ
え

つ
け
て
行
う
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
自
然
で
は
な
い
。
も
し
格
物
致
知
す
れ
ば
、

自
然
に
（
誠
意
正
心
す
る
こ
と
が
で
き
）、
無
理
に
お
さ
え
つ
け
る
必
要
は
な
い
。

〔
注
〕

（
１
）「
捺
」　
「
お
さ
え
つ
け
る
」
の
意
。『
語
類
』
で
は
他
に
次
の
よ
う
に
用
い

ら
れ
る
。
巻
一
六
、一
〇
八
条
、
沈
僴
録
（
Ⅱ337-338

）「
敬
子
問
。
所
謂
誠

其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
注
云
、
外
爲
善
、
而
中
實
未
能
免
於
不
善
之
雜
。
某
意

欲
改
作
外
爲
善
、
而
中
實
容
其
不
善
之
雜
、
如
何
。
蓋
所
謂
不
善
之
雜
、
非
是

不
知
、
是
知
得
了
、
又
容
著
在
這
裏
、
此
之
謂
自
欺
。
曰
。
不
是
知
得
了
容
著

在
這
裏
、
是
不
奈
他
何
了
、
不
能
不
自
欺
。
公
合
下
認
錯
了
、
只
管
説
箇
容
字
、

不
是
如
此
。
容
字
又
是
第
二
節
、縁
不
奈
他
何
、所
以
容
在
這
裏
。
此
一
段
文
意
、

公
不
曾
識
得
它
源
頭
在
、
只
要
硬
去
捺
他
、
所
以
錯
了
。
…
如
公
之
説
、
這
裏

面
一
重
不
曾
透
徹
在
。
只
是
認
得
箇
容
著
、硬
遏
捺
将
去
、不
知
得
源
頭
工
夫
在
。

所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
、
此
是
聖
人
言
語
之
最
精
處
、
如
箇
尖
鋭
底
物
事
。

如
公
所
説
、
只
似
箇
椿
頭
子
、
都
粗
了
。
公
只
是
硬
要
去
強
捺
、
如
水
恁
地

出
來
、
却
硬
要
將
泥
去
塞
它
、
如
何
塞
得
住
。」
こ
こ
で
「
捺
」
の
語
は
、『
大

學
章
句
』
の
注
釈
に
異
を
唱
え
る
李
燔
に
対
し
て
、「
君
の
よ
う
に
無
理
に
お

さ
え
つ
け
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
水
が
湧
き
出
し
て
い
る
の
に
、
無
理

や
り
泥
で
塞
ぎ
止
め
よ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
で
塞
ぎ
止
め

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻

四
四
、一
五
条
、歐
陽
謙
之
録
（
Ⅲ1118

）「
問
。
克
己
與
克
伐
怨
欲
不
行
。
曰
。

葉
を
配
置
す
る
」
の
意
。
巻
一
四
、一
六
条
注
（
２
）
を
参
照
。

（
４
）「
上
面
」　

こ
こ
で
は
、「
上
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
そ
こ
に
」
な
ど

場
所
を
示
す
。
巻
一
四
、三
七
条
、
葉
賀
孫
録
「
公
便
要
去
上
面
生
意
、
只
討

頭
不
見
」
な
ど
。

（
５
）「
爲
學
之
始
、須
在
致
知
」　
『
語
類
』
本
巻
、四
九
条
、林
恪
録
「
郭
叔
雲
問
、

爲
學
之
初
、
在
乎
格
物
。
物
物
有
理
、
第
恐
氣
禀
昏
愚
、
不
能
格
至
其
理
。
曰
、

人
箇
箇
有
知
、
不
成
都
無
知
、
但
不
能
推
而
致
之
耳
。
格
物
理
至
徹
底
處
。」

（
６
）「
要
窮
到
九
分
九
釐
以
上
、
方
是
格
」　
『
語
類
』
本
巻
、
七
条
、
葉
賀
孫
録

で
は
、「
格
物
者
、
格
、
盡
也
、
須
是
窮
盡
事
物
之
理
。
若
是
窮
得
三
兩
分
、

便
未
是
格
物
。
須
是
窮
盡
得
到
十
分
、
方
是
格
物
」
と
い
い
、「
百
パ
ー
セ
ン

ト
窮
め
尽
く
し
て
こ
そ
、
格
物
で
あ
る
」
と
す
る
。
ま
た
、『
語
類
』
に
は
、「
九

分
九
釐
厘
九
毫
」
と
い
う
言
い
方
も
あ
る
。
巻
一
八
、一
二
五
条
、
沈
僴
録
（
Ⅱ

423

）「
便
做
九
分
九
釐
九
毫
要
爲
善
、
只
那
一
毫
不
要
爲
底
、
便
是
自
欺
、
便

是
意
不
實
矣
。」

（
７
）「
要
…
方
…
」　
「
…
し
て
こ
そ
、
…
で
あ
る
」。「
要
…
始
…
」
に
同
じ
。

61
条

　

若
不
格
物
致
知
、
那
箇
誠
意
正
心
、
方
是
捺
在
這
裏
、
不
是
自
然
。
若
是
格
物

致
知
、
便
自
然
、
不
用
強
捺
。

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
無
此
条
。



八
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

〔
訳
〕

　

元
昭
（
徐
琳
）
が
問
う
。「
致
知
格
物
と
は
、
つ
ま
り
、
理
を
窮
め
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。」
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
。「
た
だ
理
を
窮
め
る
と
い
う
意
味
で
は
な

い
。（
致
知
と
格
物
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、）
格
物
の
方
が
、
理
を

窮
め
る
方
法
で
あ
る
。」
ま
た
問
う
。「
格
物
と
は
、
物
と
人
と
を
格
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
物
と
人
と
の
違
い
を
知
っ
て
か
ら
、
そ
こ
で
修
養
を
す
る
こ
と
が

出
来
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。」
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
。「
も
し
「
致
知
は
格
物
に

在
り
」
と
『
大
学
』
に
い
う
こ
と
か
ら
論
ず
れ
ば
、（
致
知
と
格
物
は
と
も
に
窮

理
で
あ
る
と
す
る
）お
前
の
説
は
だ
め
だ
。
人
と
物
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
か
ら
（
修
養
を
行
う
）
と
い
う
こ
と
で
は
、
ど
の
よ
う
に
始
末
を
つ
け
よ
う
と

い
う
の
か
。
格
物
と
は
、
対
象
を
徹
底
的
に
窮
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
一
つ
の
物
が
あ
り
、
十
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
既
に
五
つ

の
部
分
が
分
か
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
ま
だ
五
つ
の
分
か
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ

れ
ば
、
こ
れ
は
き
わ
め
尽
く
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
鏡
が
あ
っ
た
と
し
て
、
半
面

が
明
る
く
、
も
う
半
面
が
暗
け
れ
ば
、
こ
れ
で
は
一
方
は
き
わ
め
尽
く
し
て
い
な

い
。物
の
理
に
格
り
尽
く
せ
ば
、知
も
尽
く
さ
れ
る
。も
し
元き

昭み

の
い
う
よ
う
に（
致

知
と
格
物
を
窮
理
の
意
味
で
一
体
と
し
て
と
ら
え
た
な
ら
ば
、）「
物
格
り
て
（
し

か
る
後
に
）
知
至
る
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
解
釈
出
来
よ
う
か
。」

子
上
（
鄭
可
学
）
が
問
う
。「
以
前
、
先
生
が
江
徳
功
に
答
え
た
書
で
、
こ
の
よ

う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
を
見
ま
し
た
。」
先
生
「
江
徳
功
が
ど
の
よ
う
に
言
っ

て
い
た
の
か
は
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。」
可
学
が
い
う
。「
彼
は
、（
格
物
を
）「
物

に
接
す
る
」
と
解
釈
し
ま
し
た
。」
先
生
「
そ
れ
は
、
も
っ
と
間
違
っ
て
い
る
。」

克
己
是
拔
去
病
根
、
不
行
是
捺
在
這
裏
、
且
教
莫
出
、
然
這
病
根
在
這
裏
。
譬

如
捉
賊
、
克
己
便
是
開
門
趕
出
去
、
索
性
與
他
打
殺
了
、
便
是
一
頭
事
了
。
不

行
是
閉
了
門
、
藏
在
裏
面
、
教
它
且
不
得
出
來
作
過
。」

（
２
）「
在
這
裏
」　
「〝
こ
こ
に
あ
る
〞
で
は
な
く
、『
語
類
』
に
特
徴
的
な
表
現
で
、

上
に
の
べ
る
動
作
・
状
態
の
確
実
さ
を
強
調
す
る
」（
三
浦
『
朱
子
語
類
抄
』

五
〇
頁
）。

62
条

　

元
昭
問
。
致
知
格
物
、
只
作
窮
理
説
。
曰
。
不
是
只
作
窮
理
説
。
格
物
、
所
以

窮
理
。
又
問
。
格
物
是
格
物
與
人
。
知
物
與
人
之
異
、
然
後
可
作
工
夫
。
曰
。
若

作
致
知
在
格
物
論
、
只
是
胡
説
。
既
知
人
與
物
異
後
、
待
作
甚
合
殺
。
格
物
、
是

格
盡
此
物
。
如
有
一
物
、
凡
十
瓣
、
已
知
五
瓣
、
尚
有
五
瓣
未
知
、
是
爲
不
盡
。

如
一
鏡
焉
、
一
半
明
、
一
半
暗
、
是
一
半
不
盡
。
格
盡
物
理
、
則
知
盡
。
如
元
昭

所
云
、
物
格
知
至
、
當
如
何
説
。
子
上
問
。
向
見
先
生
答
江
德
功
書
如
此
説
。
曰
。

渠
如
何
説
、
已
忘
却
。
子
上
云
。
渠
作
接
物
。
曰
。
又
更
錯
。

〔
校
勘
〕

○
「
然
後
可
作
工
夫
」　

朝
鮮
古
写
本
、
下
有
「
此
意
頗
切
當
」
五
字
。

○
「
渠
作
接
物
」　

朝
鮮
古
写
本
「
接
」
誤
作
「
按
」。

○
朝
鮮
古
写
本
、
記
録
者
作
「
可
學
」。



八
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

（
６
）「
格
物
、
是
格
盡
此
物
」　

本
巻
七
条
に
も
「
格
物
者
、
格
、
盡
也
、
須
是

窮
盡
事
物
之
理
」
と
あ
る
。

（
７
）「
如
有
一
物
、凡
十
瓣
」　
「
瓣
」
は
「
花
瓣
」「
綾
瓣
」
な
ど
。『
語
類
』
巻
二
、

沈
僩
録
（
Ⅰ23

）「
雪
花
所
以
必
六
出
者
、
蓋
只
是
霰
下
、
被
猛
風
拍
開
、
故

成
六
出
。
如
人
擲
一
團
爛
泥
於
地
、泥
必

開
成
稜
瓣
也
。」こ
こ
で
は
仮
に「
部

分
」
と
訳
し
た
。

（
８
）「
子
上
」　

鄭
可
學
の
字
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。

（
９
）「
向
見
先
生
答
江
德
功
書
如
此
説
」　
「
江
德
功
」
は
、
江
黙
。『
朱
子
門
人
』

八
一
〜
八
二
頁
。
こ
の
手
紙
は
、
次
の
も
の
で
あ
る
。『
朱
文
公
文
集
』
巻

四
四
「
答
江
德
功
」
其
二
「
物
理
皆
盡
、
則
吾
之
知
識
廓
然
貫
通
、
無
有
蔽
礙
、

而
意
無
不
誠
、
心
無
不
正
矣
。
此
大
學
本
經
之
意
、
而
程
子
之
説
然
也
。
其
宏

綱
實
用
、
固
已
洞
然
無
可
疑
者
、
而
微
細
之
間
、
主
賓
次
第
、
文
義
訓
詁
、
詳

密
精
當
、
亦
無
一
毫
之
不
合
。
今
不
深
考
、
而
必
欲
訓
致
知
以
窮
理
、
則
於
主

賓
之
分
、
有
所
未
安
。（
原
注
‥
知
者
、
吾
心
之
知
。
理
者
、
事
物
之
理
。
以

此
知
彼
、
自
有
主
賓
之
辨
、
不
當
以
此
字
訓
彼
字
也
。）
訓
格
物
以
接
物
、
則

於
究
極
之
功
、
有
所
未
明
。（
人
莫
不
與
物
接
、
但
或
徒
接
而
不
求
其
理
、
或

粗
求
而
不
究
其
極
。
是
以
雖
與
物
接
而
不
能
知
其
理
之
所
以
然
與
其
所
當
然
也
。

今
曰
一
與
物
接
、
而
理
無
不
窮
、
則
亦
太
輕
易
矣
。
蓋
特
出
於
聞
聲
悟
道
、
見

色
明
心
之
餘
論
、
而
非
吾
之
所
謂
窮
理
者
、
固
未
可
同
年
而
語
也
。
且
考
之
他

書
格
字
、
亦
無
訓
接
者
。）
以
義
理
言
之
、
則
不
通
、
以
訓
詁
考
之
、
則
不
合
、

以
功
用
求
之
、
則
又
無
可
下
手
之
實
地
。
竊
意
聖
人
之
言
、
必
不
如
是
之
差
殊

踈
略
、
以
病
後
世
之
學
者
也
。」
こ
こ
か
ら
、
江
黙
が
、
格
物
を
「
接
物
」
と
、

致
知
を
「
窮
理
」
と
解
釈
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
朱
子
が
批
判
し
て
い
る

〔
注
〕

（
１
）「
元
昭
」　

徐
琳
の
字
。『
朱
子
門
人
』
一
八
〇
〜
一
八
一
頁
。

（
２
）「
格
物
、
所
以
窮
理
」　
『
大
学
章
句
』
伝
五
章
に
「
所
謂
致
知
在
格
物
者
、

言
欲
致
吾
之
知
、
在
即
物
而
窮
其
理
也
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
窮
理
は
専

ら
格
物
と
結
び
つ
け
て
説
か
れ
る
。
質
問
者
が
格
物
と
致
知
の
両
方
を
一
括
し

て
窮
理
と
同
一
視
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
朱
熹
は
そ
の
見
解
を
否
定
し
た
の
で

あ
る
。

（
３
）「
待
」　
「
…
し
よ
う
と
す
る
」（
欲
、
将
要
）。『
歐
陽
文
忠
公
集
』
巻

一
三
二
「
玉
樓
春
」
其
六
「
殘
春
一
夜
狂
風
雨
、
斷
送
紅
飛
花
落
樹
、
人
心
花

意
待
留
春
、
春
色
無
情
容
易
去
。」

（
４
）「
作
甚
」　
「
如
何
」
に
同
じ
。

（
５
）「
合
殺
」　

唐
代
で
は
、「
楽
曲
の
終
わ
り
」の
意
で
用
い
ら
れ
る
。
崔
令
欽『
教

坊
記
』「
宜
春
院
、
亦
有
工
拙
、
必
擇
尤
者
爲
首
尾
。
首
既
引
隊
、
衆
所
屬
目
、

故
須
能
者
。
樂
將

、
稍
稍
失
隊
、
餘
二
十
許
人
、
舞
曲
終
謂
之
合
殺
、
尤
要

快
健
、
所
以
更
須
能
者
也
。」『
語
類
』
で
は
、「
楽
曲
を
締
め
く
く
る
」
と
い

う
原
義
で
の
用
例
が
あ
る
ほ
か
、
そ
こ
か
ら
転
じ
て
「
決
着
さ
せ
る
」「
し
ま

つ
す
る
」
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
巻
九
二
、四
一
条
、
陳
淳
録
（
Ⅵ

2345

）「
問
。
溫
公
論
本
朝
樂
無
徴
音
、
如
何
。
曰
。
其
中
不
能
無
徴
音
、
只

是
無
徴
調
。
如
首
以
徴
音
起
、
而
末
復
以
徴
音
合
殺
者
、
是
徴
調
也
。」
巻

三
九
、二
条
、
潘
時
擧
録
（
Ⅲ1009

）「
問
。
先
進
於
禮
樂
、
此
禮
樂
還
説
宗
廟
・

朝
廷
、
以
至
州
・
閭
・
郷
・
黨
之
禮
樂
。
曰
。
也
不
止
是
這
般
禮
樂
。
凡
日
用

之
間
、一
禮
一
樂
、皆
是
禮
樂
。
只
管
文
勝
去
、如
何
合
殺
。
須
有
箇
變
轉
道
理
。」

本
条
で
は
、
後
者
の
意
。



八
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

朝
鮮
古
写
本
作
「
淳
」。

〔
訳
〕

　

陳
が
質
問
す
る
。「『
大
學
』
の
（
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
・
斉
家
・

治
国
・
平
天
下
の
）
順
序
立
て
で
す
が
、
聖
人
に
つ
い
て
い
え
ば
、
即
座
に
そ
の

よ
う
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
（
聖
人
と
い
え
ど
も
）

や
は
り
「
致
知
格
物
」
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
聖
人
は

義
理
に
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
は
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　
（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
。「
や
は
り
こ
の
よ
う
に
学
ぶ
の
で
あ
る
。
た
だ
聖
人

だ
け
が
、
最
初
か
ら
聖
人
の
風
格
が
具
わ
っ
て
お
り
、
義
理
も
全
て
は
っ
き
り
と

理
解
し
て
お
り
、
あ
ら
ま
し
こ
の
よ
う
に
ひ
と
と
お
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
の
で

あ
る
。
そ
の
実
、
根
本
の
重
要
な
と
こ
ろ
は
す
べ
て
尽
く
し
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、

学
ぶ
必
要
は
な
く
、
あ
と
は
、
た
だ
あ
ま
り
重
要
で
な
い
も
の
を
学
ぶ
だ
け
で
あ

る
。
例
え
ば
、『
中
庸
』
に
は
、「
其
の
至
に
及
ぶ
や
、
聖
人
と
雖
も
知
ら
ず
能
わ

ざ
る
所
あ
り
」
と
い
う
。
人
は
し
ば
し
ば
、「
至
」
の
こ
と
を
「
道
の
精
妙
な
と

こ
ろ
」
と
解
釈
し
て
い
る
。（
し
か
し
）
も
し
（
聖
人
が
）
道
の
精
妙
な
と
こ
ろ

に
つ
い
て
、
知
ら
ず
行
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
つ
ま
り
凡
人
と
変
わ
ら
ず
、

ど
う
し
て
聖
人
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ
の
「
至
」
と
は
、「
道
の
根
本

を
尽
く
し
た
あ
と
の
と
こ
ろ
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
所
不
知
不
能
」
と
は
、
重
要

で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
。
聖
人
は
、
お
お
も
と
、
根
本
の
と
こ

ろ
が
、
本
来
ま
っ
た
く
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
た
だ
古
今
の
歴
史
の
事
変

や
、
礼
楽
制
度
な
ど
だ
け
は
、
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。」　

徐

録

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

63
条

　

陳
問
。
大
學
次
序
、
在
聖
人
言
之
、
合
下
便
都
能
如
此
、
還
亦
須
從
致
知
格
物

做
起
。
但
他
義
理
昭
明
、
做
得
來
恐
易
。
曰
。
也
如
此
學
。
只
是
聖
人
合
下
體
段

已
具
、
義
理
都
曉
得
、
略
略
恁
地
勘
驗
一
過
。
其
實
大
本
處
都
盡
了
、
不
用
學
、

只
是
學
那
沒
緊
要
底
。
如
中
庸
言
、
及
其
至
也
、
雖
聖
人
有
所
不
知
不
能
焉
。
人

多
以
至
爲
道
之
精
妙
處
。
若
是
道
之
精
妙
處
有
所
不
知
不
能
、
便
與
庸
人
無
異
、

何
足
以
爲
聖
人
。
這
至
只
是
道
之
盡
處
、
所
不
知
不
能
是
沒
緊
要
底
事
。
他
大
本

大
根
元
無
欠
闕
、
只
是
古
今
事
變
、
禮
樂
制
度
、
便
也
須
學
。　

寅

〔
校
勘
〕

○
「
陳
問
」　

朝
鮮
古
写
本
無
「
陳
」
字
。

○
「
做
得
來
恐
易
」　

朝
鮮
古
写
本
作
「
易
耶
」。

○
「
只
是
聖
人
合
下
體
段
已
具
、
義
理
都
曉
得
」　

朝
鮮
古
写
本
作
「
只
是
易
聖

人
合
下
體
段
已
其
義
理
都
曉
得
」。

○
「
略
略
恁
地
」　

朝
鮮
古
写
本
作
「
但
」。「
略
略
」、
成
化
本
、
万
暦
本
、
和
刻

本
作
「
畧
畧
」。

○
「
不
用
學
」　

朝
鮮
古
写
本
「
用
」
作
「
要
」。

○
「
那
沒
緊
要
底
」　

朝
鮮
古
写
本
「
沒
」
作
「
不
」。

○
「
欠
闕
」　

朝
鮮
古
写
本
「
闕
」
作
「

」。

○
「
寅
」　

底
本
、
万
暦
本
、
和
刻
本
作
「
寅
」。
成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
作
「

」。



八
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

稱
天
圓
地
方
、
遂
謂
方
圓
即
天
地
可
乎
。
方
圓
既
不
可
謂
之
天
地
、
則
萬
物
決

非
方
圓
之
所
出
。
如
中
既
不
可
謂
之
性
、
則
道
何
從
稱
出
於
中
。
蓋
中
之
爲
義
、

無
過
不
及
而
立
名
。」

（
４
）「
略
略
」　
「
い
さ
さ
か
」、「
少
し
ば
か
り
」。
巻
一
四
、一
〇
六
条
、
一
一
三

条
に
既
出
。

（
５
）「
勘
驗
」　

調
べ
る
、
つ
き
あ
わ
せ
て
比
べ
調
べ
る
、
点
検
す
る
。『
語
類
』

巻
一
三
、
黄
義
剛
録
（
Ⅰ227

）「
看
道
理
、
須
要
就
那
箇
大
處
看
。
須
要
前
面

開
闊
、不
要
就
那
壁
角
裏
去
。
而
今
須
要
天
理
人
欲
、義
利
公
私
、分
別
得
明
白
。

將
自
家
日
用
底
與
他
勘
驗
、
須
漸
漸
有
見
處
。」 

（
６
）「
一
過
」　

ひ
と
と
お
り
、
一
遍
。『
語
類
』
巻
三
八
、四
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅲ

997

）「
問
。
看
論
語
、
及
郷
黨
之
半
。
曰
。
覺
公
看
得
淺
、
未
甚
切
己
。
終
了

郷
黨
篇
、
更
須
從
頭
溫
一
過
。
許
多
説
話
、
盡
在
集
注
中
。」

（
７
）「
大
本
處
」　
「
大
本
」
は
、『
語
類
』
に
頻
出
し
、
本
巻
、
四
一
条
に
既
出
。

（
８
）「
如
中
庸
言
、
及
其
至
也
、
雖
聖
人
有
所
不
知
不
能
焉
」　
『
中
庸
章
句
』
第

一
二
章
「
君
子
之
道
費
而
隱
。
夫
婦
之
愚
、
可
以
與
知
焉
、
及
其
至
也
、
雖
聖

人
亦
有
所
不
知
焉
。
夫
婦
之
不
肖
、
可
以
能
行
焉
、
及
其
至
也
、
雖
聖
人
亦
有

所
不
能
焉
。」
朱
注
「
君
子
之
道
、
近
自
夫
婦
居
室
之
間
、
遠
而
至
於
聖
人
天

地
之
所
不
能
盡
、
其
大
無
外
、
其
小
無
内
、
可
謂
費
矣
。
然
其
理
之
所
以
然
、

則
隱
而
莫
之
見
也
。
蓋
可
知
可
能
者
、道
中
之
一
事
、及
其
至
而
聖
人
不
知
不
能
、

則
舉
全
體
而
言
、
聖
人
固
有
所
不
能
盡
也
。
侯
氏
曰
、
聖
人
所
不
知
、
如
孔
子

問
禮
問
官
之
類
、
所
不
能
、
如
孔
子
不
得
位
、
堯
舜
病
博
施
之
類
。」

（
９
）「
人
多
以
至
爲
道
之
精
妙
處
」　

こ
の
よ
う
な
解
釈
を
代
表
す
る
も
の
と
し

て
は
、例
え
ば
、『
禮
記
』「
中
庸
」
孔
疏
「
及
其
至
也
雖
聖
人
亦
有
所
不
知
焉
者
、

〔
注
〕

（
１
）「
陳
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
記
録
者
名
を
「
淳
」
と
作
っ
て
お
り
、
陳
淳
の

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。「
陣
問
」
は
、
巻
一
八
、
巻
八
七
、
巻
一
三
三
に
も
見

え
る
。

（
２
）「
合
下
」　

入
矢
・
古
賀
『
禅
語
辞
典
』（
一
四
〇
頁
）「
す
ぐ
に
、
さ
っ
そ
く
、

即
座
に
。
俗
語
の
副
詞
。
道
忠
和
尚
は
「
直
下
」
の
義
な
り
と
い
う
。「
当
下
」

よ
り
も
語
気
は
急
。」
巻
一
四
、三
八
条
に
既
出
。

（
３
）「
體
段
已
具
」　
「
體
段
」
の
語
は
『
語
類
』
に
お
い
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ

る
が
、『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
、
一
、
物
事
の
す
が
た
、
二
、
物
事
の
本
質
、

の
二
つ
に
分
け
る
。
こ
こ
で
は
前
者
の
意
に
理
解
す
る
。
こ
の
語
は
、『
論
語

集
注
』
に
見
え
る
。『
論
語
』「
爲
政
」
第
二
「
子
曰
、
吾
與
回
言
終
日
、
不
違

如
愚
。
退
而
省
其
私
、
亦
足
以
發
。
回
也
不
愚
。」
集
注
「
愚
聞
之
師
曰
、
顔

子
深
潛
純
粹
、其
於
聖
人
體
段
已
具
。
其
聞
夫
子
之
言
、黙
識
心
融
、觸
處
洞
然
、

自
有
條
理
。」
こ
れ
に
関
す
る
『
語
類
』
に
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
巻

二
四
、一
七
条
、
輔
廣
録
「
問
。
李
先
生
謂
顔
子
聖
人
體
段
已
具
。
體
段
二
字
、

莫
只
是
言
箇
模
樣
否
。
曰
。
然
。
又
問
。
惟
其
具
聖
人
模
樣
了
、
故
能
聞
聖
人

之
言
、
黙
識
心
融
否
。
曰
。
顔
子
去
聖
人
不
爭
多
、
止
隔
一
膜
、
所
謂
於
吾
言

無
所
不
説
。
其
所
以
不
及
聖
人
者
、
只
是
須
待
聖
人
之
言
觸
其
機
、
乃
能
通
曉

爾
。」
こ
の
記
録
が
正
し
け
れ
ば
、『
集
注
』
の
「
師
」
と
は
、
李
延
平
で
あ
る
。

ま
た
、「
體
段
」
の
語
は
、『
河
南
程
氏
文
集
』
に
既
に
見
え
る
。
巻
九
「
與
呂

大
臨
論
中
書
」「
大
臨
云
。
既
云
率
性
之
謂
道
、
則
循
性
而
行
、
莫
非
道
。
此

非
性
中
別
有
道
也
、
中
即
性
也
。
…
先
生
曰
。
中
即
性
也
、
此
語
極
未
安
。
中

也
者
、
所
以
状
性
之
體
段
。（
若
謂
性
有
體
段
亦
不
可
、
姑
假
此
以
明
彼
。）
如



八
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
一
四
三
、一
七
〇
頁
。

64
条

　

子
善
問
物
格
。
曰
。
物
格
、
是
要
得
外
面
無
不
盡
、
裏
面
亦
清
徹
無
不
盡
、
方

是
不
走
作
。　

恪　

以
下
物
格

〔
校
勘
〕

○
「
以
下
物
格
」　

朝
鮮
古
写
本
無
此
四
字
。
朝
鮮
整
版
本
「
物
格
」
作
「
格
物
」。

〔
訳
〕

　

子
善
（
潘
時
挙
）
が
、「
物
格
る
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
曰
く
、「「
物

格
る
」
と
は
、
外
面
が
尽
く
さ
な
い
と
こ
ろ
が
な
く
、
修
養
者
の
内
面
も
清
ら
か

で
透
徹
し
な
い
と
こ
ろ
が
な
く
な
れ
ば
、
そ
う
し
て
は
じ
め
て
横
道
に
逸
れ
な
い

よ
う
に
な
る
。」　

林
恪
録　

以
下
、「
物
格
る
」
に
つ
い
て
。

〔
注
〕

（
１
）「
子
善
」　

子
善
は
、
潘
時
挙
の
字
。
潘
時
挙
と
林
恪
の
同
席
例
は
既
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
田
中
謙
二
『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
二
二
一
頁
。

（
２
）「
物
格
」　
『
大
學
章
句
』
経
「
物
格
而
后
知
至
」
朱
注
「
物
格
者
、
物
理
之

極
處
、
無
不
到
也
。
知
至
者
、
吾
心
之
所
知
、
無
不
盡
也
。」

（
３
）「
外
面
無
不
盡
、
裏
面
亦
清
徹
無
不
盡
」　

訳
で
は
「
裏
面
」
を
修
養
者
の

内
面
の
意
に
解
釈
し
た
が
、
こ
こ
で
の
「
外
面
」「
裏
面
」
は
以
下
の
「
表
裏
」

言
道
之
至
極
、
如
造
化
之
理
、
雖
聖
人
不
知
其
所
由
。
故
云
及
其
至
也
雖
聖
人

亦
有
所
不
知
焉
。」

（
10
）「
至
只
是
道
之
盡
處
」　
『
語
類
』
巻
六
三
、六
〇
条
（
Ⅳ1533

）「
或
問
。
聖

人
不
知
不
能
。
曰
。
至
者
非
極
至
之
至
。
蓋
道
無
不
包
、
若
盡
論
之
、
聖
人
豈

能
纎
悉
盡
知
。
伊
川
之
説
是
。」

（
11
）「
大
本
大
根
」　
『
語
類
』
巻
一
二
一
、沈
僩
録
（
Ⅷ2938

）「
只
看
聖
人
所
説
、

無
不
是
這
箇
大
本
。
如
云
、天
高
地
下
、萬
物
散
殊
、而
禮
制
行
矣
。
流
而
不
息
、

合
同
而
化
、
而
樂
興
焉
。
不
然
、
子
思
何
故
説
箇
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、

修
道
之
謂
教
。
此
三
句
是
怎
如
此
説
。
是
乃
天
地
萬
物
之
大
本
大
根
、
萬
化
皆

從
此
出
。」

（
12
）「
古
今
事
變
、
禮
樂
制
度
」　
『
論
語
』「
述
而
」
第
七
「
子
曰
、
我
非
生
而

知
之
者
、
好
古
、
敏
以
求
之
者
也
。」
集
注
「
生
而
知
之
者
、
氣
質
清
明
、
義

理
昭
著
、
不
待
學
而
知
也
。
敏
、
速
也
、
謂
汲
汲
也
。
尹
氏
曰
、
孔
子
以
生
知

之
聖
、毎
云
好
學
者
、非
惟
勉
人
也
、蓋
生
而
可
知
者
義
理
爾
、若
夫
禮
樂
名
物
、

古
今
事
變
、
亦
必
待
學
而
後
有
以
驗
其
實
也
。」

（
13
）「
寅
」　

底
本
、万
暦
本
、和
刻
本
は
、記
録
者
を
「
寅
」
と
し
て
い
る
が
、『
語

録
姓
氏
』
に
は
、「
寅
」
の
名
を
持
つ
も
の
は
い
な
い
の
で
、
成
化
本
、
朝
鮮

整
版
本
が「

」と
作
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
記
録
者
は
徐

で
あ
る
。

ま
た
、
朝
鮮
古
写
本
が
「
淳
」
と
作
る
の
に
従
え
ば
、
記
録
者
は
陳
淳
で
あ
り
、

こ
の
条
は
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
記
録
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
、

陳
淳
の
第
一
次
師
事
期
（
紹
熙
元
年
一
一
九
〇
、十
一
月
十
八
日
〜
翌
二
年
五

月
二
日
）
と
徐

の
第
一
次
師
事
期
（
紹
熙
元
年
五
月
〜
翌
二
年
二
月
十
八
日
）

は
重
な
っ
て
お
り
、
両
者
同
席
の
事
例
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
田
中
謙
二



八
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
一
つ
の
物
を
格
さ
な
け
れ
ば
、
一
つ
の
物
の
道
理
を
欠
く

こ
と
に
な
る
。
一
つ
一
つ
そ
れ
ら
に
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
無
極
太
極
」　

朱
子
は
、『
語
類
』
の
中
で
、周
敦
頤
『
太
極
圖
説
』
の
「
無

極
而
太
極
」
を
説
明
し
て
、次
の
よ
う
に
説
く
。
巻
九
四
、七
条
、程
端
蒙
録
（
Ⅵ

2365

）「
無
極
而
太
極
、蓋
恐
人
將
太
極
做
一
箇
有
形
象
底
物
看
、故
又
説
無
極
、

言
只
是
此
理
也
。」
同
、
八
条
、
沈
僴
録
（
Ⅵ2365

）「
無
極
而
太
極
、
只
是
説

無
形
而
有
理
。
所
謂
太
極
者
、只
二
氣
五
行
之
理
、非
別
有
物
爲
太
極
也
。
又
云
。

以
理
言
之
、
則
不
可
謂
之
有
、
以
物
言
之
、
則
不
可
謂
之
無
。」
同
、
一
六
条
、

周
謨
録
（
Ⅵ2367

）「
無
極
而
太
極
、
不
是
太
極
之
外
、
別
有
無
極
、
無
中
自

有
此
理
。又
不
可
將
無
極
便
做
太
極
。無
極
而
太
極
、此
而
字
輕
。無
次
序
故
也
。」

三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』（
三
〇
四
頁
〜
三
〇
六
頁
）、
湯
浅
幸
孫
『
近
思
録

　

上
』（
六
頁
〜
一
四
頁
）
を
参
照
。

（
２
）「
一
草
一
木
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
、四
八
条
「
然
一
草
一
木
皆
有
理
。

須
察
觀
物
理
、
以
察
己
。
既
能
燭
理
、
則
無
往
而
不
識
。」

（
３
）「
須
著
」　
「
必
須
」
に
同
じ
。「
〜
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。「「
着
」
は
こ

の
場
合
、軽
い
助
字
で
は
な
く〝
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
〞の
意
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

（
三
浦
前
掲
書
、
一
五
五
頁
）。
巻
一
四
、三
二
条
、
六
九
条
、
一
〇
八
条
、
本

巻
一
条
等
に
既
出
。

（
４
）「
逐
一
件
」　
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
」。「
逐
件
」
が
、
巻
一
四
に
既
出
。
巻

一
四
、五
四
条
、
葉
賀
孫
録
「
説
大
學
・
啓
蒙
畢
、
因
言
、
某
一
生
只
看
得
這

と
対
応
す
る
可
能
性
も
あ
る
。『
大
学
章
句
』
伝
五
章
「
是
以
大
學
始
教
、
必

使
學
者
即
凡
天
下
之
物
、
莫
不
因
其
已
知
之
理
而
益
窮
之
、
以
求
至
乎
其
極
。

至
於
用
力
之
久
、
而
一
旦
豁
然
貫
通
焉
、
則
衆
物
之
表
裏
精
粗
、
無
不
到
、
而

吾
心
之
全
體
大
用
、
無
不
明
矣
。
此
謂
物
格
、
此
謂
知
之
至
也
。」
そ
の
場
合

に
は
、「
外
面
＝
表
＝
粗
」「
裏
面
＝
裏
＝
精
」
と
い
う
関
係
に
な
る
。

（
４
）「
走
作
」　

横
道
に
逸
れ
る
こ
と
。
巻
一
四
、一
四
三
条
、
一
五
七
条
、

一
五
九
条
に
既
出
。（「
定
、
對
動
而
言
。
初
知
所
止
是
動
底
方
定
方
不
走
作
如

水
之
初
定
」
な
ど
）。
一
四
三
条
注
（
２
）
を
参
照
。

65
条

　

上
而
無
極
太
極
、下
而
至
於
一
草
一
木
・
一
昆
蟲
之
微
、亦
各
有
理
。
一
書
不
讀
、

則
闕
了
一
書
道
理
、
一
事
不
窮
、
則
闕
了
一
事
道
理
、
一
物
不
格
、
則
闕
了
一
物

道
理
。
須
著
逐
一
件
與
他
理
會
過
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
闕
了
」　

朝
鮮
古
写
本
「
闕
」
作
「

」。
下
同
。

○
「
須
著
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
「
著
」
作
「
着
」。

〔
訳
〕

　

上
は
無
極
・
太
極
か
ら
、
下
は
草
木
や
昆
虫
な
ど
の
微
小
な
も
の
に
い
た
る
ま

で
、
全
て
に
理
が
あ
る
。
一
つ
の
書
物
を
読
ま
な
け
れ
ば
、
一
つ
の
書
物
の
中
の

道
理
を
欠
く
こ
と
に
な
る
し
、
一
つ
の
事
を
窮
め
な
け
れ
ば
、
一
つ
の
事
の
道
理
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○
「

録
別
出
」　

朝
鮮
古
写
本
無
此
四
字
。

〔
訳
〕

　

叔
文
が
質
問
す
る
。「
格
物
（
の
実
践
に
お
い
て
）
は
、
内
外
を
合
一
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。」（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
。「
こ
の
よ
う
に
い
う
必
要
は

な
い
。
物
が
格
れ
ば
、
そ
の
内
と
外
は
自
然
と
合
一
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
思
う
に
、

天
下
の
あ
ら
ゆ
る
事
を
す
べ
て
物
と
い
う
が
、
物
の
在
る
と
こ
ろ
な
ら
ど
こ
で
も
、

理
が
な
い
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
草
木
や
禽
獣
は
、
と
て
も
微
小
で
卑
賎
な

存
在
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
も
す
べ
て
理
が
あ
り
、（『
周
禮
』
に
）「
五
月
に

は
山
の
南
側
の
木
を
斬
り
、
十
一
月
に
は
山
の
北
側
の
木
を
切
る
」
と
い
う
が
、

自
ら
こ
の
よ
う
な
道
理
を
理
解
し
、
さ
ら
に
実
際
の
対
処
に
お
い
て
も
そ
の
一
つ

一
つ
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
。
た
と
え
ば
、
鳥
や
獣
の
情
と
し
て
、

生
き
る
こ
と
を
喜
び
、
殺
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
わ
な
い
も
の
は
い
な
い
が
、
そ
う
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
た
上
で
、
さ
ら
に
実
際
に
「
生
き
て
い
る
の
を
見
た

か
ら
に
は
、
そ
れ
が
死
ぬ
の
を
見
る
に
忍
び
ず
、
声
を
聞
い
た
か
ら
に
は
、
そ
の

肉
を
食
う
に
忍
び
な
い
」
と
い
う
よ
う
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
。
つ
ま
る

と
こ
ろ
、
近
く
か
ら
遠
く
に
、
粗
い
も
の
か
ら
始
め
て
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
、
格

物
し
て
行
き
な
さ
い
。」　

楊
道
夫
録　

徐

録
は
別
に
挙
げ
る
。

〔
注
〕

（
１
）「
叔
文
」　
「
叔
文
」
は
、
李
叔
文
か
。『
朱
子
門
人
』
は
、「
李
叔
文
、
名
里

未
考
。
諸
書
不
載
」と
し
た
上
で
、朱
子
晩
年
の
弟
子
と
推
測
す
る（
一
一
七
頁
）。

『
語
類
』
に
お
い
て
、
他
に
、
巻
一
八
、九
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅱ392

）「
叔
文
問
。

兩
件
文
字
透
、
見
得
前
賢
所
未
到
處
。
若
使
天
假
之
年
、
庶
幾
將
許
多
書
逐
件

看
得
恁
地
、

有
工
夫
。」
同
、
八
四
条
、
沈
僴
録
「
問
。
所
謂
明
德
、
工
夫

也
只
在
讀
書
上
。
曰
。
固
是
在
讀
書
上
。
然
亦
不
專
是
讀
書
、
事
上
也
要
理
會
。

書
之
所
載
者
、
固
要
逐
件
理
會
。
也
有
書
所
不
載
、
而
事
上
合
當
理
會
者
、
也

有
古
所
未
有
底
事
、
而
今
之
所
有
當
理
會
者
、
極
多
端
。」

（
５
）「
與
他
理
會
」　
「
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
。」『
語
類
』
巻
一
一
七
、二
一
条
、

黄

録
（
Ⅶ2812

）「
問
。
嘗
讀
何
書
。
曰
。
讀
語
孟
。
曰
。
如
今
看
一
件
書
、

須
是
著
力
至
誠
去
看
一
番
、
將
聖
賢
説
底
一
句
一
字
都
理
會
過
。
直
要
見
聖
賢

語
脈
所
在
、
這
一
句
一
字
是
如
何
道
理
、
及
看
聖
賢
因
何
如
此
説
。
直
是
用
力

與
他
理
會
、
如
做
寃
讎
相
似
、
理
會
教
分
曉
、
然
後
將
來
玩
味
、
方
盡
見
得
意

思
出
来
。」

66
条

　

叔
文
問
。
格
物
莫
須
用
合
内
外
否
。
曰
。
不
須
恁
地
説
。
物
格
後
、
他
内
外
自

然
合
。
蓋
天
下
之
事
、
皆
謂
之
物
、
而
物
之
所
在
、
莫
不
有
理
。
且
如
草
木
禽
獸
、

雖
是
至
微
至
賤
、
亦
皆
有
理
、
如
所
謂
仲
夏
斬
陽
木
、
仲
冬
斬
陰
木
、
自
家
知
得

這
箇
道
理
、
處
之
而
各
得
其
當
、
便
是
。
且
如
鳥
獸
之
情
、
莫
不
好
生
而
惡
殺
、

自
家
知
得
是
恁
地
、
便
須
見
其
生
不
忍
見
其
死
、
聞
其
聲
不
忍
食
其
肉
、
方
是
。

要
之
、
今
且
自
近
以
及
遠
、
由
粗
以
至
精
。　

道
夫　

録
別
出

〔
校
勘
〕

○
「
如
所
謂
」　

朝
鮮
古
写
本
無
「
所
」
字
。



八
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

次
の
も
の
が
あ
る
。『
語
類
』
巻
四
、二
四
条
、楊
道
夫
録
（
Ⅰ
60
）「
天
下
之
物
、

至
微
至
細
者
、
亦
皆
有
心
、
只
是
有
無
知
覺
處
爾
。
且
如
一
草
一
木
、
向
陽
處

便
生
、
向
陰
處
便
憔
悴
、
他
有
箇
好
惡
在
裏
。」

（
６
）「
自
家
」　

一
人
称
を
表
す
。
接
尾
辞
「
家
」
を
伴
っ
て
人
称
を
表
す
語
法
は
、

魏
晋
南
北
朝
期
か
ら
用
い
ら
れ
る
。

（
７
）「
仲
夏
斬
陽
木
、
仲
冬
斬
陰
木
」　
『
周
禮
』
地
官
「
山
虞
」「
山
虞
、
掌
山

林
之
政
令
、
物
爲
之
厲
而
爲
之
守
禁
。
仲
冬
斬
陽
木
、
仲
夏
斬
陰
木
。（
注
、

鄭
司
農
云
、
陽
木
、
春
夏
生
者
。
陰
木
、
秋
冬
生
者
、
若
松
栢
之
屬
。
玄
謂
、

陽
木
、
生
山
南
者
。
陰
木
、
生
山
北
者
。
冬
斬
陽
、
夏
斬
陰
。）」
既
に
本
巻

一
八
条
に
、同
じ
趣
旨
の
発
言
が
あ
る
。
甘
節
録
「
古
人
愛
物
、而
伐
木
亦
有
時
、

無
一
些
子
不
到
處
、
無
一
物
不
被
其
澤
。
蓋
縁
是
格
物
得
盡
、
所
以
如
此
。」

（
８
）「
處
之
而
各
得
其
當
」　
「
處
」
の
意
味
を
考
え
る
時
、『
中
庸
』
に
関
す
る
、

次
の
朱
子
の
解
釈
が
参
考
に
な
る
。『
中
庸
章
句
』
第
二
二
章
「
唯
天
下
至
誠
、

爲
能
盡
其
性
。
能
盡
其
性
、
則
能
盡
人
之
性
。
能
盡
人
之
性
、
則
能
盡
物
之
性
。

能
盡
物
之
性
、
則
可
以
贊
天
地
之
化
育
。
可
以
贊
天
地
之
化
育
、
則
可
以
與
天

地
參
矣
。」
朱
注
「
…
人
物
之
性
、亦
我
之
性
、但
以
所
賦
形
氣
不
同
而
有
異
耳
。

能
盡
之
者
、
謂
知
之
無
不
明
、
而
處
之
無
不
當
也
。」
こ
れ
に
関
し
て
、『
語
類
』

で
は
次
の
箇
所
が
参
考
に
な
る
。
巻
六
四
、五
〇
条
、林
枅
録
（
Ⅳ1569

）「
問
。

至
誠
盡
性
盡
人
盡
物
、
如
何
是
盡
。
曰
。
性
、
便
是
仁
義
禮
智
。
盡
云
者
、
無

所
往
而
不
盡
也
。
盡
於
此
不
盡
於
彼
、
非
盡
也
。
盡
於
外
不
盡
於
内
、
非
盡
也
。

盡
得
這
一
件
、
那
一
件
不
盡
、
不
謂
之
盡
。
盡
得
頭
、
不
盡
得
尾
、
不
謂
之
盡
。

如
性
中
之
仁
、
施
之
一
家
、
而
不
能
施
之
宗
族
。
施
之
宗
族
、
不
能
施
之
郷
黨
。

施
之
郷
黨
、
不
能
施
之
國
家
天
下
、
皆
是
不
盡
。
至
於
盡
禮
・
盡
義
・
盡
智
、

正
心
誠
意
、
莫
須
操
存
否
」
の
発
問
が
あ
る
。

（
２
）「
莫
須
…
否
」　
「
…
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
」。「
莫
…
否
」
は
、「
…
で

す
ね
」
と
、
同
意
を
求
め
る
表
現
で
、
巻
一
四
、八
五
条
に
既
出
、
注
（
９
）

参
照
。
八
五
条
、呂
燾
録
「
又
問
、明
之
之
功
、莫
須
讀
書
爲
要
否
。」
他
に
、「
莫

是
…
否
」
も
用
い
ら
れ
、
既
に
、
巻
一
四
、九
五
条
「
蜚
卿
問
。
新
民
、
莫
是

脩
道
之
謂
教
、
有
以
新
之
否
。」
な
ど
と
見
ら
れ
る
。

（
３
）「
合
内
外
」　
「
合
内
外
」
と
は
、
物
に
即
し
て
理
を
窮
め
（
＝
外
）、
そ
の

理
を
自
己
に
内
面
化
し
て
実
践
す
る
こ
と
（
＝
内
）
の
双
方
が
一
体
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
を
指
す
。
後
文
で
朱
熹
が
挙
げ
る
例
に
即
し
て
言
え
ば
、「
自
家
知

得
這
箇
道
理
」
が
外
、「
處
之
而
各
得
其
當
」
が
内
、ま
た
「
自
家
知
得
是
恁
地
」

が
外
、「
須
見
其
生
不
忍
見
其
死
、
聞
其
聲
不
忍
食
其
肉
」
が
内
と
な
る
。『
大

學
或
問
』「
或
問
。
觀
物
察
己
者
、豈
因
見
物
而
反
求
諸
己
乎
。
曰
。
不
必
然
也
。

物
我
一
理
、
纔
明
彼
即
曉
此
、
此
合
内
外
之
道
也
。」
ま
た
こ
れ
は
、『
河
南
程

氏
遺
書
』
巻
一
八
「
問
。
觀
物
察
己
、
還
因
見
物
、
反
求
諸
身
否
。
曰
。
不
必

如
此
説
。
物
我
一
理
、
纔
明
彼
即
曉
此
、
合
内
外
之
道
也
。
語
其
大
、
至
天
地

之
高
厚
、
語
其
小
、
至
一
物
之
所
以
然
、
學
者
皆
當
理
會
。」
に
よ
る
。
又
、『
大

學
或
問
』「
蓋
有
以
必
窮
萬
物
之
理
同
出
於
一
爲
格
物
、
知
萬
物
同
出
乎
一
理

爲
知
至
。
如
合
内
外
之
道
、
則
天
人
物
我
爲
一
、
通
晝
夜
之
道
、
則
死
生
幽
明

爲
一
、
達
哀
樂
好
惡
之
情
、
則
人
與
鳥
獸
魚
鼈
爲
一
、
求
屈
伸
消
長
之
變
、
則

天
地
山
川
草
木
爲
一
者
、
似
矣
。」
な
お
内
外
に
つ
い
て
は
後
出
の
六
九
条
も

参
照
。

（
４
）「
且
如
」　
「
た
と
え
ば
」。

（
５
）「
草
木
禽
獸
、
雖
是
至
微
至
賤
、
亦
皆
有
理
」　

類
似
す
る
表
現
と
し
て
、
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問
。
格
物
須
合
内
外
始
得
。
曰
。
他
内
外
未
嘗
不
合
。
自
家
知
得
物
之
理
如
此
、

則
因
其
理
之
自
然
而
應
之
、
便
見
合
内
外
之
理
。
目
前
事
事
物
物
、
皆
有
至
理
。

如
一
草
一
木
、一
禽
一
獸
、皆
有
理
。
草
木
春
生
秋
殺
、好
生
惡
死
、仲
夏
斬
陽
木
、

仲
冬
斬
陰
木
、
皆
是
順
陰
陽
道
理
。（
砥
録
作
皆
是
自
然
底
道
理
。）
自
家
知
得
萬

物
均
氣
同
體
、見
生
不
忍
見
死
、聞
聲
不
忍
食
肉
、非
其
時
不
伐
一
木
、不
殺
一
獸
、

不
殺
胎
、
不
殀
夭
、
不
覆
巣
。
此
便
是
合
内
外
之
理
。　

　

砥
録
略

〔
校
勘
〕

○
「
未
嘗
不
合
」　

万
暦
本
「
嘗
」
作
「
常
」。

○
「
砥
録
作
皆
是
自
然
底
道
理
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
「
自
然
」
誤
作
「
智
然
」。

朝
鮮
古
写
本
無
此
十
字
。

○
「
不
殀
夭
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
和
刻
本
「
殀
」
誤
作
「
妖
」。

○
「
砥
録
略
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
和
刻
本
「
略
」
作
「
畧
」。
朝
鮮
古
写
本
無

此
三
字
。
朝
鮮
整
版
本
作
「
略
録
砥
」。

〔
訳
〕

　

質
問
「
格
物
と
は
、
か
な
ら
ず
内
と
外
と
が
合
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
ね
。」
先
生
「（
そ
も
そ
も
）
内
と
外
と
は
、
合
一
し
な
い
こ
と
は
な
い
。
物
の

理
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
、
自
分
で
は
っ
き
り
分
か
っ
た
な
ら
、
理
の
お

の
ず
か
ら
そ
う
な
る
と
い
う
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
（
物
に
）
応
ず
る
こ
と
に
な
り
、

そ
こ
で
内
と
外
の
理
が
ぴ
た
り
と
合
致
す
る
の
が
わ
か
る
。
目
の
前
の
あ
ら
ゆ
る

亦
如
此
。
至
於
盡
人
、
則
凡
或
仁
或
鄙
、
或
夭
或
壽
、
皆
有
以
處
之
、
使
之
各

得
其
所
。
至
於
盡
物
、
則
鳥
獸
蟲
魚
、
草
木
動
植
、
皆
有
以
處
之
、
使
之
各
得

其
宜
。
盡
性
・
盡
人
・
盡
物
、
大
概
如
此
。」

（
９
）「
各
得
其
當
」　
「
適
切
な
状
態
を
保
つ
」。
こ
の
表
現
は
、
巻
一
四
に
既
出
。

一
五
四
条
、
潘
履
孫
録
「
知
止
至
能
得
。
蓋
才
知
所
止
、
則
志
有
定
向
。
才
定
、

則
自
能
靜
、
靜
則
自
能
安
、
安
則
自
能
慮
、
慮
則
自
能
得
。
要
緊
在
能
字
。
蓋

滔
滔
而
去
、
自
然
如
此
者
。
慮
、
謂
會
思
量
事
。
凡
思
天
下
之
事
、
莫
不
各
得

其
當
、
是
也
。」
類
似
の
表
現
と
し
て
、「
各
得
其
所
」（
巻
一
四
、三
九
条
、
葉

賀
孫
録
、
同
一
〇
五
条
、
黄
卓
録
な
ど
多
数
）、「
各
得
其
宜
」
が
あ
る
。

（
10
）「
好
生
惡
殺
」　
『
荀
子
』「
哀
公
」「
孔
子
對
曰
、
古
之
王
者
、
有
務
而
拘
領

者
矣
、
其
政
好
生
而
惡
殺
焉
。」

（
11
）「
見
其
生
不
忍
見
其
死
、聞
其
聲
不
忍
食
其
肉
」　
『
孟
子
』「
梁
惠
王
」
上
「
君

子
之
於
禽
獸
也
、
見
其
生
不
忍
見
其
死
、
聞
其
聲
不
忍
食
其
肉
。
是
以
君
子
遠

庖
廚
也
。」

（
12
）「
須
…
方
…
」　
「
…
し
て
は
じ
め
て
…
で
あ
る
」。

（
13
）「
自
近
以
及
遠
、由
粗
以
至
精
」　

同
様
の
表
現
と
し
て
、次
の
も
の
が
あ
る
。

『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
四
「
答
姚

」「
人
之
一
身
、
應
事
接
物
、
無
非
義
理
之

所
在
。
人
雖
不
能
盡
知
、
然
其
大
端
、
宜
亦
無
不
聞
者
、
要
在
力
行
其
所
已
知

而
勉
求
其
所
未
至
、
則
自
近
及
遠
、
由
粗
至
精
、
循
循
有
序
、
而
日
有
可
見
之

功
矣
。」

（
14
）「

録
別
出
」　

こ
こ
に
「
別
出
」
と
い
う
徐

録
は
、
次
の
六
十
七
条
の

こ
と
。



九
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

（
５
）「
非
其
時
不
伐
一
木
」　
『
禮
記
』「
月
令
」「
孟
春
之
月
、
…
是
月
也
、
命
祀

祀
山
林
川
澤
、
犧
牲
毋
用
牝
。
禁
止
伐
木
、
毋
覆
巣
、
毋
殺
孩
蟲
・
胎
・
夭
・

飛
鳥
、
毋

毋
卵
。」

（
６
）「
不
殺
胎
、
不
殀
夭
、
不
覆
巣
」　
『
禮
記
』「
王
制
」「
天
子
諸
侯
無
事
、
則

歳
三
田
。
一
爲
乾
豆
、
二
爲
賓
客
、
三
爲
充
君
之
庖
。
無
事
而
不
田
、
曰
不
敬
。

田
不
以
禮
、
曰
暴
天
物
。
天
子
不
合
圍
、
諸
侯
不
掩
羣
。
天
子
殺
則
下
大
綏
、

諸
侯
殺
則
下
小
綏
、
大
夫
殺
則
止
佐
車
。
佐
車
止
則
百
姓
田
獵
。
獺
祭
魚
、
然

後
虞
人
入
澤
梁
。
豺
祭
獸
、然
後
田
獵
。
鳩
化
爲
鷹
、然
後
設
罻
羅
。
草
木
零
落
、

然
後
入
山
林
。
昆
蟲
未
蟄
、
不
以
火
田
。
不

、
不
卵
、
不
殺
胎
、
不
殀
夭
、

不
覆
巣
。」
巻
一
四
、三
八
条
、
葉
賀
孫
録
に
既
出
。

68
条

　

知
至
、
謂
天
下
事
物
之
理
、
知
無
不
到
之
謂
。
若
知
一
而
不
知
二
、
知
大
而
不

知
細
、
知
高
遠
而
不
知
幽
深
、
皆
非
知
之
至
也
。
要
須
四
至
八
到
無
所
不
知
、
乃

謂
至
耳
。
因
指
燈
曰
。
亦
如
燈
燭
在
此
而
光
照
一
室
之
内
、
未
嘗
有
一
些
不
到
也
。

　

履
孫　

以
下
知
至

〔
校
勘
〕

○
「
知
至
」　

朝
鮮
整
版
本
誤
作
「
知
其
」。

○
「
以
下
知
至
」　

朝
鮮
古
写
本
無
此
四
字
。

事
物
に
は
、至
理
が
あ
る
。
草
木
や
禽
獣
の
よ
う
な
も
の
に
も
、す
べ
て
理
が
あ
る
。

草
木
は
、
春
に
は
生
じ
秋
に
は
枯
れ
、
生
き
る
こ
と
を
望
み
、
死
ぬ
こ
と
を
嫌
い
、

（『
周
禮
』
に
）「
五
月
に
は
山
の
南
側
の
木
を
斬
り
、
十
一
月
に
は
山
の
北
側
の

木
を
切
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
陰
陽
の
道
理
に
従
っ
て
い
る
。

（
劉
砥
録
で
は
「
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
自
然
の
道
理
で
あ
る
」
に
作
る
。）
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
、
気
を
同
じ
く
し
、
本
体
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
を
、
自
ら
理
解
す

る
な
ら
、
生
き
て
い
る
も
の
を
見
れ
ば
死
ぬ
の
を
見
る
の
に
忍
び
な
く
、（
生
き

物
の
）
声
を
聞
け
ば
そ
の
肉
を
食
べ
る
の
に
忍
び
な
く
、
適
切
な
時
期
で
な
け
れ

ば
一
本
の
木
も
切
ら
ず
、
一
匹
の
動
物
も
殺
さ
ず
、
妊
娠
し
て
い
る
動
物
を
殺
さ

ず
、成
熟
し
て
い
な
い
若
い
動
物
を
殺
さ
ず
、鳥
の
巣
を
ひ
っ
く
り
返
さ
な
い
（
こ

れ
ら
の
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
）。
こ
れ
こ
そ
内
外
の
理
を
合
一
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」　

徐

録　

劉
砥
録
は
省
略
。

〔
注
〕

（
１
）「
須
…
始
得
」　
「「
須
…
始
―
」
と
呼
応
し
て
、〝
ぜ
ひ
…
し
て
は
じ
め
て
―

だ
〞。〝
絶
対
…
せ
ね
ば
な
ら
な
い
〞。
こ
の
「
得
」
は
、現
代
語
の
「
行
」（
よ
い
）

に
あ
た
る
。」（
三
浦
前
掲
書
、
五
〇
頁
）

（
２
）「
合
内
外
」　

前
条
に
既
出
。

（
３
）「
春
生
秋
殺
」　
『
後
漢
書
』
列
傳
第
三
四
張
敏
傳
「
夫
春
生
秋
殺
、天
道
之
常
。

春
一
物
枯
即
爲
災
、
秋
一
物
華
即
爲
異
。」

（
４
）「
均
氣
同
體
」　

こ
の
語
は
、既
に
呂
大
臨
に
見
え
る
。『
宋
文
鑑
』巻
七
三「
克

己
銘
」「
凡
厥
有
生
、
均
氣
同
體
、
胡
爲
不
仁
。
我
則
有
己
、
立
己
與
物
、
私

爲
町
畦
、
勝
心
横
生
、
擾
擾
不
齊
。」



九
二

京
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府
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大
学
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（
３
）「
因
指
燈
曰
…
」　
「
知
至
」
を
議
論
す
る
際
に
、
燈
火
を
比
喩
に
用
い
た
も

の
は
、
既
に
巻
一
四
に
見
え
る
。
巻
一
四
、一
四
五
条
、
襲
蓋
卿
録
「（
李
德
之
）

又
問
。
知
至
而
後
意
誠
、
如
何
知
既
盡
後
、
意
便
能
實
。
先
生
指
燈
臺
而
言
、

如
以
燈
照
物
、
照
見
處
、
所
見
便
實
、
照
不
見
處
、
便
有
私
意
、
非
眞
實
。」

こ
の
他
に
も
、『
語
類
』
に
お
い
て
、「
燈
火
」
を
比
喩
と
し
て
用
い
る
例
は
多
い
。

69
条

　

知
至
、謂
如
親
其
所
親
、長
其
所
長
、而
不
能
推
之
天
下
、則
是
不
能
盡
之
於
外
。

欲
親
其
所
親
、
欲
長
其
所
長
、
而
自
家
裏
面
有
所
不
到
、
則
是
不
能
盡
之
於
内
。

須
是
其
外
無
不
周
、
内
無
不
具
、
方
是
知
至
。　

履
孫

〔
校
勘
〕

○
「
不
能
推
之
天
下
」　

朝
鮮
古
写
本
「
天
下
」
上
有
「
於
」
字
。

○
「
須
是
其
外
無
不
周
」　

朝
鮮
古
写
本
無
「
其
」
字
。

○
「
履
孫
」　

成
化
本
「
孫
」
字
磨
滅
。

〔
訳
〕

　
「
知
至
る
」
と
は
、
近
親
者
に
親
し
み
、
年
長
者
を
敬
っ
て
も
、
そ
れ
を
天
下

の
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
推
し
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
知
を

外
に
向
か
っ
て
尽
く
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
親
者
に

親
し
も
う
と
し
、
年
長
者
を
敬
お
う
と
し
て
も
、
自
己
の
内
面
に
お
い
て
十
分
で

な
い
点
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
知
を
内
に
向
か
っ
て
尽
く
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

〔
訳
〕

　
「「
知
至
る
」
と
は
、
天
下
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
理
に
つ
い
て
、
知
が
至
ら
な
い

こ
と
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
一
を
知
っ
て
二
を
知
ら
ず
、

大
ま
か
な
と
こ
ろ
だ
け
を
知
っ
て
細
か
い
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
高
遠
な
と
こ
ろ
だ

け
を
知
っ
て
か
す
か
で
奥
深
い
所
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
ど
れ
も
「
知
が

至
っ
た
」も
の
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
所
ま
で
、知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
、

そ
こ
で
「
至
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。」
そ
こ
で
、
灯
燭
を
指
し
て
お
っ
し
ゃ
る
。

「（「
知
至
る
」
と
は
）
灯
燭
が
こ
こ
に
あ
っ
て
、一
部
屋
の
中
を
照
ら
し
て
い
る
が
、

（
光
り
が
）
届
か
な
い
と
こ
ろ
が
少
し
も
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。」　

潘
履
孫
録　

以
下
、「
知
至
」
に
つ
い
て
。

〔
注
〕

（
１
）「
知
高
遠
」　
「
高
遠
」
を
否
定
的
文
脈
で
用
い
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

例
え
ば
、『
語
類
』
巻
三
五
、四
六
条
、
歐
陽
謙
之
録
（
Ⅲ917
）「
先
生
因
言
。

近
來
學
者
多
務
高
遠
、
不
自
近
處
著
工
夫
」
な
ど
も
同
様
の
用
法
で
あ
る
。

（
２
）「
四
至
八
到
」　
「
四
方
八
方
」。
こ
の
表
現
は
、
地
理
書
の
『
太
平
寰
宇
記
』

な
ど
で
は
、
周
囲
と
の
距
離
を
示
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
朱
子
よ
り
早

い
用
例
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
李
新
『
跨
鼇
集
』
巻
二
二
「
與
家
中
孺
提

擧
論
優
恤
戸
絶
書
」「
某
竊
惟
戸
絶
之
法
、
朝
廷
行
之
、
最
爲
周
密
。
夫
民
不

幸
至
於
戸
絶
、
倉
庫
牛
馬
、
屋
下
地
上
、
器
皿
毛
髮
、
四
至
八
到
一
拳
之
土
、

皆
歸
於
官
。」
同
義
語
の
「
四
方
八
面
」
は
、『
語
類
』
に
頻
出
す
る
。
本
巻
八

条
に
「
居
甫
問
、
格
物
工
夫
、
覺
見
不
周
給
。
曰
、
須
是
四
方
八
面
去
格
」
と

既
出
。



九
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

〔
訳
〕

　

子
升
が
質
問
す
る
。「「
止
ま
る
を
知
る
」
と
は
、
つ
ま
り
「
知
至
る
」
と
い
う

意
味
な
の
で
す
ね
。」（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
。「「
止
ま
る
を
知
る
」
と
は
、
事

に
つ
い
て
い
い
、「
知
至
る
」
と
は
、心
に
つ
い
て
い
う
。「
止
ま
る
を
知
る
」
と
は
、

事
が
当
然
止
ま
る
べ
き
と
こ
ろ
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
知
至
る
」
と
は
、

心
の
中
の
知
識
が
、
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
を
い
う
。」　

錢
木

之
録

〔
注
〕

（
１
）「
子
升
」　
「
子
升
」
は
、
巻
一
四
、一
四
六
条
、
一
六
三
条
に
既
出
。

一
四
六
条
注
（
１
）
参
看
。
ま
た
、『
朱
子
門
人
』
三
四
九
〜
五
〇
頁
を
参
照
。

な
お
、
巻
一
四
に
み
え
る
「
子
升
」
の
質
問
も
、
い
ず
れ
も
「
知
止
」
に
つ
い

て
の
質
問
で
あ
る
。

（
２
）「
知
止
就
事
上
説
…
知
事
之
所
當
止
」　
『
大
學
章
句
』
経
、
朱
注
「
止
者
、

所
當
止
之
地
、
即
至
善
之
所
在
也
。」

（
３
）「
知
至
就
心
上
説
…
則
心
之
知
識
無
不
盡
」　
『
大
學
章
句
』
朱
注
「
知
至
者
、

吾
心
之
所
知
無
不
盡
也
。
知
既
盡
、
則
意
可
得
而
實
矣
。」

71
条

　

知
止
、
就
事
上
説
、
知
至
、
就
心
上
説
、
擧
其
重
而
言
。　

祖

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
外
的
な
世
界
に
お
い
て
周
到
で
な
い
こ
と
が
な
く
、
自
己

の
内
面
に
お
い
て
具
わ
ら
な
い
も
の
が
な
い
よ
う
に
し
て
こ
そ
、
そ
れ
で
は
じ
め

て
「
知
が
至
っ
た
」
と
い
え
る
。　

潘
履
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
親
其
所
親
、
長
其
所
長
」　
『
孟
子
』「
離
婁
」
上
「
孟
子
曰
。
道
在
邇
而

求
諸
遠
、事
在
易
而
求
諸
難
。
人
人
親
其
親
、長
其
長
、而
天
下
平
。」
集
注
「
親

長
在
人
爲
甚
邇
、
親
之
長
之
在
人
爲
甚
易
、
而
道
初
不
外
是
也
。
舍
此
而
他
求
、

則
遠
且
難
而
反
失
之
。
但
人
人
各
親
其
親
、
各
長
其
長
、
則
天
下
自
平
矣
。」

（
２
）「
不
能
盡
之
於
外　

不
能
盡
之
於
内
」　
「
盡
」に
つ
い
て
は『
大
學
章
句
』「
物

格
而
後
知
至
、
知
至
而
後
意
誠
。」
朱
注
「
知
至
者
、
吾
心
之
所
知
無
不
盡
也
。

知
既
盡
、
則
意
可
得
而
實
矣
。
意
既
實
、
則
心
可
得
而
正
矣
。」
を
、「
内
」「
外
」

に
つ
い
て
は
六
六
条
の
「
合
内
外
」
及
び
そ
の
注
を
参
照
。

70
条

　

子
升
問
。
知
止
、
便
是
知
至
否
。
曰
。
知
止
、
就
事
上
説
、
知
至
、
就
心
上
説
。

知
止
、
知
事
之
所
當
止
。
知
至
、
則
心
之
知
識
無
不
盡
。　

木
之

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
四
、
把
本
条
与
巻
一
四
之
一
六
三
条
合
為
一
条
。

○
「
子
升
問
」　

朝
鮮
古
写
本
「
子
升
」
作
「
子
升
兄
」。
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72
条

　

問
。
致
知
之
致
、知
至
之
至
、有
何
分
別
。
曰
。
上
一
致
字
、是
推
致
、方
爲
也
。

下
一
至
字
、
是
已
至
。（
原
注
）
先
著
至
字
、
旁
著
人
字
爲
致
。
是
人
從
旁
推
至
。

　

節
〔
校
勘
〕

○
「
致
知
之
致
」　

万
暦
本
は
「
致
知
之
至
」
に
誤
る
。
和
刻
本
も
こ
の
誤
り
を

踏
襲
し
て
い
る
。

○
「
先
著
至
字
旁
著
人
字
爲
致
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
著
」
を
い

ず
れ
も「
着
」に
作
る
。
朝
鮮
古
写
本
は「
先
看
至
字
旁
着
人
字
爲
致
」に
作
る
。

○
「
是
人
從
旁
推
至
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
從
」
字
が
な
い
。

〔
訳
〕

　

質
問
「
致
知
の
致
と
知
至
る
の
至
に
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。」
先
生
「
上
の
致
字
は
、
推
致
（
＝
推
し
極
め
る
）
の
意
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
実
践
に
取
り
組
も
う
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
下
の
至
字
は
、
已
に
至
っ
た
と

の
意
で
あ
る
。（
原
注
）
ま
ず
「
至
」
字
を
書
き
、
そ
の
旁
ら
に
「
人
」
字
を
書

い
た
も
の
が「
致
」で
あ
る
。
つ
ま
り
人
が
傍
ら
か
ら
推
し
き
わ
め
て
至
ら
し
め
る
、

と
い
う
意
味
を
成
す
の
だ
。　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
上
致
字
、
是
推
致
」　
『
大
学
章
句
』
経
、
朱
注
「
致
、
推
極
也
。
知
、
猶

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　
「
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
る
と
い
う
の
は
事
柄
に
即
し
て
説
い
た
も
の
で
あ
り
、

知
至
る
と
い
う
の
は
心
に
即
し
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。」
と
い
う
の
は
、
よ
り

重
き
を
置
く
方
を
挙
げ
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。　

李

祖
録

〔
注
〕

（
１
）「
知
止
、
就
事
上
説
、
知
至
、
就
心
上
説
」　

前
条
参
照
。
本
条
は
前
条
も

し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
自
身
の
発
言
に
対
す
る
補
足
説
明
的
な
も
の
で
あ
ろ

う
。
前
条
の
発
言
を
李

祖
が
聴
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
前
条
筆
録

者
の
錢
木
之
と
本
条
筆
録
者
の
李

祖
に
同
席
記
録
の
あ
る
こ
と
に
関
し
て

は
、
田
中
謙
二
『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
一
〇
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
２
）「
擧
其
重
而
言
」　
「
知
止
」
も
心
と
無
関
係
で
は
な
い
し
「
知
至
」
も
「
事
」

と
無
関
係
で
は
な
い
が
、
よ
り
重
点
の
置
か
れ
る
側
面
を
挙
げ
て
言
え
ば
、「
知

止
」
は
「
事
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
、「
知
至
」
は
「
心
」
に
つ
い
て
述
べ

た
も
の
と
言
え
る
、
と
の
意
。『
語
類
』
巻
二
二
、一
二
三
条
、
童
伯
羽
録
（
Ⅱ

531

）「
仲
思
問
樂
與
好
禮
。
曰
。
無
諂
無
驕
、此
就
貧
富
裏
用
功
耳
。
樂
與
好
禮
、

則
大
不
干
事
。
至
此
、
蓋
富
亦
樂
、
貧
亦
好
禮
、
而
言
貧
樂
富
好
禮
者
、
但
且

因
貧
富
上
而
舉
其
重
者
耳
。
明
道
曰
。
貧
而
樂
、非
富
而
好
禮
不
能
、富
而
好
禮
、

非
貧
而
樂
不
能
。」（
参
考
）『
論
語
』「
学
而
」「
子
貢
曰
。
貧
而
無
諂
、
富
而

無
驕
、
何
如
。
子
曰
。
可
也
。
未
若
貧
而
樂
、
富
而
好
禮
者
也
。」



九
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

格
物
と
は
、事
柄
に
即
し
て
取
り
組
む
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
知
至
る
と
は
、（
致

知
の
実
践
に
よ
っ
て
）
こ
の
心
が
透
徹
す
る
こ
と
で
あ
る
。　

輔
廣
録

〔
注
〕

（
１
）「
事
上
」「
此
心
」
云
　々

格
物
・
物
格
を
事
物
や
物
理
と
、
致
知
・
知
至

を
心
と
結
び
つ
け
て
論
じ
る
用
例
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
大
学
章
句
』経
、

朱
注
「
物
格
者
、物
理
之
極
處
無
不
到
也
。
知
至
者
、吾
心
之
所
知
無
不
盡
也
。」

本
巻
四
四
条
「
格
物
、
是
物
物
上
窮
其
至
理
。
致
知
、
是
吾
心
無
所
不
知
。」

本
巻
四
九
条
「
格
物
、
以
理
言
也
。
致
知
、
以
心
言
也
。」

74
条

　

格
物
、
便
是
下
手
處
。
知
至
、
是
知
得
也
。　

徳
明

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

格
物
と
は
、
工
夫
に
取
り
組
む
場
に
他
な
ら
な
い
。
知
至
る
と
は
、（
工
夫
の

識
也
。
推
極
吾
之
知
識
、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
。」『
大
学
或
問
』「
致
者
、
推

致
之
謂
。
如
喪
致
乎
哀
之
致
、
言
推
之
而
至
於
盡
也
。」
本
巻
一
条
「
器
遠
問
。

致
知
者
、推
致
事
物
之
理
。」
四
五
条
「
人
莫
不
有
知
。
…
但
所
知
者
止
於
大
略
、

而
不
能
推
致
其
知
以
至
於
極
耳
」

（
２
）「
方
爲
」「
已
至
」
云
　々
「
格
物
致
知
」
は
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
工
夫

に
つ
い
て
述
べ
、「
物
格
知
至
」
は
工
夫
に
取
り
組
ん
だ
結
果
得
ら
れ
る
効
験

に
つ
い
て
述
べ
る
、
と
の
趣
旨
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
四
六
「
答
黄
商
伯
」
第

四
書
「
程
子
一
日
一
件
者
、
格
物
工
夫
次
第
也
。
脱
然
貫
通
者
、
知
至
効
驗
極

致
也
。」
後
出
の
七
三
条
、
七
四
条
も
同
趣
旨
。　

（
３
）「
先
著
至
字
、
旁
著
人
字
爲
致
」　
『
説
文
解
字
』（
五
篇
下
）
に
は
「
致
、

送
詣
也
。
从
夂
从
至
。」
と
あ
り
、こ
の
注
の
よ
う
に
「
致
」
を
「
至
」
と
「
人
」

か
ら
成
り
立
つ
と
す
る
よ
う
な
解
釈
は
、『
説
文
解
字
詁
林
』
所
収
の
諸
説
を

通
覧
し
て
も
検
出
し
得
な
い
。
因
み
に
同
じ
く
『
説
文
解
字
』（
五
篇
下
）
に

は
「
夂
、
行
遲
曳
夂
夂
也
。
象
兩
脛
有
所

也
。」
と
あ
る
（
段
玉
裁
注
「
楚

危
切
」）。

（
４
）「
人
從
旁
推
至
」　

本
巻
四
五
条
に
「
致
之
爲
義
、
如
以
手
推
送
去
之
義
。」

と
あ
る
。

73
条

　

格
物
、
只
是
就
事
上
理
會
。
知
至
、
便
是
此
心
透
徹
。　

廣
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れ
て
断
ち
切
れ
る
か
の
よ
う
に
、（
容
易
に
）
処
理
で
き
る
の
だ
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
割
得
物
事
」　
「
物
事
」
は
「
物
」
の
意
の
俗
語
。
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』

六
二
頁
。

（
２
）「
芒
刃
」　

刀
の
き
っ
さ
き
。
賈
誼
『
新
書
』「
制
不
定
」「
屠
牛
坦
、
一
朝

解
十
二
牛
、
而
芒
刃
不
頓
者
、
所
排
擊
、
所
剥
割
、
皆
象
理
解
也
。」『
漢
書
』

巻
四
八
「
賈
誼
」
顏
師
古
注
「
芒
刃
、
謂
刃
之
利
如
豪
芒
也
。
頓
讀
曰
鈍
。」

な
お
『
新
書
』
と
『
漢
書
』
所
引
と
で
は
若
干
文
字
の
異
同
が
有
る
。

（
３
）「
一

」　
そ
う

は
、
鍬く

わ

。
一

は
ひ
と
鍬
、
ひ
と
鍬
入
れ
る
。『
宋
名
臣
奏
議
』

巻
三
五
、陳

「
上
徽
宗
論
向
宗
良
兄
弟
交
通
賓
客
」「
當
此
之
時
、外
家
之
勢
、

已
如
合
抱
之
木
、九
層
之
臺
。
豈
一
手
之
所
能
抜
、豈
一

之
所
能
平
哉
。」『
張

載
集
』
文
集
佚
存
「
邊
議
」「
千
里
之
防
、
必
由
一

而
致
堅
。
江
河
之
廣
、

必
由
一
勺
而
浸
至
。」
こ
こ
で
は
一
撃
、
一
太
刀
の
意
か
。

（
４
）「
迎
刃
而
解
」　

極
め
て
容
易
で
あ
る
こ
と
の
譬
え
。『
晋
書
』巻
三
四「
杜
預
」

「
今
兵
威
已
振
。
譬
如
破
竹
、
數
節
之
後
、
皆
迎
刃
而
解
、
無
復
著
手
處
也
。」

巻
一
四
、八
〇
条
に
既
出
。

76
条

　

未
知
得
至
時
、一
似
捕
龍
蛇
捉
虎
豹
相
似
。
到
知
得
至
了
、却
恁
地
平
平
做
將
去
。

然
節
次
自
有
許
多
工
夫
。
到
後
來

矩
、
雖
是
自
家
所
爲
、
皆
足
以
興
起
斯
民
。

又
須
是
以
天
下
之
心
審
自
家
之
心
、
以
自
家
之
心
審
天
下
之
心
、
使
之
上
下
四
面

結
果
、
道
理
を
）
知
り
得
た
こ
と
で
あ
る
。　

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
下
手
」　

手
を
つ
け
る
、
着
手
す
る
。
巻
一
四
、一
九
条
、
巻
一
五
、三
〇

条
に
既
出
。

75
条

　

致
知
未
至
、
譬
如
一
箇
鐵
片
、
亦
割
得
物
事
、
只
是
不
如
磨
得
芒
刃
十
分
利
了
、

一

便
破
。
若
知
得
切
了
、
事
事
物
物
至
面
前
、
莫
不
迎
刃
而
解
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
一
箇
鐵
片
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
一

便
破
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本

は
「

」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
迎
刃
而
解
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
解
」
を
「
觧
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

知
を
致
し
て
知
が
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
状
態
と
は
、
譬
え
て
言
え
ば
、
一
枚
の

鉄
片
で
も
物
を
裁
断
す
る
こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
切
っ
先
を
十
分

に
鋭
利
に
研
い
で
お
き
さ
え
す
れ
ば
一
太
刀
の
も
と
に
物
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で

き
る
の
に
は
及
ば
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。
も
し
も
切
実
に
知
り
得
た
な

ら
、
事
事
物
物
が
面
前
に
出
来
し
て
も
そ
の
全
て
を
、
物
の
方
か
ら
刃
を
迎
え
入



九
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

巻
二
一
「
讀
韓
愈
所
著
毛
頴
傳
後
題
」「
自
吾
居
夷
、
不
與
中
州
人
通
書
。
有

來
南
者
、
時
言
韓
愈
爲
毛
頴
傳
、
不
能
舉
其
辭
而
獨
大
笑
以
爲
怪
、
而
吾
久
不

克
見
。
楊
子
誨
之
來
、
始
持
其
書
。
索
而
讀
之
、
若
捕
龍
蛇
搏
虎
豹
。
急
與
之

角
而
力
不
敢
暇
。
信
韓
子
之
怪
於
文
也
。」『
張
載
集
』「
経
学
理
窟
」「
周
礼
」「
周

禮
、
惟
太
宰
之
職
難
看
。
葢
無
許
大
心
胸
包
羅
、
記
得
此
、
復
忘
彼
。
其
混
混

天
下
之
事
、當
如
捕
龍
蛇
搏
虎
豹
。
用
心
力
看
、方
可
。
故
議
論
天
下
之
是
非
易
、

處
天
下
之
事
難
。」

（
３
）「
恁
地
」  

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
。「
如
此
」
と
同
じ
。
巻
一
四
、一
八

条
等
に
既
出
。

（
４
）「
平
平
」　

平
易
で
あ
る
、平
易
に
、易
々
と
。『
書
経
』「
洪
範
」「
無
偏
無
黨
、

王
道
蕩
蕩
。
無
黨
無
偏
、
王
道
平
平
。」
蔡
沈
伝
「
蕩
蕩
、
廣
遠
也
。
平
平
、

平
易
也
。」『
語
類
』
巻
一
一
七
、四
六
条
、
訓
陳
淳
（
Ⅶ2825

）「
先
生
曰
。
天

下
萬
物
當
然
之
則
、便
是
理
。
所
以
然
底
、便
是
原
頭
處
。
今
所
説
、固
是
如
此
。

但
聖
人
平
日
、也
不
曾
先
説
箇
天
理
在
那
裏
、方
教
人
做
去
湊
。
只
是
説
眼
前
事
、

教
人
平
平
恁
地
做
工
夫
去
、
自
然
到
那
有
見
處
。」

（
５
）「
做
將
去
」　
「
…
將
去
」
は
「
…
し
て
い
く
」
巻
一
四
、六
条
「
逐
段
子
耕

將
去
」
巻
一
四
、一
一
条
「
此
譬
如
人
起
屋
、
是
畫
一
箇
大
地
盤
在
這
裏
。
理

會
得
這
箇
了
、
他
日
若
有
材
料
、
却
依
此
起
將
去
。」
等
に
既
出
。

（
６
）「
節
次
」　

順
序
次
第
。
巻
一
四
、一
三
条「
大
學
如
一
部
行
程
暦
、皆
有
節
次
。」

同
、
一
六
〇
条
「
恰
如
今
年
二
十
一
歲
、
來
年
二
十
二
歲
、
自
是
節
次
如
此
來
」

等
に
既
出
。

（
７
）「
到
後
來

矩
、
…
皆
足
以
興
起
斯
民
」　
『
大
学
章
句
』
伝
一
〇
章
「
所
謂

平
天
下
在
治
其
國
者
、
上
老
老
而
民
興
孝
、
上
長
長
而
民
興
弟
、
上
恤
孤
而
民

都
平
均
齊
一
而
後
可
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

知
が
至
り
得
て
い
な
い
時
と
い
う
の
は
、
ま
る
で
龍
や
蛇
を
捕
ま
え
虎
や
豹
を

捉
え
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
＝
知
に
ま
と
ま
り
が
な
く
と
り
と

め
が
な
い
）。
既
に
知
が
至
り
得
た
時
は
と
言
え
ば
、
こ
ん
な
に
も
平
易
に
や
っ

て
い
け
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
手
順
に
は
、
自
ず
と
多
く
の
取
り
組
む
べ
き

工
夫
が
あ
る
の
だ
。
後
の（
平
天
下
の
段
階
に
お
け
る
）
矩
を
行
う
に
際
し
て
は
、

そ
れ
が
自
分
自
身
の
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
全
て
が
よ
く
民
を
奮
い
立
た
せ
る

の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
さ
ら
に
是
非
と
も
、
天
下
の
人
々
の
心
に
よ
っ
て
自

己
の
心
を
仔
細
に
推
し
量
り
、
自
己
の
心
に
よ
っ
て
天
下
の
人
々
の
心
を
仔
細
に

推
し
量
り
、
上
下
四
方
全
て
の
人
々
が
心
を
た
だ
一
つ
に
す
る
、
と
い
う
よ
う
に

な
っ
て
こ
そ
よ
い
の
だ
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
一
似
捕
龍
蛇
捉
虎
豹
相
似
」　
「
似
…
相
似
」は「
如
…
相
似
」と
同
じ
で「
…

の
よ
う
で
あ
る
」
入
矢
義
高
『
禅
語
辞
典
』
一
六
一
頁
。

（
２
）「
捕
龍
蛇
捉
虎
豹
」　

龍
蛇
虎
豹
を
手
捕
り
に
す
る
。
極
め
て
困
難
な
こ
と

の
譬
え
。
転
じ
て
、
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
く
難
解
な
こ
と
の
譬
え
。
本
巻
七
三

条
「
知
至
、便
是
此
心
透
徹
」
の
「
透
徹
」
と
対
極
的
な
あ
り
方
。『
柳
河
東
集
』
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〔
訳
〕

　

鄭
仲
履
が
お
尋
ね
し
た
。「
私
が
思
う
に
、『
大
学
』
の
知
至
る
と
は
、（『
易
経
』

に
い
う
）
乾
知
の
道
理
の
こ
と
で
す
ね
。」
先
生
「
ど
う
し
て
乾
知
な
ど
を
持
ち

出
す
必
要
が
有
ろ
う
。
た
だ
自
分
の
知
る
と
こ
ろ
を
す
っ
か
り
尽
く
す
よ
う
に
取

り
組
め
ば
、
そ
れ
で
よ
い
の
だ
。」　

襲
蓋
卿
録

〔
注
〕

（
１
）「
鄭
仲
履
」  『
朱
子
門
人
』
頁
三
四
一
。
本
巻
四
条
に
既
出
。

（
２
）「
乾
知
」　
『
易
経
』「
繋
辞
上
伝
」「
乾
道
成
男
、
坤
道
成
女
。
乾
知
大
始
、

坤
作
成
物
。」
以
下
の
注
釈
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
孔
穎
達
は
「
乾
知
」
の

知
を
知
る
の
意
に
解
釈
し
、
朱
熹
は
「
知

つ
か
さ
ど

る
」
の
意
に
解
釈
し
て
い
る
。
孔

穎
達
正
義
「
乾
知
大
始
者
、
以
乾
是
天
陽
之
氣
、
萬
物
皆
始
在
於
氣
、
故
云
知

其
大
始
也
。
坤
作
成
物
者
、坤
是
地

之
形
、坤
能
造
作
以
成
物
也
。
初
始
无
形
、

未
有
營
作
、故
但
云
知
也
。
已
成
之
物
事
可
營
爲
、故
云
作
也
。」
朱
熹
本
義
「
知

猶
主
也
。
乾
主
始
物
而
坤
作
成
之
。
承
上
文
男
女
而
言
乾
坤
之
理
。
蓋
凡
物
之

屬
乎

陽
者
、
莫
不
如
此
。
大

陽
先

後
、
陽
施

受
。
陽
之
輕
清
未
形
而

之
重
濁
有
迹
。」
本
条
に
お
い
て
鄭
仲
履
は
「
乾
知
」
の
知
を
知
る
の
意
に

解
釈
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

78
条

　

知
至
、如
易
所
謂
極
深
。
惟
深
也
、故
能
通
天
下
之
志
、這
一
句
略
相
似
。
能
慮
、

便
是
研
幾
。
如
所
謂
惟
幾
也
、
故
能
成
天
下
之
務
、
這
一
句
却
相
似
。　

孫

不
倍
、
是
以
君
子
有

矩
之
道
也
。」
朱
注
「
興
、
謂
有
所
感
發
而
興
起
也
。

…

、
度
也
。
矩
、
所
以
爲
方
也
。」
八
条
目
の
中
で
平
天
下
は
最
後
に
位
置

す
る
為
に
「
到
後
來
」
と
述
べ
た
。

（
８
）「
斯
民
」　

こ
の
民
、
民
。『
孟
子
』「
萬
章
」
下
「
天
之
生
斯
民
也
、
使
先

知
覺
後
知
、
使
先
覺
覺
後
覺
。
予
、
天
民
之
先
覺
者
也
」

（
９
）「
使
之
上
下
四
面
都
平
均
齊
一
」  

『
大
学
章
句
』
伝
一
〇
章
「
是
以
君
子
有

矩
之
道
也
」
朱
注
「
是
以
君
子
必
當
因
其
所
同
、
推
以
度
物
、
使
彼
我
之
間

各
得
分
願
、
則
上
下
四
旁
均
齊
方
正
、
而
天
下
平
矣
。」
同
上
「
所
惡
於
上
、

毋
以
使
下
。
所
惡
於
下
、
毋
以
事
上
。
所
惡
於
前
、
毋
以
先
後
。
所
惡
於
後
、

毋
以
從
前
。
所
惡
於
右
、
毋
以
交
於
左
。
所
惡
於
左
、
毋
以
交
於
右
、
此
之
謂

矩
之
道
。」
朱
注
「
此
覆
解
上
文

矩
二
字
之
義
。
如
不
欲
上
之
無
禮
於
我
、

則
必
以
此
度
下
之
心
、
而
亦
不
敢
以
此
無
禮
使
之
。
不
欲
下
之
不
忠
於
我
、
則

必
以
此
度
上
之
心
、
而
亦
不
敢
以
此
不
忠
事
之
。
至
於
前
後
左
右
、
無
不
皆
然
、

則
身
之
所
處
、
上
下
四
旁
長
短
廣
狹
、
彼
此
如
一
、
而
無
不
方
矣
。」

77
条

　

鄭
仲
履
問
。
某
觀
大
學
知
至
、
見
得
是
乾
知
道
理
。
曰
。
何
用
説
乾
知
。
只
理

會
自
家
知
底
無
不
盡
、
便
了
。　

蓋
卿

〔
校
勘
〕

○
「
鄭
仲
履
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
下
に
「
曰
」
字
有
り
。



九
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

は
巻
一
四
、一
四
六
条
に
既
出
。
な
お
本
条
で
は
「
知
至
」
と
「
極
深
」、「
能
慮
」

と
「
研
幾
」
を
結
び
つ
け
て
論
じ
て
い
る
が
、
巻
一
四
、一
六
三
条
、
錢
木
之

録
で
は
「
知
止
」
と
「
極
深
」、「
能
慮
」
と
「
研
幾
」
を
結
び
つ
け
て
論
じ
て

い
る
。「
如
易
所
謂
惟
深
也
、
故
能
通
天
下
之
志
、
此
似
知
止
。
惟
幾
也
、
故

能
成
天
下
之
務
、
此
便
是
能
慮
。」
因
み
に
「
知
止
」
と
「
知
至
」
の
関
係
に

つ
い
て
は
本
巻
七
〇
条
、
七
一
条
を
参
照
。

（
２
）「
能
慮
、
便
是
研
幾
」　

巻
一
四
、一
五
一
条
「
慮
、
是
研
幾
。」『
大
学
或
問
』

「
能
慮
則
随
事
観
理
、
極
深
研
幾
、
無
不
各
得
其
所
止
之
地
而
止
之
矣
。」

79
条

　

問
。
定
靜
安
慮
得
與
知
至
意
誠
心
正
是
兩
事
、
只
要
行
之
有
先
後
。
據
先
生
解
、

安
定
慮
得
與
知
至
似
一
般
、
如
何
。
曰
。
前
面
只
是
大
綱
且
如
此
説
、
後
面
却
是

學
者
用
力
處
。　

去
偽

〔
校
勘
〕

○
「
據
先
生
解
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
解
」
を
「
觧
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「
定
靜
安
慮
得
と
知
至
り
意
誠
に
し
て
心
正
し
と
は
、
ま
さ
に
そ
れ
ぞ

れ
別
個
の
営
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
践
に
際
し
て
も
手
順
に
先
後
が
あ
る
べ
き
で

す
。
先
生
の
お
考
え
に
拠
れ
ば
、
安
定
慮
得
と
知
至
る
と
は
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
、

と
い
う
考
え
方
に
対
し
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
前
の
も
の
（
安

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
知
至
、
如
易
所
謂
極
深
」　

朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考
異
」
に
「
至
、
恐
止
。

當
與
十
四
巻
三
十
九
板
木
之
録
同
」
と
あ
る
。
十
四
巻
三
十
九
板
木
之
録
と
は

巻
一
四
、一
六
三
条
を
指
す
。
な
お
注
（
１
）
を
参
照
の
こ
と
。

○
「
略
相
似
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
略
」
を
「
畧
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
知
至
る
」
と
い
う
の
は
、『
易
』
に
所
謂
「
深
を
極
め
る
（
＝
奥
深
い
道
理
を

極
め
る
）」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「（
極
め
る
と
こ
ろ
が
）
深
い
が
故
に
こ
そ
、

天
下
の
人
々
の
心
志
を
（
啓
蒙
し
て
）
物
事
に
通
暁
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
」、

こ
の
一
句
に
ほ
ぼ
近
い
だ
ろ
う
。「
能
く
慮
る
」
と
い
う
の
は
、「
幾
を
研み

が

く
（
＝

幾
微
を
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
）」で
あ
る
。
所
謂「（
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
が
）

幾
で
あ
る
が
故
に
こ
そ
、
天
下
の
務
め
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。」、
こ
の

一
句
の
方
が
近
い
だ
ろ
う
。　

林

孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
極
深
…
研
幾
」　
『
周
易
』「
繋
辞
上
伝
」「
夫
易
、
聖
人
之
所
以
極
深
而
研

幾
也
。
唯
深
也
、
故
能
通
天
下
之
志
。
唯
幾
也
、
故
能
成
天
下
之
務
。」
朱
熹

本
義
「
研
、
猶
審
也
。
幾
、
微
也
。
所
以
極
深
者
、
至
精
也
。
所
以
研
幾
者
、

至
變
也
。」『
語
類
』
巻
七
五
、六
〇
条
、
黄
榦
録
（
Ⅴ1923

）「
問
。
繫
辭
言
、

惟
深
也
、
故
能
通
天
下
之
志
。
又
言
、
以
通
天
下
之
志
。
此
二
通
字
、
乃
所
以

通
達
天
下
之
心
志
、
使
之
通
曉
、
如
所
謂
開
物
之
意
。
曰
。
然
。」
こ
の
一
節
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是
求
知
其
所
止
。
誠
意
正
心
修
身
齊
家
治
國
平
天
下
、
是
求
得
其
所
止
。
物
格

知
至
、
是
知
所
止
。
意
誠
心
正
身
修
家
齊
國
治
天
下
平
、
是
得
其
所
止
。」

（
５
）「
據
先
生
解
」　

先
生
の
お
考
え
に
拠
れ
ば
。『
語
類
』
巻
二
九
、一
二
二
条
、

輔
廣
録
（
Ⅱ756

）「
據
先
生
解
、
曾
點
事

高
。」

（
６
）「
安
定
慮
得
與
知
至
似
一
般
」　
「
知
止
」
と
「
知
至
」
の
関
係
を
述
べ
た
条

と
し
て
は
本
巻
七
〇
条
、
七
一
条
が
あ
る
。「
一
般
」
は
「
同
じ
」。

（
７
）「
前
面
…
後
面
」　
『
大
学
』
経
文
に
お
け
る
排
列
は
「
知
止
而
后
有
定
、
定

而
后
能
靜
、
靜
而
后
能
安
、
安
而
后
能
慮
、
慮
而
后
能
得
。」
が
先
で
八
条
目

の
記
述
は
そ
れ
よ
り
後
ろ
に
来
る
の
で
、「
前
面
」「
後
面
」
と
い
う
。

80
条

　

致
知
、
不
是
知
那
人
不
知
底
道
理
、
只
是
人
面
前
底
。
且
如
義
利
兩
件
、
昨
日

雖
看
義
當
爲
、
然
而
却
又
説
未
做
也
無
害
。
見
得
利
不
可
做
、
却
又
説
做
也
無
害
。

這
便
是
物
未
格
、
知
未
至
。
今
日
見
得
義
當
爲
、
決
爲
之
、
利
不
可
做
、
決
定
是

不
做
、
心
下
自
肯
自
信
得
及
、
這
便
是
物
格
、
便
是
知
得
至
了
。

　

此
等
説
話
、
爲
無
恁
地
言
語
、
册
子
上
寫
不
得
。
似
恁
地
説
出
、
却
較
見
分
曉
。

　

植　

以
下
物
格
知
至

〔
校
勘
〕

○
「
心
下
自
肯
自
信
得
及
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
自
肯
」
の
二
字
な
し
。

○
「
以
下
物
格
知
至
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
こ
の
六
文
字
な
し
。

定
慮
得
）
は
た
だ
（
定
か
ら
得
に
至
る
）
そ
の
過
程
の
大
筋
が
こ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
と
り
あ
え
ず
述
べ
た
の
で
あ
り
、
後
の
方
（
物
格
知
至
）
は
学
ぶ

者
が
工
夫
に
取
り
組
む
べ
き
と
こ
ろ
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。　

金
去
偽
録

〔
注
〕

（
１
）「
定
靜
安
慮
得
」　
『
大
学
章
句
』
経
「
知
止
而
后
有
定
、
定
而
后
能
靜
、
靜

而
后
能
安
、
安
而
后
能
慮
、
慮
而
后
能
得
。」

（
２
）「
知
至
意
誠
心
正
」　
『
大
学
章
句
』
経
「
物
格
而
后
知
至
、
知
至
而
后
意
誠
、

意
誠
而
后
心
正
。」

（
３
）「
是
兩
事
」　
「
知
止
定
靜
安
慮
」
と
「
物
格
知
至
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
以

下
を
参
照
。『
大
学
章
句
』
経
、朱
注
「
物
格
知
至
、則
知
所
止
矣
。
意
誠
以
下
、

則
皆
得
所
止
之
序
也
。」『
大
学
或
問
』「
知
止
云
者
、
物
格
知
至
、
而
於
天
下

之
事
、
皆
有
以
知
其
至
善
之
所
在
、
是
則
吾
所
當
止
之
地
也
。
能
知
所
止
、
則

方
寸
之
間
、
事
事
物
物
皆
有
定
理
矣
。」『
語
類
』
巻
一
四
、一
五
七
条
「
或
問

定
靜
安
慮
四
節
。
曰
。
物
格
知
至
、則
天
下
事
事
物
物
皆
知
有
箇
定
理
。
…
（
以

下
略
）」

（
４
）「
行
之
有
先
後
」　

前
注
所
引
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
格
物
致
知
」
を

実
践
し
た
結
果
（「
物
格
知
至
」）
と
し
て
「
知
止
」
以
下
が
実
現
す
る
と
さ
れ

て
い
る
か
ら
、「
物
格
知
至
」
が
先
、「
定
靜
安
慮
得
」
が
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
以
下
の
条
に
拠
れ
ば
、「
物
格
知
至
」
↓
「
知
止
定
靜
安
慮
得
」
↓
「
意

誠
心
正
」
と
い
う
先
後
関
係
に
な
る
。『
語
類
』
巻
一
四
、一
七
四
条
「
知
止
至

能
得
、
是
説
知
至
意
誠
中
間
事
。」
た
だ
し
「
意
誠
心
正
」
以
下
を
「
得
」（
得

其
所
止
）
の
プ
ロ
セ
ス
と
す
る
条
も
あ
る
。
巻
一
五
、一
三
九
条
「
格
物
致
知
、



一
〇
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

所
宜
。
利
者
、
人
情
之
所
欲
。」『
孟
子
』「
梁
惠
王
」
上
「
孟
子
見
梁
惠
王
。

王
曰
。
叟
不
遠
千
里
而
來
、
亦
將
有
以
利
吾
國
乎
。
孟
子
對
曰
。
王
何
必
曰
利
。

亦
有
仁
義
而
已
矣
。」

（
３
）「
決
定
是
」  

き
っ
と
、
必
ず
。
巻
一
四
、一
四
四
条
等
に
既
出
。

（
４
）「
心
下
」　

心
の
う
ち
、
心
中
。
巻
一
四
、一
四
一
条
に
既
出
。

（
５
）「
自
肯
」　

自
発
的
に
、自
ら
の
意
志
に
根
ざ
し
て
。『
論
語
』「
憲
問
」
の
「
為

己
」「
為
人
」
で
言
え
ば
「
為
己
」
に
相
当
す
る
。『
語
類
』
巻
一
七
、四
八
条
、

楊
道
夫
録
（
Ⅱ385

）「
行
夫
問
。
爲
己
者
、
無
所
爲
而
然
。
曰
。
有
所
爲
者
、

是
爲
人
也
。
這
須
是
見
得
天
下
之
事
實
是
己
所
當
爲
、
非
吾
性
分
之
外
所
能
有
、

然
後
爲
之
、
而
無
爲
人
之
弊
耳
。
…
又
如
人
做
一
件
善
事
、
是
自
家
自
肯
去
做
。

非
待
人
教
自
家
做
、
方
勉
強
做
。
此
便
不
是
爲
人
也
。」

（
６
）「
信
得
及
」　

信
じ
切
る
。
巻
一
四
、五
条
、
巻
一
五
、五
一
条
に
既
出
。

（
７
）「
爲
無
恁
地
言
語
」　

典
拠
と
す
べ
き
経
書
や
先
儒
の
語
が
な
い
、
と
い
う

意
か
。

（
８
）「
册
子
上
」　
「
册
子
」
は
書
物
。『
語
類
』
巻
一
一
、六
二
条
、
甘
節
録
（
Ⅰ

185

）「
看
書
、
不
可
將
自
己
見
硬
參
入
去
。
須
是
除
了
自
己
所
見
、
看
他
冊
子

上
古
人
意
思
如
何
。」

81
条

　

問
。
格
物
窮
理
之
初
、
事
事
物
物
也
要
見
到
那
裏
了
。
曰
。
固
是
要
見
到
那
裏
、

然
也
約
摸
是
見
得
。
直
到
物
格
知
至
、
那
時
方
信
得
及
。　

〔
訳
〕

　

致
知
と
い
う
の
は
、
人
が
誰
も
知
ら
な
い
よ
う
な
道
理
を
知
ろ
う
と
い
う
の
で

は
な
く
、
た
だ
自
己
の
面
前
に
あ
る
も
の
（
＝
卑
近
な
道
理
）
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。

例
え
ば
義
と
利
と
い
う
二
項
を
例
に
と
れ
ば
、
義
（
正
義
、
道
義
）
は
ま
さ
に
行

う
べ
き
で
あ
る
と
昨
日
認
識
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、（
今
日
に
な
る
と
）
ま
だ
行

わ
な
く
と
も
ま
あ
い
い
だ
ろ
う
、
等
と
言
う
。
利
（
私
利
の
追
求
）
は
行
っ
て
は

な
ら
な
い
と
認
識
し
な
が
ら
、（
今
日
に
な
る
と
）
行
っ
て
も
ま
あ
い
い
だ
ろ
う

等
と
言
う
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
物
に
ま
だ
格
ら
ず
知
が
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。
今
日
、
義
は
行
う
べ
き
で
あ
る
と
認
識
し
た
か
ら
に
は
、
断
固

と
し
て
こ
れ
を
行
う
、
利
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
認
識
し
た
か
ら
に
は
、
決
し

て
こ
れ
を
行
わ
な
い
、そ
の
心
中
に
あ
っ
て
も
自
ら
の
意
志
に
根
ざ
し
、自
ら
（
か

く
あ
る
べ
し
と
）
信
じ
切
る
、
そ
れ
で
こ
そ
物
格
る
で
あ
り
、
そ
れ
で
こ
そ
知
が

至
り
得
た
と
言
え
る
の
だ
。

　

こ
の
手
の
話
は
、
そ
の
よ
う
な
内
容
に
関
わ
る
（
先
聖
の
）
言
葉
が
な
い
の
で
、

私
も
書
物
に
は
記
し
得
な
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
ん
な
風
に
言
葉
に
出
し
て
言
っ
て

み
る
こ
と
で
、
少
し
は
明
瞭
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。　

潘
植
録　

以
下
物
格
知
至

〔
注
〕

（
１
）「
那
人
不
知
底
道
理
」「
人
面
前
底
」　
「
底
」
は
現
代
中
国
語
の
「
的
」
と

同
じ
で
「
…
の
「
…
の
も
の
」。「
那
」
は
現
代
中
国
語
の
「

」
と
同
じ
で
「
ど

ん
な
」「
ど
の
」。

（
２
）「
義
利
」　
「
義
利
」対
挙
の
例
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
論
語
』「
里
仁
」「
子

曰
。
君
子
喩
於
義
、
小
人
喩
於
利
。」
朱
注
「
喩
、
猶
曉
也
。
義
者
、
天
理
之



一
〇
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

方
得
。」
禅
籍
に
頻
出
す
る
「
其
中
」
等
の
用
法
に
類
す
る
か
。
筑
摩
書
房
、

禅
の
語
録
『
趙
州
録
』
巻
中
（
二
三
九
頁
）「
云
、其
中
事
如
何
。
師
唾
地
。」
同
、

巻
中（
三
〇
三
頁
）「
問
。
衆
機
來
湊
。
未
審
其
中
事
如
何
。
師
云
。
我
眼
本
正
、

不
説
其
中
事
。」
同
、巻
中
（
三
一
五
頁
）「
問
。
如
何
是
祖
師
的
的
意
。
師
涕
唾
。

云
。
其
中
事
如
何
。
師
又
唾
地
。」
入
矢
義
高
『
禅
語
辞
典
』「
其
中
」「
そ
こ
、

こ
の
と
こ
ろ
。
場
所
を
い
う
。
禅
家
で
は
こ
の
語
を
も
っ
て
、
究
極
の
も
の
、

本
来
的
な
も
の
を
意
味
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
同
義
語
と
し
て「
箇
中
」「
彼
中
」

「
箇
裏
」「
那
辺
」
が
あ
る
。「
こ
ち
ゅ
う
」
と
読
む
な
ら
わ
し
。」

（
２
）「
約
摸
」　
「
約
莫
」
と
同
じ
で
「
約
」「
大
概
」「
お
お
よ
そ
」「
あ
ら
ま
し
」

高
適
「
自
淇
涉
黄
河
四
首
」
第
三
首
（『
唐
百
家
詩
選
』
巻
三
）「
約
莫
三
十
年
、

中
心
無
所
向
。」（
高
適
『
高
常
侍
集
』
巻
三
所
収
や
『
全
唐
詩
』
巻
二
一
二
所

収
は
「
釣
魚
三
十
年
」
に
作
る
）。『
語
類
』
巻
九
、五
五
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ

156

）「
這
道
理
、若
見
得
到
、只
是
合
當
如
此
。
如
竹
椅
相
似
。
須
着
有
四
雙
脚
、

平
平
正
正
、
方
可
坐
。
若
少
一
雙
脚
、
決
定
是
坐
不
得
。
若
不
識
得
時
、
只
約

摸
恁
地
説
、
兩
雙
脚
也
得
、
三
雙
脚
也
得
。
到
坐
時
、
只
是
坐
不
得
。」『
語
類
』

巻
一
八
、一
二
二
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ423

）「
某
常
説
道
、
天
下
事
無
他
、
只

是
箇
熟
與
不
熟
。
若
只
一
時
恁
地
約
摸
得
、
都
不
與
自
家
相
干
、
久
後
皆
忘
却
。

只
如
借
得
人
家
事
一
般
、
少
間
被
人
取
將
去
、
又
濟
自
家
甚
事
。」

（
３
）「
直
到
物
格
知
至
」　
「
直
到
」
は
「
…
に
な
っ
て
」「
…
に
至
っ
て
」

（
４
）「
那
時
方
信
得
及
」　

関
連
す
る
語
句
と
し
て
本
巻
五
一
条
「
若
見
得
親
切
、

自
然
信
得
及
。」
が
有
る
。

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。
な
お
朝
鮮
古
写
本
巻
二
八
「
敬

　

之
問
此
章
」
条
の
末
尾
に
本
条
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（〔
参
考
〕
参
照
）。

○
「
事
事
物
物
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
事
〻
物
〻
」
に
作
る
。

○
「

」　

朝
鮮
古
写
本
（
巻
二
八
）
は
記
録
者
名
を
欠
く
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「
格
物
窮
理
に
取
り
組
み
始
め
た
当
初
に
お
い
て
も
、
や
は
り
事
事
物

物
に
関
し
て
そ
こ
ま
で
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
」
先
生
「
も
ち

ろ
ん
、
そ
こ
ま
で
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
し
か
し
（
工
夫
の
当
初
に
あ
っ

て
は
）
や
は
り
そ
の
あ
ら
ま
し
を
認
識
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
物
格
り
知
至

る
の
段
階
に
な
っ
て
こ
そ
、
そ
の
時
に
こ
そ
（
自
己
の
認
識
し
た
内
容
を
）
信
じ

切
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）「
到
那
裏
」　

文
字
通
り
「
そ
こ
に
至
る
」「
そ
こ
に
到
達
す
る
」
の
意
で
あ

る
が
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
「
那
裏
」
は
具
体
的
な
場
所
を
指
す
指
示
代
名
詞
と

い
う
よ
り
は
「
然
る
べ
き
と
こ
ろ
」「
然
る
べ
き
レ
ベ
ル
」
と
い
っ
た
意
味
を

表
す
場
合
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
巻
一
四
、一
三
三
条
「
問
、
大
學
之
靜

與
伊
川
靜
中
有
動
之
靜
、
同
否
。
曰
、
未
須
如
此
説
。
如
此
等
處
、
未
到
那
裏
、

不
要
理
會
。」『
語
類
』
巻
三
一
、六
六
条
、
林
賜
録
（
Ⅲ798

）「
問
顏
子
樂
處
。

曰
。
顏
子
之
樂
、
亦
如
曾
點
之
樂
。
但
…
點
之
樂
、
淺
近
而
易
見
。
顏
子
之
樂
、

深
微
而
難
知
。
點
只
是
見
得
如
此
、
顏
子
是
工
夫
到
那
裏
了
。
從
本
原
上
看
、



一
〇
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

已
矣
。」

（
３
）「
就
小
處
一
事
一
物
上
理
會
得
到
」　

曽
子
の
「
唯
」
や
「
一
貫
」
の
話
柄

を
好
ん
で
口
に
す
る
こ
と
が
日
常
卑
近
な
努
力
を
な
お
ざ
り
に
し
て
高
踏
的
な

悟
境
を
志
向
す
る
弊
害
に
陥
る
こ
と
を
警
戒
す
る
気
持
ち
が
朱
熹
に
は
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
い
き
な
り
一
貫
を
話
題
に
す
る
こ
と
を
戒
め
た
り
、
曽
子
は
こ

の
「
唯
」
に
先
だ
っ
て
実
は
格
物
致
知
を
実
践
し
尽
く
し
て
い
た
の
で
あ
る
、

等
と
説
い
た
り
も
す
る
の
で
あ
る
。『
語
類
』
巻
二
七
、二
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅱ

669

）「
問
一
貫
。
曰
。
恁
地
汎
看
不
濟
事
。
須
從
頭
子
細
、
章
章
理
會
。
夫
子

三
千
門
人
、
一
旦
惟
呼
曾
子
一
人
而
告
以
此
、
必
是
他
人
承
當
未
得
。
今
自
家

却
要
便
去
理
會
這
處
、是
自
處
於
孔
門
二
千
九
百
九
十
九
人
頭
上
、如
何
而
可
。」

同
、
三
一
条
、
李
方
子
録
（
Ⅱ673

）「
曾
子
已
前
是
一
物
格
、
一
知
至
。
到
忠

恕
時
、是
無
一
物
不
格
、無
一
知
不
至
。」
同
、三
四
条
、甘
節
録
（
Ⅱ673

）「
曾

子
零
碎
處
盡
曉
得
了
、夫
子
便
告
之
曰
。
參
乎
。
吾
道
一
以
貫
之
。
他
便
應
之
曰
。

唯
。」

83
条

　

或
問
。
物
格
而
后
知
至
一
句
、
或
謂
物
格
而
知
便
至
。
如
此
、
則
與
下
文
而
后

之
例
不
同
。
曰
。
看
他
文
勢
、
只
合
與
下
文
一
般
説
。
但
且
謂
之
物
格
、
則
不
害

其
爲
一
事
一
物
在
。
到
知
、
則
雖
萬
物
亦
只
是
一
箇
知
。
故
必
理
無
不
窮
、
然
後

知
方
可
盡
。
今
或
問
中
却
少
了
他
這
意
思
。

〔
参
考
〕

　
『
語
類
』
巻
二
八
、二
五
条
、
徐

録
（
Ⅱ714

）「
敬
之
問
此
章
」
条
の
末
尾
に

も
本
条
と
全
く
同
一
の
文
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

82
条

　

守
約
問
。
物
格
知
至
、
到
曾
子
悟
忠
恕
於
一
唯
處
、
方
是
知
得
至
否
。
曰
。
亦

是
如
此
。
只
是
就
小
處
一
事
一
物
上
理
會
得
到
、
亦
是
知
至
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
守
約
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
守
約
」
を
「
李
守
約
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

守
約
が
お
尋
ね
し
た
。「
物
格
り
知
至
る
と
い
う
の
は
、
曽
子
が
唯は

い

と
い
う
一

言
の
も
と
に
忠
恕
を
悟
っ
た
、
と
い
う
境
涯
に
ま
で
到
達
し
て
こ
そ
、
知
が
至
り

得
た
と
言
え
る
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。」
先
生
「
ま
あ
そ
う
だ
。
し
か
し
些

細
な
事
柄
に
つ
い
て
一
事
一
物
に
即
し
て
十
分
に
取
り
組
む
こ
と
も
ま
た
、
や
は

り
知
至
る
な
の
だ
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
守
約
」　

李

祖
、
字
守
約
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。

（
２
）「
曾
子
悟
忠
恕
於
一
唯
」　
『
論
語
』「
里
仁
」「
子
曰
。
參
乎
、吾
道
一
以
貫
之
。

曾
子
曰
。
唯
。
子
出
。
門
人
問
曰
。
何
謂
也
。
曾
子
曰
。
夫
子
之
道
，
忠
恕
而



一
〇
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

（
２
）「
下
文
而
后
之
例
」　
『
大
学
章
句
』
経
に
お
い
て
「
物
格
而
后
知
至
、
知
至

而
后
意
誠
、…
國
治
而
后
天
下
平
。」
の
よ
う
に
八
つ
の
各
条
目
が
全
て
「
而
后
」

で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

（
３
）「
看
他
文
勢
、
只
合
與
下
文
一
般
説
」　
「
一
般
」
は
「
同
じ
」
の
意
。「
物

格
而
知
便
至
」
よ
り
も
「
物
格
而
后
知
至
」
の
方
が
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。「
物
格
而
知
便
至
」
に
は
、
格
物
が
実
現
す
れ
ば
致
知
も
同
時

に
実
現
す
る
と
の
語
気
が
有
り
、
格
物
致
知
を
連
続
的
一
体
的
に
捉
え
る
こ
と

に
な
る
。
一
方
、「
而
后
」
を
間
に
挟
ん
で
「
物
格
而
后
知
至
」
と
す
れ
ば
、

格
物
と
致
知
と
を
区
別
し
た
上
で
段
階
的
漸
進
的
に
工
夫
が
進
行
す
る
と
の
語

気
が
生
ず
る
。
た
だ
し
本
巻
四
九
条
、
林
恪
録
で
は
「
又
云
。
致
知
格
物
、
只

是
一
事
。
非
是
今
日
格
物
、
明
日
又
致
知
。」
と
格
物
致
知
の
連
続
性
一
体
性

が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
本
条
と
は
や
や
ト
ー
ン
が
異
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

清
の
陸
隴
其
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。『
松
陽
講
義
』
巻
一
、
大
學
之

道
章
、
古
之
欲
明
節
「
語
類
載
朱
子
致
知
格
物
之
説
不
同
。
林
恪
所
記
、
則
云
。

致
知
格
物
、
只
是
一
事
、
非
是
今
日
格
物
、
明
日
又
致
知
。
又
有
一
條
不
知
何

人
所
記
、
則
云
。
或
謂
物
格
而
知
便
至
、
如
此
則
與
下
文
而
後
之
例
不
同
。
曰
。

看
他
文
勢
、
只
合
與
下
文
一
般
説
。
此
二
條
、
應
以
林
説
爲
正
。」

（
４
）「
物
格
、
則
不
害
其
爲
一
事
一
物
在
。
到
知
則
雖
萬
物
亦
只
是
一
箇
知
。
故

必
理
無
不
窮
、
然
後
知
方
可
盡
。」　

同
じ
趣
旨
で
「
物
格
」
と
「
知
至
」
を
対

比
し
た
も
の
と
し
て
以
下
を
参
照
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
四
六
「
答
黄
商
伯
」

第
四
書
「
經
文
物
格
、
猶
可
以
一
事
言
。
知
至
、
則
指
吾
心
所
可
知
處
、
不
容

更
有
未
盡
矣
。」
一
事
一
物
に
即
し
て
の
「
格
物
」
を
累
積
し
た
結
果
、
豁
然

貫
通
す
る
の
が
「
致
知
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
対
比
さ
れ
る
（『
大
学

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
五
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

あ
る
者
が
お
尋
ね
し
た
。「
物
格
り
て
后
に
知
至
る
の
一
句
に
つ
い
て
、
物
格

り
て
知
便
ち
至
る
と
い
う
言
い
方
を
す
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
こ
の

よ
う
な
言
い
方
を
す
る
と
、
下
文
の
而
后
と
い
う
文
例
と
も
一
致
し
ま
せ
ん
。」

先
生
「
そ
の
文
勢
を
見
る
な
ら
ば
、
や
は
り
下
文
と
同
様
に
説
く
べ
き
だ
。
と
り

あ
え
ず
物
格
る
と
だ
け
言
っ
た
場
合
に
は
、（
そ
の
格
物
の
対
象
が
）
一
事
一
物

で
あ
っ
た
っ
て
さ
し
つ
か
え
は
な
い
。
し
か
し
知
と
な
る
と
、
万
物
（
に
関
わ
る

知
識
）
で
あ
っ
て
も
、
た
だ
一
箇
の
知
な
の
だ
。
そ
れ
故
に
必
ず
や
あ
ら
ゆ
る
理

を
窮
め
尽
く
し
た
後
で
あ
っ
て
こ
そ
、
知
は
初
め
て
尽
く
さ
れ
る
の
だ
。
今
『
大

学
或
問
』
中
に
は
そ
の
よ
う
な
趣
旨
に
関
す
る
注
記
が
欠
落
し
て
い
る
。

〔
注
〕

（
１
）「
或
謂
物
格
而
知
便
至
」　

類
似
の
表
現
は
朱
熹
自
身
に
も
若
干
は
見
ら
れ

る
。『
語
類
』
巻
一
九
、八
四
条
、
楊
驤
録
（
Ⅱ441

）「
讀
論
語
、
須
將
精
義
看
。

先
看
一
段
、次
看
第
二
段
、將
兩
段
比
較
孰
得
孰
失
、孰
是
孰
非
。
又
將
第
三
段
、

比
較
如
前
。
又
總
一
章
之
説
而
盡
比
較
之
。
其
間
須
有
一
説
合
聖
人
之
意
、
或

有
兩
説
、有
三
説
、有
四
五
説
皆
是
、又
就
其
中
比
較
疏
密
。
如
此
、便
是
格
物
。

及
看
得
此
一
章
透
徹
、則
知
便
至
。」『
中
庸
或
問
』
二
〇
章
「
蓋
擇
善
所
以
明
善
、

固
執
所
以
誠
身
。
擇
之
之
明
、
則
大
學
所
謂
物
格
而
知
至
也
。
執
之
之
固
、
則

大
學
所
謂
意
誠
而
心
正
身
修
也
。」



一
〇
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

〔
訳
〕

　
『
大
学
』
の
「
物
格
り
知
至
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
、凡
か
聖
か
の
関
門
で
あ
る
。

物
に
ま
だ
格
ら
ず
、
知
が
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
時
に
は
、
ど
う
し
た
っ
て
や
は
り

凡
人
な
の
だ
。
是
非
と
も
物
に
格
り
知
が
至
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
こ
そ

手
順
を
踏
ん
で
実
践
を
怠
ら
な
け
れ
ば
、
聖
賢
の
域
に
入
る
こ
と
に
お
い
て
、
敏

鈍
遅
速
の
相
違
が
あ
る
に
せ
よ
、
大
勢
と
し
て
は
す
っ
か
り
あ
ち
ら
側
（
＝
聖
賢

の
域
）
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
の
だ
。
今
、物
に
ま
だ
格
ら
ず
、知
が
ま
だ
至
っ

て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
あ
ち
ら
側
へ
と
通
過
し
よ
う
と
し
て
も
、
大
勢

と
し
て
は
た
だ
た
だ
こ
ち
ら
側
（
＝
凡
人
の
域
）
に
あ
る
。
門
に
敷
居
が
有
る
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り
ま
だ
そ
こ
を
通
過
し
て
は
い
な
い
の
だ
。

　

質
問
「
伊
川
が
、
楽
し
む
の
で
な
け
れ
ば
君
子
と
い
う
も
の
を
語
る
に
は
足
ら

な
い
、と
言
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
つ
ま
り
、物
に
ま
だ
格
ら
ず
、知
が
ま
だ
至
っ

て
い
な
い
間
は
、
ま
だ
（
凡
聖
の
）
関
門
を
通
過
し
て
は
い
な
い
、
と
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
そ
う
だ
。
私
は
か
つ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
こ
と

が
あ
る
、
物
に
格
り
知
が
至
っ
た
後
は
、
た
と
え
（
そ
の
人
に
）
不
善
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
白
地
の
上
の
黒
い
点
の
よ
う
な
も
の
だ
。
物
に
ま
だ
格
ら
ず
、

知
が
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
間
は
、
た
と
え
（
そ
の
人
に
）
善
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
や
は
り
黒
地
の
上
の
白
い
点
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。」　

童
伯
羽
録　

以
下

は
、
格
物
致
知
誠
意
が
学
ぶ
者
に
と
っ
て
の
関
門
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る

〔
注
〕

（
１
）「
凡
聖
之
關
」　
「
關
」
は
分
か
れ
目
、
関
門
。

（
２
）「
如
何
殺
」　
「
如
何
殺
」
の
用
例
は
『
語
類
』
で
は
こ
れ
の
み
で
あ
り
、
俗

章
句
』
伝
五
章
参
照
）。

（
５
）「
不
害
其
爲
一
事
一
物
在
」　
「
在
」
は
文
言
の
「
焉
」
と
同
じ
で
断
定
の
語

気
を
表
す
句
末
の
助
詞
。
三
浦
國
雄
『
朱
子
語
類
抄
』
六
七
頁
。
巻
一
四
、一
五

条
に
既
出
。

84
条

　

大
學
物
格
知
至
處
、
便
是
凡
聖
之
關
。
物
未
格
、
知
未
至
、
如
何
殺
也
是
凡
人
。

須
是
物
格
知
至
、
方
能
循
循
不
已
、
而
入
於
聖
賢
之
域
、
縱
有
敏
鈍
遲
速
之
不
同
、

頭
勢
也
都
自
向
那
邊
去
了
。
今
物
未
格
、
知
未
至
、
雖
是
要
過
那
邊
去
、
頭
勢
只

在
這
邊
。
如
門
之
有
限
、
猶
未
過
得
在
。

　

問
。
伊
川
云
、
非
樂
不
足
以
語
君
子
、
便
是
物
未
格
、
知
未
至
、
未
過
得
關
否
。

曰
。
然
。
某
嘗
謂
、
物
格
知
至
後
、
雖
有
不
善
、
亦
是
白
地
上
黑
點
。
物
未
格
、

知
未
至
、
縱
有
善
、
也
只
是
黑
地
上
白
點
。　

伯
羽　

以
下
論
格
物
致
知
誠
意
是

學
者
之
關

〔
校
勘
〕

○
「
循
循
不
已
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
循
循
」
を
「
循
〻
」
に
作
る
。

○
「
都
自
向
那
邊
去
了
」　

朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考
異
」「
向
、
一
作
尚
」

○
「
雖
是
要
過
那
邊
去
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
雖
」
を
「
多
」
に
作
る
。

○
「
非
樂
不
足
以
語
君
子
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
語
」
を
「
爲
」
に
作
る
。

○
「
以
下
論
格
物
致
知
誠
意
是
學
者
之
關
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
こ
の
校
注
な
し
。



一
〇
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

言
不
入
於

、
内
言
不
出
於

也
。」（『
礼
記
』
は
「
曲
礼
」
上
、
但
し
「

」

を
「
梱
」
に
作
る
）。
同
上
「
上
考
詩
書
、
有
虞
二
妃
、
周
室
三
母
、
修
行
佐
德
、

思
不
踰
閾
。」
注
「
閾
、
門
限
也
。
左
傳
曰
。
婦
人
送
迎
不
出
門
、
見
兄
弟
不

踰
閾
。」（『
左
伝
』
は
僖
公
二
十
二
年
）。『
語
類
』
巻
七
三
、五
五
条
、
萬
人
傑

録
（
Ⅴ1853

）「
又
如
門
限
然
、
在
外
者
不
得
入
、
在
内
者
不
得
出
。」

（
７
）「
猶
未
過
得
在
」　
「
在
」
は
句
末
の
助
詞
。
文
言
の
「
焉
」
に
同
じ
。

（
８
）「
非
樂
不
足
以
語
君
子
」  

『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
七
（
伊
川
先
生
語
）、

六
九
条
「
説
先
於
樂
者
、
樂
由
説
而
後
得
、
然
非
樂
則
亦
未
足
以
語
君
子
。」

こ
の
語
は
『
論
語
集
注
』「
学
而
」
の
「
學
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
。
有
朋
自

遠
方
來
、
不
亦
樂
乎
。
人
不
知
而
不
愠
、
不
亦
君
子
乎
。」
の
朱
注
に
も
「
程

子
曰
」
と
し
て
引
か
れ
る
。

（
９
）「
白
地
上
黑
點
」「
黑
地
上
白
點
」　

類
似
の
表
現
は
後
出
の
本
巻
八
七
条
に

も
見
え
る
。

85
条

　

格
物
是
夢
覺
關
。（
原
注
）「
格
得
來
是
覺
、格
不
得
只
是
夢
。」
誠
意
是
善
惡
關
。

（
原
注
）「
誠
得
來
是
善
、
誠
不
得
只
是
惡
。」
過
得
此
二
關
、
上
面
工
夫
却
一
節

易
如
一
節
了
。
到
得
平
天
下
處
、
尚
有
些
工
夫
。
只
爲
天
下
濶
、
須
著
如
此
點
檢
。

　

又
曰
。
誠
意
是
轉
關
處
。
又
曰
。
誠
意
是
人
鬼
關
。（
原
注
）「
誠
得
來
是
人
、

誠
不
得
是
鬼
。」　

孫

語
辞
典
の
類
に
も
未
収
録
だ
が
、
文
脈
か
ら
仮
に
「
い
か
に
あ
ろ
う
と
も
」
の

意
に
解
釈
し
て
お
く
。「
殺
」（sh

a

）
は
「

」（sh
a

）
に
通
じ
る
。『
漢
語
大

詞
典
』
の
「

」
の
項
に
は
「
副
詞
。
極
、
甚
。」
の
語
義
や
「
代
詞
。
啥
、

什
麼
。」
の
語
義
を
挙
げ
、
後
者
の
用
例
と
し
て
『
紅
樓
夢
』
第
六
回
「
這
是

什
麼
東
西
。
有

用
處

。」
を
引
く
。
本
条
に
お
け
る
「
殺
（
＝
）
」
は
「
什

麼
」
の
義
を
持
つ
も
の
と
見
て
お
き
た
い
。
な
お
『
西
山
読
書
記
』
巻
二
二
「
大

学
」
所
引
は
「
如
何
殺
」
を
「
縱
如
何
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。「
物
格
知
至
處
、

是
凡
聖
闗
。
物
未
格
、
知
未
至
、
縱
如
何
、
亦
是
凡
人
。」
因
み
に
「
如
何

」

の
用
例
と
し
て
は
『
語
類
』
巻
一
一
一
、三
一
条
、黄
卓
録
（
Ⅶ2721

）  

に
「
不

知
當
初
立
法
如
何

有
不
公
處
。」
と
あ
り
、
こ
の
場
合
の
「
如
何

」
は
「
い

か
ば
か
り
か
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

（
３
）「
頭
勢
」　

形
勢
、
大
勢
の
意
。『
朱
文
公
文
集
』
続
集
、
巻
一
「
答
黄
直
卿
」

「
辭
免
人
、
度
今
巳
到
。
不
知
所
請
如
何
。
頭
勢
如
此
、
又
非
前
日
之
比
。
只

得
力
辭
。」

（
４
）「
循
循
」  

順
序
正
し
く
、
手
順
を
踏
ん
で
。『
論
語
』「
子
罕
」「
夫
子
循
循

然
善
誘
人
、
博
我
以
文
、
約
我
以
禮
。」
朱
注
「
循
循
、
有
次
序
貌
。」

（
５
）「
都
自
」　

全
て
、
全
く
。「
自
」
は
「
已
自
」
や
「
本
自
」
の
「
自
」
と
同

じ
で
、音
節
を
整
え
る
の
み
の
用
法
。
本
巻
五
一
条
の
「
已
自
」、五
二
条
の
「
本

自
」
を
参
照
。

（
６
）「
如
門
之
有
限
」　

門
限
は
「

」
や
「
閾
」
と
同
義
で
、
門
の
開
閉
部
分

の
下
部
と
地
面
と
の
間
に
横
に
さ
し
渡
さ
れ
た
木
製
ま
た
は
石
造
の
敷
居
。
門

の
内
外
を
隔
て
る
境
界
線
を
為
す
。『
後
漢
書
』
巻
一
〇
上
「
皇
后
紀
」
上
「
登

建
嬪
后
、
必
先
令
德
、
内
無
出

之
言
。」
注
「

、
門
限
也
。
禮
記
曰
。
外



一
〇
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〜
一
八　

訳
注
（
三
）

修
身
是
一
箇
。
才
過
此
二
關
了
、
則
便
可
直
行
將
去
。」
と
あ
る
。

（
２
）「
上
面
工
夫
」　
「
上
面
」
は
前
、
前
の
、
以
前
の
。
た
だ
し
こ
こ
の
「
上
面

工
夫
」
と
は
文
脈
か
ら
考
え
る
と
正
心
乃
至
平
天
下
、
即
ち
格
物
誠
意
よ
り
以

後
の
工
夫
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
上
面
」
は
或
い
は
「
下
面
」
の

誤
記
か
。

（
３
）「
一
節
易
如
一
節
」　

一
節
ご
と
に
容
易
に
な
っ
て
い
く
。「
一
Ａ
某
如
一
Ａ
」

の
形
で
、「
一
Ａ
ご
と
に
某
に
な
っ
て
い
く
」
の
意
。
巻
一
四
、一
七
三
条
に
「
如

人
飲
酒
、
終
日
只
是
喫
酒
。
但
酒
力
到
時
、
一
杯
深
如
一
杯
。」
と
あ
る
。
同

条
の
注
を
参
照
。

（
４
）「
人
鬼
關
」　

黄
幹
の
「
朱
子
語
類
門
目
」（『
語
類
』
巻
首
）
に
「
鬼
神
、

其
別
有
三
。
在
天
之
鬼
神
、
陰
陽
造
化
、
是
也
。
在
人
之
鬼
神
、
人
死
爲
鬼
、

是
也
。
祭
祀
之
鬼
神
、神
示
祖
考
、是
也
。
三
者
雖
異
、其
所
以
爲
鬼
神
者
則
同
。」

と
あ
る
が
、
こ
こ
に
言
う
「
鬼
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
朱
子
学
的
鬼
神
概
念
の

埒
外
に
あ
る
、
単
な
る
罵
倒
語
、「
鬼
子
」
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
陸
游
『
劎

南
詩
稾
』
巻
二
〇
「
北
窗
病
起
」「
一
飢
可
忍
萬
緣
輕
、
況
復
幽
窗
疾
漸
平
。

更
事
天
公
終
賞
識
、欺
人
鬼
子
漫
縱
横
。」因
み
に
本
巻
八
九
条
に「
論
誠
意
、曰
。

過
此
一
關
、
方
是
人
、
不
是
賊
。」
と
あ
る
。
即
ち
本
条
に
お
け
る
「
鬼
」
は

八
九
条
に
お
け
る
「
賊
」
に
相
当
す
る
概
念
で
あ
り
、「
人
で
な
し
」
と
い
う

程
の
意
で
あ
ろ
う
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
五
（
１
〜
85
条
）、
訳
注
担
当
者

１
〜
14
条　
　
　
　
　
　
　

小
笠　

智
章

〔
校
勘
〕

○
「
只
爲
天
下
濶
」　

劉
氏
伝
経
堂
叢
書
本
を
含
め
て
諸
本
は
全
て
「
濶
」
を
「
闊
」

に
作
り
、
呂
留
良
本
の
み
が
「
濶
」
に
作
る
。

○
「
須
著
如
此
點
檢
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
著
」　

を
「
着
」
に
作
る
。

○
「
又
曰
。
誠
意
是
轉
關
處
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
又
曰
」
の
二
字
が
な
く
、　

か
つ
「
誠
意
是
轉
關
處
」
以
下
を
改
行
し
て
別
の
条
と
し
て
い
る
。　

〔
訳
〕

　

格
物
は
夢
か
覚
か
の
関
門
で
あ
る
。（
原
注
）「
格
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
覚
、
格

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
夢
で
し
か
な
い
。」
誠
意
は
善
か
悪
か
の
関
門
で
あ
る
。

（
原
注
）「
誠
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
善
、
誠
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
な
悪

で
し
か
な
い
。」
こ
の
二
つ
の
関
門
を
突
破
で
き
れ
ば
、
そ
れ
以
下
の
工
夫
も
一

節
ご
と
に
容
易
に
な
っ
て
い
く
。
平
天
下
の
段
階
に
至
っ
て
も
、
な
お
取
り
組
む

べ
き
工
夫
が
あ
る
。
天
下
は
広
大
な
の
だ
か
ら
、
是
非
と
も
そ
の
よ
う
に
一
々
点

検
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

又
言
わ
れ
た
。「
誠
意
は
転
換
点
で
あ
る
。」
又
言
わ
れ
た
。「
誠
意
は
人
か
鬼

か
の
関
門
で
あ
る
。（
原
注
）「
誠
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
人
、
誠
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
鬼
だ
。」　

林

孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
過
得
此
二
關
」　

格
物
と
誠
意
を
二
大
関
門
と
す
る
。
後
出
の
本
巻

一
四
八
条
に
は
「
大
學
一
篇
却
是
有
兩
箇
大
節
目
。
物
格
知
至
是
一
箇
、
誠
意



一
〇
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

15
〜
23
条　
　
　
　
　
　
　

焦　
　
　

24
〜
29
条　
　
　
　
　
　
　

中　

純　

夫

30
〜
38
条　
　
　
　
　
　
　

宇
佐
美
文
理

39
〜
50
条　
　
　
　
　
　
　

孫　

路　

易

51
〜
59
条　
　
　
　
　
　
　

福　

谷　

彬

60
〜
70
条　
　
　
　
　
　
　

古　

勝　

亮

71
〜
85
条　
　
　
　
　
　
　

中　

純　

夫

（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
三
日
受
理
）

（
う
さ
み　

ぶ
ん
り　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
）

（
お
が
さ　

と
も
あ
き　

京
都
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
機
構
非
常
勤
講
師
）

（
こ
が
ち　

り
ょ
う　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

（
し
ょ
う　

こ
ん　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

（
そ
ん　

る
い　

岡
山
大
学
言
語
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

（
な
か　

す
み
お　

京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
）

（
ふ
く
た
に　

あ
き
ら　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）
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